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秋田県農業農村整備事業標準設計図仕様書 1

1．適用 1

2．寸法、縮尺、記号 1

3．鉄筋の継手長さ 3

4．塗装 3

5．計画図の表示 3

6．施工 3

7．契約の変更 3

平面図に添付するための凡例 4

かんぱい事業の凡例図① 5

かんぱい事業の凡例図② 6

ほ場整備事業等面的工事の記号 7

ほ場整備事業の凡例図 8

農道事業の凡例図 9

（空き） 10

一般構造物編 11

（空き） 12

桝 K-01 用排水桝（2次製品） PDW06-05-F～PDC12-12-N 13

K-02 〃寸法表 〃 14

K-03 分水桝（現場打） DW0606-05-F～DW1212-15-N 15

K-04 〃寸法表（1） DW0606-05-F～DW0812-15-N 16

〃 〃〃（2） DW1010-05-F～DW1212-15-N 17

秋田県農業農村整備事業標準設計図　目次
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K-05 〃鉄筋配置図 DW0606-05-F～DW1212-15-N 18

K-06 〃鉄筋寸法表 〃 19

K-07 排水交差工（現場打） DC08-06-F-F～DC20-15-NーN 20

K-08 〃寸法表 〃 21

K-09 〃鉄筋配置図 〃 22

暗渠工 K-10 ヒューム管型横断暗渠（砂基礎） HP1-030-03-1～HP1-100-09-2 23

K-11 〃（90度～180度固定基礎） HP2-030-1-F～HP3-100-2-N 24

K-12 〃（360度固定基礎） HP4-030-F～HP5-100-N 25

〃 〃寸法表 〃 26

K-13 ポリ管型横断暗渠（砂基礎） PP1-030-03～PP1-100-09 27

擁壁工 K-20 積ブロック工（空積） BL-1-N3KA-H100-F～BL-3-N6KA-H330-N 28

K-21 積ブロック工（練積） BL-1-N3NE-H100-F～BL-3-N6NE-H550-N 29

K-22 〃（寸法表）空積 BL-1-N3KA-H100-F～BL-3-N6KA-H330-N 30

K-22 〃（寸法表）練積 BL-1-N3NE-H100-F～BL-3-N6NE-H550-N 31

K-23 重力式擁壁工 GYOーN5H100B15-F～GYOーN5H300B60-N 32

K-24 〃寸法表 〃 33

K-25 〃(前面直） VGYOーN5H100B15-F～VGＴOーN5H200B55-N 34

K-26 〃寸法表 〃 35

K-27 逆Ｔ式擁壁工 ＴYOーH200B150-F～ＴYOーH500B600-N 36

鉄鋼小構造物 K-40 鋼製蓋板縞鋼板（角型） SG23-S1～SG45-S2 37

K-41 〃縞鋼板（丸型） SG23-R1～SG45-R2 38

K-42 鋼製蓋板エキスパンドメタル XG21-4-A～XG-24-2-B 39

K-43 手摺A型 テスリ-A1-L30～テスリ-A3-L20 40

K-44 B型 テスリ-B1-L30～テスリ-B3-L20 41
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K-45 C型 テスリ-C1-L30-F～テスリ-C2-L15-N 42

K-46 D型 テスリ-D1-L30-F～テスリ-D2-L15-N 43

K-47 ステップA型・B型 ステップA-H○○．○～ステップB-H○○．○ 44

K-48 梯子A型・B型 ハシゴA-H○○-○～ハシゴB-H○○．○ 45

K-49 スクリーン スクリ-B1000-H1000-P030～スクリ-B3000-H2000-P150 46

K-50 スクリーン寸法、材料表 スクリ-B1000-H1000-P030～スクリ-B3000-H2000-P150 47

K-51 ベンチフリューム掛樋 BFF-030-F～BFF-060-N 48

K-52 鋼製掛樋受台標準仕間L＝10M PFF-040-F～PFF-060-N 49

K-53 鋼製掛樋受台稼動部詳細図 PFF-040-F～PFF-060-N 50

K-54 鋼製掛樋（10M）一般図（1） PF1-040-30-04～PF1-100-65-12 51

〃 〃（15M）〃（2） PF2-040-35-11～PF2-100-65-17 52

〃 〃（20M）〃（3） PF3-045-45-16～PF3-100-70-20 53

K-55 鋼製掛樋（10M）製作組立図（1） PF1-040-30-04～PF1-100-65-12 54

〃 〃（15M）〃（2） PF2-040-35-11～PF2-100-65-17 55

〃 〃（20M）〃（3） PF3-045-46-16～PF3-100-70-20 56

K-56 〃主桁継手部寸法表（1） PF2-040-35-○○～PF3-050-45-○○ 57

〃 鋼製掛樋主桁継手部寸法表（2） PF3-050-50-○○～PF3-065-50-○○ 58

〃 〃〃（3） PF3-065-50-○○～PF2-090-60-○○ 59

〃 〃〃（4） PF3-090-65-○○～PF3-100-70-○○ 60

K-57 〃上横継手部寸法表 PF2-040-35-○○～PF3-100-70-○○ 61

K-58 〃製作キャンバー寸法表 PF1-040-30-○○～PF3-100-70-○○ 62

防護柵工 K-60 格子フェンスB型 KB-1-L20～KB3-L30 63

K-61 〃内扉D型 KDトビラ 64

K-62 〃内扉S型 KSトビラ 65
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K-63 ネットフェンス（A型） NF-A-2～NF-A-4 66

K-64 〃（B型） NF-B-1～NF-B-3 67

K-65 ネット柵工 NS-062～NS-124 68

K-67 横断防止柵（間伐材利用） CGF-A1-15～CGF-A3-15 69

橋梁工 K-70 鉄筋コンクリート床版橋上部工 SＪ-Ｔ6-L0200W250～SＪ-Ｔ14-L1000W550 70

K-71 〃寸法表Ｔ6 SＪ-Ｔ6-L0200W250～SＪ-Ｔ6-L1000W350 71

〃 〃寸法表Ｔ10 SＪ-Ｔ10-L0200W400～SＪ-Ｔ10-L1000W500 72

〃 〃寸法表Ｔ14 SＪ-Ｔ14-L0200W450～SＪ-Ｔ14-L1000W550 73

K-80 二次製品水路取付及び曲部現場打施工図 74

K-100 事業用標識（Aタイプ） 75

K-101 〃（Bタイプ） 76

かんがい排水編 77

（空き） 78

水路工 A-03 連節ブロック水路工 79

A-04 現場打コンクリート水路工 80

A-05 大型フリュ-ム工 OF-0810～OF-1220 81

A-06 L型フリューム工 LF-○○○○－○○ 82

A-07 目地詳細図 83

A-08 鋼製柵渠工 84

A-09 床版水抜及び側壁水抜（1） SD1-○○.○○-F-1～ 85

〃 床版水抜及び側壁水抜（2） SD2-○○.○○-1-○○ 86

A-10 アンダードレーン（2） 87

洗場工 A-15 洗場工A型 アライ-A06-Ｔ10-F～アライ-A20-Ｔ20-N 88

A-16 洗場工B型 アライ-B06-Ｔ10-F～アライ-B20-Ｔ20-N 89
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A-18 洗場工D型 アライ-D10-F～アライ-D30-N 90

A-19 洗場工寸法表（1） アライ-A06-Ｔ10-F～アライ-B20-Ｔ14-N 91

A-20 洗場工寸法表（2） アライ-A06-Ｔ25-F～アライ-B20-Ｔ25-N 92

A-21 洗場工寸法表（3） アライ-C2-04-F～アライ-D30-N 93

パイプライン工 A-40 制水弁ボックス1型 94

A-42 制水弁ボックス2型 95

A-45 制水弁ボックス3型 96

A-46 〃3型鉄筋配置図（1） 97

〃 〃3型鉄筋配置図（2） 98

〃 〃3型（数量表） 99

A-47 制水弁ボックス4型 100

A-48 〃4型鉄筋配置図（1） 101

〃 〃4型鉄筋配置図（2） 102

〃 〃4型（数量表） 103

A-49 制水弁ボックス付帯施設詳細図 104

A-50 空気弁ボックス1型 ARV1-75～ARV1-500 105

A-51 〃2型 ARV2-75～ARV2-500 106

A-52 〃3型 ARV3-600-Ｔ10-F～ARV3-600-Ｔ14-N 107

A-53 〃3型鉄筋配置図 ARV3-600-Ｔ10-F～ARV3-600-Ｔ14-N 108

A-55 空気弁設置標準図 109

A-60 アングルバルブ AGV-40-08～AGV-65-12 110

A-61 アルファルファバルブ型給水栓 ALV1-050-08～ALV2-100-12 111

A-65 水平スラストブロックA型 SLB-A-050-1-06-F～SLB-A-125-4-25-N 112

A-66 水平スラストブロックA型 SLB-A-150-1-06-F～SLB-A-300-4-25-N 113
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A-67 〃B型 SLB-B-050-1-06-F～SLB-B-125-4-25-N 114

A-68 〃〃 SLB-B-150-1-06-F～SLB-B-300-4-25-N 115

A-69 〃C型 SLB-C-050-1.5-06-F～SLB-C-125-4-25-N 116

A-70 〃〃 SLB-C-150-1-06-F～SLB-C-300-4-25-N 117

A-71 鉛直スラストブロックD型 SLB-D-050-4-06-F～SLB-D-300-4-10-N 118

A-72 〃Ｅ型 SLB-Ｅ-050-1.5-06-F～SLB-Ｅ-300-4-25-N 119

ほ場整備編 121

（空き） 122

畦畔工 C-01 畦畔工 123

用水路工 C-03 素掘用水路 UC0-D～UC3-N 124

C-04 鉄筋コンクリートベンチフリューム水路 BF-030-S～BF-100-N-W 125

C-05 複水路型鉄筋コンクリートベンチフリューム水路 BFD-050-30～BFD-100-50-W 126

〃 〃 BFD-030～BFD-100-W 127

C-06 既設素掘用水路鉄筋コンクリートベンチフリューム BFK00-030～BFK05-060 128

C-07 ベンチフリューム水口工 BFW-030～BFW-60 129

排水路工 C-10 暫定素掘排水路 UDＺ07～UDＺ12 130

C-11 素掘排水路（1） UD07-D～UD12-S-W 131

〃 〃（2） UD07-N～UD12-S 132

C-12 鉄筋コンクリート排水フリューム排水路（1） DF07-504-D-F～DF12-910-S-W-N 133

C-12 鉄筋コンクリート排水フリューム排水路（2） DF07-504-N-F～DFK12-910-N-N 134

〃 鉄筋コンクリート排水フリューム排水路（3） DF07-504-S-M-F～DF12-920-S-M-N 135

〃 鉄筋コンクリート排水フリューム排水路（4） DF07-504-D-M-F～DF12-920-D-M-N 136

〃 鉄筋コンクリート排水フリューム排水路（5） DF07-504-N-M-F～DF12-920-N-M-N 137

C-13 既設素掘排水路コンクリート排水フリューム DFK07-504-D-F～DFK12-910-N 138
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C-14 鉄筋コンクリート排水フリューム寸法図 DF07-504-D-F～DF12-920-N-N 139

道路工 C-20 道路 RB○○○○-○-○ 140

付帯工 C-25 素掘用水路落差工（跳水型）落差.0.5M～1.0M DＩS-030-05-S～DＩS-050-10-N 141

C-26 〃寸法表 〃 142

C-27 用水路落差工（跳水型）落差0.5M～2.0M DＩ-030-05-S～DＩー100-10-N 143

C-28 〃寸法表（1） DＩ-030-05-S～DＩ-055-20-N 144

〃 〃〃（2） DＩ-060-05-S～DＩ-100-10-N 145

C-29 円筒落差工 DP-030-15-F-S-F～DP-065-20-N-N-N 146

C-30 〃寸法表 〃 147

C-31 用水路斜流工 BF-SL-030～BF-SL-100 148

C-34 小排水路組立落差工（1）（排水フリューム） DFD-504-07-S～DFD-906-10-N 149

C-35 〃寸法表 〃 150

C-36 小排水路組立落差工（2）（排水フリューム） DFD-504-15-S～DFD-906-20-N 151

C-37 〃寸法表 〃 152

C-38 素堀小排水路組立落差工（1）（排水フリューム） DFS-504-07-S～DFS-704-10-N 153

C-39 〃寸法表 〃 154

C-40 素堀小排水路組立落差工（2）（排水フリューム） DFS-504-15-S～DFS-704-20-N 155

C-41 〃寸法表 〃 156

C-42 排水路斜流工 DF-SL-504～DF-SL-906 157

C-44 勾配可変側溝型暗渠工 KKC-0504-01～KKC-0906-15 158

C-45 ベンチフリューム型ボックス暗渠工 BFB-030-00-Ｔ14-F～BFB-100-09-Ｔ20-N 159

C-46 余水吐工 SW-030-3.0-F～SW-100-1.0-N 160

C-47 〃鉄筋配置図 〃 161

C-50 ベンチフリューム型進入路 BFA2-030-03～BFA6-100-18 162
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C-51 ヒューム管型進入路 HPA2-030-03～HPA-100-18 163

C-52 盛土型進入路 BA2-03～BA6-18 164

C-53 複水路型（1型）進入路 BFDA1-2-030-030-03～BFDA1-6-100-100-18 165

〃 複水路型（2型）進入路 BFDA2-2-030-030-03～BFDA2-6-100-100-18 166

C-54 土留壁 HPD-030-1～HPD-100-2 167

C-55 勾配可変側溝 KKS-0303-○○-F～KKS-1010-○○-N 168

C-58 勾配可変側溝型進入路 KKA2-0504-03～KKA2-0906-15 169

C-59 蓋掛け補強型進入路 DFA2-504-03～DFA6-0905-15 170

暗渠排水工 C-60 暗渠排水2本配置 A2- 171

C-61 〃3〃 A3- 172

C-62 〃4〃 A4- 173

C-63 管理閘付暗渠排水2本配置 AK2- 174

C-64 〃3〃 AK3- 175

C-65 〃4〃 AK4- 176

C-66 暗渠排水単線排水方式 AK1- 177

C-70 暗渠排水　吸水渠標準断面図（１） K1-～K2- 178

〃 暗渠排水　吸水渠標準断面図（２） K1-～K2- 179

C-71 暗渠排水　集水渠標準断面図 S1-～S2- 180

C-72 補助暗渠排水工（片側排水・額縁無し） TSD1-40-0～TSD1-45-0 181

C-73 補助暗渠排水工（両側排水・額縁無し） TSD2-40-0～TSD2-45-0 182

C-74 補助暗渠排水工（片側排水・額縁有り） TSD1-40-2～TSD1-45-4 183

C-75 補助暗渠排水工（両側排水・額縁有り） TSD2-40-2～TSD2-45-4 184

C-76 補助暗渠排水工　狭小部詳細図 TSD1-40-0～TSD2-45-4 185

C-77 補助暗渠排水工　渠線標準断面図 TSD1-40-0～TSD2-45-4 186
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農道編 187

（空き） 188

道路側溝工 D-01 鉄筋コンクリートU型側溝およびふた UF-30B-S～PC2-60-C 189

D-02 鉄筋コンクリートベンチフリューム側溝 BFR-030-S～BFR-100-C 190

D-03 道路用鉄筋コンクリート側溝 UFD-30A-S～UFD-50B-C 191

D-04 〃側溝用ふた UFDF-30A～UFDF-50B 192

地下排水工 D-06 アンダードレーン AD-1-04-F～AD-3-03-N 193

取付道路工 D-07 進入路（HP型） HPR3-030-06～HPR4-060-21 194

安全施設工 D-20 ガードレール（標準型・構造物用） GR-B-2B～GR-C-2BS 195

〃 〃（標準型・土中用） GR-B-4B～GR-C-4ＥS 196

D-21 〃（耐雪型） GR-B2-4Ｅ～GR-C3-2B 197

D-22 ガードケーブル（構造物用） GC-B-4B～GC-C-4B 198

D-23 〃（土中用） GC-B-6Ｅ～GC-C-6Ｅ 199

D-24 橋梁高欄 GR-BX-090～GR-CK-11S 200

D-25 安全反射鏡（丸型） RCM-R108-F～RCM-R210-N 201

D-26 〃（角型） RCM-A206-F～RCM-A208-N 202

道路標識工 D-30 案内標識（1型） RM1-F～RM1-N 203

D-31 〃（2型） RM2-F～RM2-N 204

D-32 〃（3型） RM3-S-F～RM3-C-N 205

D-33 警戒標識 RM4-10-S-F-F～RM4-16-C-N-N 206

法面保護工 D-40 種子吹付工及びネット併用種子吹付工 SF-1-CA～SF-2-BA　NSF-K-1-CA～NSF-S-2-BA 207

D-41 モルタル吹付工 MF-Ｔ10～ 208

公害防除特別土地改良編 209

（空き） 210
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畦畔工 Ｉ-01 畦畔工 211

用水路工 Ｉ-06 鉄筋コンクリートベンチフリュｰム水路 KBF-030-D～KBF-100-N 212

Ｉ-07 複水路型鉄筋コンクリートベンチフリューム水路 KBFD-030-L～KBFD-100-R 213

排水路工 Ｉ-14 鉄筋コンクリート排水フリューム排水路（1） KFD07-504-D-F～KDF12-910-S-N 214

Ｉ-15 〃（2） KDF07-504-NーF～KDF12-910-N-N 215

道路工 Ｉ-20 道路覆土（1） KRB70-N-W-09-D～KRB50-G-S-00-N 216

Ｉ-21 〃（2） KRB40-N-W-09-D～KRB40-G-S-00-N 217

（空き） 218

農業集落排水編 219

（空き） 220

管路工 S-01 掘削断面（塩ビ管） 221

S-02 管布設（塩ビ管） 222

S-03 マンホール 223

S-04 仮設土留工 224

（空き） 225
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秋田県農業農村整備事業標準設計図仕様書

1.　適　　用

本仕様書は、秋田県農業農村整備事業標準設計図を使用して施工する工事に適用

する。

2.　寸法、縮尺、記号

標準設計図の寸法は特に表示する他は、㎜とする。

標準設計図の縮尺は不同である。

標準設計図の記号

記　　　号 内　　　　　　　　容

一　　　般

記号≧数字

記号≦数字

数字＜記号≦数字

≒

D

φ

＠

б

S L

Gmax

C

28

L

以上

以下

以上は管理基準にこだわらない
以下は管理基準に規定される

以上は管理基準に規定される
以下は管理基準にこだわらない

高さ、巾

高さ、巾

範囲

程度、おおよそ（重要性がなく検収の対象としない）

高さ、巾

異形鉄筋の直径

丸鋼又は鋼製その他パイプの直径

鉄筋の中心間隔、階段の間隔等

コンクリートの呼び強度

コンクリートのスランプ

コンクリート骨材最大寸法

センターライン

（鉄筋関係に用いた場合）

（コンクリート関係）

（コンクリート関係）

（コンクリート関係）

組立鉄筋

平　面 側　面

記　　　号

Fix

Mov

鉄鋼構造物関係

F B

L

P

U FIg

L FIg

Web

Stiff

可　動　端

フラットバー・平鋼

L　型　鋼

プレート、板

上フランジ

下フランジ

腹　　　板

補　強　材

添接板（継目板）

内　　　　　　　　容

固　定　端

流水の流れる方向

支　　　承

ガセット（継目板）

高力ボールト

L

Sole

Spl

GUSS

H T B

1



溶　　　　接　　　　記　　　　号

両側脚長の異なる場合

すみ肉溶接
連続

（1）
直角二等辺三角形と書く

記

号

溶　接　部

または

手　前　側

矢　の　側

または

向　　　側

矢の反対側

の　場　合

脚 長 6 ㎜

両　　　側

不等脚の場合、小さい
脚の寸法を先に、大き
い脚を後に書き、かっ
こでくくる。
断面の表示が可能な場
合は不等脚の方向がわ
かるように記入する。

の　場　合

溶接長さ 500 ㎜

の　場　合

両側脚長 6 ㎜

溶　　　　接　　　　記　　　　号

レ形グループ溶接
垂直線とそれに45度に交わる直線と記

号

または

手　前　側

矢　の　側

T継手、裏あて金使用

間先角度45度

ルート間隔6.4㎜

の　場　合

または

矢　の　側

手　前　側

実　形 図　示

して頭をそろえる。

溶　接　部 実　形 図　示

または

向　　　側

矢の反対側

フレアV形
グループ溶接

フレアK形

溶　接　部 実　形 図　示

記

号

ﾌﾚｱV形ｸﾞﾙｰﾌﾟ溶接は直線と　円を書く　 

ﾌﾚｱK形ｸﾞﾙｰﾌﾟ溶接は直線と半円を書く　 

または

矢の反対側

向　　　側

(6×12)

500

6

6
6

12

6

500

6

6

6

6

6

6
9

9
6

45°

6.4

6.4
45°

(6×12)

6

500

6
9

1 4/

2



両　　　側

記

号

現   場   溶   接

現場連続すみ肉溶接の

場合

実　形 図　示

全   周   溶   接

全 周 現 場 溶 接

溶 　接　 部

全周連続すみ肉溶接

円管の場合

全周現場連続すみ肉

溶接の場合

○

◎

3.　鉄筋の継手長さ

4.　塗　　　装

塗装は亜鉛メッキを原則とし、仕様は下記による。

処　理　区　分

亜鉛メッキ（地 肌）

下地亜鉛メッキ処理

名　　　称 該  当   J I S 付　着　量 関連 J I S

溶融亜鉛メッキ

〃

亜鉛メッキ鋼帯 G3302  構造用Z27

（片　面）

（片　面）

（両　面）
275g　㎡以上

〃

5.　計画図の表示

ほ場整備事業等面的工事にあっては、記号表示によって構造物の種類を示すととも

に、計画番号によって規模を表す。

農道事業は一連番号、設計番号（種類、規模を示す）数量で表す。

かんがい排水事業は、所定の位置に設計番号で表す。

鉄鋼小鋼物は、設計番号で表す。

6.　施　　　工

6. 1　取付部分の施工

6. 2　現地との適合

施工にあたっては、協議にもとずき現地に適合するよう施工できるものとする。

（参考）1.　標準設計図で直角に表示してある構造物等について現地に適合するよう斜

に施工することができる。

2.　現地に適合するよう標準設計図の規格寸法外に施工することができる。

7.　契約の変更

7. 1　契約の変更は原則として計画平面図あるいは標準設計図に示す内容に変更が生

（参考）1.　平面図に示した施工位置及び設計番号が変れば変更する。

2.　分水工および曲部工のように１枚の標準図に数種の設計番号が表示されて

いるが適用ベンチフリュームの規格、又は角落しの有無、流水方向等が変

っても変更しない。

7. 2　契約金額の変更は原則として、それぞれの設計番号の規格および数量に変更を

生じた場合に行うものとする。

（参考）1.　平面図に示した設計番号が変れば変更する。

2. 「6.2 現地との適合・１項及び2項」に該当する範囲内においては変更しな

い。

じた場合に行うものとする。

実　形 図　示溶 　接　 部

●

●

○

○

●

350g　㎡以上

500g　㎡以上
H0641

但し、軽微な変更にあっては、監督職員と協議の上対応するものとする。

同工種の断面変化、異工種間の取付は、監督職員の指示による他は、機能上、構造

上、構造物が十分な効用を発揮できるよう施工するものとする。

鉄筋の継手長さは30Dとする。

H8641  HDZ50

H8641  HDZ35
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平面図に添付するための凡例

設　計　記　号　説　明 略 　 称 　 の 　 説 　 明

ほ場整備事業等面的工事の記号

工　　種 記　号 工　　種 記　号

道 路 工 橋 梁 工

頭 首 工

揚 水 機

樋 門 工

流 水 方 向

始 　 点

終 　 点

用 水 路 工

排 水 路 工

暗 渠 工

分 水 桝

交 差 工

落 差 工

進 入 路

余 水 吐

掛 樋 工

土 留 工

かんがい排水事業の記号

工　　　　種 記　　　　　号

洗　　場　　工

鋼　製　蓋　板
縞　鋼　板　製

鋼　製　蓋　板
エキスパンドメタル製

<

>

→

一　般　構　造　物

工 　 種 　 説 　 明略　称

用排水桝（用水用）

用排水桝（排水用）

管型横断暗渠

か　ん　が　い　排　水

床版水抜及び側壁水抜

洗場工

制水弁ボックス

樹脂製制水弁ボックス

空気弁ボックス

アングルバルブ

アルファルファバルブ型給水栓

スラストブロック

ＰＤＷ

ＰＤＣ

ＨＰ

ＳＤ

アライ

ＣＨＶ

ＧＡＶ

ＡＲＶ

ＡＧＶ

ＡＬＶ

ＳＬＢ

ほ 　 場 　 整 　 備

素掘用水路

鉄筋コンクリートベンチフリューム

複水路型鉄筋コンクリート

既設素掘用水路鉄筋コンクリート

ベンチフリューム水口工

暫定素掘排水路

素掘排水路

鉄筋コンクリート排水フリューム排水路

既設素掘排水路コンクリート

ＵＣ

ＢＦ

ＢＦＤ

ＢＦＫ

ＢＦＷ

ＵＤＺ

ＵＤ

ＤＦ

ＤＦＫ

ベンチフリューム水路

ベンチフリューム水路

排水フリューム

道 　 　 路 　 　 工

ＵＦ 鉄筋コンクリートＵ型側溝

鉄筋コンクリートＵ型側溝ふた

鉄筋コンクリートベンチフリューム側溝

道路用鉄筋コンクリート側溝

道路用鉄筋コンクリート側溝用ふた

水路型横断暗渠工

アンダードレーン

進入路（ＨＰ型）

ガードレール

ガードケーブル

橋梁高欄

安全反射鏡

案内標識及び警戒標識

種子吹付工

ネット併用種子吹付工

モルタル吹付工

ＰＣ橋上部工

公害防除特別土地改良

鉄筋コンクリートベンチフリューム水路

ＰＣ

ＢＦＲ

ＵＦＤ

ＵＦＤＦ

ＵＦＤＣ

ＡＤ

ＨＰＲ

Ｇｒ

Ｇｅ

ＲＣＭ

ＲＭ

ＳＦ

ＮＳＦ

ＭＦ

ＰＣＪ

ＫＢＦ

略　称 工 　 種 　 説 　 明 略　称 工 　 種 　 説 　 明

標

準

設

計

図

の

あ

る

記

号

標

準

設

計

図

の

な

い

記

号

略　称 工 　 種 　 説 　 明

略　称 工 　 種 　 説 　 明

積ブロック工

重力式擁壁工

重力式擁壁工（前面直）

逆Ｔ式擁壁工

鋼製蓋板（縞鋼板）

鋼製蓋板（エキスパンドメタル）

手摺

ステップ

梯子

スクリーン

ベンチフリューム掛樋

鋼製掛樋受台

鋼製掛樋

格子フェンス

ネットフェンス

ネット柵工

ＢＬ

ＧＹＯ

ＶＧＹＯ

ＴＹＯ

ＳＧ

ＸＧ

テスリ

ステップ

ハシゴ

スクリ

ＢＦＦ

ＰＦＦ

ＰＦ

ＫＢ

ＮＦ

ＮＳ

鉄筋コンクリート床版橋ＳＪ

道路

素掘用水路落差工（跳水型）

用水落差工（跳水型）

円筒落差工

小排水路組立落差工

素掘小排水路組立落差工

排水路斜流工

ベンチフリューム型ボックス暗渠工

余水吐工

ベンチフリューム型進入路

ヒューム管型進入路

ＲＢ

ＤiＳ

Ｄｉ

ＤＰ

ＤＦＤ

ＤＦＳ

ＤＦ－ＳＬ

ＢＦＢ

ＳＷ

ＢＦＡ

ＨＰＡ

ＫＫＳ

ＨＰＤ

ＢＦＤＡ

ＢＡ 盛土型進入路

複水路型進入路

土留壁

勾配可変側溝

鉄筋コンクリート排水フリューム

道路

ＫＤＦ

ＫＲＢ
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12号洗場工

洗場工A型 壁高0.8～1.0m
基礎有

32号取水工
№178±44.50
A－L2.0－020 S
－8.0

17号流入工
№177±37.00A－L2.0－N－030 S－100型

13号洗場工

10　号　橋
№178±880
　　D型

18号流入工
№178±38.50
A－L2.0－N－
030 S－400型

縞鋼板製蓋板
板厚3.2㎜

B型ステップ高さ1.5m

梯子A型高さ3.5m

角型前面

エキスパンドメタル製
鋼製蓋板 規格JIS呼称XG22
面区分　4面
アングル区分A型

スクリーン巾1.5m未満高さ1.25未満
バーピッチ30㎜

手摺A1型、構造物用高さh=0.7m
1セットの長さ2.0m

100×100×6×8

進
入
方

向

№
17

8

＋
8.
80

№
17

9

BC
.9
4

(B
C.

94
)

№
1 7

8＋
 6

. 5
5

＋
1 1

. 3
0

かんぱい事業の凡例図① 洗場工、鉄鋼小構造物

テスリ－A1－L20

ハシゴA－HO3.5

スクリ－B1500－H1250－P030

4000

取付角度70°

テスリ－A1－L20　　　

ステップB－HO1.5

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

SG32－SI　　
　SG32－SI　

   

　XG22-4-A　　　　

        

アライ－A10－T14－F

H型鋼

600

500

6000

4000
500

70°

30
0

2500

60
00
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制水弁ボックス１型
パイプ径150～350
埋設深H 1.2m<H≦1.4m

ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝの工法、施工場所等によって図面への表示方法が異なるが

ここではほ場整備事業での一般的な例を示す。

m
m

アルファルファバルブ型給水栓
バルブ規格75㎜埋設深さ
埋設深さ h 1.0m < h≦1.2m

空気弁１型パイプ径
150～350　 埋設深Ｈ

 1.2m < H ≦1.4m

m
m

用　水

小　排　第　45　号

CHV1－350－12

第 ３ 号

排 第 7 号 施工分岐点

24

（ L=7.00 ）

D＝350
L＝110.70

D＝350
L＝97.90

D＝
30

0

L＝
91

.4
5

D＝
20

0
L＝

11
.8

5

TSチーズ(T)T.Sエルボ

1

（D －1）

用

水
第

25
号

2620

4873060

4883060

4893060

486
2620 535

3060 536

3060 537

3060 538

75

～

79

7979

79

131
A

伏　越    　

ARV1－350－14

350

●

2

A

VU管D VU管D TSチーズ(T) VU管D8 　

ALV-075－08ALV1－075－12

CHV-350－14

DR-形ジョイント

UV管D 7  

1

かんぱい事業の凡例図②　ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ工
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か　ん　が　い　排　水　事　業　の　記　号

工　　　種 記　　号 内　容　説　明

道　　路　　工

用　水　路　工

排　水　路　工

暗　　渠　　工

分　　水　　桝

交　　差　　工

落　差　　工

進　　入　　路

余　　水　　吐

掛　　樋　　工

土　　留　　工

橋　　梁　　工

頭　　首　　工

揚　　水　　機

樋　　門　　工

取　　付　　工

流　水　方　向

始　　　　　点

終　　　　　点

洗　　場　　工

鋼　製　蓋　板
道路、水路の土留護岸、河川

構造物の護岸、農道の図集使用

幹線道路６号

頭首工の名称又は番号を記入

揚水機の名称又は番号を記入

樋門工の名称又は番号を記入

エキスパンドメタル製

橋梁工２号

取付工５号

用排水路内に記入

路線の中央に記入

縞鋼板製

洗場工の名称又は番号記入

支線道路１４号

幹線用水路３号

支線用水路５号

小用水路７号

幹線排水路２号

支線排水路１号

小排水路１０号

暗渠１１号

分水桝２１号

交差工１０号

落差工７号

進入路８号

余水吐７号

掛樋工８号

進入の方向を示す

６

１４

３

５

７

２

１

１０

１１

２１

１０

７

７

８

８

２

Ｐ

５

幹

支

幹

支

小

幹

支

小

内　容　説　明記　　号工　　　種

〃

標

準

設

計

図

の

あ

る

記

号

標

準

設

計

図

の

な

い

記

号

ほ　場　整　備　事　業　等　図　面　的　工　事　の　記　号
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ＢＦＦ－０６０－Ｆ

２ ４

２号掛樋工、ベンチフリューム掛樋
６００型、基礎砂利有

片溝畔

↑１号進入路、ヒューム管型
φ４００㎜、高さ０．６m

小用４号
素掘用水路１０㎝下り
片溝畔

４号落差工、小排斜流型
５００×４００

片溝畔、溝畔上幅５０㎝

６００型、高さ４５㎝、支間長５m
１号掛樋工、鋼製掛樋

分水工、基礎砂利有

５００×４００型、落差７０㎝以下、両溝畔

小排１号、小排水路、深さ１．２m
両溝畔、５００×４００型排水フリューム

４号暗渠工、管型横断暗渠６００ｍ／ｍ

３号進入路、ＢＦ４００型

１号落差工　小用落差工ＢＦ４００型
落差５０㎝以下、片溝畔

３号暗渠工、管型横断暗渠８００ｍ／ｍ、土かぶり０．９ｍ１種管

基礎砂利なし

支排１号、鉄筋コンクリート排水フリューム
６００×１０００型田面から１．２m下がり
の両溝畔水路、基礎なし

支排１号、鉄筋コンクリート排水フリューム
６００×１０００型田面から１．２m下がり
の片溝畔水路、基礎なし

ＰＤＷ０８－１０－Ｎ
ＰＤＷ０８－０８－Ｆ

ＤＦＤ－５０４－０７－Ｄ

ＵＣ１－Ｓ

ＤＦ－ＳＬ－５０４

ＨＰ１－０６０－０６－１

ＨＰ１－０８０－０９－１

ＤＦ１２－６１０－Ｓ－Ｎ

ＰＦ１－０６０－４５－０５

ＰＤＷ０８－１０－Ｎ

ＢＦ－０６０－Ｓ－Ｗ

ＢＦ－０４０－Ｓ

ＰＤＷ０８－０８－Ｆ

ＢＦＡ６－０４０－０６

ＢＦ－０４０－Ｓ

ＢＦＡ－０４０－０６

ＤＩ－０４０－０５－Ｓ

ＵＣ１－Ｓ

ＨＰＡ４－０４０－０６

ＨＰＡ４－０４０－０３

5 号 落 差 工

　＝６．０ｍ

ｎ＝３．０本

1

１２

３

４

　＝６．０ｍ

ｎ＝３．０本

３ ２ １

３

１

２

１

５

４

1

23

1 支

1
支

1
支

1
小

1 支

1 支

４

３

２

１

3
支

2
支

1
小

2
小

4
小

3
小

ＢＦＢ－０６０－０３－Ｔ２０－Ｆ

ＤＩ－０４０－０５－Ｓ

ＤＦ１２－６１０－Ｄ－Ｎ

ほ 場 整 備 事 業 の 凡 例 図

ＤＦ１２－５０４－Ｄ－Ｎ

土かぶり０．６ｍ、１種管、砂基礎、３本

砂基礎、３本

４号分水工、内幅０．８×０．８m高さ１．０

ＢＦＢ－０６０－００－Ｔ２０－Ｆ

幅６ｍ、高さ０．６ｍ

ＤＩ－０４０－０５－Ｓ

ＢＦ４００型、落差５０㎝以下
１号暗渠工、ベンチフリューム型ボックス暗渠６００型、
土被り０ｍ、基礎砂利有、２０ｔ荷重、延長６ｍ支用１号、ＢＦ６００型

１号分水工、内幅０．８×０．８ｍ、高さ０．８ｍの

ＰＤＣ１０－１０－Ｆ

１号排水交差工、内幅１．０ｍ、高さ１．０ｍの基礎砂利あり

ＰＤＣ１０－０８－Ｆ

ＰＤＣ１０－１０－Ｆ

ＲＢ５００５－Ｎ－○

敷砂利なし
支道３号、上幅５ｍ、高さ０．５ｍ

ＲＢ５００５－Ｎ－○

１号落差工、用水落差工

ＲＢ５００５－Ｎ－○

３号落差工、小排水路組立落差工

8



道路横断暗渠.180°固定

農 道 事 業 の 凡 例 図

⑤HP2－040－1－F

安全反射鏡・丸型・１面.φ800

案内標識

基礎砂利類有

単柱、曲柱、基礎有

案内標識
オーバーハング
基礎有

ガードレール.支柱間隔2m.曲柱

高さ1.5m.基礎砂利類有.裏コン10㎝

練積ブロック工

HPφ400.基礎砂利類有.１種管
PDW08－08－F

⑤HPR3－030－09

分水桝.断面.800×800
基礎砂利類有

⑮ BFR－030－S－F

④と同じ

高さ90㎝

④ HPR3－030－060

取付道路第C１号

① PCJ－S105W600

PC橋上部工
S桁14t.支間長5.0m
幅員6.0m

④ RM
3－

C－
F

③ RC
M－

R10
8－

F

22 P
DW0

8－
08－

F

21
と同じ

ヒューム管進入路.巾員3m.φ300
高さ60㎝

鉄筋ベンチフリューム側溝
300型.基礎砂利類有.砂基礎

③BL－N3NE－H200－10－F

＝40.0m① Gr
－C－

2BS

＝30.0m

＝35.0m

① SF－1－CA
種子吹付工

切土部

② BOX T14 H100 B100 D100 F－1

ボックスカルバート工

内高1.00m内幅1.00m

土被り0.1m.基礎砂利類有

壁厚及び鉄筋区分１

逆T式擁壁工
高さ2.0m.下幅1.6m

基礎砂利類有.突起有

鉄筋区分１

④ TYO－H200 B160－F-A-1-30.　=80.0m

⑯ BFR－030－S－Ｆ.　=50.0m

① GYO－N5 H100 B40－F－A－30

重力式擁壁工
法勾配5分.上幅40㎝

基礎砂利類有.突起有

№
53

№
54

BC
.5

№
55

SP
.5

EC
.5

№
56

№
57

№
58 ＝70.0m

№
 0

① RM
1－

F

21

●

●

●
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農業農村整備事業標準設計図

10



　　一　　般　　構　　造　　物　　編

11



農業農村整備事業標準設計図

12



１．構造物の位置、接続水路の規格形式は
　　計画平面図による。

２．施工の詳細（水路計画高、角落しの有

桝 一　　般

Ｋ－０１ 用排水桝（2次製品）

用排水桝（２次製品）

平　面　図

Ｋ－０２

基 礎 砂 利 類

５０

ｅ ｆ ｅ

２０

３
０

２
０

５
０

ａ Ａ ａ

１
０

０
Ｃ

Ｈ
ａ Ａ ａ

ａ
Ａ

ａ

ＦＬＯＷ

ＦＬＯＷ
ＦＬＯＷ

Ｆ
Ｌ

Ｏ
Ｗ

エアレ-ション部詳細 角落し詳細図

ｇ

注 意 事 項

ＰＤＷ０６－０５－Ｆ～ＰＤＣ１２－１２－Ｎ

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

エアレーション

連
図
番

関

用水桝：ＰＤＷ　○○－○○－○
基礎砂利の有無　有Ｆ・無Ｎ

高さの略号

内幅の略号

用排水桝（用排水）の略号
（Ｐｒｅｃａｓｔ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｗｏｒｋ）

（Ｐｒｅｃａｓｔ　Ｄｒａｉｎａｇｅ　Ｃｒｏｓｓｉｎｇ）

用排水桝（排水用）の略号

内幅の略号

高さの略号

基礎砂利の有無　有Ｆ・無Ｎ

４．布設方向は桝底版のエアレーション部

　　仕様書による。

　　が下流側になるようにする。

５．張ブロックを施工する場合の詳細は排
　　水交差工（Ｋ－０７）による。

６．水路との接合部及び欠口部等を現場打
　　ちで施工する必要がある場合、現場打
　　ち桝の規格に対応した所定の肉厚と配
　　筋を確保すること。

７．出来形管理は断面と設置箇所とする。

８．設計変更は断面毎の設置箇所数の増減
　　により行う。

　　無、流水方向）は監督職員の指示によ
　　る。

３．基礎砂利類の種類、品質、規格は特記

９．許容最大盛土高は 1 . 5 mとする。

排水桝：ＰＤＣ　○○－○○－○

Ｋ－０７

側　面　図

２０１４．４

13



Ｋ－０２ 用 排 水 桝 　 寸 法 表

用排水桝（２次製品）寸法表

寸　　　法　　　表　　　　（ｍｍ） 適　　　用　　　範　　　囲

幅 高 さ 側 壁 厚 底 版 厚 エアレーション部 側　　　　　　　　　溝 横　断　暗　渠

（Ａ） （Ｈ） （ａ） （ｃ） （ｅ） （ｆ） （ｇ） ベンチフリューム Ｕ 型 側 溝 道路用側溝
排水フリューム

大型フリューム
ヒ ュ ー ム 管 ベンチボックス

　６００

　６００

　６００

　８００

　８００

　８００

１０００

１０００

１０００

１２００

１２００

　５００

　６００

　８００

　６００

　８００

１０００

　８００

１０００

１２００

１０００

１２００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１２０

１５５

１５５

１５５

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

６５

６５

６５

８０

８０

８０

１１０

１１０

１１０

１１０

１１０

４７０

４７０

４７０

６４０

６４０

６４０

７８０

７８０

７８０

９８０

９８０

　８５

　８５

　７０

１０８

１０８

　７０

１２２

１２２

１２２

１２５

１２５

１２０

１２０

１２０

１２０

ＢＦ３００

ＢＦ３５０

ＢＦ４００

ＢＦ４５０

ＢＦ５００

ＢＦ５５０

ＢＦ６００

ＢＦ６５０

ＢＦ７００

ＢＦ８００

ＢＦ９００

ＢＦ１０００

ＵＦ３００Ａ

ＵＦ３００Ｂ

ＵＦ３００Ｃ

ＵＦ３６０Ａ

ＵＦ３６０Ｂ

ＵＦＤ３００Ａ

ＵＦＤ３００Ｂ

ＵＦＤ３００Ｃ

ＵＦ４５０

ＵＦ６００

ＵＦＤ４００Ｂ

ＵＦＤ５００Ａ

ＵＦＤ５００Ｂ

ＵＦＤ４００Ａ

幅　　４００～　６００

幅　　４００～　６００

高さ　８００～　９００

幅　　７００～　８００

高さ　８００～　９００

幅　　７００～　８００

高さ　１０００

幅　　７００～　８００

高さ　５００～　９００

幅　　９００～１０００

高さ　１０００

幅　　９００～１０００

ＨＰ３００

ＨＰ３５０

ＨＰ４００

ＢＦＢ３００

ＢＦＢ３５０

ＢＦＢ４００

ＨＰ４５０

ＨＰ５００

ＨＰ５５０

ＢＦＢ４５０

ＢＦＢ５００

ＢＦＢ５５０

ＨＰ６００ ＢＦＢ６００

ＢＦＢ７００

ＢＦＢ８００

ＨＰ７００

ＨＰ８００

ＢＦＢ６５０

ＢＦＢ１０００

ＨＰ９００

ＨＰ１０００

ＢＦＢ９００

高さ　５００

幅　　４００～　６００

１．適用範囲は、原則として側溝等が直角
　　に接続する場合の規格であり、斜めに

２．道路用側溝は　　　　　　　　に規定

　　なる場合には、桝の上位規格を考慮す
　　ること。

ＪＩＳＡ－５３４５
　　する製品とする。

桝 一　　般

ＰＤＷ０６－０５－Ｆ～ＰＤＣ１２－１２－Ｎ

Ｋ－０１

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

設 計 番 号

ＰＤ　０６－０５

ＰＤ　０６－０６

ＰＤ　０６－０８

ＰＤ　０８－０６

ＰＤ　０８－０８

ＰＤ　０８－１０

ＰＤ　１０－０８

ＰＤ　１０－１０

ＰＤ　１０－１２

ＰＤ　１２－１０

ＰＤ　１２－１２

高さ　６００

高さ　５００～　６００

２０２５．２
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１．構造物の位置、接続水路の型式規格は
　　計画平面図による．

２．施工の詳細（水路計画高、角落しの有

桝 一　　般

Ｋ－０３ 分 水 桝 （ 現 場 打 ）

ＤＷ０６０６－０５－Ｆ～ＤＷ１２１２－１５－Ｎ

分 水 桝 （ 現 場 打 ）

側 面 図

Ｋ－０４

平 面 図

角落詳細図

注 意 事 項

ＤＷ　○○○○－○○－○
基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

（Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｗｏｒｋ）

壁高の略号

内幅Ｂの略号

内幅Ａの略号

分水桝の略号

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

ＦＬＯＷ
ＦＬＯＷ

Ｂ

Ｆ
Ｌ

Ｏ
Ｗ

Ｆ
Ｌ

Ｏ
Ｗ

均 し コ ン ク リ ー ト

基 礎 砂 利 類

ａ
ａ

ａ Ａ ａ

５０

　≧５００

ａ Ａ ａ

１
０

０ ≒
５

０

ａ
Ｈ

３ ０

３
０

関
連
図
番

　　無、流水方向）は監督職員の指示によ
　　る．

５．コンクリートの仕様

　　仕様書による．

　　かぶりは５㎝とする．

鉄筋コンクリート

σ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ セ メ ン ト
の　種　類

２５
ｃｍ ｍｍＮ

／㎜
２

種 　 別

３．基礎砂利類の種類、品質、規格は特記

２１

６．出来形管理は断面と設置カ所数とする．

７．設計変更は、断面毎の設置カ所数の増
　　減により行う．

８．許容最大盛土高は 1 . 5 mとする。

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンクリ
ート標準使用基準」による。

１２±２．５

４．鉄筋は異形鉄筋（ＳＤ２９５）とし、

２０２１．１０
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２００２．４

桝 一　　般

Ｋ－０４ 分水桝寸法表（１）

ＤＷ０６０６－０５－Ｆ～ＤＷ０８１２－１５－Ｎ

分　水　桝　寸　法　表　（１）

Ｋ－０３

設 計 番 号 幅（Ａ）
（Ａ）

幅（Ｂ）
（Ｂ）

高（Ｈ）
（Ｈ）

部材厚
（ａ）

ＤＷ０６０６－０５－○ ６００ ６００ ５００ １３０

ＤＷ０６０６－０６－○ ６００ ６００ ６００ １３０

ＤＷ０６０６－０８－○ ６００ ６００ ８００ １３０

ＤＷ０８０８－０６－○ ８００ ６００ １３０

ＤＷ０８０８－０８－○ ８００ ８００ １３０

ＤＷ０８０８－１０－○ ８００ １０００ １５０

ＤＷ０８０８－１２－○ ８００ １２００ １５０

ＤＷ０８０８－１５－○ ８００ １５００ ２００

ＤＷ０８１２－０８－○ ８００ ８００ １３０

ＤＷ０８１２－１０－○ ８００ １０００ １５０

ＤＷ０８１２－１２－○ ８００ １２００ １５０

ＤＷ０８１２－１５－○ ８００ １２００ １５００ ２００

１２００

１２００

１２００

８００

８００

８００

８００

８００

ベンチフリューム Ｕ 型 側 溝 道 路 用 側 溝 ヒュームパイプ ベンチボックス

ＢＦ３００

ＢＦ４００

ＢＦ３５０

ＢＦ４５０

ＢＦ５５０

ＢＦ５００

ＢＦ４５０

ＢＦ１０００

ＢＦ６００

ＵＦ３００Ａ ＵＦＤ３００Ａ ＢＦＢ３００ＨＰ３００

ＵＦ３００Ｂ

ＵＦ３００Ｃ

ＵＦ３６０Ａ

ＵＦ３６０Ｂ

ＵＦ４５０

ＵＦ６００

ＵＦＤ４００Ａ

ＵＦＤ４００Ｂ

ＵＦＤ５００Ａ

ＵＦＤ５００Ｂ

ＵＦＤ３００Ｂ

ＵＦＤ３００Ｃ

ＨＰ３５０

ＨＰ４００

ＢＦＢ３５０

ＢＦＢ４００

ＨＰ４５０

ＨＰ１０００

ＢＦＢ４５０

ＢＦＢ１０００

ＨＰ４５０

ＨＰ５００

ＨＰ５５０

ＨＰ６００

ＢＦＢ４５０

ＢＦＢ５００

ＢＦＢ５５０

ＢＦＢ６００

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

寸　　　法　　　表　　　　（ｍｍ） 適　　　用　　　範　　　囲
側　　　　　　　　　溝 横　断　暗　渠

関
連
図
番
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分　水　桝　寸　法　表　（２）

設 計 番 号 幅（Ａ）
（Ａ）

幅（Ｂ）
（Ｂ）

高（Ｈ）
（Ｈ）

部材厚
（ａ）

ＤＷ１０１０－０６－○ １０００ １０００ ６００ １３０

ＤＷ１０１０－０８－○ １０００ １０００ ８００

ＤＷ１０１０－１０－○ １０００ １０００ １０００ １５０

ＤＷ１０１０－１２－○ １０００ １２００ １５０

ＤＷ１０１０－１５－○ １０００ １５００ ２００

ＤＷ１２１２－０８－○ １２００ ８００ １３０

ＤＷ１２１２－１０－○ １２００ １０００ １５０

ＤＷ１２１２－１２－○ １２００ １２００ １５０

ＤＷ１２１２－１５－○ １２００ １５００ ２００１２００

１２００

１２００

１２００

１０００

１０００

ベンチフリューム Ｕ 型 側 溝 道 路 用 側 溝 ヒュームパイプ ベンチボックス

ＢＦ６５０

ＢＦ８００

ＢＦ７００

ＢＦ９００

ＢＦ１０００

ＵＦＤ４００Ａ ＢＦＢ７００ＨＰ７００

ＵＦＤ４００Ｂ

ＵＦＤ５００Ａ

ＨＰ８００ ＢＦＢ８００

ＨＰ９００

ＨＰ１０００

ＢＦＢ９００

ＢＦＢ１０００

ＵＦＤ５００Ｂ

２００２．４

桝 一　　般

Ｋ－０４ 分水桝寸法表（２）

ＤＷ１０１０－０６－Ｆ～ＤＷ１２１２－１５－Ｎ

Ｋ－０３

１３０

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

寸　　　法　　　表　　　　（ｍｍ） 適　　　用　　　範　　　囲
側　　　　　　　　　溝 横　断　暗　渠

関
連
図
番
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　　かぶりは５㎝とする .

桝 一　　般

Ｋ－０５ 分 水 桝 鉄 筋 配 置 図

ＤＷ０６０６－０５－Ｆ－ＤＷ１２１２－１５－Ｎ

分 水 桝 鉄 筋 配 置 図

側 面 図

ｔ ｉ ｋ ｉ ｔ

ｔ
ｈ

ｊ
ｈ

ｔ

ｒ＝１０Ｄ

ｒ＝１０Ｄ

ｔ
ｍ

ｔ

ｔ ｉ ｋ ｉ ｔ

ＣＬ

３
０

ｔ １２５ ｔ ｔ
ｉ

３０

１２５ ｔ

ｔ
ｍ

ｔ

３
０

Ｄ

平 面 図

平 面 図

側 面 図

角落し詳細図

Ｒ３

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

Ｒ２

Ｒ２

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ２
Ｒ１

Ｒ３

関
連
図
番

１．鉄筋は異形鉄筋（ＳＤ２９５）とし、

２０２１．１０
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桝 一　　般

Ｋ－０６ 分水桝鉄筋寸法表

ＤＷ０６０６－０５－Ｆ～ＤＷ１２１２－１５－Ｎ

分 水 桝 鉄 筋 寸 法 表

Ｋ－０３

ＤＷ０６０６－０５－○

設 計 番 号
寸 　 法 　 表 （ｍｍ）

ｈ ｉ ｊ ｋ ｍ ｔ

ＤＷ０６０６－０６－○

ＤＷ０６０６－０８－○

ＤＷ０８０８－０６－○

ＤＷ０８０８－０８－○

ＤＷ０８０８－１０－○

ＤＷ０８０８－１２－○

ＤＷ０８０８－１５－○

ＤＷ０８１２－０８－○

ＤＷ０８１２－１０－○

ＤＷ０８１２－１２－○

ＤＷ０８１２－１５－○

ＤＷ１０１０－０６－○

ＤＷ１０１０－０８－○

ＤＷ１０１０－１０－○

ＤＷ１０１０－１２－○

ＤＷ１０１０－１５－○

ＤＷ１２１２－０８－○

ＤＷ１２１２－１０－○

ＤＷ１２１２－１２－○

ＤＷ１２１２－１５－○

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ １３０ １３０ ５００ ５００ ２５０ １４０ ５０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ １３０ １３０ ５００ ５００ ２５０ １９０ ５０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ １３０ １３０ ５００ ５００ ５００ １６５ ５０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ２３０ ２３０ ５００ ５００ ２５０ １９０ ５０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ２３０ ２３０ ５００ ５００ ５００ １６５ ５０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ２５０ ２５０ ５００ ５００ ７５０ １５０ ５０

Ｄ１６ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１６ ２４０ ２４０ ５００ ５００ ２４０ ６０

Ｄ１６ ＠２００ Ｄ１３ ＠２００ Ｄ１６ １４０ １４０ ８００ ８００ １２００ １９０ ６０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ １８０ ２３０ １０００ ５００ ５００ １６５ ５０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ２００ ２５０ １０００ ５００ ７５０ １５０ ５０

Ｄ１６ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１６ １９０ ２４０ １０００ ５００ ２４０ ６０

Ｄ１６ ＠２００ Ｄ１３ ＠２００ Ｄ１６ １４０ １４０ １２００ ８００ １２００ １９０ ６０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ２０５ ２０５ ７５０ ７５０ ２５０ １９０ ５０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ２０５ ２０５ ７５０ ７５０ ５００ １６５ ５０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ２２５ ２２５ ７５０ ７５０ ７５０ １５０ ５０

Ｄ１６ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１６ ２１５ ２１５ ７５０ ７５０ ２４０ ６０

Ｄ１６ ＠２００ Ｄ１３ ＠２００ Ｄ１６ １４０ １４０ １０００ １０００ １２００ １９０ ６０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ １８０ １８０ １０００ １０００ ５００ １６５ ５０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ２００ ２００ １０００ １０００ ７５０ １５０ ５０

Ｄ１６ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１６ １９０ １９０ １０００ １０００ ２４０ ６０

Ｄ１６ ＠２００ Ｄ１３ ＠２００ Ｄ１６ １２００ １２００ １２００ １９０ ６０

Ｋ－０５

７５０

７５０

７５０

７５０

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

関
連
図
番

１４０ １４０

２０２５．２
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桝 一　　般

Ｋ－０７ 排水交差工（現場打）

ＤＣ０８－０６－Ｆ－Ｆ～ＤＣ２０－１５－Ｎ－Ｎ

排水交差工（現場打）

Ｋ－０９

ＦＬＯＷ

５０

1
0
0

≒
５

０ａ
Ｈ

充填コンクリート
２８

排水ｏｒ大型フリューム

ａ Ａ ａ

ａ Ａ ａ

ａ
Ａ

ａ

側 面 図
直角型

直線型

交差型

Ｔ字型

(Ｄｒａｉｎａｇｅ　Ｃｒｏｓｓｉｎｇ）

ＤＣ　○○－○○－○－○
有Ｆ・無Ｎ

平 面 図

壁高の略号

排水交差工・曲部工の略称

注 意 事 項

クリート
充填コン

内幅の略号

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

（厚１０㎝・σ　＝１８Ｎ／㎜　）

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

１

２

３

４

均しコンクリート

基 礎 砂 利 類

関
連
図
番

２

充填コンクリート施工図

１．５ｍ

１
．

５
ｍ

１．５ｍ １．５ｍ

１．５ｍ １．５ｍ

１
．

５
ｍ

１
．

５
ｍ

１．５ｍ １．５ｍ

１
．

５
ｍ

充填コンクリート
の有無

１．構造物の位置、接続水路の型式規格は

２．施工の詳細（水路計画高、流水方向）

４．コンクリートの仕様

鉄筋コンクリート

σ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ セ メ ン ト
の　種　類

２５
ｃｍ ｍｍ

８±２．５ ４０無筋コンクリート
ｃｍ ｍｍＮ

１８

Ｎ
２１

／㎜
２

／㎜
２

種 　 別

３．基礎砂利類の種類、品質、規格は特記

コンクリートの仕様の詳細は、「レディ
－ミクストコンクリート標準使用基準」
による。

　　接続水路が棚渠の場合、構造物中に柵
　　渠のアームを埋め込んでも、外部に出

　　設計変更は断面毎の設置カ所数の増減

　　許容最大盛土高は 1 . 5 mとする。

６．

７．

８．

９．

　　計画平面図による。

　　は監督職員の指示による。

　　仕様書による。

　　かぶりは５㎝とする。

　　してもよい。

　　出来形管理は断面と設置カ所数とする。

　　により行う。

１
：
１
．
０
（
１
：
１
．
２
）

１２±２．５

５．鉄筋は異形鉄筋（ＳＤ２９５）とし、

２０２１．１０
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桝 一　　般

Ｋ－０８ 排水交差工寸法表

排水交差工（排水・大型フリューム）寸法表

Ｋ－０７

ＤＣ０８－０６－Ｆ－Ｆ～ＤＣ２０－１５－Ｎ－Ｎ

設 計 番 号
寸 　 法 　 表 適 　 用 　 範 　 囲

幅（Ａ） 高（Ｈ） 部 材 厚 排水・大型フリューム規格
（Ａ） （Ｈ） （ａ） 高  さ 幅

ＤＣ０８－０６－○－○ ８００ ６００ １３０ ５００ ４００　～　　６００

８００ ８００ １３０ ４００　～　　６００ＤＣ０８－０８－○－○

８００ １０００ １５０ ８００　～　９００ ４００　～　　６００ＤＣ０８－１０－○－○

８００ １２００ １５０ １０００ ４００　～　　６００ＤＣ０８－１２－○－○

８００ １５００ ２００ １２００

９００　～　１０００ＤＣ１０－０６－○－○ １０００ ６００ １３０ ５００

ＤＣ１０－０８－○－○ １０００ ８００ １３０ ６００　～　７００

ＤＣ１０－１０－○－○ １０００ １０００ １５０ ８００　～　９００

ＤＣ１０－１２－○－○ １０００ １２００ １５０ １０００

ＤＣ１０－１５－○－○ １０００ １２００

１５００ ６００　～　７００

ＤＣ１５－１０－○－○

１５００ ２００

ＤＣ１５－０８－○－○ ８００ １３０

１５００ １０００ １５０ ８００　～　９００

ＤＣ１５－１２－○－○ １５００ １２００ １５０ １０００

１５００ １５００ ２００ １２００ＤＣ１５－１５－○－○

２０００ ８００ １３０ ６００　～　７００ＤＣ２０－０８－○－○

２０００ １０００ １５０ ８００　～　９００ＤＣ２０－１０－○－○

２０００ １２００ １５０ １０００ＤＣ２０－１２－○－○

２０００ １５００ ２００ １２００ １５００　～　２０００ＤＣ２０－１５－○－○

ＤＣ０８－１５－○－○

９００　～　１０００

９００　～　１０００

９００　～　１０００

１５００　～　２０００

１５００　～　２０００

４００　～　　６００

１１００　～　１５００

１１００　～　１５００

１１００　～　１５００

１１００　～　１５００

９００　～　１０００

注 意 事 項

１５００　～　２０００

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

６００

２０２５．２
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　　かぶりは５㎝とする .

桝 一　　般

Ｋ－０９ 排水交差工鉄筋配置図

ＤＣ０８－０６－Ｆ－Ｆ～ＤＣ２０－１５－Ｎ－Ｎ

排水交差工鉄筋配筋図

Ｋ－０７

ｔ ｉ ｊ ｉ ｔ

ｔ
ｉ

ｊ
ｉ

ｔ

ｒ＝１０Ｄ

ｔ
ｍ

ｔ

ｔ ｉ ｊ ｉ ｔ

ＣＬ

平 面 図側 面 図

ＣＬ

設 計 番 号
寸 　 法 　 表 （ｍｍ）

ｉ ｊ ｍ ｔ

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２３０ ５００ ２５０ １９０ ５０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２３０ ５００ ５００ １６５ ５０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２５０ ５００ ７５０ １５０ ５０

Ｄ１６ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２４０ ５００ ２４０ ６０

Ｄ１６ ＠２００ Ｄ１３ ＠２００ １４０ ８００ １２００ １９０ ６０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２０５ ７５０ ２５０ １９０ ５０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２０５ ７５０ ５００ １６５ ５０

Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２２５ ７５０ ７５０

２４０ ６０Ｄ１６ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２１５ ７５０

１９０ ６０Ｄ１６ ＠２００ Ｄ１３ ＠２００ １４０ １０００ １２００

１６５ ５０Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２０５ １２５０ ５００

１５０ ５０Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２２５ １２５０ ７５０

２４０ ６０Ｄ１６ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２１５ １２５０

１９０ ６０Ｄ１６ ＠２００ Ｄ１３ ＠２００ １９０ １４００ １２００

１６５ ５０Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２０５ １７５０ ５００

１５０ ５０Ｄ１３ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２２５ １７５０ ７５０

２４０ ６０Ｄ１６ ＠２５０ Ｄ１３ ＠２５０ ２１５ １７５０

１９０ ６０Ｄ１６ ＠２００ Ｄ１３ ＠２００ １４０ ２０００ １２００

５０１５０

３
０

Ｄ

ｒ＝１０Ｄ

Ｒ２

７５０

７５０

７５０

７５０

ｍ

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

Ｒ２

Ｒ２

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ１

関
連
図
番

ＤＣ０８－１０－○

ＤＣ０８－１２－○

ＤＣ０８－０８－○

ＤＣ１０－０６－○

ＤＣ１０－０８－○

ＤＣ１０－１０－○

ＤＣ１０－１２－○

ＤＣ１０－１５－○

ＤＣ１５－０８－○

ＤＣ１５－１０－○

ＤＣ１５－１２－○

ＤＣ１５－１５－○

ＤＣ２０－０８－○

ＤＣ２０－１０－○

ＤＣ２０－１２－○

ＤＣ２０－１５－○

ＤＣ０８－１５－○

ＤＣ０８－０６－○

１．鉄筋は異形鉄筋（ＳＤ２９５）とし、

２０２１．１０
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１．ヒューム管はＪＩＳＡ５３７２に規定
　　するＢ型１種管または２種管とする.

４．出来形管理は、断面と延長とする．

ヒューム管型横断暗渠（砂基礎）

ＨＰ１－０３０－０３－　～ＨＰ１－１００－０９－２

ヒューム管型横断暗渠（砂基礎）

ＨＰ１－○○○－○○－○

設 計 番 号
寸 　 法 　 表

管内径 １本当り長 肉厚 参考重量 掘削幅
砂基礎
上　幅 砂 基 礎 厚 土かぶり 掘 削 深

Ｄ（㎜） Ｌ（㎜） Ｔ（㎜） W（㎏） Ｂ（ｍ） Ｂ（ｍ） ｄ（ｍ） ｄ（ｍ） ｈ（ｍ） Ｈ（ｍ）２２1 １

ＨＰ１－０３０－０３－○

ＨＰ１－０３０－０６－○

ＨＰ１－０３０－０９－○

ＨＰ１－０３５－０３－○

ＨＰ１－０３５－０６－○

ＨＰ１－０３５－０９－○

ＨＰ１－０４０－０３－○

ＨＰ１－０４０－０６－○

ＨＰ１－０４０－０９－○

ＨＰ１－０４５－０３－○

ＨＰ１－０４５－０６－○

ＨＰ１－０４５－０９－○

ＨＰ１－０５０－０３－○

ＨＰ１－０５０－０６－○

ＨＰ１－０５０－０９－○

ＨＰ１－０６０－０３－○

ＨＰ１－０６０－０６－○

ＨＰ１－０６０－０９－○

ＨＰ１－０７０－０３－○

ＨＰ１－０７０－０６－○

ＨＰ１－０７０－０９－○

ＨＰ１－０８０－０３－○

ＨＰ１－０８０－０６－○

ＨＰ１－０８０－０９－○

ＨＰ１－０９０－０３－○

ＨＰ１－０９０－０６－○

ＨＰ１－０９０－０９－○

ＨＰ１－１００－０３－○

ＨＰ１－１００－０６－○

ＨＰ１－１００－０９－○

３００ ２０００ ３０ １６５

０．８１

０．１５ ０．１８

０．３

１．１１０．６

１．４１０．９

０．８６０．３

１．１６０．６

１．４６０．９

０．９２０．３

１．２２０．６

１．５２０．９

０．９８０．３

１．２８０．６

１．５８０．９

１．０８０．３

１．３８０．６

１．６８０．９

１．２００．３

１．５００．６

１．８００．９

１．３２０．３

１．６２０．６

１．９２０．９

１．４３０．３

１．７３０．６

２．０３０．９

１．５５０．３

１．８５０．６

２．１５０．９

１．７６０．３

２．０６０．６

２．３６０．９

３５０ ２０００ ３２ ２０４ ０．１５ ０．２１

４００ ２４３０ ３５ ３０６ ０．１５ ０．２４

４５０ ２４３０ ３８ ３７３ ０．１５ ０．２６

５００ ２４３０ ４２ ４５９ ０．２０ ０．２９

６００ ２４３０ ５０ ６６０ ０．２０ ０．３５

７００ ２４３０ ５８ ８９９ ０．２０ ０．４１

８００ ２４３０ ６６ １１７０ ０．２０ ０．４７

９００ ２４３０ ７５ １５２０ ０．２０ ０．５３

１０００ ２４３０ ８２ １８５０ ０．３０ ０．５８

５．設計変更は、断面毎の延長の増減によ

Ｋ－１０

ＨＰ：ヒューム管型横断暗渠（砂基礎）の略称

土かぶり（ｍ）

ヒューム管の規格の略号

管種規格の略号　１種管１・２種管２

　　り行う。

注 意 事 項

暗　渠　工 一　　般工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋 田 県

関
連
図
番

Ｈ

ｈ

Ｔ

Ｄ

Ｂ２

Ｂ１

ｄ
１

ｄ
２

１８０°

砂 基 礎

２．砂の材質は特記仕様書による．

３．上下流水路の取付高は監督職員の指示
　　を受けなければならない.

２０１４．４

０．８６ １．０５

０．９１ １．１２

０．９６ １．１９

１．０６ １．３０

１．２８ １．５７

１．３８ １．７１

１．４８ １．８４

１．６３ ２．０２

１．７３ ２．１６

１．７７ ２．２９
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１．ヒューム管はＪＩＳＡ５３７２に規定
　　するＢ型１種管又は２種管とする．

４．出来形管理は、断面と延長とする．

ＨＰ○－○○○－○－○

Ｄ ｄ ｂ ｂ ｈ ｈ

ＨＰ２－０３０－○－○ ３００ ３０ ５００ ４００ １６０ １００

ＨＰ２－０３５－○－○ ３５０ ３２ ５５０ ４５０ １７０ １００

ＨＰ２－０４０－○－○ ４００ ３５ ６００ ５００ ２２０ １５０

ＨＰ２－０４５－○－○ ４５０ ３８ ６５０ ５５０ ２３０ １５０

ＨＰ２－０５０－○－○ ５００ ４２ ７００ ６００ ２４０ １５０

ＨＰ２－０６０－○－○ ６００ ５０ ８００ ７００ ２６０ １５０

ＨＰ２－０７０－○－○ ７００ ５８ ９５０ ８５０ ３２０ ２００

ＨＰ２－０８０－○－○ ８００ ６６ １０５０ ９５０ ３４０ ２００

ＨＰ２－０９０－○－○ ９００ ７５ １１５０ １０５０ ３６０ ２００

ＨＰ２－１００－○－○ １０００ ８２ １３００ １２００ ３７０ ２００

寸　　　　法　　　　表　　　　　（㎜）
１ ２ ２１

９０°

ｄ

ｄ

均 し コ ン ク リ ー ト

基 礎 砂 利 類

１

２

１
０

０

５
０

ｈ

≒

ｄ

ｄ

均 し コ ン ク リ ー ト

基 礎 砂 利 類 １
０

０

５
０

≒

１

２

１８０°

１

２
ｈ

２
ｈ

ｈ
１

Ｄ ｄ ｂ ｂ ｈ ｈ

ＨＰ３－０３０－○－○ ３００ ３０ ６００ ５００ ２８０ １００

ＨＰ３－０３５－○－○ ３５０ ３２ ６５０ ５５０ ３１０ １００

ＨＰ３－０４０－○－○ ４００ ３５ ７００ ６００ ３９０ １５０

ＨＰ３－０４５－○－○ ４５０ ３８ ８００ ７００ ４２０ １５０

ＨＰ３－０５０－○－○ ５００ ４２ ８５０ ７５０ ４４０ １５０

ＨＰ３－０６０－○－○ ６００ ５０ １０００ ９００ ５００ １５０

ＨＰ３－０７０－○－○ ７００ ５８ １１００ １０００ ６１０ ２００

ＨＰ３－０８０－○－○ ８００ ６６ １３００ １２００ ６７０ ２００

ＨＰ３－０９０－○－○ ９００ ７５ １４５０ １３５０ ７３０ ２００

ＨＰ３－１００－○－○ １０００ ８２ １５５０ １４５０ ７８０ ２００

１ ２ ２１

ＨＰ２型（管きょ：９０度固定基礎）寸法表

ＨＰ３型（管きょ：１８０度固定基礎）寸法表

Ｄ

５０ ｂ ５０

ｂ

Ｄ

５０ ｂ ５０

ｂ

ＨＰ２型９０度固定基礎

５．設計変更は、断面毎の延長の増減によ

６．コンクリートの仕様

設 計 番 号

寸　　　　法　　　　表　　　　　（㎜）
設 計 番 号

ヒューム管暗渠の略称

ＨＰ３型１８０度固定基礎

ヒューム管の規格の略号

基礎砂利類の有無　有Ｆ　無Ｎ

管種規格の略号　１種管１・２種管２

固定基礎の種類による略号

Ｋ－１１
管 型 横 断 暗 渠

（９０度～１８０度固定基礎）

ＨＰ２－０３０－１－Ｆ～ＨＰ３－１００－２－Ｎ

　　り行う．

無筋コンクリート

σ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ セ メ ン ト
の　種　類

８±２．５ ４０
ｃｍ ｍｍ

注 意 事 項

暗　渠　工 一　　般

１８
Ｎ

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

基礎コンクリート

基礎コンクリート

連
図

関

番

／㎜
２

種 　 別

２．砂の材質は特記仕様書による．

３．上下流水路の取付高は監督職員の指示
　　を受けなければならない．

２０１５．４

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。
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基礎砂利類

Ｒ３ Ｄ13

Ｄ13

Ｄ13

1

Ｒ１

Ｋ－１２
管 型 横 断 暗 渠

ＨＰ４－０３０－Ｆ～ＨＰ５－１００－Ｎ

１．ヒューム管はＪＩＳＡ５３７２に規定
　　するＢ型１種管２種管とする。

４．出来形管理は、断面と延長する。

５．設計変更は、断面毎の延長の増減によ

６．コンクリートの仕様

（３６０度固定基礎）

鉄 筋 加 工 図

ＨＰ４型（Ｄ４００以下）

ＨＰ４型（Ｄ４５０以上）およびＨＰ５型

ＨＰ○－○○○－○

ヒューム管の規格

荷重区分による基礎種類の略号

ヒューム管暗渠の略称

基礎砂利類の

有無　有Ｆ　無Ｎ

Ｒ１ Ｄ13（Ｄ１６）

Ｒ２ Ｄ13

１

基礎砂利類

Ｒ２

　　り行う。

注 意 事 項

暗　渠　工 一　　般工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

Ｎ ｃｍ ｍｍ

σ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ

２１ ４０鉄筋コンクリート

の　種　類
セ メ ン ト

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ１

／㎜
２

関
連
図
番

種 　 別

b

２
０

０
２

０
０

２
０

０

ｂ

ＨＰ４型

ＨＰ５型

秋　田　県

均しコンクリート

均しコンクリート

５０ ５０ ２００ ２００

５
０

５
０

５
０

５
０

１
０

０

１
０

０ ５
０

５
０

ｋ

ｋ

ｋ

ｋj j

j j

j
j j

j

５
０

５
０

５０ ５０

５０ ５０

５０ ５０ｂ１

ｂ２

ｈ
１

ｈ
２

≒
５

０

ｈ
１

ｈ
２

≒
５

０

ｂ１

ｂ２

２００

Ｄ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

Ｄ

３．上下流水路の取付高は監督職員の指示
　　を受けなければならない。

２．砂の材質は特記仕様書による。

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

１２±２．５

２０１８．１０
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秋　田　県

農業農村整備事業標準設計

工　　種 区 分

設計番号

１９９０．３

暗　渠　工 一　　般

Ｋ－１２

ＨＰ４型（管きょ：３６０度固定基礎）寸法表

設 計 番 号
寸　　　　法　　　　表　　　　　 鉄 　 　 筋

ＨＰ４－０３０－○

ＨＰ４－０３５－○

ＨＰ４－０４０－○

ＨＰ４－０４５－○

ＨＰ４－０５０－○

Ｄ ｔ ｂ１ ｂ２ ｈ１ ｈ２ Ｊ ｋ １Ｒ ２Ｒ ３Ｒ Ｒ２ Ｒ３

径 本 数 径 本 数 径 本 数 １本当たり長さ １本当たり長さ

３００ ３０ ５６０ ６６０ ５６０ １００ ４６０（＝２×２３０） Ｄ１３ ６ Ｄ１３ ５ Ｄ１３ ５ ４６０ １４４０

３５０ ３２ ６２０ ７２０ ６２０ １００ ２００ Ｄ１３ ８ Ｄ１３ ５ Ｄ１３ ５ ５２０ １５６０

４００ ３５ ７８０ ８８０ ７８０ １５０ ４００（＝２×２００） Ｄ１３ １０ Ｄ１３ ５ Ｄ１３ ５ ６８０ １８８０

４５０ ３８ ８４０ ９４０ ８４０ １５０ ４００（＝２×２００） Ｄ１３ １０ Ｄ１３ ５ Ｄ１３ ５ ７４０ ２０００

５００ ４２ ９００ １０００ ９００ １５０ ８００（＝４×２００） Ｄ１６ １０ Ｄ１３ ５ Ｄ１３ ５ ８００ ２１２０

１６０

１４０

１７０

ＨＰ５型（管きょ：３６０度固定基礎）寸法表

鉄 　 　 筋
設 計 番 号

寸　　　　法　　　　表　　　　　

ＨＰ５－０６０－○

ＨＰ５－０７０－○

ＨＰ５－０８０－○

ＨＰ５－０９０－○

ＨＰ５－１００－○

径 本 数 径 本 数

６００ ５０ １０００ １１００ １０００ １５０ ６００（＝３×２００） Ｄ１３ ２０ Ｄ１３ １０

７００ ５８ １２２０ １３２０ １２２０ ２００ Ｄ１３ ２４ Ｄ１３ １０

８００ ６６ 1３４０ １４４０ １３４０ ２００ １０００（＝５×２００） Ｄ１６ ２８ Ｄ１３ １０

９００ ７５ １４６０ １５６０ １４６０ ２００ １０００（＝５×２００） Ｄ１６ ２８ Ｄ１３ １０

１０００ ８２ １５８０ １６８０ １５８０ ２００ １２００（＝６×２００） Ｄ１６ ３２ Ｄ１３ １０

１６０

１２０

１８０

１本当たり長さ

２３２０

２７６０

３０００

３２４０

３４８０

１５０

１４０

８００（＝４×２００）

ＨＰ４－０３０－Ｆ～ＨＰ５－１００－Ｎ

管型横断暗渠寸法表
（３６０度固定基礎）

１ ２ １ ２Ｄ ｔ ｂ ｂ ｈ ｈ Ｊ ｋ １Ｒ ２Ｒ Ｒ２

関
連
図
番
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１．ポリ管は、内面平滑の硬質ポリエチレ
　　ン製波状管（無孔管）である．

４．出来形管理は、断面と延長とする．

Ｋ－１３ ポリ管型横断暗渠（砂基礎）

ＰＰ１－０３０－０３～ＰＰ１－１００－０９

ポリ管型横断暗渠（砂基礎）

５．設計変更は、断面毎の延長の増減によ
　　より行う．

注 意 事 項

暗　渠　工 一　　般工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

連
図

関

番

設 計 番 号 管内径 １本当り長

Ｄ（㎜） Ｌ（㎜） １

ＰＰ１－０３０－０３

ＰＰ１－０３０－０６

ＰＰ１－０３０－０９

ＰＰ１－０３５－０３

ＰＰ１－０３５－０６

ＰＰ１－０３５－０９

ＰＰ１－０４０－０３

ＰＰ１－０４０－０６

ＰＰ１－０４０－０９

ＰＰ１－０４５－０３

ＰＰ１－０４５－０６

ＰＰ１－０４５－０９

ＰＰ１－０５０－０３

ＰＰ１－０５０－０６

ＰＰ１－０５０－０９

ＰＰ１－０６０－０３

ＰＰ１－０６０－０６

ＰＰ１－０６０－０９

ＰＰ１－０７０－０３

ＰＰ１－０７０－０６

ＰＰ１－０７０－０９

ＰＰ１－０８０－０３

ＰＰ１－０８０－０６

ＰＰ１－０８０－０９

ＰＰ１－０９０－０３

ＰＰ１－０９０－０６

ＰＰ１－０９０－０９

ＰＰ１－１００－０３

ＰＰ１－１００－０６

ＰＰ１－１００－０９

３００ ５０００ ０．７１ ０．８０

３５０ ０．７６ ０．８５

４００ ０．８１ ０．９０

４５０ ０．８６ ０．９５

５００ ０．８８ １．００

６００ ０．９８ １．１０

７００ １．０８ １．２０

８００ １．１８ １．３０

９００ １．２８ １．４０

１０００ １．３２ １．５０

ＰＰ：ポリコルゲート管型暗渠（砂基礎）の略称

土かぶり（ｍ）

ポリコルゲート管の規格の略号

Ｈ

ｈ

Ｄ

Ｂ３

Ｂ１

ｄ
１

ｄ
２

砂 基 礎

砂基礎
上　幅 砂 基 礎 厚 土かぶり 掘 削 深

Ｂ（ｍ） ｄ（ｍ） ｄ（ｍ） ｈ（ｍ） Ｈ（ｍ）２２ １

０．８１

１．０２ ０．１５ ０．３６

０．３

１．１１０．６

１．４１０．９

０．８６０．３

１．１６０．６

１．４６０．９

０．９２０．３

１．２２０．６

１．５２０．９

０．９８０．３

１．２８０．６

１．５８０．９

１．０８０．３

１．３８０．６

１．６８０．９

１．２００．３

１．５００．６

１．８００．９

１．３２０．３

１．６２０．６

１．９２０．９

１．４３０．３

１．７３０．６

２．０３０．９

１．５５０．３

１．８５０．６

２．１５０．９

１．７６０．３

２．０６０．６

２．３６０．９

１．１０ ０．１５ ０．４１

１．１８ ０．１５ ０．４７

１．２７ ０．１５ ０．５３

１．３５ ０．２０ ０．５８

１．５２ ０．２０ ０．７０

１．６９ ０．２０ ０．８２

１．８６ ０．２０ ０．９３

２．０３ ０．２０ １．０５

２．２０ ０．３０ １．１６

寸 　 法 　 表

Ｂ（ｍ）

Ｂ２

５０００

５０００

５０００

５０００

５０００

５０００

５０００

５０００

５０００

３Ｂ（ｍ）

砂基礎
上　幅

砂基礎
上　幅

ＰＰ１－○○○－○○

２．砂の材質は特記仕様書による．

３．上下流水路の取付高は監督職員の指示
　　を受けなければならない．

２０１２．４
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３５０

３
０

０

１

Ｈ

１
：

Ｎ
１

１
：

Ｎ
２

笠コンクリート

裏込砂利類

胴込砂利類

基礎砂利類

基礎コンクリート

水抜きパイプ

断 面 図
Ｃ

ｄ

３
０

０

３５０

ｅ

笠 コ ン ク リ ー ト 詳 細 図

正 面 図

基礎砂利類

伸縮目地

基礎コンクリート

Ｈｔ＝１０

１０

＝１０，０００ｍ ＝１０，０００ｍ

基 礎 コ ン ク リ ー ト 詳 細 図

１００

１００１００

１
０

０
ａ

ｂ

ｆ

Ｂ＝４５０

ブロック法勾配の略号

空積・・・ＫＡ

ブロック積高さの略号

ＢＬ－○－Ｎ○ＫＡ－Ｈ○○○－○

土質区分　１：礫質土　２：砂質土　３：粘性土

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

積ブロックの略号

１．設置位置の詳細、施工標高および端部

３．コンクリートの仕様

積ブロック工（空積）

ＢＬ－１－Ｎ３ＫＡ－Ｈ１００－Ｆ

Ｋ－２２
Ｋ－２０

　　仕様書による。

～ＢＬ－３－Ｎ６ＫＡ－Ｈ３３０－Ｎ

注 意 事 項積 ブ ロ ッ ク 工 （ 空 積 ）

擁　壁　工 一　　般

Ｎ ｃｍ ｍｍ

σ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ

１８ ８±２．５ ４０無筋コンクリート

セ メ ン ト
の　種　類

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

図

関
連

番

／㎜
２

種 　 別

Ｌ＝４００

ＶＵφ４０

　　処理は監督職員の指示による。

２．基礎砂利類の種類、品質、規格は特記

２０１５．４

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

４．コンクリートブロックは、ＪＩＳＡ５
　　３７１に規定する製品とする。

５．伸縮継目は標準として、１スパンを＝
　　１０．００ｍとし、伸縮目地材はエラ
　　スチックフィラー（ｔ＝１０㎜）を使
　　用する。但し、スパン割の結果＝１０．
　　０ｍに満たない端数が生ずる場合は、

６．水抜きパイプは、３㎡に１カ所を標準

　　０を使用する。但し、湧水のある場所

７．水抜きパイプの塩ビ管は、壁面に沿っ
　　て切りそろえること。

８．出来形管理は、断面と施工延長とする。

９．設計変更は、規格毎の施工延長の増減
　　により行う。

　　とし、塩ビ管ＶＵφ４０㎜、Ｌ＝４０

　　等については監督職員の指示による。

　　監督職員の指示による。
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積 ブ ロ ッ ク 工 （ 練 積 ）

３５０

３
０

０

１

Ｈ

１
：

Ｎ
１

１
：

Ｎ
２

笠コンクリート

裏込砂利類

胴込コンクリート

基礎砂利類

基礎コンクリート

水抜きパイプ

断 面 図
Ｃ

ｄ

３
０

０

３５０

ｅ

笠 コ ン ク リ ー ト 詳 細 図

正 面 図

基礎砂利類

伸縮目地

基礎コンクリート

Ｈｔ＝１０

１０

＝１０，０００ｍ ＝１０，０００ｍ

基 礎 コ ン ク リ ー ト 詳 細 図

１００

１００１００

１
０

０
ａ

ｂ

ｆ

Ｂ

ブロック法勾配の略号

練積・・・ＮＥ

ブロック積高さの略号

ＢＬ－○－Ｎ○ＮＥ－Ｈ○○○－○○－○

土質区分　１：礫質土　２：砂質土　３：粘性土

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

積ブロックの略号

１．設置位置の詳細、施工標高および端部

３．コンクリートの仕様

積ブロック工（練積）

ＢＬ－１－Ｎ３ＮＥ－Ｈ１００－○○－Ｆ

Ｋ－２２
Ｋ－２１

　　仕様書による。

～ＢＬ－３－Ｎ６ＮＥ－Ｈ５５０－２０Ｎ

裏込コンクリート

ΔＢ

ΔＢ

裏込コンクリート厚の略号

擁　壁　工 一　　般

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

Ｎ ｃｍ ｍｍ

σ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ

Ｎ１８ ８±２．５ ４０無筋コンクリート

の　種　類
セ メ ン ト

関
連
図
番

／㎜
２

種 　 別

Ｌ＝４００＋ΔＢ

　　による。

　　は監督職員の指示による。
ＶＵφ４０

　　処理は監督職員の指示による。

２．基礎砂利類の種類、品質、規格は特記

２０１５．４

４．コンクリートブロックは、ＪＩＳＡ５
　　３７１に規定する製品とする。

５．伸縮継目は標準として、１スパンを＝
　　＝１０．００ｍとし、伸縮目地材はエ
　　ラスチックフィラー（ｔ＝１０㎜）を
　　使用する、但し、スパン割の結果＝１
　　０．０ｍに満たない端数が生ずる場合

６．水抜きパイプは、３㎡に１カ所を標準

　　０＋△Ｂ㎜を使用する。但し、湧水の

７．水抜きパイプの塩ビ管は、壁面に沿っ
　　て切りそろえること。

８．出来形管理は、断面と施工延長とする。

９．設計変更は、規格毎の施工延長の増減
　　により行う。

　　ある場所等については監督職員の指示

　　とし、塩ビ管ＶＵφ４０㎜、Ｌ＝４０　　　　　　　　

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。
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１９９５．６

ＢＬ－１－Ｎ３ＫＡ－Ｈ１００－Ｆ

Ｋ－２２

～ＢＬ－３－Ｎ６ＫＡ－Ｈ３３０－Ｎ

Ｋ－２０

空 積 寸 法 表 ａ＆ｂ＆ｃ＆ｄ＆ｅ＆Ｂ（㎜）

Ｂ

ｅ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

Ｎ３ Ｎ４ Ｎ５ Ｎ６

Ｈ≦３０００

Ｈ＞３０００

礫 質 土

砂 質 土

粘 性 土

記 号
法 勾 配

３００ ３００ ３００ ３００

４００

１００

１００

４００ ４００ ４００

３７０

１４０ １７０ ２１０

４１０３９０３８０

１３０ １６０ １８０

２４０ ２５０ ２６０

３５０

４６０ ４７０

３６０ ３７０ ３９０

５１０４９０

２４０

１００

１
０

０

１００ １００

ａ

ｂ

ｆ

Ｂ＝４５０

Ｃ

ｄ

３
０

０

３５０

ｅ

ｆ＆Ｈ＆Ｉ＆ｎ（㎜）空 積 寸 法 表

設 計 番 号
ブロック

段 数 ｎ

ブロック

法 長 ｌ Ｎ３ Ｎ４ Ｎ５ Ｎ６ Ｎ３ Ｎ５ Ｎ６Ｎ４ Ｎ３ Ｎ５ Ｎ６Ｎ４ Ｎ３ Ｎ５ Ｎ６Ｎ４

ブ ロ ッ ク 積 高 　 Ｈ 裏込砂利下幅　ｆ　（礫質土） 裏込砂利下幅　ｆ　（砂質土） 裏込砂利下幅　ｆ　（粘性土）

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＫＡ－Ｈ１００－Ｈ１１０－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＫＡ－Ｈ１２０－Ｈ１４０－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＫＡ－Ｈ１５０－Ｈ１７０－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＫＡ－Ｈ１７０－Ｈ１９０－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＫＡ－Ｈ２００－Ｈ２２０－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＫＡ－Ｈ２２０－Ｈ２５０－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＫＡ－Ｈ２５０－Ｈ２８０－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＫＡ－Ｈ２７０－Ｈ３００－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＫＡ－Ｈ３００－Ｈ３３０－○

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２２０ １１００

１５００ １４００

１７９０

２０７０

２３５０

２６４０

２９２０

３２００

３４９０

１７００

１９００

２２００

２７０

１３００

１６００

１８００

２１００

２３００

２５００２８００

３０００

３３００ ３１００３２００

２７００

２０００

１０００１１００

１３００

１６００

１９００

２１００

３０００

２７００

２５００

１０００

１７００

１５００

２８００

２２００

１２００

２４００

２９００

２６００

４５０

４４０

４００

４１０

４００

３５０

３５０

３１０

２６０ ２６０ ２６０

３１０

３１０ ３１０

３１０

３１０

３５０

３５０ ３５０

３５０

４００

４００

４００

４００４４０

４４０

４４０

４４０

４４０

４４０

４４０

４４０

３００

３９０

４３０

３６０

４５０

３６０

３９０

４５０

４９０

５４０

５９０

５６０

６２０ ６１０

６００

５９０

５４０

４９０４９０

５４０

４９０

３８０

４３０

４５０

３８０ ３９０

６１０

６１０

６１０

６１０

６００

６００

６００

５４０５４０

５００

５５０

４９０

５５０

５５０

４５０

５１０

５６０

５７０

６２０

６６０

７２０

７３０

７８０

７５０

８１０

６７０

６７０

７３０

７９０

７９０

８１０

６８０

６８０

７５０

７５０

８００

８２０ ８３０

８３０

７７０

７７０

７００

７００

６３０

６３０

５６０

６２０

４５０

５１０

６６０

空 積 ブ ロ ッ ク 工

擁　壁　工 一　　般

積ブロック工（寸法表）
空 　 積

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番
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練 積 ブ ロ ッ ク 工

練 積 寸 法 表 a＆b＆c＆d＆e＆Ｂ（㎜）

Ｂ

ｅ

ａ

ｂ

Ｃ

ｄ

Ｎ３ Ｎ４ Ｎ５ Ｎ６

Ｈ≦３０００

Ｈ＞３０００

礫 質 土

砂 質 土

粘 性 土

記 号
法 勾 配

３００ ３００ ３００ ３００

４００

１００

１００

４００ ４００ ４００

３７０

１４０ １７０ ２１０

４１０３９０３８０

１３０ １６０ １８０

２３０ ２５０ ２６０

３４０

４６０ ４７０

３６０ ３７０ ３８０

５１０４９０

２４０

ｆ＆Ｈ＆I＆ｎ（㎜）練 積 寸 法 表

設 計 番 号
ブロック

段 数 ｎ

ブロック

法 長 l

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ１００－Ｈ１１０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ１２０－Ｈ１４０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ１５０－Ｈ１７０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ１７０－Ｈ１９０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ２００－Ｈ２２０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ２２０－Ｈ２５０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ２５０－Ｈ２８０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ２７０－Ｈ３００－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ３００－Ｈ３３０－○○－○

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２２０

１５００

１７９０

２０７０

２３５０

２６４０

２９２０

３２００

３４９０

４５０

Ｎ４ Ｎ５ Ｎ６ Ｎ３ Ｎ５ Ｎ６Ｎ４ Ｎ３ Ｎ５ Ｎ６Ｎ４ Ｎ３ Ｎ５ Ｎ６Ｎ４

ブ ロ ッ ク 積 高 　 Ｈ 裏込砂利下幅　f　（礫質土） 裏込砂利下幅　ｆ　（砂質土） 裏込砂利下幅　ｆ　（粘性土）

１３００

１６００

１８００

２１００

２３００

２５００

３１００３２００

２７００

２０００

１０００１１００

１３００

１６００

１９００

２１００

３０００

２７００

１０００

１７００

１５００

２８００

２２００

１２００

２４００

２９００

２６００

　４５０

　４４０

　４００

　４１０

　４００

　３５０

　３５０

　３１０

　２６０ 　２６０ 　２６０

　３１０

　３１０ 　３１０

　３１０

　３１０

　３５０

　３５０ 　３５０

　３５０

　４００

　４００

　４００

　４００　４４０

　４４０

　４４０

　４４０

　４４０

　４４０

　４４０

　４４０

　３００

　３９０

　４３０

　３６０

　４５０

　３６０

　３９０

　４５０

　４９０

　５４０

　５９０

　５６０

　６２０ 　６１０

　６００

　５９０

　５４０

　４９０　４９０

　５４０

　４９０

　３８０

　４３０

　３８０ 　３９０

　６１０

　６１０

　６１０

　６１０

　６００

　６００

　６００

　５４０　５４０

　５００

　５５０

　４９０

　５５０

　５５０

　４５０

　５１０

　５６０

　５７０

　６２０

　６６０

　７２０

　７３０

　７８０

　７５０

　８１０

　６７０

　６７０

　７３０

　７９０

　７９０

　８１０

　６８０

　６８０

　７５０

　７５０

　８００

　８２０ 　８３０

　８３０

　７７０

　７７０

　７００

　７００

　６３０

　６３０

　５６０

　６２０

　４５０

　５１０

　６６０

Ｎ３

１１００

１４００

１７００

１９００

２２００

２８００

３０００

３３００

２５００

裏 コ ン 厚 ００㎝

Ｎ４ Ｎ５ Ｎ６

３００ ３００

４００ ４００

１８０ ２２０

５００４８０

１７０ ２００

２５０

４７０

３６０ ３７０

４９０

２４０

Ｎ３

３００ ３５０

４００

１３０

１３０

４００

４７０

２７０

５２０

２３０

２３０ ２６０

３４０

４６０

３８０

５１０

５５０

１０㎝

Ｎ４ Ｎ５

３００ ３５０

４００ ４００

２００ ２５０

５６０５４０

１９０ ２２０

２５０

３６０ ３７０

２４０

６００

Ｎ６

４７０ ４９０

Ｎ３

３００ ４００

４００

１５０

１４０

４００

５２０

３００

５８０

２６０

２３０ ２６０

３４０

４６０

３８０

５１０

１５㎝

Ｎ４ Ｎ５

３００ ３５０

４００ ４００

２２０ ２７０

６１０５９０

２００ ２５０

２５０

３６０ ３７０

２４０

６５０

Ｎ６

４７０ ４９０

Ｎ３

３００ ４００

４００

１６０

１６０

４００

５７０

３３０

６４０

２８０

２３０ ２６０

３４０

４６０

３８０

５１０

２０㎝

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

３３００ 　４４０ 　４４０ 　４４０

　４４０

３７７０

４０５０

４３３０

４６２０

４９００

５１８０

５４７０

５７５０

３６００

３８００

４１００

４４００

４７００

４９００

５２００

５５００

３６００

３８００

４１００

４４００

４９００

４９００

３５００

３７００

４０００

４２００

４５００

４８００

５０００

５３００

４２００４３００

４６００

５１００

４６００

３２００

３４００

３７００

３９００

　６１０ 　６１０ 　６２０

　６２０　４９０

　５３０

　５８０

　６２０ 　６１０

　５７０

　５３０

　４８０

　５２０

　５７０

　６１０

　５３０

　４９０

　５８０

　４８０ 　４８０

　４８０ 　４８０

　６２０

　５７０

　５３０

　５２０

　５７０ 　５８０

　５８０

　５３０

　５３０

　４８０

　８１０

　６７０

　７２０

　７７０

　８２０ 　８３０ 　８４０ 　８００ １０５０ １０６０ １０８０ １０４０

　８２０

　７７０

　７７０

　７７０

　７２０

　７２０

　７２０

　７２０

　７２０

　６７０

　６７０

　６７０

１０５０　８００

　７８０

　６６０

　６８０

　７４０ 　９９０

　９３０

　８７０

　８８０

　９３０

１０００ １０１０ １０４０

　９７０

　９１０

　８４０　８９０

　９４０

　９５０

１０１０１０００

　７８０

　６８０

　７４０

　９３０

　９９０

　９３０

　８８０

　８９０

　８２０ 　８４０

　９７０

　９１０

　６６０

　８７０ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ３２０－Ｈ３６０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ３４０－Ｈ３８０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ３７０－Ｈ４１０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ３９０－Ｈ４４０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ４２０－Ｈ４７０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ４４０－Ｈ４９０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ４６０－Ｈ５２０－○○－○

ＢＬ－１－３－Ｎ○ＮＥ－Ｈ４９０－Ｈ５５０－○○－○

１００

１
０

０

１００ １００

ａ

ｂ

ｆ

Ｂ

Ｃ

ｄ

３
０

０

３５０

ｅ

積ブロック工（寸法表）

ＢＬ－１－Ｎ３ＮＥ－Ｈ１００－００－Ｆ

Ｋ－２２

～ＢＬ－３－Ｎ６ＮＥ－Ｈ５５０－２０－Ｎ

Ｋ－２１

練 　 積

ΔＢ

擁　壁　工 一　　般

１９９５．６

　２６０

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番
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１．設置位置の詳細、施工標高及び端部処

重 力 式 擁 壁 工

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ１５－Ｆ

３．コンクリートの仕様

１
：
Ｎ

５０ Ｂ１ ５０

５０ Ｂ１ ５０

１
０

０
５

０
Ｈ

ｔ＝１０

≒ ≒

Ｄ１９

ＧＹＯ－Ｎ○Ｈ○○○Ｂ○○－○

≒
５

０
０

Ｂ

Ｎ×Ｈ Ｂ

９
０

０
０

９
０

０
０

９０００ ９０００

<≒
０

．
３

Ｈ

Ｈ

１５００ ≒３０００ ≒３０００ １５００

９０００

５００

１０００

～ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ３００Ｂ６０－Ｎ

Ｋ－２３

重 力 式 擁 壁 工
正 面 図

水抜孔詳細図
ダウエルバー詳細図

平 面 図

１
０

０
５

０
Ｈ

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

擁壁上幅の略号

擁壁高の略号

擁壁法勾配の略号

重量式擁壁の略称

注 意 事 項

擁　壁　工 一　　般

無筋コンクリート

セ メ ン ト
の　種　類σ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ

Ｎ
１８

ｃｍ

８±２．５ ４０
ｍｍ

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

ダウエルバー

伸縮目地ｔ＝１０

ダウエルバー

ダウエルバー

伸縮目地

水抜パイプＶＵφ４０

パット型フィルターφ１８０

塩ビ管ＶＰφ２５

異形鉄筋

関
連
図
番

／㎜
２

種 　 別

２．基礎砂利類の種類、品質、規格は特記

２０１５．４

　　理は監督職員の指示による。

　　仕様書による。

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

４．伸縮目地は標準として、１スパンを＝
　　９．０ｍとし伸縮目地材はエラスチッ
　　クフィラー（ｔ＝１０㎜）を使用する.
　　但し、スパン割の結果９．０ｍに満た

５．ダウエルバーの設置間隔は≒５０㎝ピ

６．水抜きパイプは、塩ビ管ＶＵφ４０㎜
　　を使用する．湧水のある場所等につい

７．水抜きパイプの塩ビ管は、壁面に沿っ

９．設計変更は、規格毎の施工延長の増減

　　ない端数が生ずる場合は監督職員の指

　　ッチを標準とし、設置位置は監督職員

　　示による。

　　の指示による。

　　ては監督職員の指示による。

　　て切りそろえること。

８．出来形管理は、断面と施工延長とする。

　　により行う。
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１９９４．３

重 力 式 擁 壁 工

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ１５－Ｆ
～ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ３００Ｂ６０－Ｎ

Ｋ－２４

１
：
Ｎ

１．０

１ ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ１５－○ ０．５ １０００ １５０ ６５０

２ ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ２５－○ ０．５ １０００ ２５０ ７５０

３ ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ３５－○ ０．５ １０００ ３５０ ８５０

４ ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ４５－○ ０．５ １０００ ４５０ ９５０

５ ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ５５－○ ０．５ １０００ ５５０ １０５０

１．２

１．４

１．６

１．８

２．０

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１２０Ｂ１５－○ ０．５ １２００ １５０ ７５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１２０Ｂ２５－○ ０．５ １２００ ２５０ ８５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１２０Ｂ３５－○ ０．５ １２００ ３５０ ９５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１２０Ｂ４５－○ ０．５ １２００ ４５０ １０５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１２０Ｂ５５－○ ０．５ １２００ ５５０ １１５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１４０Ｂ１５－○ ０．５ １４００ １５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１４０Ｂ２５－○ ０．５ １４００ ２５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１４０Ｂ３５－○ ０．５ １４００ ３５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１４０Ｂ４５－○ ０．５ １４００ ４５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１４０Ｂ５５－○ ０．５ １４００ ５５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１６０Ｂ１５－○ ０．５ １６００ １５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１６０Ｂ２５－○ ０．５ １６００ ２５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１６０Ｂ３５－○ ０．５ １６００ ３５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１６０Ｂ４５－○ ０．５ １６００ ４５０

９５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１６０Ｂ５５－○ ０．５ １６００ ５５０

１０５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１８０Ｂ１５－○ ０．５ １８００ １５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１８０Ｂ２５－○ ０．５ １８００ ２５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１８０Ｂ３５－○ ０．５ １８００ ３５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１８０Ｂ４５－○ ０．５ １８００ ４５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１８０Ｂ５５－○ ０．５ １８００ ５５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２００Ｂ１５－○ ０．５ ２０００ １５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２００Ｂ２５－○ ０．５ ２０００ ２５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２００Ｂ３５－○ ０．５ 2０００ ３５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２００Ｂ４５－○ ０．５ ２０００ ４５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２００Ｂ５５－○ ０．５ ２０００ ５５０

８５０

９５０

１０５０

１１５０

１２５０

１１５０

１２５０

１３５０

１０５０

１１５０

１２５０

１３５０

１４５０

１１５０

１２５０

１３５０

１４５０

１５５０

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２２０Ｂ２０－○ ０．５ ２２００ ２００ １３００

２．２

１

２

３

４

５

２．４

１

２

３

４

５

２．６

１

２

３

４

５

２．８

１

２

３

４

５

３．０

１

２

３

４

５

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２２０Ｂ３０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２２０Ｂ４０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２２０Ｂ５０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２２０Ｂ６０－○

０．５ ２２００ ３００ １４００

０．５ ２２００ ４００ １５００

０．５ ２２００ ５００ １６００

０．５ ２２００ ６００ １７００

２００

３００

４００

５００

６００

２４０００．５

０．５

０．５

０．５

０．５

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２４０Ｂ２０－○

２００

３００

４００

５００

６００

２６０００．５

０．５

０．５

０．５

０．５

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２６０Ｂ２０－○

２００

３００

４００

５００

６００

２８０００．５

０．５

０．５

０．５

０．５

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２８０Ｂ２０－○

２００

３００

４００

５００

６００

３００００．５

０．５

０．５

０．５

０．５

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ３００Ｂ２０－○

１４００

１５００

１６００

１７００

１５００

１６００

１７００

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２４０Ｂ３０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２４０Ｂ４０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２４０Ｂ５０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２４０Ｂ６０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２６０Ｂ３０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２６０Ｂ４０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２６０Ｂ５０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２６０Ｂ６０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２８０Ｂ３０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２８０Ｂ４０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２８０Ｂ５０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２８０Ｂ６０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ３００Ｂ３０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ３００Ｂ４０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ３００Ｂ５０－○

ＧＹＯ－Ｎ５Ｈ３００Ｂ６０－○

２４００

２４００

２４００

２４００

２６００

２６００

２６００

２６００

２８００

２８００

２８００

２８００

３０００

３０００

３０００

３０００

１８００

１８００

１９００

１６００

１７００

１８００

１９００

２０００

１７００

１８００

１９００

２０００

２１００

壁高

Ｂ１

Ｂ

Ｈ

タイプ 設 計 番 号
寸 　 法 　 表 （ ㎜ ）

Ｎ Ｈ Ｂ Ｂ１
壁高 タイプ 設 計 番 号

寸 　 法 　 表 （ ㎜ ）
Ｎ Ｈ Ｂ Ｂ１

Ｋ－２３

重 力 式 擁 壁 工 寸 法 表

一　　般擁　壁　工工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番
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１．設置位置の詳細、施工標高及び端部処

重力式擁壁工（前面直）

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ１５－Ｆ

３．コンクリートの仕様

～ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２００Ｂ５５－Ｎ

Ｋ－２５

１
：
Ｎ

５０Ｂ５０

１
０

０
５

０
Ｈ

ｔ＝１０

≒ ≒

重力式擁壁工（前面直） 正 面 図

水抜孔詳細図

ダウエルバー詳細図

平 面 図

１
０

０
５

０
Ｈ

５０ Ｂ ５０

<≒
０

．
３

Ｈ

≒
５

０
０

Ｂ

Ｎ×ＨＢＢ３

９０００ ９０００

１５００ ≒３０００ ≒３０００ １５００

９０００

５００

１０００

９
０

０
０

９
０

０
０

Ｂ
４

Ｈ

６
４

Ｂ
Ｈ

３ ２Ｂ Ｂ

１

１

擁壁高の略号

擁壁法勾配の略号

基礎砂利類の有無有Ｆ・無Ｎ

擁壁上幅の略号

重力式擁壁の略称

VGY○-N○-Ｈ○○○－Ｂ○○－○

無筋コンクリート ８±２．５ ４０

セ メ ン ト
の　種　類σ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ

注 意 事 項

擁　壁　工 一　　般

塩ビ管ＶＰφ２５

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

Ｎ ｃｍ ｍｍ
１８

ダウエルバー

伸縮目地ｔ＝１０

ダウエルバー

ダウエルバー
伸縮目地

水抜パイプＶＵφ４０

パット型フィルターφ１８０

関
連
図
番

／㎜
２

種 　 別

２．基礎砂利類の種類、品質、規格は特記

　　理は監督職員の指示による。

　　仕様書による。

２０１５．４

異形鉄筋Ｄ１９

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

４．伸縮目地は標準として、１スパンを９
　　．０ｍとし伸縮目地材はエラスチック
　　フィラー（ｔ＝１０㎜）を使用する。
　　但し、スパン割の結果９．０ｍに満た

５．ダウエルバーの設置間隔は≒５０㎝ピ

６．水抜きパイプは、塩ビ管ＶＵφ４０㎜
　　を使用する.湧水のある場所等につい

７．水抜きパイプの塩ビ管は、壁面に沿っ

９．設計変更は、規格毎の施工延長の増減

　　ッチを標準とし、設置位置は監督職員

　　ない端数が生ずる場合の指示による。

　　の指示による。

　　ては、監督職員の指示による。

　　て切りそろえること。

８．出来形管理は、断面と施工延長とする。

　　により行う。
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１９９４．３

重力式擁壁工（前面直）

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ１５－Ｆ

～ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ2００Ｂ５５－Ｎ

Ｋ－２６

１
：
Ｎ

１．０

１ ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ１５－○ ０．５ １０００ ８５０ ６５０

２ ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ２５－○ １０００ ８５０ ７５０

３ ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ３５－○ １０００ ８５０ ８５０

４ ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ４５－○ １０００ ８５０ ９５０

５ ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１００Ｂ５５－○ １０００ ８５０ １０５０

１．２

１．４

１．８

２．０

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１２０Ｂ１５－○ １２００ １０００ ７５０

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１２０Ｂ２５－○ １２００ １０００ ８５０

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１２０Ｂ３５－○ １２００ １０００ ９５０

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１２０Ｂ４５－○ １２００ １０００ １０５０

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１２０Ｂ５５－○ １２００ １０００ １１５０

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１４０Ｂ１５－○ １４００ １２００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１４０Ｂ２５－○ １４００ １２００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１４０Ｂ３５－○ １４００ １２００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１４０Ｂ４５－○ １４００ １２００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１４０Ｂ５５－○ １４００ １２００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１６０Ｂ１５－○ １６００ １３５０

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１６０Ｂ２５－○ １６００ １３５０

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１６０Ｂ３５－○ １６００ １３５０

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１６０Ｂ４５－○ １６００ １３５０

９５０

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１６０Ｂ５５－○ １６００ １３５０

１０５０

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１８０Ｂ１５－○ １８００ １５００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１８０Ｂ２５－○ １８００ １５００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１８０Ｂ３５－○ １８００ １５００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１８０Ｂ４５－○ １８００ １５００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ１８０Ｂ５５－○ １８００ １５００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２００Ｂ１５－○ ２０００ １７００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２００Ｂ２５－○ ２０００ １７００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２００Ｂ３５－○ 2０００ １７００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２００Ｂ４５－○ ２０００ １７００

ＶＧＹＯ－Ｎ５Ｈ２００Ｂ５５－○ ２０００ １７００

８５０

９５０

１０５０

１１５０

１２５０

１１５０

１２５０

１３５０

１０５０

１１５０

１２５０

１３５０

１４５０

１１５０

１２５０

１３５０

１４５０

１５５０

　７５０ １００ １５０

　８５０ １００ １５０

　９５０ １００ １５０

１０５０ １００ １５０

１１５０ １００ １５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

　９００

１０００

１１００

１２００

１３００

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１０００

１１００

１２００

１３００

１４００

２００

２００

２００

２００

２００

１１５０

１２５０

１３５０

１４５０

１５５０

２００

２００

２００

２００

２００

１２５０

１３５０

１４５０

１５５０

１６５０

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２５０

２５０

２５０

２５０

２５０

３００

３００

３００

３００

３００

壁高 タイプ 設　計　番　号
寸 　 法 　 表 （ ㎜ ）

Ｎ Ｈ Ｈ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｋ－２５

重力式擁壁工（前面直）寸法表

Ｓ １ ２ ３ ４

４
Ｓ

３ ２

１

２００

２００

２００

２００

２００

３００

３００

３００

３００

３００

１３５０

１４５０

１５５０

１６５０

１７５０

１５０

２５０

３５０

4５０

５５０

１５０

２５０

３５０

4５０

５５０

１５０

２５０

３５０

4５０

５５０

１５０

２５０

３５０

4５０

５５０

１５０

２５０

３５０

4５０

５５０

１５０

２５０

３５０

4５０

５５０

２００

Ｂ

Ｂ

Ｈ

Ｂ
Ｈ

Ｂ Ｂ

１．６

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

０．５

一　　般擁　壁　工工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番
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逆 Ｔ 式 擁 壁 工断 面 図

Ｂ
Ｈ

Ｈ
４

Ｂ４Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３

ｈ
０

ｈ
２

ｈ
１

１
０

０
５

０

５０

１：１．５

５
０

０

ダウェルバー

均しコンクリート

基礎砂利類

Ｈ

ｈ
０

ｈ
１

１
０

０

≒
５

０

９０００ ９０００

ダウェルバー

伸縮目地

ｔ＝１０

正 面 図

平 面 図

９
０

０
０

９
０

０
０

伸縮目地

ｔ＝１０

ダウェルバー

５０ ５０Ｂ４Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３

水抜パイプφ４０

水抜パイプφ４０

パット型フィルター

パット型フィルター

φ１８０

φ１８０

Ｈ
Ｈ

≦
０

３
Ｈ

≦
５

０
０

≒
５

０
０

Ｈ＝２．２まで

Ｈ＝２．４０以上

水抜孔の詳細図 ダウェルバー詳細図

注 意 事 項

１．設置位置の詳細、施工標高および端部

鉄筋コンクリート

σ２８ Ｇｍａｘ セ メ ン ト
の　種　類

２５

一　　般擁　壁　工

逆 Ｔ 式 擁 壁 工

ＴＹ０－Ｈ２００Ｂ１５０－○

～ＴＹ○－Ｈ５００Ｂ６００－○

Ｋ－２７

９０００

≦
０

３
Ｈ

３０００ ３０００≒１５００ ≒１５００

３０００ ３０００≒１５００ ≒１５００

９０００

Ｈ

≦
５

０
０

≒
１

５
０

０

１０００

５００

異径鉄筋Ｄ１９

塩ビ管ＶＰφ２５

ＴＹＯ－Ｈ○○○　Ｂ○○○－○

擁壁高の略号

擁壁下幅の略号

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

逆Ｔ式擁壁の略号

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

ｍｍＮ
２１

ｃｍ

／㎜
２

関
連
図
番

種 　 別

　　処理は監督職員の指示による。

２．基礎砂利類の種類、品質、規格は特記

３．コンクリートの仕様

ＳＬ

　　仕様書による。

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

５．ダウェルバーの設置間隔は≒５０㎝ピ

６．水抜きパイプは、塩ビ管ＶＵφ４０㎜
　　を使用する。
　　但し、湧水のある場所等については監

７．水抜きパイプの塩ビ管は、壁面に沿っ
　　て切りそろえること。

８．出来形管理は、断面と施工延長とする。

９．設計変更は、規格毎の施工延長の増減
　　により行う。

４．伸縮継目は標準として、１スパンを９
　　．０ｍとし伸縮目地材はエラスチック
　　フィラー（ｔ＝１０ｍ）を使用する。
　　但し、スパン割の結果９．０ｍに満た
　　ない端数が生ずる場合は監督職員の指
　　示による。

　　ッチを標準とし、設置位置は監督職員
　　の指示による。

　　督職職員の指示による。

２０１８．１０

１２±２．５
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１９８６．３

鉄鋼小構造物

１．この標準図は、鋼製蓋板の材料と加工
　　方法を示したもので形式、寸法は、蓋

２．取手の位置は図を標準とするが必要に

３．蓋板に使用する材料の規格。

４．素地調整区分は３種ケレンとする。

５．塗装は、亜鉛メッキ（地肌）とし、仕

７．設計変更は蓋板面積の増減と規格の変

一　　般

Ｋ－４０

角 型 全 面 角 型 半 面

取手詳細図

縞 鋼 板

ｂ

７０

７
０

７
０

ａ

縞 鋼 板 縞 鋼 板

取 手

ズレ止め

下面リブ

７０

ｂ

ａ

７
０

７０

７
０

ｂ／２ ｂ／２

７０ ７
０

７
０

ｂ

７０ ７０取 手

≒１０

４

≒１０

４

取 手

ｂ／２ ｂ／２

70 ７０２０２０

下面リブ

１５０

６
０

２６

φ１３

３

　　板を使用する設計図から読みとること。

　　応じて位置を変えることができる。

材 料 名

縞 鋼 板

平鋼（ＦＢ）

座金

取手

規　　　　格

ＪＩＳＧ－３１０１　ＳＳ　　　４００

ＪＩＳＧ－３１９４　ＳＳ　　　４００

ＪＩＳＢ－１１８６

ＪＩＳＧ－３１１２　ＳＲ　　　２３５

　　様は、標準設計図仕様書　４．塗装に

　　　但し、鋼製蓋板（縞鋼板）の板厚３．
　　２㎜以下は塗装の工程で歪が出るので、
　　３種ケレン、塗装は錆止塗料２回塗布

６．出来形管理は、規格、寸法とする。

　　更により行う。

摩擦接合用高力座金

１５０

　　よる。

１５０

　　とする。

注 意 事 項
縞鋼板（角型）

縞鋼板の略号

縞鋼板厚区分
ｔ２３－２３
ｔ３２－３２
ｔ４５－４５

ＳＧ○○－Ｓ○
型区分　全面１・半面２

ＳＧ２３－Ｓ１

ＳＧ３２－Ｓ１

ＳＧ４５－Ｓ２

鋼 製 蓋 板
縞 鋼 板 （ 角 型 ）

Ｓ Ｇ ２ ３ － Ｓ １ ～ Ｓ Ｇ ４ ５ － Ｓ ２

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

取 手

ズレ止め

ＦＢ３２×４．５ ＦＢ３２×４．５
ＦＢ３２×４．５

ドリル穴φ１５

座金φ１２

関
連
図
番
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縞鋼板（丸型）

丸 型 全 面
ＳＧ２３－Ｒ１

ＳＧ３２－Ｒ１

丸 型 半 面
ＳＧ４５－Ｒ２

鉄鋼小構造物

鋼 製 蓋 板
縞 鋼 板 （ 丸 型 ）

材 料 名

縞 鋼 板

平鋼（ＦＢ）

座金

取手

Ｓ Ｇ ２ ３ － Ｒ １ ～ Ｓ Ｇ ４ ５ － Ｒ ２

１．この標準図は、鋼製蓋板の材料と加工
　　方法を示したもので形式、寸法は、蓋

２．取手の位置は図を標準とするが必要に

３．蓋板に使用する材料の規格。

４．素地調整区分は３種ケレンとする。

７．設計変更は蓋板面積の増減と規格の変

一　　般

Ｋ－４１

　　板を使用する設計図から読みとること。

　　応じて位置を変えることができる。

ＪＩＳＧ－３１０１　ＳＳ　　　４００

ＪＩＳＧ－３１９４　ＳＳ　　　４００

ＪＩＳＢ－１１８６

ＪＩＳＧ－３１１２　ＳＲ　　　２３５

６．出来形管理は、規格、寸法とする。

　　更により行う。

縞 鋼 板

ズレ止め

１００

管厚＋１０

縞 鋼 板

ズレ止め 下面リブ

ａ／２ ａ／２

管厚＋１０
１００１００

管厚＋１０

Ｄ

≒１０

４

取 手

管 厚

Ｄ：管内径
ａ：管外径

ＳＧ○○－Ｒ○
型区分　全面１・半面２

縞鋼板の略号

縞鋼板厚区分
ｔ２３－２３
ｔ３２－３２
ｔ４５－４５

取 手 詳 細 図

φ１３

３

１５０

6
0

２６

≒１０

４

取 手 ２０２０

下面リブ

管 厚

Ｄ

摩擦接合用高力座金

５．塗装は、亜鉛メッキ（地肌）とし、仕
　　様は、標準設計図仕様書　４．塗装に

　　　但し、鋼製蓋板（縞鋼板）の板厚３．
　　２㎜以下は塗装の工程で歪が出るので、
　　３種ケレン、塗装は錆止塗料２回塗布

　　よる。

　　とする。

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

取 手

ＦＢ３２×４．５

座金φ１２

ＦＢ３２×４．５
ＦＢ３２×４．５

取 手

規　　　　格

連
関

図
番

２０１２．４

a=D/2+管厚

a=D/2+管厚 a=D/2+管厚

a=D+管厚×2

a=D+管厚×2
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ａ：（スパン方向）

エキスパンドメタル
平 面 図

ｂ

エキスパンドメタル

網目の長さの方向（ＬＷ）がスパン
方向と一致するように配置する

エキスパンドメタル各部の名称

ＬＷ

ＳＷ

Ｗ

ボンド

ストランド

１９８０．３

鋼製蓋板

Ｘ Ｇ ２ １ － ４ － Ａ ～ Ｘ Ｇ ２ ４ － ２ － Ｂ

１．この標準図は、鋼製蓋板の材料と加工
　　方法を示したもので形状、寸法は、蓋

２．欠口が生じた場合、その周囲は同一の

３．蓋板に使用する材料の規格。

４．素地調整区分は３種ケレンとする。

５．塗装は、亜鉛メッキ（地肌）とし、仕

７．設計変更は蓋板面積の増減と規格の変

エキスパンドメタル
Ｋ－４２

　　板を使用する設計図から読みとること。

　　形鋼で補強すること。

材 料 名

エキスパンドメタル

等 辺 山 形 鋼

規　　　格

ＪＩＳＧ－３３５１　　

ＪＩＳＧ－３１９２　ＳＳ４００

　　様は、標準設計図仕様書　４．塗装に

６．出来形管理は、規格、寸法とする。

　　更により行う。

ＳＷ：メッシュ短目方向の中心間距離

ＬＷ：メッシュ長目方向の中心間距離

Ｔ：板　厚

Ｗ：刻み幅

ＳＷ

Ｗ

Ｔ

設 計 番 号

ＸＧ２１－○－○

ＸＧ２２－○－○

ＸＧ２３－○－○

ＸＧ２４－○－○

メッシュ寸法（㎜） ストランド寸法（㎜）

ＳＷ ＬＷ Ｔ Ｗ

３６ １０１．６ ４．５

６．０

７．０

９．０

７．０

９．０

６．０

６．０

１０１．６

１０１．６

１０１．６

３６

３６

３６

溶 接 詳 細 図

溶接

ＸＧ○○－○－○

エキスパンドメタルの略称

面区分４面４・２面２

アングル区分

（ＪＩＳ　呼称）

ア ン グ ル 区 分

面 区 分

Ａ 型

Ｂ 型

Ｔ

４ 面 ２ 面

ａ １０

メッシュ２ピッチ毎
４

メッシュ２ピッチ毎
４

ａ １０

鉄鋼小構造物 一　　般

　　よる。

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

Ｌ４０×４０×５

エキスパンドメタル

エキスパンドメタル

関
連
図
番
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3000(2000) 3000(2000)
80

0
20

0

100

手　摺　Ａ　型
Ａ１型（構造物用）

Ａ２型(アンカー建込用)

Ａ３型(土　中　用)

±
φ

10
00

80
0

100
±
φ

3000(2000) 3000(2000)

80
0

80
0

40
0

50
0

30
0

200

600

12
00

50
0

300
□

3000(2000) 3000(2000)

80
0

80
0

18
00

10
00

曲部の施工

テスリ－Ａ○－Ｌ○○

手摺の略称

Ａ型の略号

長さの略号
3000-30
2000-20

10
00

20
0

支柱キャップ

φ t

φ t横材(42.7 ×2.3  )

支柱(60.5 ×3.2  )

継  手

モルタル

砂詰
モルタル

砂詰

支柱キャップ

φ t
横材(42.7 ×2.3  )

φ t
支柱(60.5 ×3.2  )

継  手

支柱キャップ

φ t
支柱(60.5 ×3.2  )

φ t
横材(42.7 ×2.3  ) 継  手

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 43

区 分 一　　般

手　摺　A　型

設計番号 テスリ－A1－L30 ～ テスリ－A3－L20

注 意 事 項

1. 手摺に使われる原管はJISG-3444「一般構造用炭

秋　田　県

関

連
図

番

2015. 4

素鋼管」STK400を使用する。

2. 塗装は、下地亜鉛メッキ処理＋静電粉体塗装とし

、仕様は、標準設計図仕様書 4. 塗装による。

3. ビ－ムパイプの上下間隔及び継手方式は承認を得

4. コンクリート仕様

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

ること。

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

5. 出来形管理は、各寸法と延長とする。

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行なう。

7. Ａ３型（土中用）については、必要に応じて根巻
　 きコンクリート（Ｄ－２１）の設置を検討するこ
　 と。　
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30
0

200

600

11
00

3000(2000) 3000(2000)

手　摺　Ｂ　型
Ｂ１型(構造物用)

11
00

20
0

13
00

100
φ
±

100
φ ±

20
0

3000(2000)

11
00

支柱キャップ

t

(60.5  ×3.2  )φ

横材    　　
(42.7  ×2.3  )φ

t

継  手

継  手

砂詰モルタル

支柱キャップ

砂詰

モルタル

曲部の施工

3000(2000)

3000(2000)

Ｂ２型(アンカー建込用)

Ｂ３型(土　中　用) テスリ－Ｂ○－Ｌ○○

手摺の略称

Ｂ型の略号

長さの略号
3000-30
2000-20

45
0

55
0

45
0

3000(2000)

12
00

23
00

11
00

継  手

継  手

支柱キャップ

(60.5  ×3.2  )φ t

支柱      　
(60.5  ×3.2  )φ t

t

横材  　　　
(42.7  ×2.3  )φ

t

横材  　　　
(42.7  ×2.3  )φ

継  手

継  手

55
0

15
50

12
00

11
00

11
00

支柱      　

支柱      　

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 44

区 分 一　　般

手　摺　B　型

設計番号 テスリ－B1－L30 ～ テスリ－B3－L20

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

2015. 4

1. 手摺に使われる原管はJISG-3444「一般構造用炭

素鋼管」STK400を使用する。

2. 塗装は、下地亜鉛メッキ処理＋静電粉体塗装とし

、仕様は、標準設計図仕様書 4. 塗装による。

3. ビ－ムパイプの上下間隔及び継手方式は承認を得

4. コンクリート仕様

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

ること。

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

5. 出来形管理は、各寸法と延長とする。

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行なう。

7. Ｂ３型（土中用）については、必要に応じて根巻
　 きコンクリート（Ｄ－２１）の設置を検討するこ
　 と。　
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20
0
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0
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00

3000(1500) 200 3000(1500)

φ t

手　摺　Ｃ　型
Ｃ１型(構造物用)

40
0

80
0

12
00

3000(1500) 200 3000(1500)

Ｃ２型(アンカー建込用)

50
0

300
□

40
0

600
600
200

30
0

脱着無し脱着有り

コンクリート

σ　＝16 N/mm28
2

テスリ－Ｃ○－Ｌ○○－○

手摺の略称

Ｃ型の略号

1500-15

脱着の有無　有 Ｆ  無 Ｎ

3000-30長さの略号

150≦
R≦

200

150≦
R≦

200

主柱(60.5 ×3.2  )

横材(34 ×2.3  )

φ t

主柱(60.5 ×3.2  )
φ t

φ t
横材(34 ×2.3  )

継手

継手

主柱 主柱

モルタル

塩ビ管vu 砂詰

主柱

φ65 φ100

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 45

区 分 一　　般

手　摺　C　型

設計番号 ﾃｽﾘ－C1－L30－F～ ﾃｽﾘ－C2－L15－N

注 意 事 項

1. 手摺に使われる原管はJISG-3444「一般構造用炭

秋　田　県

関

連
図

番

2015.4

素鋼管」STK400を使用する。

2. 塗装は、下地亜鉛メッキ処理＋静電粉体塗装とし

、仕様は、標準設計図仕様書 4. 塗装による。

3. ビ－ムパイプの上下間隔及び継手方式は承認を得

ること。

4. コンクリ－ト仕様

種 　別

無筋コンクリート

σ28 Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

S L

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

5. 出来形管理は、各寸法と延長とする。

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行なう。
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手　摺　Ｄ　型
Ｄ１型(構造物用)
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80
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Ｄ２型(アンカー建込用)

50
0

300
□

40
0

600
600
200

30
0

脱着無し脱着有り

コンクリート

28
2

テスリ－Ｄ○－Ｌ○○－○

手摺の略称

Ｄ型の略号

1500-15

脱着の有無　有 Ｆ  無 Ｎ

3000-30長さの略号

50
0

白

（赤）

赤
（白）白 （赤）

継手

継手

φ65 φ100

φ t

主柱(60.5 ×3.2  )

横材(34 ×2.3  )

φ t

φ t

主柱(60.5 ×3.2  )

横材(34 ×2.3  )

φ t

150≦
R≦

200

150≦
R≦

200

主柱 主柱

モルタル

塩ビ管vu 砂詰

主柱

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 46

区 分 一　　般

手　摺　D　型

設計番号 ﾃｽﾘ－D1－L30－F～ ﾃｽﾘ－D2－L15－N

秋　田　県

関

連
図

番

σ　＝18 N/mm

2015.4

注 意 事 項

1. 手摺に使われる原管はJISG-3444「一般構造用炭

素鋼管」STK400を使用する。

2. 塗装は、下地亜鉛メッキ処理＋静電粉体塗装とし

、仕様は、標準設計図仕様書 4. 塗装による。

3. ビ－ムパイプの上下間隔及び継手方式は承認を得

ること。

4. コンクリ－ト仕様

種 　別

無筋コンクリート

σ28 Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

S L

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

5. 出来形管理は、各寸法と延長とする。

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行なう。
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20
0

40
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H
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n
30

0

h≦
30
0

300

150
150

θ

φ19

300

150150

φ19 

a：天端部材厚
350

30
0

15
0φ19 40
R

350

30
015
0

15
0

φ19 40
R

ステップの略称

ステップＡ型
側面図

断面図 平面図

ステップＢ型
側面図

断面図 平面図

15
0

a/2 a/2

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 47

区 分 一　　般

設計番号 ステップA-H○○.○～ステップB-H○○○

注 意 事 項

1. ステップの材料はJISC－3112、SR235を使用する。

2. 塗装は、亜鉛メッキ（地肌）とし、仕様は、標準

秋　田　県

関

連
図

番

設計図仕様書 4. 塗装による。

3. ステップの取付位置は、取付をする構造物の設計
図による。

6. 出来形管理は、各寸法と延長とする。

7. 設計変更は、延長の増減による。

4. 壁厚20cm未満の場合、ステップの差し込み部分は

上（下）方向に曲げ加工する。

10cm

ステップＡ型・Ｂ型

2012. 4
ステップ○－Ｈ○○.○

区分、Ａ型・Ａ、Ｂ型・Ｂ

高さ及び長さの略号（ｍ）

5. 取付角θは監督職員の指示による。
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FB 65×6

ガス管φ25

ハシゴ　○－Ｈ○○.○

梯子の略称

区分　Ａ型Ａ・Ｂ型Ｂ

高さの略号（ｍ）

梯　　子

Ｂ　　型

φ19

ハシゴＡ型

ハシゴＢ型

詳 細 図

30
0

300

10
00
±
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00

±
30

0≧
15

0
75

0
15

0
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ア

ン
カ

ー
の

中
心

間
隔

FB65×6

Ａ　　型

側　面　図

ＣＬ

550

詳 細 図

30
0

＠
30

0
30

0
30

0

15
0

209 209

265 265

175 175
25 25

179 179
235 235

15
0

175 175

56 44

50

70 30 100

L≦
30

0

L50×50×6

FB65×6

コンクリートアンカー

φ19

ＣＬ

コンクリートアンカー
φ12,　＝90

φ12,　＝90

L50×50×6

ドリル径12.7

L100×100×10

ドリル径12.7

ガス管φ25

4 4

ＣＬ

1.2

正　面　図

φ12,　＝90

コンクリートアンカー

350

H

L≦
30

0

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 48

区 分 一　　般

梯 子 A 型 ・ B 型

設計番号

1980. 3

ハシゴA-H○○.○　　　　　　○○.○

注 意 事 項

1. 梯子の取付位置は取付をする構造物の設計図によ

2. 梯子に使用する材料の規格。

秋　田　県

関

連
図

番

6. 出来形管理は、各寸法と延長とする。

7. 設計変更は,延長の増減により行う。

る。

図面の表示 材　料　名 規　　　　格

ガス管Φ25

L50×50×6

FB65×6

Φ 19

L100×100×10
コンクリート
ア ン カ ー

2. 塗装は、亜鉛メッキ（地肌）とし、仕様は、標

準設計図仕様書 4. 塗装による。

3. 素地調整区分は2種ケレンとする。

5. コンクリ－トアンカ－の打ち込みはコンクリ－

トが十分硬化してから行う。

配管用炭素鋼鋼管

等 辺 山 形 鋼

平　　鋼（FB）

普  通  丸  鋼

等 辺 山 形 鋼

JISG-3452

JISG-3192 SS400

JISG-3194 SS400

JISG-3112 SR235

JISG-3192 SS400

Φ12　L＝90㎜

( SGP ) 34.0×3.2
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ＣＬ

ＣＬ

スクリーン
正　面　図

Ａ-Ａ断面 Ｂ-Ｂ断面

側壁溝詳細図 取り付け図詳 細 図

スクリーＢ○○○○－Ｈ○○○○－Ｐ○○○

スクリーンの略称

幅の略号(㎜)

スクリーンバーの

高さの略号(㎜)

中心間隔の略号(㎜)

B＋2α
A B

ス
ク

リ
ー

ン
バ

ー
(平

鋼
）

上 部 桁 材

(等辺山形鋼の場合） (みぞ形鋼の場合）

下部桁材
A B

H/
2

H/
2

H

等辺山形鋼

継
ぎ

材
平

鋼
32

×
4.

5㎜

床版

平鋼32×4.5平鋼32×4.5 ス
ク

リ
ー

ン
バ

ー

等辺山形鋼 みぞ形鋼

継
ぎ

材
平

鋼
32

×
4.

5㎜

みぞ形鋼

変化する 変化する

＠：スクリーンバーの中心間隔

θ θ

B α

θ：取り付け角度

ス
ク
リ
ー
ン
バ
ー

ス
ク
リ
ー
ン
バ
ー

みぞ形鋼

ス
ク

リ
ー

ン
バ

ー

＠± ＠±＠ ＠ ＠

90
±
0°

5'

FLOW

FL
OW

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 49

区 分 一　　般

ス　ク　リ　ー　ン

設計番号

注 意 事 項

1. スクリ－ンの取付位置は取付をする構造物の設計

秋　田　県

関

連
図

番

7. 出来形管理は、各寸法と幅、及び高さとする。

8. 設計変更は、外寸法面積の増減により行う。

図による。

3. スクリ－ンに使用する材料の規格。

2. 取り付け角度、及び床版の箱抜き寸法については

材 料 名材 料 名 規　　　　　格

平　　　鋼平　　　鋼

等辺山形鋼

み ぞ 形 鋼

継　ぎ　材

JISG-3194 SS400

4. 溶接の脚長については、板厚の薄い方を基準とす

る。

6. 塗装は、亜鉛メッキ（地肌）とし、仕様は、標準

設計図仕様書 4. 塗装による。

5. 素地調整区分は2種ケレンとする。

K - 50

スクリ－B 1000－H 1000－P 　030
スクリ－B 3000－H 2000－P　150～

JISG-3192 SS400

JISG-3192 SS400

JISG-3194 SS400

2012. 4

監督職員の指示を受けること。
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スクリーン寸法・材料表

スクリ  －Ｂ○○○○－Ｈ○○○○－Ｐ○○○

スクリーンの略称
幅の略号 (ｍｍ）

スクリーンバーの
高さの略号（ｍｍ） 中心間隔の略号（㎜）

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 50

区 分 一　　般

スクリーン寸法 ・ 材料表

設計番号

1988. 3

FB ： 平鋼　（jis G－3194）

秋　田　県

関

連
図

番

 L ： 等辺山形鋼(jis  G－3192）

K - 49

スクリ－B 1000－H 1000－P  0 0
スクリ－B 3000－H 2000－P　150～

 ： みぞ形鋼(jis  G－3192）

スクリ-B1000-H1250-P○○○

スクリ-B1000-H1500-P○○○

スクリ-B1000-H1750-P○○○

スクリ-B1000-H2000-P○○○

スクリ-B1500-H1000-P○○○

スクリ-B1500-H1250-P○○○

スクリ-B1500-H1500-P○○○

スクリ-B1500-H1750-P○○○

スクリ-B1500-H2000-P○○○

スクリ-B2000-H1000-P○○○

スクリ-B2000-H1250-P○○○

スクリ-B2000-H1500-P○○○

スクリ-B2000-H1750-P○○○

スクリ-B2000-H2000-P○○○

スクリ-B2500-H1000-P○○○

スクリ-B2500-H1250-P○○○

スクリ-B2500-H1500-P○○○

スクリ-B2500-H1750-P○○○

スクリ-B2500-H2000-P○○○

スクリ-B3000-H1000-P○○○

スクリ-B3000-H1250-P○○○

スクリ-B3000-H1500-P○○○

スクリ-B3000-H1750-P○○○

スクリ-B3000-H2000-P○○○

≦1000

≦1250

≦1500

≦1750

≦2000

≦1000

≦1250

≦1500

≦1750

≦2000

≦1000

≦1250

≦1500

≦1750

≦2000

≦1000

≦1250

≦1500

≦1750

≦2000

≦1000

≦1250

≦1500

≦1750

≦2000

FB50×6

PO30 PO50 PO75 PO100 PO150

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6 FB50×6 FB50×6 FB65×6

FB50×6

FB50×6

FB65×6

FB65×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB65×6

FB65×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB65×6

FB65×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB65×6

FB65×6

FB50×6

FB50×6

FB50×6

FB65×6

FB65×6

FB50×6

FB65×9

FB65×6

FB65×9

FB50×6

FB50×6

FB65×9

FB65×6

FB65×9

FB50×6

FB50×6

FB65×9

FB65×6

FB65×9

FB50×6

FB50×6

FB65×9

FB65×6

FB65×9

FB50×6

FB50×6

FB65×9

FB65×6

FB65×9

FB65×6

FB65×9

FB65×9

FB90×9

FB50×6

FB65×6

FB65×9

FB65×9

FB90×9

FB50×6

FB65×6

FB65×9

FB65×9

FB90×9

FB50×6

FB65×6

FB65×9

FB65×9

FB90×9

FB50×6

FB65×6

FB65×9

FB65×9

FB90×9

FB65×9

FB65×9

FB90×9

FB90×9

FB65×6

FB65×9

FB65×9

FB90×9

FB90×9

FB65×6

FB65×9

FB65×9

FB90×9

FB90×9

FB65×6

FB65×9

FB65×9

FB90×9

FB90×9

FB65×6

FB65×9

FB65×9

FB90×9

FB90×9

 L 50×50×6

 L 50×50×6

 L 75×75×9

 L 75×75×9

 L 75×75×9

 L 75×75×9

 L 75×75×9

 L 75×75×9

 L 75×75×9

 L 75×75×9

 L 65×65×6

 L 65×65×6

L 90×90×10

L 90×90×10

L 90×90×10

L 90×90×10

L 90×90×10

L 100×100×10  

L 100×100×10  

L 100×100×10  

100×50 

100×50 

125×65 

125×65 

125×65 

125×65 

100×50 

100×50 

100×50 

150×75 

150×75 

100×50 

100×50 

100×50 

150×75 

150×75 

100×50 

100×50 

125×65 

150×75 

150×75 

125×65 

125×65 

125×65 

150×75 

150×75 

125×65 

125×65 

150×75 

150×75 

35

35

35

55

55

35

35

35

55

55

35

35

50

55

55

50

50

50

55

55

50

50

50

55

55

スクリ-B1000-H1000-P○○○

スクリ－ンバ－部材
幅B(㎜) 高さH(㎜)設 計 番 号 上下桁部材 側壁溝部材 α

≦1000

≦1500

≦2000

≦2500

≦3000

スクリーン寸法・材料表

スクリ  －Ｂ○○○○－Ｈ○○○○－Ｐ○○○

スクリーンの略称
幅の略号 (ｍｍ）

スクリーンバーの
高さの略号（ｍｍ） 中心間隔の略号（㎜）
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農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 51

区 分 一　　般

ベンチフリューム掛樋

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番 BFF－030－F～BFF－060－N

4000

300

500

a
30

0

200

a300 300

50
50

60
0

300
150 150

50 50

60
0

10
0

h

コンクリート
σ　＝18 N/mm28

2

ベンチフリュ―ム全高

エラスチックフィラー エラスチックフィラー

シール材
ベンチフリュ―ム全高

Fix Mov
ベンチフリュ―ム

300～600型 ベンチフリュ―ム(補強型）300型～600型 L=4.000

基礎砂利類

ベンチフリュ―ム
300～600型 ベンチフリュ―ム(補強型）300型～600型

L=4.000

ベ
ン

チ
フ

リ
ュ

―
ム

呼
　

称
　

幅

σ28＝18 N/mm
2

コンクリート

基礎砂利類 基礎砂利類

ベンチフリュ―ム全高

ベンチフリュ―ム

呼　称　幅

1:
1

300

60
0

10
0

10
0

30
0

h h

平　面　図

ベンチフリュ-ム掛樋
側　面　図

下部詳細図（Mov）

ＢＦＦ－○○○－○

ベンチフリュ―ム掛樋の略称

ベンチフリュームの規格の略号

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

(Ｂ.Ｆ ＦＬＵＭＥ）

注 意 事 項

1. 鉄筋コンクリ－トベンチフリュ－ムは、JIS A-53

5. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

6. 設計変更は、断面毎の設置カ所数の増減により行

。ただし、床版の鉄筋量については、下表のとお

りのものであること。また内断面がベンチフリュ
－ムと同じか、流れに大きな阻害を与えず構造

的に同等以上の製品も使用できるものとする。

B  F  区 分 鉄　　筋　　量

300

350

400

450

500

550

600

Φ 6  －  6本

Φ 6  －  6本

Φ 6  －  7本

Φ 6  －  7本

Φ 6  －  7本

Φ 6  －  7本

Φ 6  －  7本

ベンチフリュ－ムの床版鉄筋量

2. 構造物の位置は計画平面図による。

る。

う。

72に準ずる品質及び性能を有するものを使用する

2012. 4

よる。

3. 下部工の位置及び高さの詳細は監督職員の指示に

4. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書によ
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下部詳細図
固定端

ＰＦＦ－○○○－○

鋼製掛樋受台の略称

取付ベンチフリューム規格の略号

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

(ＰＬＡＴＥ ＦＬＵＭＥ ＦＯＯＴ）

300

300 支間　L≦10000

15
0

400

300

300

15
0

10
0

500

B2
15

0
15

0

50

100

50

15
0

15
0

300

a
30

0
30

0

B
300 B 1 300

60
0

10
0

50

400

50

15
0

300

10
0

50

50

500

コンクリート

σ28＝18N/㎜ 2

基礎砂利類

ベンチフリューム

400型～600型

鋼製掛樋

1:
1

固定端 可動端

ベ
ン

チ
フ

リ
ュ

ー
ム

呼
称

幅

基礎砂利類 基礎砂利類

ベンチフリューム

300
100

H

鋼製掛樋　B＝400～600

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 52

区 分 一　　般

鋼製掛樋受台

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

4. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

5. 設計変更は、断面毎の設置カ所数の増減により行

1. 構造物の位置は計画平面図による。

る。

う。

PFF－040－F～PFF－060－N

標準支間 L=10m

K-53～58

設計番号 Ｂ Ｂ Ｈ Ｂ 2 適用掛樋

PFF-040-○

PFF-045-○

PFF-050-○

PFF-055-○

PFF-060-○

1106

1156

1206

1256

1309

506

556

606

656

709

410

445

470

505

530

700

750

800

850

900

PF1-040-30

PF1-045-35

PF1-050-35

PF1-055-40

PF1-060-45

1

寸　法　表

2012. 4

2. 下部工の位置及び高さの詳細は監督職員の指示に

よる。

3. 基礎砂利類の類種、品質、規格は特記仕様書によ
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平　面　図可動部詳細図

アンカー詳細図側　面　図

15
0

6
12

50

90

300
12

6

90 30 50

10

300
15

0

50

25

φ
9×

80

Pitch≒150

300

25

掛樋本体

シーリング用プライマー

平鋼(125－6)①

③

平鋼(90－12)

ベンチフリューム本体

ベ
ン

チ
フ

リ
ュ

ー
ム

下
巾

④弾性シリング材

30幅×25深さ

掛樋本体

②平鋼(90－12)

①平鋼(125－6)

シーリング用プライマー

③平鋼(50－25)

アンカー

ベンチフリューム本体

125

④ ③

①

②

②

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 53

区 分 一　　般

鋼製掛樋受台 可動部詳細図

設計番号

1988. 3

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 PFF－040－F～PFF－060－N

標準スパン L=10m

K-52～58

50

平鋼(50－25)

30

50



鋼製掛樋　一般図（１）

平　面　図

断　面　図

Mov

FLOW

Fix

ＣＬ

桁長 L'＝ L ＋ 600

300 支間 L 300

 ≒L/2

P P

内寸法B
a

b

h

e

c

d

 ≒L/2

BF＝H'

ＰＦ1－○○○－○○ー○○

鋼製掛樋の略称

接続水路の略号

掛樋高さの略号

(ＰＬＡＴＥ　ＦＬＵＭＥ１）

支間長の略号

内
寸

法
B

側　面　図

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 54

区 分 一　　般

鋼製掛樋

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 構造物の位置、接続水路の型式規格は計画平面図

PFI-040-30-04～PFI-100-65-12

標準支間 L=10m　一般図（1）

K-52～58

設 計 番 号
寸　　法　　表　　（㎜）接 続

水 路 適用支間L

PF1-040-30-○○
m m

4 <L≦11 400 型 400 100×9 300× 6  430× 6 260 500

B a×b Ｈ×c d×e B F PH'

 450 型

 500 型

 550 型

 600 型

 650 型

 700 型

 800 型

 900 型

1000 型

PF1-045-35-○○

PF1-050-35-○○

PF1-055-40-○○

PF1-060-45-○○

PF1-065-45-○○

PF1-070-50-○○

PF1-080-55-○○

PF1-090-60-○○

PF1-100-65-○○

4 <L≦12

4 <L≦10

4 <L≦12

4 <L≦12

4 <L≦12

4 <L≦12

4 <L≦12

4 <L≦12

4 <L≦12

450

500

550

600

650

700

800

900

1000 

100×9 350× 6  480× 6 295 500

100×9 350× 6  540× 9 320 500

100×9 400× 6 355 625

100×9 450× 9 380 625

100×9 450× 9 415 833

100×9 500× 9 440 833

100×9  840×12 490 833

100×9  940×12 550 1000 

100×9 1040×12 600 1000 

550× 9

600× 9

650×10

 580× 9

 630× 9

 680× 9

 730× 9

2015. 4

ゴム支承（パッド型）

310×210×32

による。

2. 塗装仕様は、「農林水産省土地改良工事積算基準(

施設機械)」による。

3. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

4. 設計変更は、規格毎の設置カ所数の増減により行う。

5. ゴム支承（パッド型）は（社）日本道路協会ゴム支

承標準設計標準品とする。

51



鋼製掛樋　一般図（２）
側　面　図

平　面　図

ＰＦ2－○○○－○○ー○○

鋼製掛樋の略称

接続水路の略号

掛樋高さの略号

(ＰＬＡＴＥ　ＦＬＵＭＥ2）

支間長の略号

MovFix

桁長 L'＝ L ＋ 600

300 支間 L 300

FLOW

P P

内
寸

法
B

ＣＬ

 ≒L/3  ≒L/3  ≒L/3

ＣＬ

内寸法B
a

b

h

e

d

BF＝H'

断　面　図

c

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 54

区 分 一　　般

鋼製掛樋

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 構造物の位置、接続水路の型式規格は計画平面図

PF2-040-35-11～PF2-100-65-17

標準支間 L=15m　一般図（2）

K-52～58

設 計 番 号
寸　　法　　表　　（㎜）接 続

水 路 適用支間L

PF2-040-35-○○
m m

11<L≦15 400 型 400 180×12 350× 6  590× 9 260 500

B a×b Ｈ×c d×e B F PH'

 450 型

 500 型

 550 型

 600 型

 650 型

 700 型

 800 型

 900 型

1000 型

PF2-045-40-○○

PF2-050-40-○○

PF2-055-45-○○

PF2-060-45-○○

PF2-065-50-○○

PF2-070-50-○○

PF2-080-55-○○

PF2-090-60-○○

PF2-100-65-○○

12<L≦16

10<L≦16

12<L≦17

12<L≦17

12<L≦18

12<L≦17

450

500

550

600

650

700

800

900

1000 

180×12  640× 9 295 500

180×12  700× 9 320 500

355 625

380 625

415 833

180× 9 440 833

1000×12 490 833

1100×12 550 1000 

1200×12 600 1000 650×10

 750× 9

 800× 9

 850× 9

 900× 9

 400 型 PF2-040-40-○○ 15<L≦17 400 200×16  590× 9 260 567

12<L≦18

12<L≦17

12<L≦17

180×12

180×12

180×12

180× 9

180× 9

180× 9

400× 6

400× 6

400× 9

450× 9

450× 9

500× 9

500× 9

550× 9

600× 9

2015. 4

ゴム支承（パッド型）

310×210×32

による。

2. 塗装仕様は、「農林水産省土地改良工事積算基準

　（施設機械）」による。

4. 継手カ所数は特記仕様書による。

5. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

6. 設計変更は、規格毎の設置カ所数の増減により行

7. ゴム支承（パッド型）は（社）日本道路協会ゴム

　 支承標準設計標準品とする。
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側　面　図

鋼製掛樋　一般図（3）

平　面　図

断　面　図

MovFix

桁長 L'＝ L＋ 600

300 支間 L 300

FLOW

ＣＬ

ＰＦ3－○○○－○○ー○○

鋼製掛樋の略称

接続水路の略号

掛樋高さの略号

(ＰＬＡＴＥ　ＦＬＵＭＥ３）

支間長の略号

内
寸

法
B

P P

 ≒L/4  ≒L/4  ≒L/4  ≒L/4

ＣＬ

内寸法B
a

b

h

e

d

BF＝H'

c

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 54

区 分 一　　般

鋼製掛樋

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 構造物の位置、接続水路の形式規格は計画平面図

PF3-045-45-16～PF3-100-70-20

標準支間 L=20m　一般図（3）

K-52～58

設 計 番 号
寸　　法　　表　　（㎜）接 続

水 路 適用支間L

PF3-045-45-○○
m m

16<L≦18 450 型 450 220×16

450× 9

650× 9 295 500

B a×b Ｈ×c d×e B F PH'

 500 型

 500 型

 550 型

 600 型

 650 型

 700 型

 800 型

 900 型

1000 型

PF3-050-45-○○

PF3-050-50-○○

PF3-055-50-○○

PF3-060-50-○○

PF3-065-50-○○

PF3-070-50-○○

PF3-080-55-○○

PF3-090-65-○○

PF3-100-70-○○

16<L≦18

18<L≦20

17<L≦20

500

500

550

600

650

700

800

900

1000 

320 500

220×19 320 500

220×22 355 625

380 625

415 833

220×25 440 833

220×14 1000×12 490 833

180× 9 1100×12 550 1000 

180× 9 1200×12 600 1000 

550× 9

650×10

700×12

17<L≦20

17<L≦20

17<L≦20

18<L≦20

18<L≦20

17<L≦20 220×22

220×22

220×16

450× 9

500× 9

500× 9

500× 9

500× 9

500× 9

700× 9

700× 9

750× 9

800× 9

850× 9

900× 9

2015. 4

310×210×32

ゴム支承（パット型）

による。

2. 塗装仕様は、「農林水産省土地改良工事積算基準

　 (施設機械)」による。

3. 継手カ所数は特記仕様書による。

4. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

5. 設計変更は、規格毎の設置カ所数の増減により行

6. ゴム支承（パッド型）は（社）日本道路協会ゴム

　 支承標準設計標準品とする。
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鋼製掛樋　製作組立図（１）
主　　　桁

ＣＬ

O

L

製作キャンバー
主桁キャンバー図

断面図

a
内

寸
法
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B
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  6
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1-
St
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f

LP
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St

if
f
  

 h
×

i×
H

LP

1－Web    H×c×L'LP

Lサイズ　A×　 2

c

b
e

c

c
c

a

 5

a×b×L'

1－LFlg LP d×e×L'

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 55

区 分 一　　般

鋼製掛樋

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 材料の規格

PF1-040-30-04～PF1-100-65-12

標準支間 L=10m　製作組立図（1）

K-52～58

2. 断面寸法は、一般図の寸法表を参照する。

4. 製作キャンバ－については、K-58による。

材 料 名 規　　　　格

鋼　　　板 JISG 3101 SS400

等辺山形鋼 JISG 3192 SS400

4 < L ≦ 11 400 型 PF1-040-30-○○

 450 型

 500 型

 550 型

 600 型

 650 型

 700 型

 800 型

 900 型

1000 型

PF1-045-35-○○

PF1-050-35-○○

PF1-055-40-○○

PF1-060-45-○○

PF1-065-45-○○

PF1-070-50-○○

PF1-080-55-○○

PF1-090-60-○○

PF1-100-65-○○

m m

4 < L ≦ 12

4 < L ≦ 10

4 < L ≦ 12

4 < L ≦ 12

4 < L ≦ 12

4 < L ≦ 12

4 < L ≦ 12

4 < L ≦ 12

4 < L ≦ 12

40×40×5

40×40×5

40×40×5

50×50×6

50×50×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6 1494

1421

1233

1161

1127

 945

 906

 786

 748

 711  560

 590

 630

 750

 800

 980

1020

1100

1280

1360

75.5

72.5

73.5

70.5

66.5

70.5

 450

 500

 550

 600

 650

 700

 750

 850

 950

1050

1000

1000

1000

1250

1250

1667

1667

1667

2000

2000

160

210

260

310

360

410

460

560

660

760

 430

 480

 540

 580

 630

 680

 730

 840

 940

1040

306

356

359

409

459

459

509

562

612

662

65×6

65×6

65×6

65×6

65×6

65×6

75×6

75×6

75×6

75×6

65×6

65×6

65×6

65×6

65×6

65×6

75×6

75×6

75×6

75×6

32×6

38×9

32×6

38×9

38×9

38×9

38×9

38×9

38×9

38×9

38×9

50×6

50×9

50×9

50×9

65×9

65×9

75×9

75×9

90×9

適 用 支 間 LサイズA  1  2  3  4  5  6  7 f×g H1 h×i j×k m×n
設 計 番 号

寸　　　　　　法　　　　　　表　　　　　　（㎜）接　続
水　路

79.0

78.0

78.0

67.0

2012. 4

21
0

310

55
55

200

50 2－27キリ(2－27×50長穴:Mov側)

2-PL　22×210×310(Fix.Mov共通)

3. 支点部沓は、可動部、固定部ともゴム支承
　 (パッド型）(310×210×32）を標準とする。
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Lサイズ　A×　 2

鋼製掛樋　製作組立図（２）
主　　　桁
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製作キャンバー
主桁キャンバー図
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c
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1－UFlg LP a×b×L'

1－LFlg LP d×e×L'

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 55

区 分 一　　般

鋼製掛樋

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

6. 継手部は、漏水及びボルトの腐触を防止するため

1. 材料の規格

、シ－リング材でコ－キングを行う。

PF2-040-35-11～PF2-100-65-17

標準支間 L=15m　製作組立図(2)

K-52～58

2. 断面寸法は、一般図の寸法表を参照する。

4. 製作キャンバ－については、K-58による。

材 料 名 規　　　　格

鋼　　　板

等辺山形鋼
高力ボルト

鋼 ボ ル ト

JIS G 3101 SS400

ナット.座金

鋼 ナ ッ ト

JIS G 3101 SS400

JIS G 3192 SS400

JIS B 1186

JIS B 1180

JIS B 1181

備　　考

〃　　〃

〃　　

継手部

本体、継手部

〃　　

7. 継手部の高力ボルトの締め付けは、ミルシ－ト等

のトルク係数により検査を行う。

11 < L ≦ 15 400 型 PF2-040-35-○○

 400 型

 450 型

 500 型

 550 型

 600 型

 650 型

 700 型

 800 型

 900 型

PF2-040-40-○○

PF2-045-40-○○

PF2-050-40-○○

PF2-055-45-○○

PF1-060-45-○○

PF2-065-50-○○

PF2-070-50-○○

PF2-080-55-○○

PF2-090-60-○○

m m

40×40×5

40×40×5

40×40×5

50×50×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6 1478

1293

1219

1183

1007

 968

 851

 809

 830

 770  570

 580

 610

 660

 740

 790

 930

 980

1060

1240

  99.5 

  95.5 

108.5

126.5

119.5

116.5

119.5

 450

 450

 500

 550

 600

 650

 700

 750

 850

 950

1000

1134

1000

1000

1250

1250

1667

1667

1667

2000

160

160

210

260

310

360

410

460

560

660

 590

 590

 640

 700

 750

 800

 850

 900

1000

1100

350

400

400

400

450

450

500

500

550

600

80×9

90×9 38×9

38×9

38×9

38×9

38×9

38×9

38×9

38×9

38×9

50×6

50×9

50×9

65×9

75×9

適 用 支 間 LサイズA  1  2  3  4  5  6  7 f×g H h×i j×k m×n

寸　　　　　　法　　　　　　表　　　　　　（㎜）

1000 型 PF2-100-65-○○

15 < L ≦ 17

12 < L ≦ 16

10 < L ≦ 16

12 < L ≦ 17

12 < L ≦ 17

12 < L ≦ 18

12 < L ≦ 18

12 < L ≦ 17

12 < L ≦ 17

12 < L ≦ 17

40×40×5

50×50×6

65×65×6 1554 1320 1050 2000 760 1200 650 38×9 90×9

80×9

80×9

80×9

80×9

80×9

80×9

80×9

80×9

80×9

80×9

90×9

80×9

80×9

80×9

80×9

80×9

80×9

80×9

80×9

80×9

38×9 50×6

50×6

50×9

65×9

75×9

設 計 番 号接　続
水　路

100.0

125.0

114.0

117.0

2012. 4

21
0

310

55

200 2-PL 22×210×310(Fix.Mov共通)

50

55

5. 継手個所は、監督職員の指示による。

3. 支点部沓は、可動部、固定部ともゴム支承
　 (パッド型）(310×210×32）を標準とする。
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8

鋼製掛樋　製作組立図（３）
主　　　桁

断面図
内寸法B

H
b

e

d

 6

 7

 4

O

L

製作キャンバー
主桁キャンバー図

ＣＬ

内
寸

法
B

a

c

300
 5  5  5  5  5

 
2

 
3

b
H

e
c 内

寸
法

B

d

Lサイズ　　A×　 4

4

Lサイズ　A×　 4
Lサイズ　A×　 2

Lサイズ　A×　 4

  6

1
-
S
t
i
f
f
 
 
 
f
×

g
×

H
LP

1－
St

if
f
  

 h
×

i×
H

LP

1－
St

if
f
  

 h
×

i×
H

LP

1－Web    H×c×L'LP
 6 4

溶接不要

Ｃ Ｌ
Ｃ Ｌ

ＣＬ

1－FB m×n×  71－FB m×n× 71－FB j×k× 6

2－27キリ(2－27×45長穴:Mov側)

2－27  (2－27×45   Mov )

 
1

 
3

c
c

a

1－UFlg LP a×b×L'

1－LFlg LP d×e×L'

 5

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 55

区 分 一　　般

鋼製掛樋

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

6. 継手部は、漏水及びボルトの腐触を防止するため

1. 材料の規格

、シ－リング材でコ－キングを行う。

PF3-045-45-16～PF3-100-70-20

標準支間 L=20m 製作組立図(3)

K-52～58

2. 断面寸法は、一般図の寸法表を参照する。

4. 製作キャンバ－については、K-58による。

材 料 名 規　　　　格

鋼　　　板

等辺山形鋼
高力ボルト

鋼 ボ ル ト

JIS G 3101 SS400

ナット.座金

鋼 ナ ッ ト

JIS G 3101 SS400

JIS G 3192 SS400

JIS B 1186

JIS B 1180

JIS B 1181

備　　考

〃　　〃

〃　　

継手部

本体、継手部

〃　　

7. 継手部の高力ボルトの締め付けは、ミルシ－ト等

のトルク係数により検査を行う。

16 < L ≦ 18 450 型 PF3-045-45-○○

 500 型

 500 型

 550 型

 600 型

 650 型

 700 型

 800 型

 900 型

1000 型

PF3-050-45-○○

PF3-050-50-○○

PF3-055-50-○○

PF3-060-50-○○

PF3-065-50-○○

PF3-070-50-○○

PF3-080-55-○○

PF3-090-65-○○

PF3-100-70-○○

m m

16 < L ≦ 18

18 < L ≦ 20

17 < L ≦ 20

40×40×5

40×40×5

40×40×5

50×50×6

50×50×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6 1556

1479

1324

1248

1211

1038

 999

 884

 884

 843  590

 650

 650

 730

 780

 910

 960

1050

1240

1320

126.5

134.5

150.5

119.5

 500

 550

 550

 600

 650

 700

 750

 850

 950

1050

1000

1000

1000

1250

1250

1667

1667

1667

2000

2000

210

260

260

310

360

410

460

560

660

760

 650

 700

 700

 750

 800

 850

 900

1000

1100

1200

450

450

500

500

500

500

500

550

650

700

100×12 100×9 38×9

38×9

50×6

38×9

38×9

38×9

38×9

38×9

38×9

38×9

38×9

50×9

50×9

50×9

50×9

65×9

65×9

75×9

75×9

90×9

適 用 支 間 LサイズA  1  2  3  4  5  6  7 f×g H h×i j×k m×n

寸　　　　　　法　　　　　　表　　　　　　（㎜）

18 < L ≦ 20

18 < L ≦ 20

17 < L ≦ 20

17 < L ≦ 20

17 < L ≦ 20

17 < L ≦ 20

100×12

100×12

100×12

100×12

100×12

100×12

100×12

100×12

100×12

100×9

100×9

100×9

100×9

100×9

100×9

100×9

100×9100×9

100×9

設 計 番 号接　続
水　路

117.0

117.0

129.0

137.0

144.0

118.0

2012. 4

310

21
0

5555

200

50

2-PL 22×210×310(Fix.Mov共通)

5. 継手個所は、監督職員の指示による。

3. 支点部沓は、可動部、固定部ともゴム支承
　 (パッド型）(310×210×32）を標準とする。
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鋼製掛樋 主桁継手部寸法表（１）

上フランジ継手 下フランジ継手 ウェブ継手
ＣＬ

Ｃ Ｌ
ＣＬ

c

a
b

a

40
80

d

e
e

f

11
0

40
11

0
40

40 75 80

310

h

g　
　

g

t 4

ＣＬ

310

hw =m
75

i

n 1 @ p 1 n
2 
@
 
p
2

=
m
2

t 2

ウ
ェ

ブ
高

さ

3
n
 
@
p

3
3

75

t 6 t 6

t 5

t 1

t 3

２-spl   e×t2×dLP

ｎ4-HTB   M20×   (FIOT)

１-spl   c×t1×dLP

ｎ5-HTB   M20×   (FIOT)

1

2

１-spl   310×t3×fLP

２-spl   310×t4×LP

１-spl   310×t5×hLP

２-spl   310×t6×iLP

ｎ6-HTB   M20×   (FIOT)3

（単位：㎜）

40
75
80

　
　

g
　　

=m 1

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 56

区 分 一　　般

鋼製掛樋 主桁継手部寸法表(1)

設計番号

1980. 3

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 継手を設ける場合に適用する。

PF2-040-35-15～PF3-050-45-16

K-52～58

2. 継手材料の規格

3. ボルトの穴径は、M20以上でボルト呼びに2.5mm

加えたものである。

材 料 名 規　　　　格

鋼　　　板
高力ボルト

JIS G 3101 SS400

ナット.座金

JIS G 3101 SS400

JIS B 1186

PF2－040－35－○○ PF2－040－40－○○ PF2－045－40－○○ PF3－045－45－○○ PF2－050－40－○○ PF3－050－45－○○

h.W
a

b
c

d
e

f
g

h
i

n1
p1

m1
n2
p2

m2
n3
p3

m3
n4
n5
n6

1

t1
t2
t3
t4
t5
t6

24

12

65

60

55

9
9

6
6

6

6

記

号

設
計

号
番

2
3

80

80

75

590

380

280

8

2

3

75

290

100

96.7

200

40

310

180

100

350

1

24

16

75

60

55

9

6
6

6

6

80

80

75

590

380

330

3

3

290
96.7

250

40

460

200
120

400

2

28

16

65

60

55

9
9

6
6

6

6

80

80

75

640

430

330

8

3

4

75

340

250

40

310

180

100

400

1

28

16

75

60

65

9

6
6

6

9

90

80

75

650

440

380

3

4

350

100

87.5

300

45

460

220
130

450

2

28

16

65

60

65

9
9

6
6

6

9

80

80

75

700

490

330

8

3

4

75

400
100

250

40

310

180

100

400

1

28

16

75

60

65

9

6
6

6

9

90

80

75

700

490

380

3

4

400

100

300

45

460

220
130

450

2

150

12

83.3

12

83.3

85

150

12

12

83.3

100

150

12

12

57



上フランジ継手 下フランジ継手 ウェブ継手

ＣＬ
Ｃ Ｌc

a
b

a

40
80

d

e
e

n 1 @ p 1 t 2t 1

ＣＬ

f

11
0

40
11

0
40

40 75 80

310

h

g　
　

g

t 4

n
2 
@
 
p
2

=
m
2

t 5

t 3

ＣＬ

310

hw =m
75

i

ウ
ェ

ブ
高

さ

3
n
 
@
p

3
3

t 6 t 6
40

75
80

２-spl   e×t2×dLP

ｎ4-HTB   M20×   (FIOT)

１-spl   c×t1×dLP

1

ｎ5-HTB   M20×   (FIOT)2

１-spl   310×t3×fLP

２-spl   310×t4×LP

１-spl   310×t5×hLP

２-spl   310×t6×iLP

ｎ6-HTB   M20×   (FIOT)3

（単位：㎜）

g
　　

鋼製掛樋 主桁継手部寸法表（２）

=m 1 75

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 56

区 分 一　　般

鋼製掛樋 主桁継手部寸法表(2)

設計番号

1980. 3

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 継手を設ける場合に適用する。

PF3-050-50-20～PF3-065-50-18

K-52～58

2. 継手材料の規格

3. ボルトの穴径は、M20以上でボルト呼びに2.5mm

加えたものである。

材 料 名 規　　　　格

鋼　　　板
高力ボルト

JIS G 3101 SS400

ナット.座金

JIS G 3101 SS400

JIS B 1186

PF3－050－50－○○ PF2－055－45－○○ PF3－055－50－○○ PF2－060－45－○○ PF3－060－50－○○ PF2－065－50－○○

h.W
a

b
c

d
e

f
g

h
i

n1
p1

m1
n2
p2

m2
n3
p3

m3
n4
n5
n6

t1
t2
t3
t4
t5
t6

記

号

設
計

号
番

1
2
3

28

20

80

60

65

6

6
6

9

90

80

75

700

490

430

4

4

400

350

45

460

220
130

500

2

32

16

70

60

65

9

6

6
6

9

80

80

75

750

540

380

3

5

450

300

40

310

180

100

450

1

32

20

85

60

65

6

6
6

9

90

80

75

750

540

430

4

5

450

350

45

610

220
130

500

3

32

16

65

60

65

9

6

6
6

9

80

80

75

800

590

380

3

5

500

100

300

40

310

180

100

450

1

32

20

85

60

65

6

6
6

9

90

80

75

800

590

430

4

5

500
100

350

45

610

220
130

500

3

36

20

70

60

65

9

6

6
6

9

80

80

75

850

640

430

4

6

550

350

40

310

180

100

500

1

12

87.5 87.5

90

87.5

150

100

100

8

12
12

75

90

9

225

16

12
14

75

100

8

9

225

16

12

14

75

91.7

87.5

8

9

58



鋼製掛樋 主桁継手部寸法表（３）
上フランジ継手 下フランジ継手 ウェブ継手

Ｃ Ｌc

a
b

a

40
80

d

e
e

n 1 @ p 1 t 2t 1

ＣＬ

f

11
0

40
11

0
40

40 75 80

310

h

g　
　

g

t 4

n
2 
@
 
p
2

=
m
2

t 5

t 3

ＣＬ

310

hw =m
75

i

ウ
ェ

ブ
高

さ

3
n
 
@
p

3
3

t 6 t 6
40

75
80

２-spl   e×t2×dLP

ｎ4-HTB   M20×   (FIOT)

１-spl   c×t1×dLP

1

ｎ5-HTB   M20×   (FIOT)2

１-spl   310×t3×fLP

２-spl   310×t4×LP

１-spl   310×t5×hLP

g
　　

２-spl   310×t6×iLP

ｎ6-HTB   M20×   (FIOT)3

（単位：㎜）

=m 1

75

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 56

区 分 一　　般

鋼製掛樋 主桁継手部寸法表(3)

設計番号

1980. 3

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 継手を設ける場合に適用する。

PF3-065-50-20～PF2-090-60-12

K-52～58

2. 継手材料の規格

3. ボルトの穴径は、M20以上でボルト呼びに2.5mm

加えたものである。

材 料 名 規　　　　格

鋼　　　板
高力ボルト

JIS G 3101 SS400

ナット.座金

JIS G 3101 SS400

JIS B 1186

PF3－065－50－○○ PF2－070－50－○○ PF3－070－50－○○ PF2－080－55－○○ PF3－080－55－○○ PF2－090－60－○○

h.W
a

b
c

d
e

f
g

h
i

n1
p1

m1
n2
p2

m2
n3
p3

m3
n4
n5
n6

t1
t2
t3
t4
t5
t6

記

号

設
計

号
番

1
2
3

36

20

85

60

65

6

6
6

9

90

80

75

850

640

430

4

6

550
91.7

350

45

610

220
130

500

3

36

20

60

60

65

6

6

6
6

9

80

80

75

900

690

430

4

6

600

350

40

310

180

100

500

1

36

20

95

60

65

6

6
6

9

90

80

75

900

690

430

4

6

600

350

45

610

220
130

500

3

40

20

60

65

65

6

6

6
9

9

80

80

75

1000

790

480

4

7

700

100

400

40

310

180

100

550

1

40

20

65

65

65

9
9

6

6
9

9

90

80

75

790

480

4

7

700
100

400

45

460

220
130

550

2

44

24

60

65

65

6

6

6
9

9

80

80

75

890

530

5

8

800

450

40

310

180

100

600

1

87.5 87.5

100

225

87.5

16

12

14

225

100

16

75

100

8

14
166

1000

150

100

12

100

8

75

6

1100

75

90

8

6
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鋼製掛樋 主桁継手部寸法表（４）
上フランジ継手 下フランジ継手 ウェブ継手

ＣＬ

Ｃ Ｌc

a
b

a

40
80

d

e
e

n 1 @ p 1 t 2t 1

ＣＬ

f

11
0

40
11

0
40

40 75 80

310

h

g　
　

g

t 4

n
2 
@
 
p
2

=
m
2

t 5

t 3

ＣＬ

310

hw =m
75

i

ウ
ェ

ブ
高

さ

3
n
 
@
p

3
3

t 6 t 6
40

75
80

２-sp1   e×t2×dLP

ｎ4-HTB   M20×   (FIOT)

１-sp1   c×t1×dLP

1

ｎ5-HTB   M20×   (FIOT)2

１-sp1   310×t3×fLP

２-sp1   310×t4×LP

１-sp1   310×t5×hLP

g
　　

２-sp1   310×t6×iLP

ｎ6-HTB   M20×   (FIOT)3

（単位：㎜）

=m 1

75

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 56

区 分 一　　般

鋼製掛樋 主桁継手部寸法表(4)

設計番号

1980. 3

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 継手を設ける場合に適用する。

PF3-090-65-20～PF3-100-70-17

K-52～58

2. 継手材料の規格

3. ボルトの穴径は、M20以上でボルト呼びに2.5mm

加えたものである。

材 料 名 規　　　　格

鋼　　　板
高力ボルト

JIS G 3101 SS400

ナット.座金

JIS G 3101 SS400

JIS B 1186

PF3－090－65－○○ PF2－100－65－○○ PF3－100－70－○○記

号

設
計

号
番

h.W
a

b
c

d
e

f
g

h
i

n1
p1

m1
n2
p2

m2
n3
p3

m3
n4
n5
n6

t1
t2
t3
t4
t5
t6

1
2
3

44

24

60

65

65

6
6

6
6

9

9

80

80

75

1100

890

580

8

5

8

75

800

100

500

40

310

180

100

650

1

48

24

60

65

65

6

6
6

9

9

80

80

75

990

580

5

9

900

500

40

310

180

100

650

1

48

28

60

65

65

6
6

6
6

9

9

80

80

75

990

630

8

6

9

75

900

550

40

310

180

100

700

1

91.7

1200 1200

100100

100

8

100

75

6
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鋼製掛樋 上横構継手部寸法表
タイプⅠ タイプⅡ

アングル材ゲージ寸法表

１-spl   b×6×200LP

４-Guss   50×6×100LP

４－Bolt・Nut   12×30M

１－LサイズA×

２-Guss   a×6×bLP

４－Bolt・Nut呼びD×桁　Joint

桁　Joint
B1

内
寸

法
B

B2 b e

ｄ 50

ｄ

a
c

c

@P

 
1

 
2

 
4

 
3

 
4

 
2

 
5

b

a

6

@P

内
寸

法
B

B1

6

50

gg

  

 
       
    

 
       
    

40 40
3030 60

200

20

 1
 2

5

6

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 57

区 分 一　　般

鋼製掛樋 上横構継手部寸法表

設計番号

1980. 3

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 継手を設ける場合に適用する。

PF2-040-35-15～PF3-100-70-17

K-52～58

2. 継手材料の規格

材 料 名 規　　　　格

鋼　　　板

等辺山形鋼

鋼 ボ ル ト

JIS G 3101 SS400

鋼 ナ ッ ト

JIS G 3101 SS400

JIS G 3192 SS400

JIS B 1180

JIS B 1181

PF2－040－35－○○

設 計 番 号

設 計 番 号

PF2－040－40－○○

PF2－045－40－○○

PF3－045－45－○○

PF2－050－40－○○

PF3－050－45－○○

PF3－050－50－○○

PF2－055－45－○○

PF3－055－50－○○

PF2－060－45－○○

PF3－060－50－○○

PF2－065－50－○○

PF3－065－50－○○

PF2－070－50－○○

PF3－070－50－○○

PF2－080－55－○○

PF3－080－55－○○

PF2－090－60－○○

PF3－090－65－○○

PF2－100－65－○○

PF3－100－70－○○

B B1 B2 P a b c d e

400

400

450

450

586 226 500 170 210 28.0 126

606 206 567 150 190 28.0 106

636 276 500 220 260 28.0 176

679 239 500 180 220 29.5 9.5 139

B1B P  1  2  3  4  5 a b 呼びD  6 LサイズA

500

500

500

550

550

600

600

650

650

700

700

800

800

900

900

1000

1000

739

779

789

829

839

879

889

929

989

1029

1089

1090

1190

1192

625

625

625

625

833

833

1000

1000

689

729

729

500

500

500

833

833

833

833

1000

1000

1554

1556

1219

1248

1293

1324

1479

1478

968

999

1007

1038

1183

1211

884

884

312

313

329.5

379 

311.5

362

324.5

324

304

349.5

298.5

344

385.5

322

322

830

830

570

500

730

730

460

390

220

330

270

340

400

280

160

160

40

40

40

40

40

40

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

1000

1000

740

670

900

900

630

560

360

470

410

510

570

420

300

300

130

130

130

130

115

115

180

180

180

180

190

190

190

190

160

160

160

190

195

165

140

140

35

30

30

150

150

150

150

150

150

150

150

150

150

12M

12M

12M

16M

16M

16M

16M

16M

16M

16M

16M

16M

16M

16M

16M

16M

16M

35

35

35

35

35

35

35

35

35

35

35

35

35

40×40×5

40×40×5

40×40×5

50×50×6

50×50×6

50×50×6

50×50×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6

65×65×6

アングル寸法 g1 g2

40　×　40　×　5

50　×　50　×　6

65　×　65　×　6

22

30

35

18

20

30

タ

イ

プ
Ⅰ

タ

イ

プ

Ⅱ

8.0

8.0

8.0

341.5

210851 280.5 40 350 115 145 30
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鋼製掛樋 製作キャンバー寸法表
主桁キャンバー図

ＣＬO

L

製作キャンバー

（単位：㎜）

農業農村整備事業標準設計

工   種 鉄鋼小構造物

K - 58

区 分 一　　般

鋼製掛樋 

設計番号

1980. 3

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 PF1-040-30-11～PF3-100-70-17

K-52～57

製作キャンバ－寸法表

設 計 番 号
支      間      長      L

PF1－040－30－○○

6.05.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 14.013.0 15.0 16.0 17.0 18.0 19.0 20.07.0

PF1－045－30－○○

PF1－050－35－○○

PF1－055－40－○○

PF1－060－45－○○

PF1－065－45－○○

PF1－070－50－○○

PF1－080－55－○○

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6

0

0

0

0

0

0

0

6

5

0

0

0

0

0

0

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

0
＿

＿

＿

0
＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

5
＿

＿

0
＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

6 9
＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

＿ ＿ ＿ ＿ ＿

5 7 9 12 ＿ ＿ ＿ ＿

5 7 9 12 ＿ ＿ ＿ ＿

5 7 9 11 14 ＿ ＿ ＿

0 6 8 10 13 ＿ ＿ ＿

0 5 7 9 11 14 ＿ ＿

0 5 7 9 12 ＿ ＿ ＿

0 5 6 8 10 13 ＿ ＿

0 0 5 7 9 ＿ ＿ ＿

0 0 5 6 8 ＿ ＿ ＿

13 16 ＿ ＿

12 16 ＿ ＿

＿ ＿ 16 19
＿ 12 15 19
＿ 13 16 19
＿ ＿ 15 19
＿ 12 15 19
＿ ＿ 14 18
＿ 10 12 15
＿ 9 11 13

11 14

＿

PF1－090－60－○○

PF1－100－65－○○

PF2－040－35－○○

PF2－040－40－○○

PF2－045－40－○○

PF2－050－40－○○

PF2－055－45－○○

PF2－065－50－○○

PF2－070－50－○○

PF2－080－55－○○

PF2－090－60－○○

PF2－100－65－○○

PF2－060－45－○○

PF3－045－45－○○

PF3－050－45－○○

PF3－050－50－○○

PF3－055－50－○○

PF3－060－50－○○

PF3－070－50－○○

PF3－080－55－○○

PF3－090－60－○○

PF3－100－70－○○

PF3－065－50－○○

＿ ＿

11
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ＫＢ１－Ｌ２０～ＫＢ３－Ｌ３０

Ｋ－６１

Ｋ－６２

防　護　柵 一　　般

Ｋ－６０ 格子フェンスＢ型

注 意 事 項

１．格子フェンスに使われる原管はＪＩＳ
　　Ｇ－３４４４「一般構造用炭素鋼管」
　　ＳＴＫ４００を使用する。

２．塗装
　　塗装は、下地亜鉛メッキ処理＋静電粉
　　体塗装とし、仕様は、標準設計図仕様
　　書　４．塗装による。

３．コンクリートの仕様

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

２
σ２８＝１８Ｎ／㎜

格子フェンスＢ型
ＫＢ１型（構造物用）

３０００（２０００）

格子間隔＠１５０以下

支 柱

支 柱

ＫＢ２型（アンカー建込用）

ＫＢ３型（土中用）

支 柱

３０００（２０００）

格子間隔＠１５０以下

支 柱

格子間隔＠１５０以下

支 柱

３０００（２０００）

支 柱

支 柱 支 柱

アンカーブロック

支 柱

（２０００）

（２０００）

（２０００）

関
連
図
番

基 礎 構 造 図

コン クリー ト壁 天端 アン カーブ ロッ ク
設置 の場合 設置 の場合

土中設置の場合

１
１

０
０

９
５

０
３０００

１
１

０
０

９
５

０

１
１

０
０

９
５

０

２
０

０

５
５

０

４
５

０

３
０

０

３００

３００

３０００

３０００

１
２

０
０

ＫＢ○－Ｌ○○

支柱間隔２．０ｍ→２０　３．０ｍ→３０

フェンス規格の略号

無筋コンクリート

σ２８

１８
Ｎ

ＳＬ Ｇmax セ メ ン ト
の　種　類

８±２．５ ４０
ｃｍ ｍｍ

／㎜
２

種 　 別

２０１５．４

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

　　行う。

４．出来形管理は、各寸法と延長とする。

５．設計変更は規格毎の延長の増減により
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９
５

０

１
１

０
０

３０００（２０００） ２０００ ３０００（２０００）

支柱

３０００（２０００） ２０００ ３０００（２０００）

　＝１８Ｎ／㎜２８σ

３００

４
５

０

５
５

０

３
０

０

１
２

０
０

側 面 図

平 面 図

基 礎 構 造 図
アンカーブロック設置の場合 コンクリート壁天端設置の場合

注 意 事 項

１．格子フェンスに使われる原管はＪＩＳ
　　Ｇ－３４４４「一般構造用炭素鋼管」

２．塗装
　　塗装は、下地亜鉛メッキ処理＋静電粉

３．コンクリートの仕様

Ｋ－６１ 内 扉 Ｄ 型

Ｋ Ｄ ト ビ ラ

Ｋ－６０

　　体塗装とし、仕様は標準設計図仕様書

Ｋ－６２

格 子 間 隔 　 　 　 以 下

２
０

０
　

以
上

土中設置の場合

@１５０

内 扉 Ｄ 型

防　護　柵 一　　般

ＫＤトビラ

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

２

支 柱 支 柱 支 柱

門 扉 枠

トビラ規格の略号
コンクリート壁アンカーブロック

関
連
図
番

　　ＳＴＫ４００を使用する。

　　４．塗装による。

無筋コンクリート

ＳＬ Ｇｍａｘ セ メ ン ト

ｍｍ

σ２８

Ｎ
１８

ｃｍ

８±２．５ ４０

の　種　類

２０１５．４

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

５．設計変更は規格毎の延長の増減により

４．出来形管理は、各寸法と延長とする。

　　行なう。

種 　 別

２

／㎜
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３０００（２０００） １０００ ３０００（２０００）

３０００（２０００） １０００ ３０００（２０００）

支 柱

　＝１８Ｎ／㎜２８σ

ＫＳトビラ

内 扉 Ｓ 型
側 面 図

平 面 図

注 意 事 項

防　護　柵 一　　般

Ｋ－６２ 内 扉 Ｓ 型

Ｋ Ｓ ト ビ ラ

Ｋ－６０

Ｋ－６１

２
０

０
　

以
上

３００

４
５

０
　

以
上

５
５

０

３
０

０

１
２

０
０

アンカーブロック設置の場合 コンクリート壁天端設置の場合 土中設置の場合

支　柱

９
５

０

１
１

０
０

基 礎 構 造 図

格 子 間 隔 　 　 　 以 下@１５０

無筋コンクリート

σ２８

Ｎ

ＳＬ Ｇｍａｘ

ｃｍ ｍｍ
１８ ８±２．５ ４０

の　種　類
セ メ ン ト

１．格子フェンスに使われる原管はＪＩＳ
　　Ｇ－３４４４「一般構造用炭素鋼管」

２．塗装
　　塗装は、下地亜鉛メッキ処理＋静電粉

３．コンクリートの仕様

　　体塗装とし、仕様は標準設計図仕様書

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

２

門 扉 枠

アンカーブロック コンクリート壁

支 柱 支 柱

トビラ規格の略号

種 　 別

／㎜
２

関
連
図
番

　　ＳＴＫ４００を使用する。

　　４．塗装による。

２０１５．４

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

５．設計変更は規格毎の延長の増減により

４．出来形管理は、各寸法と延長とする。

　　行なう。
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＝１８Ｎ／㎜２８σ

２
０

０
　

以
上

１８０

４
５

０

１
０

０

１
８

０

１
０

０

２
０

０以
上

アンカーブロックＡ

ネットフェンスの構造諸元表

設 計 番 号 主 柱 間 隔 フェンスの高さ 忍 び 返 し

ＮＦ－Ａ－２

ＮＦ－Ａ－３

ＮＦ－Ａ－４

２０００ １２００ な し

２０００ １５００ 〃

２０００ １５００ 有

胴 縁

番 線

胴 縁

現 地 盤

主 柱

胴 縁 主 柱

番 線

胴 縁

主 柱

現 地 盤

有 刺 鉄 線
胴 縁

番 線

胴 縁

忍び返し

主 柱

主 柱

金 網

金 網

金 網

１
２

０
０

１
０

０
１

１
０

０

２０００ ２０００

１
０

０
１

４
０

０

１
５

０
０

２０００

１
０

０
１

４
０

０

１
５

０
０

(㎜) (㎜)

１．材料の規格
（１）主柱、胴縁の材質

防　護　柵 一　　般

Ｋ－６３ ネットフェンス（Ａ型）

　　ＪＩＳＧ３１０１．２種またはこれと

（２）主柱断面性能

Ｈ

１２００

１５００

断面二次モーメント 断 面 係 数

４．１１ｃｍ

８．０４

４

　〃

１．７１ｃｍ
３

２．１４　〃

（注）断面性能は柱断面の図心を通るフェン

　　　主柱巾はパイプ以外のものについては
　　　４．０㎝以上とする（巾はネット延長）

（３）胴縁断面性能
　　　胴縁断面の図心を通る水平鉛直方向
　　　に関する断面係数を０．６４㎝以上

（４）金　網

（５）番　線

２．塗　装
　　支柱はＪＩＳＨ８６４１「溶融亜鉛メ

　　００ｇ／㎡以上）とし、胴縁その他金
　　具類の付着量はＨＤＺ３５（３５０ｇ

無筋コンクリート

ＳＬ Ｇｍａｘ
セ メ ン ト
の　種　類

３．コンクリートの仕様

Ｎ Ｆ － Ａ － ２ ～ Ｎ Ｆ － Ａ － ４

３

４
５
０

注 意 事 項

　　　ＳＷＭ－Ｇ３の３．２㎜を標準とす

現 地 盤

主 柱

σ２８

Ｎ
１８

ｃｍ

８±２．５
ｍｍ

４０

ネットフェンス（Ａ型）

ＮＦ－Ａ－○
構造による区分

控え柱　有

ネットフェンスの略称

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

２

コンクリート壁

胴　縁 胴　縁

主　柱

　　／㎡以上）

関
連
図
番

種 　 別

／㎜
２

　　　Ｚ－ＧＳ６の５６×５６×３ .２㎜

　　ッキ」の亜鉛付着量をＨＤＺ５０（５

　　　以上とする。

　　　ス方向の軸に関するものである。

　　　とする。

　　　を標準とする。

　　　る。（ＪＩＳＧ３５３２）

２０１５．４

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

５．設計変更は規格毎の延長の増減により

４．出来形管理は各寸法と延長とする。

　　行う。

アンカーブロック設置の場合 コンクリート壁天端設置の場合

ＮＦ－Ａ－２ ＮＦ－Ａ－３

ＮＦ－Ａ－４
基礎構造図
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胴 縁

番 線

胴 縁

支 柱 胴 縁

番 線

胴 縁

有 刺 鉄 線
胴 縁

番 線

胴 縁

主 柱

金 網

金 網

金 網

ネットフェンス（Ｂ型）

ＮＦ－Ｂ－○
構造による区分

控え柱　有

ネットフェンスの略称

１
２

０
０

１
１

０
０

２０００

２０００

１
４

０
０

１
５

０
０

２０００

１
０

０
１

４
０

０

１
５

０
０

４
５
０

４
５

０

１８０

主 柱

支 柱

控 柱

１８０

４
５

０２
０

０
以

上

２
０

０
以

上

アンカーブロック

Ａ

アンカーブロック

Ｂ

３
０

０
～

５
０

０

主 柱

１８０

４
５

０

主 柱

アンカーブロック

２
０

０
以

上

アンカーブロック

Ｂ

３
０

０
～

５
０

０

Ａ

主 柱

控 柱

４
５

０ ２
０

０
以

上

１８０

４
５

０

１８０

Ａ

アンカーブロック

２
０

０
以

上

４
５

０

１８０

４
５
０

２
０

０
以

上

忍び返し

６０°

３
０

０
～

５
０

０

Ｂ

アンカーブロック

ネットフェンスの構造諸元表

設 計 番 号 主 柱 間 隔 フェンスの高さ 忍 び 返 し

ＮＦ－Ｂ－１

ＮＦ－Ｂ－２

ＮＦ－Ｂ－３

２０００ １２００ な し

２０００ １５００ 〃

２０００ １５００ 有

(ｍｍ) (ｍｍ)

防　護　柵 一　　般

ネットフェンス（Ｂ型）

ＮＦ－Ｂ－１～ＮＦ－Ｂ－３

注 意 事 項

Ｋ－６４

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

　③胴縁の断面性能

　④金網

　⑤番線

（注）断面性能は柱断面の図心を通るフェンス
　　　延長方向の軸に関するものである。
　　　巾はパイプ以外のものについては４．０
　　　㎝以上とする．（巾はネット延長方向）
　　　板厚は１．６㎜以上とする。控え柱は隔

２３８　　以上㎝４

１．４３　　以上㎝３

〃 〃

１．４３　　以上㎝４

０．８　　　以上㎝３

１．６８　　以上㎝４

１．０３　　以上㎝３

（注）断面性能は胴縁断面の図心を通る水平鉛直
　　　方向の両軸に関するものとする。

　　ＳＷＭ－Ｇ３の３．２㎜を標準とする。
　　（ＪＩＳＧ３５３２）

１．材料の規格
（１）ＪＩＳＧ３１０１．２種またはこれ

（２）主柱、控え柱の断面性能

Ｈ 断面二次モーメント 断 面 係 数

１２００

１５００

１２００

１５００

Ｈ 断面二次モーメント 断 面 係 数

　　　本毎に布設する。

　　標準とする。
　　Ｚ－ＧＳ６の５６×５６×３ .２㎜を

　　　と同等以上とする。

２．塗装
　　支柱はＪＩＳＨ８６４１「容融亜鉛メ

　　００ｇ／㎡以上）とし胴縁その他金具
　　類の付着量はＨＤＺ３５（３５０ｇ／
　　㎡以上）とする。

　　ッキ」の亜鉛付着量をＨＤＺ５０（５

３．コンクリートの仕様

無筋コンクリート

σ２８

Ｎ

ＳＬ Ｇｍａｘ

ｃｍ ｍｍ

の　種　類

１８ ８±２．５ ４０

セ メ ン ト種 　 別

／㎜
２

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

４．出来形管理は各寸法と延長とする。

５．設計変更は規格毎の延長の増減により
　　行う。

２０１８．１０

５５０ ５５０

５５０

ＮＦ－Ｂ－１ ＮＦ－Ｂ－２

ＮＦ－Ｂ－３
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９００㎜ ９００㎜

１
１

０
５

０
０

（
Ｂ

）

鉄釘６５㎜

鉄釘６５㎜ 鉄釘９０㎜

０６２

９
０

６
２

０
（

Ｈ
）

ネ ッ ト 柵 工
ＮＳ－０６２

寸 　 法 　 表 （㎜）
設計番号

ＮＳ－０６２

ＮＳ－１００

ＮＳ－１２４

Ｂ柵　高（Ｈ） 地上高（ｈ） 網　高（ｈ） 杭　長（Ｌ）
杭　末（Ｄ）
（Ｓ１）

１２４０

１０００

１０００ ３２００

２５００

１８００

１０００

１２４０

１２０

１２０

　６０

　８００

　５００　６２０

５６０

４４０

５００ 　６２０

杉板（２等）厚さ１５㎜・幅９０㎜

鉄釘６５㎜

杉割板（２等）厚さ１５㎜・幅４５㎜

鉄釘９０㎜

合成樹脂網（荒目）網高６２０㎜

合成樹脂網（細目）網高６２０㎜

松丸太、末口６０㎜

長さ　１．８m

５
０

５
０

０

６
２

０ （
ｈ

）

（
Ｈ

）
ＮＳ－１００及びＮＳ－１２４

９００㎜ ９００㎜

１
１

０
Ｂ

Ｂ

鉄釘

６５㎜

鉄釘６５㎜

Ｈ

９
０

鉄釘９０㎜

鉄釘９０㎜

杉割板（２等）厚さ１５㎜・幅４５㎜

合成樹脂網（荒目）網高（ｈ）

合成樹脂網（細目）網高（ｈ）

松丸太、末口１２０㎜・長さ２．５m、３．２m

杉板（２等）

厚さ１５㎜・幅９０㎜

Ｈ

ｈ
５

０

防　護　柵 一　　般

ネ ッ ト 柵 工

１．ネットの規格は、合成樹脂網、編柵工
　　用を使用する。

２．端部処理、施工位置の詳細については

３．出来形管理は、各寸法と施工延長とす

Ｋ－６５

Ｎ Ｓ － ０ ６ ２ ～ Ｎ Ｓ － １ ２ ４

４．設計変更は、規格毎の施工延長の増減

鉄釘

６５㎜

注 意 事 項

　　により行う。

　　る。

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

　　監督職員と打合わせのうえ施工する。

２０１２．４
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一　　般防　護　柵

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

Ｋ－６７ 横断防止柵（間伐材利用）

３．材料の規格
（１）横木及び支柱材料
　　杉素材等の間伐材を使用すること。
（２）加工
　　ロータリー加工を行い、支柱には窄穴
　　を行うこと。
（３）乾燥
　　乾燥率は３０％以下とする。

４．薬剤及び防腐加工
　水性薬剤ＡＣＱ、ＡＡＣ等の薬剤を使用
　し、加工・乾燥を行った上で加圧注入法
　により防腐加工し、その結果が日本農林
　規格の性能区分Ｋ４、またはこれに相当
　するものであること。

５．柵高
　地上から上段横木中心までの高さとする。

６．土中用の場合の根入れ深さ（Ｄ）
　標準値は定めない。土質等現場条件に応
　じて、検討の上決定すること。

７．コンクリートの仕様

１．積雪深さに応じて支柱間隔を検討する
　こと。

２．一般車両の通行に供される場所等、厳
　密な強度が要求される場所には使用しな
　いこと。

無筋コンクリート

σ２８

Ｎ

ＳＬ Ｇｍａｘ

ｃｍ ｍｍ

の　種　類

１８ ８±２．５ ４０

セ メ ン ト種 　 別

／㎜
２

２０１５．４

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

2

1
5
0

4
0
0

4
0
0

9
5
0

3
0
0

1
,
2
5
0

1 , 5 0 01 , 5 0 0

1
5
0

4
0
0

4
0
0

9
5
0

1 , 5 0 01 , 5 0 0

1
5
0

4
0
0

4
0
0

9
5
0

3
0
0

1
,
2
5
0

1 , 5 0 01 , 5 0 0

2
5
0

1
0
0

5
0

4 5 0

3 5 0

D

L
=
D
+
9
5
0

2 5 0以下

横断防止柵（間伐材利用）

8
0
0

モルタル

Ａ１型（構造物用）
S = 1 : 4 0

8
0
0

S = 1 : 4 0

8
0
0

S = 1 : 4 0

Ａ２型（アンカー建込用）

Ａ３型（土中用）

横木φ100

横木φ100支柱φ1 6 0

横木φ100

横木φ100

支柱φ1 6 0

横木φ100

横木φ100

横木φ100

横木φ100

支柱φ1 6 0

横木φ100

横木φ100

横木φ100

横木φ100

支柱φ1 6 0

支柱φ1 6 0

支柱φ1 6 0

ＣＧＦ－Ａ○－１５

支柱間隔

横断防止柵の略称

（Crossing Guard Fence）

構造による区分　Ａ１　構造物用
　　　　　　　　Ａ２　アンカー建込用
　　　　　　　　Ａ３　土中用
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鉄筋コンクリート床版橋上部工

平　面　図
端部

側　面　図

ＣＬ

ＳＪ－Ｔ○○－　○○○○Ｗ○○○

鉄筋コンクリート床版橋上部工の略称

荷重の種類

支間の略号 幅員の略号

地覆排水工の詳細図

全
幅

員
W

c
幅
員
W

c

橋長 L

全幅員W

c

幅員W

c

c

30
0

H

≒100≒
20

≒20

25
0

50

20

H

20

版長L'
支間　

≒20

H/2

排水孔VPφ100

R 6 D13

R 1 R2

R 3

R2

R3

下
面

上
面

250 50

ＣＬ

舗装コンクリート

2%の放物線勾配

R 1

   R2   R1

R 5 D13

R4 D13R 6 D13

アンカーボルトD25＠1000

(固定端F25D.可動端M25D)

     
     

地覆 排水孔VPφ100 舗装コンクリート

R 1

R 2エラスチックフィラー t＝20
アンカーボルトM25D

アンカーボルトF25D

 ＝2×H
＠1000

(床版厚)

排水孔塩ビ管VPφ100

舗装コンクリートb

の寸法表(㎜)

地幅の幅c
の寸法表(㎜)

橋長L

≧

H/
2

H/
2

中間部

農業農村整備事業標準設計

工   種 橋　　梁

K - 70

区 分 一　　般

鉄筋コンクリ－ト床版橋上部工

設計番号 SJ－T6－ 0200W250

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

2. コンクリ－ト仕様

～SJ－T4－ 1000W550

K - 71

b幅員 W

2500

3000

3500

75

80

85

4000

4500

5000

90

95

100

5500 105

ｃ荷重の種類

T6

T10

T14

350

500

500

横　断　面　図

ｂ

1. 設置位置の詳細および施工標高は監督職員の指示

による。

種 　類

舗装コンクリート

床版コンクリート

地覆コンクリート

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

5. 鉄筋配置は橋の中心から等間隔とし、端数が生ず

6. 組立鉄筋の間隔は１本おきとし、千鳥に配筋する

7. 排水工は１橋当り4か所とし、設置位置は端部か

8. 可動端にも固定端と同様にアンカ－ボルト（可動

10.設計変更は、規格毎の施工延長の増減により行う

とする。

る場合は、中間に１本配置する。

ことを標準とする。

ら版長（L m）×0.2を標準とする。

但し、支間4.5m以下の場合は設けない。

用アンカ－キャップ付）を埋設する。

9. 出来形管理は、断面と施工延長とする。

11.取付道路等にのみ適用する。

3. 塗装コンクリ－トは、床版コンクリ－トと同時に

打設すること。

4. 鉄筋は異形鉄筋(SD295)を標準とし、かぶりは5cm

２５
ｍｍＮ

２１
ｃｍ

／㎜
２

１２±２．５

σ２８ Ｇｍａｘ セ メ ン ト
の　種　類ＳＬ

２０２１．１０
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鉄筋加工図

30D

30D

30D

m D O D m

P

ｑ

p

65

J

k

S

R6

R1 R5

R3

R2

R4

45°

鉄筋コンクリート床版橋上部工寸法表Ｔ６

u

農業農村整備事業標準設計

工   種 橋　　梁

K - 71

区 分 一　　般

鉄 筋 ｺ ﾝ ｸ ﾘ - ﾄ

設計番号

1996. 4

秋　田　県

関

連
図

番

床版橋上部工寸法表T6

K - 70

SJ－T6－ L0200W250
～SJ－T6－ L1000W350

設 計 番 号
寸　　　　　法　　　　　表　　　　　（㎜）

SJ－T6－L0200W250

SJ－T6－L0200W300

SJ－T6－L0200W350

I L W w H j K m n o p q r s
D D D

R1 R2 R4 R5 R6

a
L

，

2000

10000 

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

7370

8410

9450

7330

8370

9410

2290

10520

3290

4290

5290

6330

2250

10480

3250

4250

5250

6290

2500 3200

3000

3500

3700

4200

2500 3200

3000

3500

3700

4200

2500 3200

3000

3500

3700

4200

2500 3200

3000

3500

3700

4200

2500 3200

3000

3500

3700

4200

2500 3200

3000

3500

3700

4200

2500 3200

3000

3500

3700

4200

2500 3200

3000

3500

3700

4200

2500 3200

3000

3500

3700

4200

250

250

250

250

290

330

370

410

480

13

16

19

22

22

25

25

29

29

250

250

250

250

250

250

250

250

250

19

22

22

25

25

29

29

250

250

250

250

250

250

250

13

16

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

13

13

13

13

13

13

13

16

13

13

16

13

13

16

300

300300

300

300

300

300

300

300

300

250

250

250

250

250

250

250

250

250

600

600

600

600

600

600

600

600

600

2150

3150

4150

5150

6190

7230

8270

9310

10380 

3100

3600

4100

3100

3600

4100

3100

3600

4100

3100

3600

4100

3100

3600

4100

3100

3600

4100

3100

3600

4100

3100

3600

4100

3100

3600

4100

335

500

665

835

1000 

1165 

1335 

1500 

1665 

150

150

150

190

230

270

310

380

1180

1850

2520

3180

3810

4440

5060

6290

5690

265 465 265 165

465 270 170

465 270 170

465 275 175

505 275 215

545 275 255

585 275 295

625 280 340

695 280 410

265

265

265

265

265

265

265

265

a a a aa

R3

150

13

13

16

SJ－T6－L0300W250

SJ－T6－L0300W300

SJ－T6－L0300W350

SJ－T6－L0400W250

SJ－T6－L0400W300

SJ－T6－L0400W350

SJ－T6－L0500W250

SJ－T6－L0500W300

SJ－T6－L0500W350

SJ－T6－L0600W250

SJ－T6－L0600W300

SJ－T6－L0600W350

SJ－T6－L0700W250

SJ－T6－L0700W300

SJ－T6－L0700W350

SJ－T6－L0800W250

SJ－T6－L0800W300

SJ－T6－L0800W350

SJ－T6－L0900W250

SJ－T6－L0900W300

SJ－T6－L0900W350

SJ－T6－L1000W250

SJ－T6－L1000W300

SJ－T6－L1000W350

鉄筋加工図

30D

30D

30D

m n O n m

P

ｑ

p

65

J

k

S

R6

R1 R5

R3

R2

R4

45°

鉄筋コンクリート床版橋上部工寸法表Ｔ６

u

71



鉄筋コンクリート床版橋上部工寸法表Ｔ１０

鉄筋加工図

30D

30D

30D

m n k n m

P

ｑ

p

65

J

k

S

R6

R1 R5

R3

R2

R4

45°

u

農業農村整備事業標準設計

工   種 橋　　梁

K - 71

区 分 一　　般

鉄 筋 ｺ ﾝ ｸ ﾘ - ﾄ

設計番号

1995. 6

秋　田　県

関

連
図

番

床版橋上部工寸法表T10

K - 70

SJ－T10－ L0200W400
～SJ－T10－ L1000W500

設 計 番 号
寸　　　　　法　　　　　表　　　　　（㎜）

SJ－T10－L0200W400

SJ－T10－L0300W400

SJ－T10－L0400W500

SJ－T10－L0500W500

SJ－T10－L0600W500

SJ－T10－L0700W500

SJ－T10－L0800W500

SJ－T10－L0900W500

SJ－T10－L1000W500

SJ－T10－L0200W450

SJ－T10－L0200W500

SJ－T10－L0300W450

SJ－T10－L0300W500

SJ－T10－L0400W400

SJ－T10－L0400W450

SJ－T10－L0500W400

SJ－T10－L0500W450

SJ－T10－L0600W400

SJ－T10－L0600W450

SJ－T10－L0700W400

SJ－T10－L0700W450

SJ－T10－L0800W400

SJ－T10－L0900W400

SJ－T10－L0900W450

SJ－T10－L0800W450

SJ－T10－L1000W400

SJ－T10－L1000W450

I L W w H j K m n o p q r s
D D D

R1 R2 R4 R5 R6

a
L

，

2000

10000 

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

7400

8440

9490

7360

8400

9450

2290

10530

3290

4290

5330

6360

2250

10490

3250

4250

5290

6320

4000 5000

4500

5000

5500

6000

250

250

250

290

320

360

400

450

490

16

19

22

22

25

25

29

29

32

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

13

16

16

16

16

16

16

16

300

300300

300

300

300

300

300

300

300

400 600

600

600

600

600

600

600

600

600

2150

3150

4150

5190

6220

7260

8300

9350

10390 

4900

5400

5900

335

500

665

835

1000 

1165 

1335 

1500 

1665 

150

150

190

220

260

300

350

390

1180

1850

2520

3140

3780

4410

5030

6280

5650

415 465 270 170

465 270 170

465 275 175

505 275 215

535 275 245

575 275 285

615 280 330

665 280 380

705 285 425

a a a aa

4000 5000

4500

5000

5500

6000

4000 5000

4500

5000

5500

6000

4000 5000

4500

5000

5500

6000

4000 5000

4500

5000

5500

6000

4000 5000

4500

5000

5500

6000

4000 5000

4500

5000

5500

6000

4000 5000

4500

5000

5500

6000

4000 5000

4500

5000

5500

6000

22

22

25

25

29

29

32

16

19

R3

16

13

19

400

400

400

400

400

400

400

400

4900

5400

5900

4900

5400

5900

4900

5400

5900

4900

5400

5900

4900

5400

5900

4900

5400

5900

4900

5400

5900

4900

5400

5900

150 415

415

415

415

415

415

415

415

鉄筋コンクリート床版橋上部工寸法表Ｔ１０

鉄筋加工図

30D

30D

30D

m n k n m

P

ｑ

p

65

J

k

S

R6

R1 R5

R3

R2

R4

45°

u

72



鉄筋コンクリート床版橋上部工寸法表Ｔ１４

鉄筋加工図

30D

30D

30D

m n k n m

P

ｑ

p

65

J

k

S

R6

R1 R5

R3

R2

R4

45°

u

農業農村整備事業標準設計

工   種 橋　　梁

K - 71

区 分 一　　般

鉄 筋 ｺ ﾝ ｸ ﾘ - ﾄ

設計番号

1995. 6

秋　田　県

関

連
図

番

床版橋上部工寸法表T14

K - 70

SJ－T14－ L0200W450
～SJ－T14－ L1000W550

設 計 番 号
寸　　　　　法　　　　　表　　　　　（㎜）

SJ－T14－L0200W450

SJ－T14－L0200W500

SJ－T14－L0200W550

I L W w H j K m n o p q r s
D D D

R1 R2 R4 R5 R6

a
L

，

2000

10000 

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

7430

8470

9520

7390

8430

9480

2290

10560

3290

4320

5350

6390

2250

10520

3250

4280

5310

6350

4500 5500

5000

5500

6000

6500

250

250

280

310

350

390

430

480

520

16

19

22

25

25

29

29

32

32

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

250

16

16

16

19

19

19

19

19

300

300300

300

300

300

300

300

300

300

400 600

600

600

600

600

600

600

600

600

2150

3150

4180

5210

6250

7290

8330

9380

10420 

5400

5900

6400

335

500

665

835

1000 

1165 

1335 

1500 

1665 

150

180

210

250

290

330

380

420

1180

1850

2490

3120

3750

4380

5000

6250

5620

415 465 270 165

465 270 165

495 305 195

525 335 225

565 375 265

605 420 305

645 460 345

695 515 395

735 555 435

a a a aa

R3

19

400

400

400

400

400

400

400

400

150 415

415

415

415

415

415

415

415

4500 5500

5000

5500

6000

6500

4500 5500

5000

5500

6000

6500

4500 5500

5000

5500

6000

6500

4500 5500

5000

5500

6000

6500

4500 5500

5000

5500

6000

6500

4500 5500

5000

5500

6000

6500

4500 5500

5000

5500

6000

6500

4500 5500

5000

5500

6000

6500

25

25

29

29

32

32

16

19

22

16

19

5400

5900

6400

5400

5900

6400

5400

5900

6400

5400

5900

6400

5400

5900

6400

5400

5900

6400

5400

5900

6400

5400

5900

6400

SJ－T14－L0300W450

SJ－T14－L0300W500

SJ－T14－L0300W550

SJ－T14－L0400W450

SJ－T14－L0400W500

SJ－T14－L0400W550

SJ－T14－L0500W450

SJ－T14－L0500W500

SJ－T14－L0500W550

SJ－T14－L0600W450

SJ－T14－L0600W500

SJ－T14－L0600W550

SJ－T14－L0700W450

SJ－T14－L0700W500

SJ－T14－L0700W550

SJ－T14－L0800W450

SJ－T14－L0800W500

SJ－T14－L0800W550

SJ－T14－L0900W450

SJ－T14－L0900W500

SJ－T14－L0900W550

SJ－T14－L1000W450

SJ－T14－L1000W500

SJ－T14－L1000W550

鉄筋コンクリート床版橋上部工寸法表Ｔ１４

鉄筋加工図

30D

30D

30D

m n k n m

P

ｑ

p

65

J

k

S

R6

R1 R5

R3

R2

R4

45°

u
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二次製品水路取付及び曲部現場打施工図

平 面 図 平 面 図

平 面 図 平 面 図

断 面 図

断 面 図

柵 渠 の 取 付

柵 渠 の 曲 部

Ｂ・Ｆ類or排水・大型フリュームの取付

Ｂ・Ｆ類or排水・大型フリュームの曲部

※　１．現打部分　＝２０㎝以下の場合
　　　　は無筋で良い。

　　２．Ｂ・Ｆ類及び排水・大型フリュームについて
　　　　は切断して使用しても良い。ただし接合部は
　　　　入念に施工すること。

柵 渠 柵 渠

１
５

０

Ｄ１０＠１５０

a

５０ ５０

Ｄ１０＠１５０

Ｂ・Ｆ類
ｏｒ

排水・
大型フリューム

Ｂ・Ｆ類
ｏｒ

排水・
大型フリューム

１５０

柵渠アーム

摘　　　　　　要ａ

１３０

１５０

ベンチフリューム類

排水・大型フリューム

寸 　 法 　 表 （㎜）

Ｄ１０＠１５０

１
５
０

柵 渠 柵 渠

a

a

Ｂ・Ｆ類

ｏｒ
排水・
大型フリューム

Ｂ・Ｆ類
ｏｒ

排水・
大型フリューム

５０ ５０a Ｄ１０＠１５０

モルタル１：２

１．コンクリートの仕様

二次製品水路取付及び
Ｋ－８０

一　　般

鉄筋コンクリート

無筋コンクリート

σ ＳＬ Ｇｍａｘ セメント
の 種 類２８

２５
ｍｍ

４０８±２．５

２１　／　

１８　／　

Ｎ

Ｎ

ｃｍ

曲部現場打施工図　　

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

ｃｍ ｍｍ

種 　 別

㎜
２

㎜
２２

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜
２

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜

２

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜

２

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜

関
連
図
番

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

　　部材厚さの中央に配置すること。

１２±２．５

２．鉄筋は異形鉄筋（ＳＤ２９５）とし

２０２１．１０

74



略図

（彩色自由）

事業
地区名　・○○地区

事業主体・秋田県

受益面積・○○○ ｈａ

幹線用水路・○○○,○○

本事業は土地改良法に基づく農林

水産省の補助事業です。

メートル

縁取り線

カラートタン

（白色・幅２～３㎝）

（濃緑色）

１８００

９００ ７５０ ５０５０ ５０

５
０

５
０

５
０

３
０
１

２
０

２
５

０
６

５
０

１
２

０
０

１８００

１
２

０
０

１
０

０
０

１
０

０
０

３
２

０
０

１
０

０

４
５

５
５

５
５

５
５

４
５

４５４５ ８５５ ８５５

杉角材４．５
□

ボルトＷ１／２

杉角材（かんざし）
９０　×５００

□

杉
角

材
９

０
□

杉
角

材
９

０
□

正 面 図 背 面 図

資 材 規 　 　 格 数 量

木 材

金 物

杉 角 材 ９０　㎜×３２００㎜□ 本

本

本

本

本

本

本

枚

本

２

２

２

２

１

８

１

１４

３

杉 角 材 ９０　㎜×３５００㎜□

杉 角 材 ４５　㎜×１１００㎜□

杉 角 材 ４５　㎜×１７１０㎜□

杉 角 材 ４５　㎜×１２００㎜□

杉 角 材 ９０　㎜×　７５０㎜□

９０　㎜×　５００㎜□杉 角 材
（ か ん ざ し ）

丸 　 釘

カラートタン２９番（濃緑色）×１９００
１３００

ボルトＷ１／２（φ１３）　＝２１０

Ｎ－１００

□

ボルト

ボルトＷ１／２

□

丸釘Ｎ－１００

１
０

０

　９０　×５００

杉角材（かんざし）

Ｗ１／２

１９００

ボルトＷ１／２

杉
角

材
９

０

３
０

０
９

０
０

１
０

０
０

１
０

０
０

６００

７５０ ２
３
５
０

９
５
０

２
０
０

３
５
０
０

３
２

０
０

杉
角
材

９
０
□

□
杉角材９０

注 意 事 項

一　　般

１．トタンは緑色カラートタン（濃緑色、

２．文字はすべて白色。

３．縁取り線は白色、幅２～３㎝

４．支柱・看板枠組等の角材は、かんな掛、

５．事業名の文字幅は３～５㎝

　　厚２９番→０．３５㎜）

　　ペンキ塗装（灰色）

事業用標識（Ａタイプ）Ｋ－１００

標準規格（Ａタイプ） 材 料 表

側 面 図

工 種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

　　　　○○地域振興局

農業農村整備

６．事業用標識の記載内容は監督職員の指
　　示による。

２０１２．４
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事業
地区名　・○○地区
事業主体・秋田県

受益地区・○○市○○町○○村

標準規格（Ｂタイプ）

（濃緑色）

縁取り線

カラートタン

（白色・幅２～３㎝）

５０００

受益面積　・○○○ヘクタール
幹線用水路・○○．○○○メートル
道路延長　・○○．○○○メートル
本事業は土地改良法に基づく農林水産省
の補助事業です。

１００４８００１００

１
０

０
７

０
０

１
７

０
０

７
０

０
１

０
０

１
０

０

３００ １９００ ６００ １９００ ３００

背 面 図

材 料 表

資 材 数 量

木 材

金 物

杉 角 材 １０５　㎜×３７００㎜□ 本

本

本

本

本

本

本

枚

本

４

４

４

２

４

１６

１

28

５

杉 角 材 □

杉 角 材 ６０　㎜×４８８０㎜□

杉 角 材 ６０　㎜×１５８０㎜□

杉 角 材 ６０　㎜×１７００㎜□

杉 角 材 □

□杉 角 材
（ か ん ざ し ）

カラートタン２９番（濃緑色）×１８００
５１００

ボルトＷ１／２（φ１３）　＝２１０

Ｎ－１５０

側 面 図

正 面 図

１０５　㎜×４０００㎜

１０５　㎜×１１５０㎜

１０５　㎜×　５００㎜

５０００

１６４０１６８０ １６８０

６０ ８００ ８２０ ８２０ ８２０ ８２０ ８００

３
７

０
０

１
７

０
０

１
０

０
０

１
０

０
０

１
０

０

６
０

５
２

０
５

４
０

５
２

０
６

０

６０

６０
□杉角材

事業用標識（Ｂタイプ）

一　　般

Ｋ－１０１

１．トタンは緑色カラートタン（濃緑色、

２．文字はすべて白色。

３．縁取り線は白色、幅２～３㎝

４．支柱・看板枠組等の角材は、かんな掛、

５．事業名の文字幅は５～７㎝

　　厚２９番→０．３５㎜）

　　ペンキ塗装（灰色）

１
０

５
□

杉
角

材

１
０

５
□

杉
角

材

Ｗ１／２

１０５　×５００
□

ボルト

杉角材（かんざし）

□

ボルト

ボルトＷ１／２

□

丸釘Ｎ－１５０

１
０

０

１０５　×５００

杉角材（かんざし）

Ｗ１／２

２３５０

ボルトＷ１／２

杉
角

材
１

０
５

３
０

０
１

４
０

０
１

０
０

０
１

０
０

０

１０００

１１５０ ２
２
０
０

１
６
０
０

２
０
０

４
０
０
０

３
７

０
０

杉
角
材

１
０
５ □

注 意 事 項

工 種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

丸 　 釘

規 　 　 格

図

関
連

番

○○地域振興局

６．事業用標識の記載内容は監督職員の指
　　示による。

２０１２．４
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　　か　ん　が　い　排　水　編
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農業農村整備事業標準設計図

78



≒10100 (1スパン)

連結用鉄筋

(普通連節 φ9㎜,大型連節 φ13㎜)

B

b 3b 4 b 4

b 2 b 1 b 2

d

断　面　図

展　開　図

連節ブロック

裏込砂利類
基礎砂利類 基準高

h1
h2a

1:
1.
50

1:
1.
50

20
0

2

WL

CL

2

10
0

t

農業農村整備事業標準設計

工   種 水　　路

A - 03

区 分 かんがい排水

連節ブロック水路工

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

を与える。

2. 基礎砂利類、裏込砂利類は設計条件を満足し、

かつ安価に入手できるものとし、種類、品質、

3. 連結鉄筋は普通丸綱（SR235）φ9mm（大型ブロッ

クの場合、φ13mm）とし溶接長さは10㎝以上とす

る。

4. 寸法算定式

農業農村整備事業標準設計

工   種 区 分 かんがい排水

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

2

 =a×枚数

 ´= １+㎡×ｄ=1.80277d

  = １+㎡×h 　=1.80277h

h =            =
１+㎡ 1.80277

b =1.5h

22

1

24

2012. 4

1. 連節ブロックは特記仕様書に設計条件を示し承諾

規格は特記仕様書に規定する。
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10
0

基礎砂利類
均しコンリート

均しコンリート

基礎砂利類

側壁水抜器

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート
側壁水抜器

h

h

Hh
H

B/2 B/2

a300

300a

150

15
0

1:
m

(図番A-09参照）

b2

≒
50

10
0

b2
≒

50

b 1

B/2

H＜1000 H≧1000

側壁水抜器
9000 9000

20 20

500
1000

塩ビ管(VP)

異形鉄筋

止水板

ペイント塗布

止水板

目地材
20

50

農業農村整備事業標準設計

工   種 水　　路 区 分 かんがい排水

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

農業農村整備事業標準設計

工   種

A - 04

区 分 かんがい排水

現場打ち

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

A - 09

A - 10 コンクリ－ト水路工

注 意 事 項注 意 事 項

２０２１．１０

伸縮継目 収縮継目 収縮継目 伸縮継目

9000

27020

・コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
　リート標準使用基準」による。
・均しコンクリートは出来形の対象としない。

コンクリ－ト厚（mm） 止水板の幅（mm）

200 以下 150～ 230

200～ 300

200～ 400

400 以上

200～ 250

230～ 300

300 以上

7. 側壁水抜器の設置高

水　路　壁　高 設置高さ h 設置段数

2,000 < H ≦ 2,500

1,500 < H ≦ 2,000

900 < H ≦ 1,500

 H ≦ 900mm h ≦ 300mm

 h ＝ 300

 h ＝ 500

 h ＝ 500
1,500

1 段

1 段

1 段

2 段

8. コンクリ－ト厚に対する止水板の幅

床版配力筋と同間隔に下側へ設置する。

主力筋径 塩ビ管径 ダウェル
バ－径

D13  　　以下 φ 20mm mm

φ 25D16～D19
mmmm

φ 30D22  　　以上 mmmm

D16 mm

D19
mm

D25 mm

4. 伸縮目地材はエラスティック・フィラ－（t=20）
を使用する。

9. アンダードレーンを設置する場合は図番A－10に
　 よる。

3. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に
　 よる。

5. 側壁水抜器等は図番A－09による。

6. ダウエルバ－は伸・収縮目地の位置とし配置は

2. 鉄筋は異形鉄筋(ＳＤ２９５)とし、かぶりは

　５cmとする。

1. コンクリ－ト仕様
断 面 図

ダウェルバー

スパン割図

伸縮継目詳細図

収縮継目詳細図

鉄筋コンクリート

σ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ セ メ ン ト
の　種　類

２５
ｃｍ ｍｍＮ

／㎜
２

種 　 別

２１ １２±２．５
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断 面 図

水　　路

大 型 フ リ ュ ー ム 工Ａ－０５

かんがい排水

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

３００ ３００

ｔ
３

１：ｍ

基 礎 砂 利 類

均しコンクリート

a

h
ｔ１ ｔ１

５０ ５０

１
０

０
５

０

側 壁 水 抜 器

ｔ4ｔ4

ｂ

ス パ ン 割 図

伸 縮 継 目

１０１０

※ 施 工 継 目 及 び 伸 縮 継 目 は 用 水 の み 施 工

２．目地について

　　　ンに１個所、側壁、床版とも伸縮継
　　　目を使用する。

（１）目地の詳細については図番Ａ－０７
　　　による。

Ａ－０９

Ａ－１０

張 出 部

寸 法 表

張 出 幅 t4

50
1 00

5 0

h a b t4
ＯＦ-0810 1,000 1,140 －
ＯＦ-0812 1,200 1,440 50
ＯＦ-0814 1,400 1,640 50
ＯＦ-0816 1,600 1,940 100
ＯＦ-0818 1,800 2,140 100
ＯＦ-0820 2,000 2,340 100
ＯＦ-0910 1,000 1,150 －
ＯＦ-0912 1,200 1,450 50
ＯＦ-0914 1,400 1,650 50
ＯＦ-0916 1,600 1,950 100
ＯＦ-0918 1,800 2,150 100
ＯＦ-0920 2,000 2,350 100
ＯＦ-1010 1,000 1,150 －
ＯＦ-1012 1,200 1,350 －
ＯＦ-1014 1,400 1,650 50
ＯＦ-1016 1,600 1,850 50
ＯＦ-1018 1,800 2,150 100
ＯＦ-1020 2,000 2,350 100
ＯＦ-1210 1,000 1,170 －
ＯＦ-1212 1,200 1,370 －
ＯＦ-1214 1,400 1,570 －
ＯＦ-1216 1,600 1,870 50
ＯＦ-1218 1,800 2,070 50
ＯＦ-1220 2,000 2,370 100

1,200

1,000

設計番号

800

900

寸法表(mm)

CＬ

目 地 区 分

Ａ－０７

用 排 区 分 水 路 区 分 目 地

幹 線 伸 縮 継 目 + 施 工 継 目

上 記 以 外 伸 縮 継 目 + モ ル タ ル 目 地

幹 線 -

上 記 以 外 -

用 水

排 水

１．大型フリュームの種類、規格、許容
　　モーメントは特記仕様書による。

　　　：２）とする。
（３）モルタル目地はモルタル（ｍｉｘ１

４．アンダードレーンを設置する場合は
　　図番Ａ－１０による。

３．側壁水抜器は図番Ａ－０９による。

（２）１スパンを１０．０１ｍとし１スパ

２０２１．１０

１００１０

施工継目又はモルタル目地

大型フリュームの略称

ＯＦ－○○○○

（　Ｏogata　　Ｆlume　）

内高ｈの略号

内幅aの略号

ＯＦ－０８１０～ＯＦ－１２２０
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B

300 t t 300

側壁水抜器

c

床版コンクリート

均しコンクリート

床版内圧鉄筋

床版外圧鉄筋

t

突出筋

1:m

農業農村整備事業標準設計

工   種 水　　路

A - 06

区 分 かんがい排水

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

L 型 フリュ－ム 工

注 意 事 項

b

H

10
0

t
≒

50

基礎砂利類 50
t t

A - 09

A - 10

A - 07

2

1 1

t 3 t 3

10 10

伸縮継目

Ｌ型フリュームの略称
（　Ｌgata　　Ｆlume　）

内高Ｈの略号

内幅Ｂの略号

2

t 3

ＬＦ－○○○○－○○

ＬＦ－○○○○－○○

張り出し寸法t3の略号(例　10cmの場合→10)

CL

CL

50

50

ス パ ン 割 図

断 面 図

床 版 配 筋 図

２０２１．１０

50

張出部

張出部

10010

伸縮継目(床版現場打ち部)

施工目地又はモルタル目地

現場打

現場打

・コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンクリ
　ート標準使用基準」による。
・均しコンクリートは出来形の対象としない。

について

(1)  結束線により施工する場合は突出長を鉄筋径

の30倍以上とする。

(2)  溶接により施工する場合

鉄筋の突出長さは農業土木事業協会規格に

鉄筋径 9 13 D 10 D 13 D 16
mm

溶接長

○　軟鋼被覆ア－ク溶接棒によるア－ク溶接
とする。

より片面全溶接とし溶接長は下記とする。

70 90 70 90 140

3. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に
　 よる。

4. 側壁水抜器等は図番A－09による。

5. 目地について

6. L型フリュ－ム突出鉄筋と現場打床版鉄筋の結束

7. アンダードレーンを設置する場合は図番A－10に
　 よる。

8. 床版及び張出部の配筋については、別途監督員
　 の指示による。

2. 鉄筋は異形鉄筋（ＳＤ２９５）とし、かぶりは
　Ｌ型フリュ－ム突出筋と一致させる。

(1)  目地の詳細については図番Ａ-07による。

(2)　1スパンを10.01mとし、1スパンに1個所、
　　 伸縮継目を施工する。　

1. コンクリ－ト仕様

5 0
1 00

鉄筋コンクリート

σ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ セ メ ン ト
の　種　類

２５
ｃｍ ｍｍＮ

／㎜
２

種 　 別

２１ １２±２．５
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水　　路 かんがい排水

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

Ａ－０７ 目 地 詳 細 図

１．目地について

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０４

目 地 詳 細 図

伸 縮 継 目

（底版現場打ち部）

シール材

ａ

ｂ
１

２

（
５

）

プライマー

バックアップ材

エラスチック
フィラー

施 工 継 目

ａ

ｂ
１

５

（
５

）

Ｃ

シール材

プライマー

バックアップ材

伸 縮 継 目

バックアップ材

プライマー

シール材

ａ

Ｃ

ｂ

（
５

）

１
２

エラスチック
フィラー

伸 縮 継 目

（Ｌ型ブロック・

大型フリューム

＋現場打ち部）

ａ

ｂ
１

２

（
５

）

シール材

プライマー

バックアップ材

エラスチック
フィラー

Ｃ

２０２１．１０

5mm以下

（１）伸縮目地剤はシリコン系を標準と
　　　する。

（２）伸縮目地としてエラスティック・
　　　フィラー（ｔ＝１０）、又バック
　　　アップ材は、スポンジあるいはゴム
　　　粘土等の弾力性のあるものを使用
　　　する。

（３）（　）はウレタン系の寸法とする。

（４）施工継目のＣ値は 5 m m以下とする。
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500
B

500
t

H

t

柵 板

1:
n

鋼製アーム
(H形鋼)

水抜パイプ
床版コンクリート

基礎砂利類

10
0

10
050

断　面　図

無基礎(基礎砂利類)

CL
10

0

500
基礎ブロック
500×500

CL

基礎ブロック

1:
n

10
0

400
均しコンクリート

CL

均しコンクリート

1:
n

≒

CL

基　礎　杭

基礎杭(松丸太)
＠ 1500 or 2000

CL

15
00

 o
r 

20
00

15
00

 o
r 

20
00

柵　板

鋼製アーム(H形鋼)

平　面　図

　水抜きパイプ

農業農村整備事業標準設計

工   種 水　　路

A - 08

区 分 かんがい排水

鋼 製 柵 渠 工

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

2023. 3

1. 柵渠アームは鋼製（H形鋼）柵板はコンクリ－ト

製とし最下段は切欠板を使用し、双方とも特記仕

様書に設計条件を示し、承諾を与える。

2. コンクリ－ト仕様

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

・コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンクリ－ト
　標準使用基準による。
・均しコンクリ－トは出来形の対象としない。

3. 基礎砂利類は設計条件を満足し、かつ安価に入手

できるものとし、種類、品質、規格は特記仕様書

に規定する。

4. 床版に水抜パイプを設置する場合

(1)  B <3.0mは中央１列

(2)  B≧3.0mは２列 但し現場状況に応じて増やす
ことができる。

側壁からの位置はB/3

5. 基礎砂利、均しコンクリ－ト、床版コンクリ－ト
及び水抜きパイプについては現場状況を検討の上
設置すること。

6. 無基礎、基礎ブロック、均しコンクリ－ト、基礎
杭等の各工法を現場状況を検討の上、設計する。
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農業農村整備事業標準設計

工   種 水　　路

A - 09

区 分 かんがい排水

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

A - 10

床版水抜器

フィルター材

40
0

350

40
0 20

0
20

0

床版水抜器

20
0

15
0

有孔管φ100

有孔管φ100

650

砂基礎の場合

ビニールフィルムt=0.1

50

Ｔ字管φ100×φ75

φ75  φ75

Ｔ字管φ100×φ75

Ｔ字管φ100×φ75

断　面　図 側　面　図

平　面　図

床版水抜詳細図

ＳＤ１－○○.○○－○－○

床版水抜の略称

水抜器間隔(ｍ)

連数　１連１・２連２

ビニールフィルムの有無　有Ｆ・無Ｎ

注 意 事 項

1. 床版水抜器

(1)  床版水抜器は内径75mmとしアンダ－ドレ－ン

工　　　種 つなぎ管の長さ

床版水抜及び側壁水抜（１）

SD1-○○.○○-F -1～SD1○○.○○-N-2

2015. 4

の有孔管と接続させる。

(2)  アンダ－ドレ－ンは水路幅（B）が3m未満まで
は床版中央部に1列とし、3m以上の場合は側壁
からの位置をl≦B/3として2列とする。

(3)  床版水抜器の長さは200㎜を標準としT字管と
の接続はΦ100㎜を使用する。
但しｌ＝200㎜以上の製品を使用してT字管に

直接組合せできる場合はつなぎ管は不用であ

る。

現場打フリュ－ム 300mm以上

既成品フリュ－ム 200　〃
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農業農村整備事業標準設計

工   種 水　　路

A - 09

区 分 かんがい排水

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

A - 10

注 意 事 項

300

3
0
0

床版水抜及び側壁水抜（２）

SD2-○○.○○-I -18-○○～SD3-2-30

2019. 10

側壁水抜器パット型フィルター
φ180型

h

側壁水抜器

h

水平ドレーン　　

h

逆止弁付き

逆止弁付き

φ50

φ50 

側壁水抜詳細図

側 面 図

ＳＤ２－○○.○○－○－○○

側壁水抜の略称

水抜器間隔(ｍ)

水抜器の長さ区分（㎝）

設置段数 １段１・２段２

側 面 図

正 面 図

水抜器の長さ区分（㎝）

設置段数 １段１・２段２

側壁水抜の略称

ＳＤ３－○－○○

正 面 図

2. 側壁水抜器

3. パット型フィルターのフィルター材はφ25～5

　 の砂利を詰める。

(1)  側壁水抜器は内径50mmとする。

水　路　壁　高 設置段数

2,000 < H ≦ 2,500

1,500 < H ≦ 2,000

900 < H ≦ 1,500

 H ≦ 900mm h ≦ 300mm

 h ＝ 300

 h ＝ 500

 h ＝ 500
1,000

1 段

1 段

1 段

2 段

(2)  側壁水抜器の設置高

4. 水平ドレーンに使用する砂利類の種類、品質、

　 規格は特記仕様書による。
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配 置 模 式 図

水　　路

アンダードレーン（２）Ａ－１０
Ａ－０９

かんがい排水

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

　　１スパン　　＝　９．０ｍ
　　(床版水抜器１スパン２ケの場合）

　　１スパン　　＝１０．０５m
　　(床版水抜器1スパン２ケの場合）

１．現場打フリューム

２．既製フリューム現場打フリューム

１２５ １２５ １２５ １２５
２２５０ ２２５０ ２２５０ ２２５０

≒４５００ ≒４５００

９０００（１スパン）

ＦＬＯＷ

≒４５００

４０００ ４０００ ４０００３７５ ３７５ ３７５ ３７５

既製フリューム類

ＦＬＯＷ

１００５０（１スパン）

１２５ １２５ １２５ １２５

４０００ ４０００

≒６０３０ ≒６０３０

３０１５ ３０１５ ３０１５ ３０１５≒４０２０

１９０５ １９０５８９５

２０１５．４
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洗場工A型

m
n

H
基礎砂利類

均しコンクリート

CL

基　　礎

L a

100

≒
50

150

R2

R1

R3
1:
1.
5

水路底

伸縮目地
伸縮目地

a a
1500

基礎砂利類

R1

R2

R3

10
0 ≒

50

均しコンクリート

20
0

断 面 図 正 面 図

平 面 図

伸縮目地

伸縮目地

R1

R3

R2

400

15
00

a
a

25
0

25
0

25
0

25
0

20
0

20
0

i j k

50

200

200

a@300400
L

洗場工

現場打ち水路

大型フリューム

階段部詳細及び取付図

@2
00H

h≦200

200

洗場工Ｌ型フリューム

床版コンクリートを打設する
アライ－A○○－T○○－○

洗場工の略称

A型の略号

基礎砂利類の有無　有F・無N

荷重条件10t→10・14t→14・20t→20

50

B 1

B
1

50
50

@2
5
0

50

農業農村整備事業標準設計

工   種 洗 場 工

A - 15

区 分 かんぱい

洗 場 工 A 型

設計番号

注 意 事 項

1. A型洗場工は、現場打水路、大型フリュ－ム水路

秋　田　県

関

連
図

番

A - 19

A - 20

2. 洗場工の位置、接続水路の形式規格は、計画平

3. 洗場工の天端は、前後の水路になじみよく施工

アライ－A06－T10－F
～アライ－A20－T20－N

50

２０２１．１０

4. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に

、L型フリュ－ム水路等に適用する。

面縦断図による。

すること。

よる。

6.  の区間の鉄筋は250㎜間隔に配置する。

・コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンクリ－ト
　標準使用基準による。

7. L型フリュ－ム水路に適用する場合は床版鉄筋を

洗場工まで延長する。

9. 伸縮目地材はエラステックフィラ－（t=10）を

使用する。

10. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

11. 設計変更は、断面毎の設置カ所数の増減により
行なう。

5. 鉄筋は異形鉄筋（SD295）とし、かぶりは5cmと

　する。

8. コンクリ－ト仕様

鉄筋コンクリート

σ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ セ メ ン ト
の　種　類

２５
ｃｍ ｍｍＮ

／㎜
２

種 　 別

２１ １２±２．５
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CL
伸縮目地

伸縮目地
B

a @300

p
o

n 
@2

50

B 1 a

h≦
20

0

@2
0
0

20
0

20
0

≒
50

10
0

i j i k m

R3

aL

1350

H

h≦
20

0
@2

00
20

0

均しコンクリート
基礎砂利類

20
0

≒
50

10
0

R1
伸縮目地

伸縮目地

A

B

A

B

R1

R3
R2

@3
00

a
a

B

主筋と同ピッチ

R3

R1

R2
均しコンクリート
基礎砂利類

a @300 a
100

150 ≒
50

o

i j i

現場打ち水路

大型フリューム 洗場工 L 型フリューム 洗場工

床版コンクリートを打設する

洗場工B型

断 面 図

平 面 図

Ａ－Ａ断面

Ｂ－Ｂ断面

取 付 図

アライ－B○○－T○○－○

洗場工の略称 B型の略号

基礎砂利類の有無　有F・無N

荷重条件10t→10・14t→14・25t→25

B 1

B1

5050

50
50

5050

50

50

50

B

農業農村整備事業標準設計

工   種 洗 場 工

A - 16

区 分 かんぱい

洗 場 工 B 型

設計番号

注 意 事 項

1. B型洗場工は、現場打水路、大型フリュ－ム水路

秋　田　県

関

連
図

番

A - 19

A - 20

2. 洗場工の位置、接続水路の形式規格は、計画平

3. 洗場工の天端は、前後の水路になじみよく施工

4. 進入の方向、位置により鉄筋加工等が逆になる

アライ－B06－T10－F
～アライ－B20－T25－N

n 
@2

5
0

p

２０２１．１０

5. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に

、L型フリュ－ム水路等に適用する。

面縦断図による。

すること。

ので十分注意すること。

よる。

8. L型フリュ－ム水路に適用する場合は床版鉄筋を

・コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンク

　リート標準使用基準」による。

7. nの区間の鉄筋は250㎜間隔に配置する。

洗場工まで延長する。

10. 伸縮目地材はエラステックフィラ－（t=10）を

使用する。

11. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

12. 設計変更は、断面毎の設置カ所数の増減により

行なう。

6. 鉄筋は異形鉄筋（SD295）とし、かぶりは5cmと

　する。

9. コンクリ－ト仕様

鉄筋コンクリート

σ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ セ メ ン ト
の　種　類

２５
ｃｍ ｍｍＮ

／㎜
２

種 　 別

２１ １２±２．５
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洗場工D型(連節ブロック)

断 面 図

CL

25
0

25
0

25
0

25
0

20
0

20
0

15
0

50

12
00

15
00

50

15
0

100
≒
50

150

1:1.5

1:1.5

R1

R2

@250

20
0

1:
1.
5

均しコンクリート

基礎砂利類

h≦
20

0
@2

0
0

20
0

H

300 150
伸縮目地

@300

L

1200

1500

150 150 伸縮目地

20
0

20
0

≒50

10
0

均しコンクリート

基礎砂利類

伸縮目地

伸縮目地

R1

R2

R3

50 i@250 j k 50

連節ブロック

正 面 図

平 面 図

アライ－Ｄ○○－○

洗場工の略称

Ｄ型の略号

基礎砂利類の有無　有F・無N

高さＨの略号

農業農村整備事業標準設計

工   種 洗 場 工

A - 18

区 分 かんぱい

洗 場 工 D 型

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

A - 21

アライ－D10－F～アライ－D30－N

２０２１．１０

2. 洗場工の位置、接続水路の形式規格は、計画平

1. D型洗場工は連節ブロック水路に適用する。

面縦断図による。

3. 洗場工の天端は、前後の水路になじみよく施工

すること。

よる。

4. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に

6. iの区間の鉄筋は250㎜間隔に配置する。

・コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンク

　リート標準使用基準」による。

8. 伸縮目地材はエラステックフィラ－（t=10）を

使用する。

9. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

10. 設計変更は、断面毎の設置カ所数の増減により

行なう。

5. 鉄筋は異形鉄筋（SD295）とし、かぶりは5cmと

　 する。

7. コンクリ－ト仕様

鉄筋コンクリート

σ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ セ メ ン ト
の　種　類

２５
ｃｍ ｍｍＮ

／㎜
２

種 　 別

２１ １２±２．５
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洗場工寸法表(1)  T-10、T-14に適用

アライ－A○○－T○○－○

洗場工の略称

A型の略号

基礎砂利類の有無　有F・無N

荷重条件10t→10・14t→14

アライ－B○○－T○○－○

洗場工の略称 B型の略号

基礎砂利類の有無　有F・無N

荷重条件10t→10・14t→14

Ａ型

Ｂ型

農業農村整備事業標準設計

工   種 洗 場 工

A - 19

区 分 かんぱい

洗 場 工 寸 法 表 （1）

設計番号

2002. 4

秋　田　県

関

連
図

番

A - 15

A - 16
アライ－A06－T10－F

～アライ－B20－T14－N

寸　　　　　法　　　　　表　　　　　（㎜）
設 計 番 号

アライ-A06-T○○-○

アライ-A08-T○○-○

アライ-A12-T○○-○

アライ-A14-T○○-○

アライ-A16-T○○-○

アライ-A10-T○○-○

アライ-A18-T○○-○

アライ-A20-T○○-○

1600<H≦1800

1800<H≦2000

1400<H≦1600

1200<H≦1400

1000<H≦1200

 800<H≦1000

 600<H≦ 800

 400<H≦ 600

1000

 700

1300

1600

1900

2200

2500

2800

1240

1240

1240

1200

1200

1200

1100

1100

130

130

130

150

150

150

200

200

150

200

100

150

250

200

150

100

150

 750

 500

1000

1000

1250

1500

1750

2000

130

165

180

250

150

100

200

100

165

150

 500

 750

1000

1250

1750

2000

2400

D13D13@250

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

L B1 a nmkjiH R1 R2 R3

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿ ＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

L B1 aB R2 R3 nmkji po

寸　　　　　法　　　　　表　　　　　（㎜）

D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

D13@200

アライ-B06-T○○-○

アライ-B08-T○○-○

アライ-B12-T○○-○

アライ-B14-T○○-○

アライ-B16-T○○-○

アライ-B10-T○○-○

アライ-B18-T○○-○

アライ-B20-T○○-○

1600<H≦1800

1800<H≦2000

1400<H≦1600

1200<H≦1400

1000<H≦1200

 800<H≦1000

 600<H≦ 800

 400<H≦ 600

640

940

840

1000

700

900

1000

700

130

130

130

150

150

150

200

200

D13D13@250

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

D13@200

1220

1220

1220

1200

1200

1200

1150

1150

1500

1500

2000

2500

2500

3000

3500

3500

500

500

750

1000

1250

1500

1750

1750

250

165

150

500

750

1000

1250

1750

2000

2400

750

500

135

235

200

175

150

225

150

160

500

500

750

750

750

600 100

200

100

150

180

130

165

200

200

200

200

250

200

150

200

100

150

＿

＿

＿

150

200

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

設 計 番 号
R1H
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洗場工寸法表(2)  T-25に適用

アライ－A○○－T○○－○

洗場工の略称

A型の略号

基礎砂利類の有無　有F・無N

荷重条件25t→25

アライ－B○○－T○○－○

洗場工の略称

B型の略号

基礎砂利類の有無　有F・無N

荷重条件25t→25

Ａ型

Ｂ型

農業農村整備事業標準設計

工   種 洗 場 工

A - 20

区 分 かんぱい

洗 場 工 寸 法 表 （2）

設計番号

2002. 4

秋　田　県

関

連
図

番

A - 15

A - 16
アライ－A06－T25－F

～アライ－B20－T25－N

寸　　　　　法　　　　　表　　　　　（㎜）
設 計 番 号

アライ-A06-T○○-○

アライ-A08-T○○-○

アライ-A12-T○○-○

アライ-A14-T○○-○

アライ-A16-T○○-○

アライ-A10-T○○-○

アライ-A18-T○○-○

アライ-A20-T○○-○

1600<H≦1800

1800<H≦2000

1400<H≦1600

1200<H≦1400

1000<H≦1200

 800<H≦1000

 600<H≦ 800

 400<H≦ 600

1000

 700

1300

1600

1900

2200

2500

2800

1240

1240

1240

1200

1200

1200

1100

1100

130

130

130

150

150

150

200

200

150

200

100

150

250

200

150

100

150

 750

 500

1000

1000

1250

1500

1750

2000

130

165

180

250

150

125

200

250

165

150

 500

 750

1000

1250

1600

2000

2250

D13D13@250

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D16

L B1 a nmkjiH R1 R2 R3

＿

＿

＿

＿

125

＿

＿ ＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

L B1 aB R2 R3 nmkji po

寸　　　　　法　　　　　表　　　　　（㎜）

D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

D13@200

D13@200

D13@250

アライ-B06-T○○-○

アライ-B08-T○○-○

アライ-B12-T○○-○

アライ-B14-T○○-○

アライ-B16-T○○-○

アライ-B10-T○○-○

アライ-B18-T○○-○

アライ-B20-T○○-○

1600<H≦1800

1800<H≦2000

1400<H≦1600

1200<H≦1400

1000<H≦1200

 800<H≦1000

 600<H≦ 800

 400<H≦ 600

640

940

840

1000

700

900

1000

700

130

130

130

150

150

150

200

200

D13D13@250

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D16

D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

D13@200

D13@200

D13@250

1220

1220

1220

1200

1200

1200

1150

1150

1500

1500

2000

2500

2500

3000

3500

3500

500

500

750

1000

1250

1500

1750

1750

250

165

150

500

750

1000

1250

1600

2000

2250

750

500

135

235

200

175

125

200

200

160

500

500

750

800

800

500 250

200

125

150

180

130

165

200

200

200

200

250

200

150

200

100

150

＿

＿

＿

150

200

＿

＿

＿

＿

＿

＿

125

＿

R1
設 計 番 号

H
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洗場工寸法表(3)  

農業農村整備事業標準設計

工   種 洗 場 工

A - 21

区 分 かんぱい

洗 場 工 寸 法 表 （3）

設計番号

2002. 4

秋　田　県

関

連
図

番

A - 17

A - 18
アライ－C02－04－F

～アライ－D30－N

Ｄ型
アライ－Ｄ○○－○

洗場工の略称

Ｄ型の略号

基礎砂利類の有無　有F・無N

高さの略号

設 計 番 号
寸　　　　法　　　　表　　　　（㎜）

L R2 R3R1 kjiH

アライ-D 10-○

アライ-D 12-○

アライ-D 14-○

アライ-D 16-○

アライ-D 18-○

アライ-D 20-○

アライ-D 22-○

アライ-D 24-○

アライ-D 26-○

アライ-D 28-○

アライ-D 30-○

1600 < H ≦ 1800

1800 < H ≦ 2000

1400 < H ≦ 1600

1200 < H ≦ 1400

1000 < H ≦ 1200

 800 < H ≦ 1000

2000 < H ≦ 2200

2200 < H ≦ 2400

2400 < H ≦ 2600

2600 < H ≦ 2800

2800 < H ≦ 3000

1500 D13

1800

2100

2400

2700

3000

3300

3600

3900

4200

4500

D13

D13 D13

D13 D13

D13 D13

D13 D13

D13 D13

D13 D13

D13 D13

D13 D13

D13 D13

D13 D13

1250 150

1750 200

2000 225

2500 125

2750 150

3000 175

3250 200

3750 100

4000 125

4250 150

1500 175

150

200

225

125

150

175

200

100

125

150

175
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制 水 弁 ボ ッ ク ス １ 型

区分 かんぱいパイプライン工

制 水 弁 ボ ッ ク ス １ 型

工 種

CHV1-75-07～CHV1-400-24

農業農村整備事業標準設計

設計番号

秋 田 県

関
連
図
番

（SG23-R1）

σ28＝１８Ｎ／ｍ㎡

１０００×３９０×６０

無筋コンクリート

鋼 製 蓋 版

基 礎 砂 利

基礎ブロック（ＢＦ３００用蓋）

１０００×３９０×６０

基礎ブロック（ＢＦ３００用蓋）

基 礎 砂 利

（SG23-R1）

鋼 製 蓋 版

σ28＝１８Ｎ／ｍ㎡

無筋コンクリート

ＲＣ管φ６００

1
0

0
1

0
0

h
≧

4
0

0
3

0
0

1
5

0

100

1000

50 300 300 300 50

平　　面　　図
断　　面　　図

500

450

5
0

0

4
5

0

1
8

0

仕 切 弁

注 意 事 項

種 別

無筋コンクリート

σ28

Ｎ

Ｇmax

cm mm

セ メ ン ト
の 種 類

18 ／㎜

1 . こ の 標 準 図 は 耕 地 に 埋 設 す る 　 　 　 　 以 下 のＤ４００㎜

2 . ヒ ュ ー ム 管 は 　 　 　 　 　 　 に 規 定 す る Ａ 型 外

3 . ヒ ュ ー ム 管 の 長 さ は 地 面 と の 高 さ を 調 整 す る

　 　 パ イ プ ラ イ ン に 適 用 す る 。

　 　 圧 １ 種 管 と す る 。

　 　 の で 切 管 を し て も よ い 。

ＳＬ

8±2.5 402

コンクリートの仕様の詳細は「レディーミクストコンクリ
ート標準使用基準」による。

6 . 制 水 弁 と の 取 付 は 配 管 図 等 に よ る 。

9 . 設 計 変 更 は 規 格 毎 の 設 置 カ 所 数 の 増 減 に よ る 。

8 . 出 来 形 管 理 は 断 面 と 設 置 カ 所 数 と す る 。

　 　 様 書 に よ る 。

　 　 る 。

J I S A 5 3 7 2

CHV1－○○○－○○

制水弁ボックス１型の略称
(CHECK VALVE 1)

パイプ最大規格の略号

ＨＰ長さの略号

5 . 制 水 弁 の 規 格 及 び 制 水 弁 鉄 蓋 の 規 格 は 特 記 仕

7 . 砂 利 類 の 種 類 、 品 質 、 規 格 は 特 記 仕 様 書 に よ

4 . コ ン ク リ ー ト 仕 様

A-40
K-41

2015.4
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制 水 弁 ボ ッ ク ス ２ 型

区分 かんぱいパイプライン工

制 水 弁 ボ ッ ク ス ２ 型

工 種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

秋 田 県

関
連
図
番

１０００×３９０×６０

基礎ブロック（ＢＦ３００用蓋）

σ28＝１８Ｎ／ｍ㎡

無筋コンクリート

1300

50 450 300 450 50

平　　面　　図
断　　面　　図

σ28＝１８Ｎ／ｍ㎡

φ６００

１０００×３９０×６０

基礎砂利

マンホール蓋
調整リング

基礎ブロック（ＢＦ３００用蓋）

無筋コンクリート

φ６００

マンホール蓋

調整リング

1
0

0
1

5
0

6
0

0
1

0
0

マンホール斜壁６００Ｃ

注 意 事 項

1
8

0

種 別 σ28

Ｎ

Ｇmax

cm mm
2

セ メ ン ト
の 種 類

18 8±2.5 40／㎜無筋コンクリート

制水弁ボックス２型の略称
(CHECK VALVE 2)

CHV1-75～CHV1-400

仕切弁

基礎砂利

2 . マ ン ホ ー ル 斜 壁 及 び 直 壁 は 　 　 　 　 　 　 　 及 び
　 　 こ れ に 準 ず る 品 質 及 び 性 能 を 有 す る も の を 使 用

3 . ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 仕 様

J I S A - 5 3 7 2

　 　 す る 。

1 . こ の 標 準 図 は 道 路 に 埋 設 す る 　 　 　 　 　 　 　 　Ｄ75～Ｄ４００㎜
　 　 の パ イ プ ラ イ ン に 適 用 す る 。

ＳＬ

コンクリートの仕様の詳細は「レディーミクストコンクリ
ート標準使用基準」による。

5 . 制 水 弁 と の 取 付 は 配 管 図 等 に よ る 。

8 . 設 計 変 更 は 規 格 毎 の 設 置 カ 所 数 の 増 減 に よ る 。

7 . 出 来 形 管 理 は 断 面 と 設 置 カ 所 数 と す る 。

CHV2-○○○
パイプ最大規格の略号

4 . 制 水 弁 の 規 格 及 び 制 水 弁 鉄 蓋 の 規 格 は 特 記 仕
　 　 様 書 に よ る 。

6 . 砂 利 類 の 種 類 、 品 質 、 規 格 は 特 記 仕 様 書 に よ
　 　 る 。

A-42

2015.4
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制 水 弁 ボ ッ ク ス ３ 型

区分 かんぱいパイプライン工工 種

CHV3-450～CHV3-500

農業農村整備事業標準設計

設計番号

秋 田 県

関
連
図
番

頂版平面図

縦 断　面　図

制水弁ボックス３型の略称

パイプ最大規格の略号

ＣＨV３-○○○

(CHECK VALVE 3)

2800

200 2400 200

1050 1200 150

2
1
0
0

2
0
0

1
7
0
0

2
0
0

8
5
0

8
5
0

3
0
0

2800

200 2400 200

2
1
0
0

2
0
0

1
7
0
0

2
0
0

8
5
0

8
5
0

4
5
0

200 1750

2800

200 600 2001800

2100

200 600 1100 200

1
0
0

5
0

3
5
5
0

3
0
0

3
0
0
0

2
5
0

5
0
0

2
5
0
0

1
0
0

5
0

3
5
5
0

3
0
0

3
0
0
0

2
5
0

5
0
0

2
5
0
0

5
0

5
0

1
0
5
0

50 2800 50

200 2400 200

1600 800

300 150

50 2100 50

200 1700 200

850 850

150 300

注 意 事 項

φ６００

マンホール蓋

マンホール蓋 マンホール蓋

平　　面　　図

横 断　面　図

仕切弁仕切弁

仕切弁

操作台

操作台

排水ピット

排水処理は別途計上

調整リング調整リング

通気孔は別途計上

K-47

A-46

A-49

A-45 制 水 弁 ボ ッ ク ス ３ 型

1 . こ の 標 準 図 は 道 路 に 埋 設 す る
　 の パ イ プ ラ イ ン に 適 用 す る 。

Ｄ４５０～Ｄ５００㎜

2 . マ ン ホ ー ル 斜 壁 は 　 　 　 　 　 　 　 及 び こ れ に 準
　 ず る 品 質 及 び 性 能 を 有 す る も の を 使 用 す る 。

ＪＩＳＡ-5317

3 . 地 面 と の 高 さ を 調 整 す る 為 に 弁 台 の 高 さ に つ い
　 て は 監 督 員 と 協 議 す る こ と 。

種 別

鉄筋コンクリート

σ28

Ｎ

Ｇmax

cm mm
2

セ メ ン ト
の 種 類

21 25／㎜

無筋コンクリート Ｎ
18 ／㎜ 8±2.52 40

mmcm

ＳＬ

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

7 . マ ン ホ ー ル 斜 壁 及 び 鉄 蓋 は モ ル タ ル で 固 定 す る 。

8 . 制 水 弁 と の 取 付 は 配 管 図 等 に よ る 。

１０　 . 出 来 形 管 理 は 断 面 と 設 置 カ 所 数 と す る 。

１１　 . 設 計 変 更 は 規 格 毎 の 設 置 カ 所 数 の 増 減 に よ る 。

6 . マ ン ホ ー ル 鉄 蓋 、 鉄 わ く の 品 質 、 規 格 及 び 制 水
　 弁 の 規 格 は 特 記 仕 様 書 に よ る 。

9 . 砂 利 類 の 種 類 、 品 質 、 規 格 は 特 記 仕 様 書 に よ る 。

12±2.5

2021.10

5 . 鉄 筋 は 異 形 鉄 筋 （ S D 2 9 5 ） と し 、 か ぶ り は
　 ６ c m と す る

4 . コ ン ク リ ー ト 仕 様
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コンクリート9.79 9.77

2014.4
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2900

250 2400 250

1000 1400

3
4

0
0

2
0

3
0

8
7

0

3
0

0

φ６００

2
5

0
2

9
0

0
2

5
0

マンホール蓋

2900

250 2400 250

3
4

0
0

2
0

3
0

8
7

0

250 1750

2
5

0
2

9
0

0
2

5
0

2
0

03
0

0

3
0

0
2

1
0

0
3

0
0

5
0

0
1

6
0

0

300200

250 600 1800 250

1
5

0
5

0
2

7
0

0

100 2900 100

250 2400 250

1450 950

5
0

0

3
0

0
2

1
0

0
3

0
0

5
0

0
1

6
0

0

1
5

0
5

0
2

7
0

0

100 3400 100

250 2900 250

2030 870

3400

200300

200

2
0

0

5
0

5
0

注 意 事 項

区分 かんぱいパイプライン工

制 水 弁 ボ ッ ク ス ４ 型

工 種

CHV4-450～CHV4-500

農業農村整備事業標準設計

設計番号

秋 田 県

関
連
図
番

制水弁ボックス４型の略称

パイプ最大規格の略号

(CHECK VALVE 4)

ＣＨV４-○○○

頂版平面図 平　　面　　図

縦 断　面　図 横 断　面　図

制 水 弁 ボ ッ ク ス ４ 型

マンホール蓋 マンホール蓋

2900

250 600 2300 250
2

0
0

排水処理は別途計上

調整リング調整リング

通気孔は別途計上

K-47

A-48

A-49

A-47

Ｄ４５０～Ｄ５００㎜1 . こ の 標 準 図 は 道 路 に 埋 設 す る 　 　 　 　 　 　 　 　
　 パ イ プ ラ イ ン に 適 用 す る 。

2 . マ ン ホ ー ル 斜 壁 は 　 　 　 　 　 　 　 及 び こ れ に 準
　 ず る 品 質 及 び 性 能 を 有 す る も の を 使 用 す る 。

ＪＩＳＡ-5317

3 . 地 面 と の 高 さ を 調 整 す る 為 に 弁 台 の 高 さ に つ い
　 て は 監 督 員 と 協 議 す る こ と 。

種 別

鉄筋コンクリート

σ28

Ｎ

Ｇmax

cm mm
2

セ メ ン ト
の 種 類

21 25／㎜

無筋コンクリート Ｎ
18 ／㎜ 8±2.52 40

mmcm

ＳＬ

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

7 . マ ン ホ ー ル 斜 壁 及 び 鉄 蓋 は モ ル タ ル で 固 定 す る 。

8 . 制 水 弁 と の 取 付 は 配 管 図 等 に よ る 。

１０　 . 出 来 形 管 理 は 断 面 と 設 置 カ 所 数 と す る 。

１１　 . 設 計 変 更 は 規 格 毎 の 設 置 カ 所 数 の 増 減 に よ る 。

6 . マ ン ホ ー ル 鉄 蓋 、 鉄 わ く の 品 質 、 規 格 及 び 制 水
　 弁 の 規 格 は 特 記 仕 様 書 に よ る 。

9 . 砂 利 類 の 種 類 、 品 質 、 規 格 は 特 記 仕 様 書 に よ る 。

12±2.5

5 . 鉄 筋 は 異 形 鉄 筋 （ S D 2 9 5 ） と し 、 か ぶ り は
　 ６ c m と す る 。

2021.10

4 . コ ン ク リ ー ト 仕 様

100
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99102



13.17

2014.4

13.16 13.14 コンクリート
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空 気 弁 ボ ッ ク ス １ 型 注 意 事 項

区分 かんぱいパイプライン工

空 気 弁 ボ ッ ク ス １ 型

工 種

ARV1-75～ARV1-500

農業農村整備事業標準設計

設計番号

秋 田 県

関
連
図
番

（SG23-R1）

σ28＝１８Ｎ／ｍ㎡

１０００×３９０×６０

無筋コンクリート

鋼製蓋版

基礎砂利

基礎ブロック（ＢＦ３００用蓋）

１０００×３９０×６０

基礎ブロック（ＢＦ３００用蓋）

基礎砂利

（SG23-R1）

鋼製蓋版

σ28＝１８Ｎ／ｍ㎡

無筋コンクリート

ＲＣ管φ６００

1
0
0

1
0
0

4
0
0

3
0
0

1
5
0

100

1000

50 300 300 300 50

平　　面　　図
断　　面　　図

500

450

5
0
0

4
5
0

1
8
0

空気弁ボックス１型の略称

パイプ最大規格の略号

ARV1-○○○

(AIR VALVE 1)

急排空気弁

1 . こ の 標 準 図 は 耕 地 に 埋 設 す る 　 　 　 　 　 　 　 　
　 の パ イ プ ラ イ ン に 適 用 す る 。

Ｄ75～Ｄ５００㎜

2 . ヒ ュ ー ム 管 は 　 　 　 　 　 　 　 に 規 定 す る Ａ 型 外
　 圧 １ 種 管 と す る 。

3 . ヒ ュ ー ム 管 の 長 さ は 、 現 場 状 況 に よ り 切 管 を し
　 て 施 行 し て も よ い 。

種 別 σ28

Ｎ

ＳＬ Ｇmax

cm mm
2

セ メ ン ト
の 種 類

18 8±2.5 40／㎜無筋コンクリート

4 . コ ン ク リ ー ト 仕 様

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

6 . 本 管 と Ｔ 字 管 の 取 り 付 け は 配 管 図 等 に よ る 。

9 . 出 来 形 管 理 は 断 面 と 設 置 カ 所 数 と す る 。

1 0 . 設 計 変 更 は 規 格 毎 の 設 置 カ 所 数 の 増 減 に よ る 。

5 . 空 気 弁 の 規 格 及 び Ｔ 字 管 の 規 格 は 特 記 仕 様 書 に
　 よ る 。

7 . マ ン ホ ー ル の 鉄 蓋 、 鉄 わ く の 品 質 、 規 格 は 特 記
　 仕 様 書 に よ る 。

8 . 砂 利 類 の 種 類 、 品 質 、 規 格 は 特 記 仕 様 書 に よ る 。

K-41
A-50

2015.4

ＪＩＳ-Ａ5372
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空 気 弁 ボ ッ ク ス ２ 型

区分 かんぱいパイプライン工

空 気 弁 ボ ッ ク ス ２ 型

工 種

ARV2-75～ARV2-500

農業農村整備事業標準設計

設計番号

秋 田 県

関
連
図
番

１０００×３９０×６０

基礎ブロック（ＢＦ３００用蓋）

基礎砂利

σ28＝１８Ｎ／ｍ㎡

無筋コンクリート

1300

50 450 300 450 50

平　　面　　図

断　　面　　図

空気弁ボックス２型の略称

パイプ最大規格の略号

ARV2-○○○

(AIR VALVE 2)

σ28＝１８Ｎ／ｍ㎡

φ６００

１０００×３９０×６０

基礎砂利

マンホール蓋
調整リング

基礎ブロック（ＢＦ３００用蓋）

無筋コンクリート

φ６００

マンホール蓋

調整リング

1
0

0
1

5
0

6
0

0
1

0
0

マンホール斜壁６００Ｃ

注 意 事 項

急排空気弁

1
8

0

1 . こ の 標 準 図 は 道 路 に 埋 設 す る 　 　 　 　 　 　 　 　
　 の パ イ プ ラ イ ン に 適 用 す る 。

Ｄ75～Ｄ５００㎜

2 . マ ン ホ ー ル 斜 壁 及 び 直 壁 は 　 　 　 　 　 　 　 及 び
　 こ れ に 準 ず る 品 質 及 び 性 能 を 有 す る も の を 使 用
　 す る 。

J I S A - 5 3 7 2

種 別 σ28

Ｎ

ＳＬ Ｇmax

cm mm
2

セ メ ン ト
の 種 類

18 8±2.5 40／㎜無筋コンクリート

3 . コ ン ク リ ー ト 仕 様

コンクリートの使用の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による

5 . 本 管 と Ｔ 字 管 の 取 り 付 け は 配 管 図 等 に よ る 。

6 . マ ン ホ ー ル の 鉄 蓋 、 鉄 わ く の 品 質 、 規 格 は 特 記
　  仕 様 書 に よ る 。

8 . 出 来 形 管 理 は 断 面 と 設 置 カ 所 数 と す る 。

9 . 設 計 変 更 は 規 格 毎 の 設 置 カ 所 数 の 増 減 に よ る 。

4 . 空 気 弁 の 規 格 及 び Ｔ 字 管 の 規 格 は 特 記 仕 様 書 に
　 よ る 。

7 . 砂 利 類 の 種 類 、 品 質 、 規 格 は 特 記 仕 様 書 に よ る 。

2015.4

A-51
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農業農村整備事業標準設計

工   種 パイプライン工

A - 52

区 分 かんぱい

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

空 気 弁 ボ ッ ク ス 3 型 
A - 53

A - 55

ARV3-600-T10-F ～ARV3-600-T14-N

空気弁

CL

200200
1450

25
0

22
00

20
0

26
50

50

≒
50

150

15
0

D

ス
テ

ッ
プ

　
B

－
H

1.
2

725 375 350

10
0

200200 1800
2200

基礎砂利類

均しコンクリート
150

15
0

25
0

≒
50

D

22
00

26
50

350

20
0≦

h≦
40

0

750

60030
0

900

1100

2200

マンホール斜壁

JIS  A  5317  600 A

マンホール鉄わく

マンホール鉄蓋

充填コンクリート

σ28=18 N/㎜２

A A

マンホール斜壁

マンホール鉄わく

マンホール鉄蓋

B B

D

1800

2200

200 200

350

14
50

20
0

空気弁 C

C

充填コンクリート

75
0

750
350

2200

20
0

10
50

20
0

14
50

≒
10

0

10
0

20
0≦

ｈ
≦

40
0

10
0

20
0

10
50

20
0

40
0

1050

900

50

側　面　図(B－B)

空気弁ボックス３型

ＡＲＶ３－○○○－Ｔ○○－○

空気弁ボックス３型の略称

パイプ最大規格の略号(㎜)

（ＡＩＲ　ＶＡＬＶＥ　３）

平　面　図 マンホール部平面(A－A)

側　面　図(C－C)

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

自動車荷重　10t→10 14t→14

注 意 事 項

3. 地面との高さを調整する為に弁台の高さについ

1. この標準図は道路に埋設するD400～D600㎜のパ

イプラインに適用する。

品質及び性能を有するものを使用する。

種 　別

鉄筋コンクリート

σ28 S L Gmax

21 25
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

無筋コンクリート 18 8±2.5 40
N

2
mm

mmcm

2. マンホ－ル斜壁はJISA－5372及びこれに準ずる

2021.10

ては、監督職員と協議すること。

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

11. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

12. 設計変更は、規格毎の設置カ所数の増減による。

する。

様書による。

9. マンホ－ル斜壁及び鉄蓋はモルタルで固定する。

る。

7. 空気弁の配管は図面番号A－55によることを原則

とする。

本管とT字管の取付は配管図等による。

6. 空気弁の規格及びT字管の規格は特記仕様書によ

8. マンホ－ル鉄蓋、鉄わくの品質、規格は特記仕

10. 砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書による。

12±2.5

5. 鉄筋は異形鉄筋（SD295）とし、かぶり5cmと

4. コンクリ－ト仕様
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農業農村整備事業標準設計

工   種 パイプライン工

A - 53

区 分 かんぱい

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

空気弁ボックス3型鉄筋配置図 
A - 52

ARV3-600-T10-F ～ARV3-600-T14-N

R4

R8
R3

R6

R7
R2 R1

R15 R5
R14

R1

R4 R2

R3

R15

R14

R13

R11

R7 R5 R1 R2

R15

R14

R13

R9

R8
R6

R10 R12

R1 R3

2200
15

0
15

0
15

0
8×

25
0=

20
00

10
0

26
50

15
0

15
0

15
0

8×
25

0=
20

00
10

0

26
50

1450

3×250=750 200
100

50200
100

506×250=1500 200

100
50200

100
50

6×250=1500 200
100

50200
100

50

2200

3×
25

0=
75

0
20

0

10
0

20
0 10

0
14

50

50
50

50
50 50

50

空気弁ボックス３型鉄筋配置図

ＡＲＶ３－○○○－Ｔ○○－○

空気弁ボックス３型の略称

パイプ最大規格の略号(㎜)

（ＡＩＲ　ＶＡＬＶＥ　３）

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

自動車荷重　10t→10 14t→14

A－A配筋図

B－B配筋図 C－C配筋図

主鉄筋組立図

上面

下面

注 意 事 項

3. 地面との高さを調整する為に弁台の高さについ

1. この標準図は道路に埋設するD400～D600㎜のパ

イプラインに適用する。

品質及び性能を有するものを使用する。

種 　別

鉄筋コンクリート

σ28 S L Gmax

21 25
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

無筋コンクリート 18 8±2.5 40
N

2
mm

mmcm

2. マンホ－ル斜壁はJISA－5372及びこれに準ずる

径
荷重

Ｔ－１０

Ｔ－１４

Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２

R3,4,5,6,7,8
R11,12,13,14,15
R3,4,7,8
R11,12,13,14,15

R1,2,10

R1,2,10

R9

R9R5,6

2021.10

ては、監督職員と協議すること。

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

11. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

12. 設計変更は、規格毎の設置カ所数の増減による。

とする。

様書による。

9. マンホ－ル斜壁及び鉄蓋はモルタルで固定する。

る。

7. 空気弁の配管は図面番号A－55によることを原則

とする。

本管とT字管の取付は配管図等による。

6. 空気弁の規格及びT字管の規格は特記仕様書によ

8. マンホ－ル鉄蓋、鉄わくの品質、規格は特記仕

10. 砂利類の品質、規格は特記仕様書による。

12±2.5

5. 鉄筋は異形鉄筋（SD295）とし、かぶりは5cm

4. コンクリ－ト仕様
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CL

空気弁設置標準図
空　気　弁

単　口 双　口
空気弁

制水弁32φ

FC 白ニップル32φ

FC白ソケット32φSGP φ75
両フランジ付直管

FC白チーズ75×32φ

上水用合フランジ2ヶ75φ

FC六角ニップル2ヶ75φ

空気弁用Ｔ字管

規　格 規　格

13φ 50φ

20φ 75φ

25φ

農業農村整備事業標準設計

工   種 パイプライン工

A - 55

区 分 かんぱい

設計番号

1980. 3

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

3. 配管材料は標準であるのでこれと異なる場合は

1. この標準図は空気弁の標準的な配管を示すもの

空気弁設置標準図

2. ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ径のD350㎜以下は単口空気弁、D400㎜

以上は、双口空気弁又は急排気弁を使用するが

承認を得ること。

A - 50

である。

A - 51

A - 52

、仕様の詳細については特記仕様書による。
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取付標準図

アングルバルブ

側　面　図

砂

利

類

基礎類

保護コンクリート
σ28=18 N/㎜２

アングルバルブφ40～65

h≧
10

0

H

60
0

CL

T Sチーズ

T Sフランジ

合フランジ
F C ソケット

ＳＧＰφ40～65

アングルバルブφ40～65

F Cニップル

平　面　図

300

30
0 ＡＧＶ－○○－○○

アングルバルブの略称

バルブ最大規格の略号

（ＡＮＧＬＥ　ＶＡＬＶＥ）

深さの略号

 ≧500

 
≧

5
0
0

H1

農業農村整備事業標準設計

工   種 パイプライン工

A - 60

区 分 かんぱい

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

3. 立上り管は配管用炭素鋼鋼管（JISG－3452）SGP

AGV－40－08～AGV－65－12

ア ン グ ル バ ル ブ

様書による。

2. 本管とT字管の取り付けは配管図等による。

を使用する。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

4. T字管と立上り管との接続は標準でありこれと異

なる場合は承認を得ること。

H　≦１２００

H　≦１０００

1HH

寸 　 法　  表 　 （㎜）

ＡＧＶ－○○－０８H　≦　８００

φ40～65

アングルバルブ規格 設 計 番 号
300

700

500ＡＧＶ－○○－１０

ＡＧＶ－○○－１２

2015. 4

1. アングルバルブの規格及びT字管の規格は特記仕

コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンクリ
ート標準使用基準」による。

7. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

8. 設計変更は、規格毎の設置カ所数の増減による。

6. 砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書による。

5. コンクリ－ト仕様
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農業農村整備事業標準設計

工   種 パイプライン工

A - 61

区 分 かんぱい

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番 ALVI－050－08～ALV2－100－12

アルファルファバルブ型給水栓

CL CL

CL
CL

200
350

450

22
5

b≧400
200

b/
2

200

b≧400

≒
30

0

20
0

h≧
40

0

VP φ50～100

鉄筋コンクリート製桝

アルファルファバルブ型給水栓

σ28=18 N/㎜２

基礎コンクリート

H

450

≒
30

0

20
0

200
350

10
0

50
0

アルファルファバルブ型給水栓

ヒューム管φ350

VP φ50～100

H

アルファルファバルブ型給水栓

側　面　図

平　面　図

ＡＬＶ　○－○○○－○○

アルファルファバルブ型給水栓の略称

型の略号　１型→１,２型→２

（ＡＬＰＨＬＰＨ　ＶＡＬＶＥ）

深さＨの略号

１型

側　面　図

２型

平　面　図

バルブ規格の略号

注 意 事 項

る。

2. 本管とT字管の取付は配管図等による。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

3. 立上り管とT字管の接続は標準であり、これと異

なる場合は承認を得ること。

4. 鉄筋コンクリ－ト製桝は、図の寸法を満足するか

同等以上の性能を有するものを使用する。

（円形でもよい）

管とし、切管して使用する。

5. ヒュ－ム管は JISA－5372に規定するA型外圧１種

設 計 番 号アルファルファバルブ規格

φ50～100

H　≦　８００ ＡＬＶ○－○○○－０８

寸 　 法　  表 　 （㎜）
H

H　≦１０００

H　≦１２００

ＡＬＶ○－○○○－１０

ＡＬＶ○－○○○－１２

2015. 4

1. バルブ及びT字管の品質、規格は特記仕様書によ

コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンクリ
ート標準使用基準」による。

7. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

8. 設計変更は、規格毎の設置カ所数の増減による。

6. コンクリ－ト仕様
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断　面　図

水平スラストブロック　A型

B

H
10

0

50

D

基礎砂利

平　面　図

90°

SLB－○－○○○－○－○－○

スラストブロックの略号

設計水圧

土被り(0,6,10,…25)

基礎砂利の有無　有Ｆ・無Ｎ

パイプの径

型式の略号(A)

L1

L 1

L2

L 2

水平９０度 寸　法　表（１）

農業農村整備事業標準設計

工   種 パイプライン

A - 65

区 分 かんぱい

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 平面的に曲管とスラストブロックは、曲管の曲り

SLB-A-050-1-06-F～SLB-A-125-4-25-N

水平スラストブロックA型

の中心から左右に対称となるような位置に施工す

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

2. 管とスラストブロックのかぶりは、管頂と管側が

設 計 番 号
管 径

設計水圧

m m

D

M P a

土　　　被　　　り

0.6m 1.0m 1.2m 1.5m 2.0m 2.5m

B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2

SLB-A-050-1-0-0  0.10

50

75

100 

125 

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

300

300

300

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

400

400

300

300

300

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

400

500

300

300

300

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

400

450

300

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

400

400

300

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

400

400

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

50

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － －

300

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

400

400

－

300

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

－

300

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

－

300

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

－

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

－

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

－

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

－

300

300

300

400

400

400

400

－

300

300

300

400

400

400

400

－

300

300

300

400

400

400

400

－

300

300

400

400

－

300

300

400

400

－

300

300

400

400

－

－

0

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

0 0

0

00

－ － － － － － － －－ － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －－ － －

SLB-A-050-1.5-0-0

SLB-A-050-2-0-0  

SLB-A-050-4-0-0  

SLB-A-075-1-0-0  

SLB-A-075-1.5-0-0

SLB-A-075-2-0-0  

SLB-A-075-4-0-0  

SLB-A-100-1-0-0  

SLB-A-100-1.5-0-0

SLB-A-100-2-0-0  

SLB-A-100-4-0-0  

SLB-A-125-1-0-0  

SLB-A-125-1.5-0-0

SLB-A-125-2-0-0  

SLB-A-125-4-0-0  

(㎜)

2015. 4

コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンクリ
ート標準使用基準」による。

5. 出来形管理は規格毎の設置カ所数の増減による。

4. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書によ

る。

ること。

同程度になるように施工すること。

3. コンクリ－ト仕様
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断　面　図

水平スラストブロック　A型

B

H
10

0

50

D

基礎砂利

平　面　図

90°

水平９０度 寸　法　表（２）

L 2

L
2

L
1

L 1

SLB－○－○○○－○－○－○

スラストブロックの略号

設計水圧

土被り(0,6,10,…25)

基礎砂利の有無　有Ｆ・無Ｎ

パイプの径

型式の略号(A)

農業農村整備事業標準設計

工   種 パイプライン

A - 66

区 分 かんぱい

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 平面的に曲管とスラストブロックは、曲管の曲り

SLB-A-050-1-06-F～SLB-A-300-4-25-N

水平スラストブロックA型

の中心から左右に対称となるような位置に施工す

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

2. 管とスラストブロックのかぶりは、管頂と管側が

同程度になるように施工すること。

設 計 番 号
管 径

設計水圧

m m

D

M P a

土　　　被　　　り

0.6m 1.0m 1.2m 1.5m 2.0m 2.5m

B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2

SLB-A-150-1-0-0  0.10

150

200

250

300

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

500

600

500

500

500

600

500

500

600

700

600

600

700

900

600

700

900

900

500

600

0

0

0

0

0

0

0

250

0

0

0

300

0

0

50

550

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － －

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

－

500

500

500

500

500

600

600

600

800

600

600

900

－

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

700

－ － － －

500

500

500

600

600

600

600

－ －

500

500

600

600

－

500

500

600

600

－

500

500

600

600

－

200

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － －

100 0

0

00

－ － － － － － －－ － － － －

－ － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －－ － －

SLB-A-150-1.5-0-0

SLB-A-150-2-0-0  

SLB-A-150-4-0-0  

SLB-A-200-1-0-0  

SLB-A-200-1.5-0-0

SLB-A-200-2-0-0  

SLB-A-200-4-0-0  

SLB-A-250-1-0-0  

SLB-A-250-1.5-0-0

SLB-A-250-2-0-0  

SLB-A-250-4-0-0  

SLB-A-300-1-0-0  

SLB-A-300-1.5-0-0

SLB-A-300-2-0-0  

SLB-A-300-4-0-0  

500

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

600

500

500

500

500

500

500

750

600

600

900

600

600

650

1150 

500

600

500

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

600

500

600

500

500

500

500

500

500

700

600

600

900

600

600

600

900

0

0

500

500

500

500

500

500

500

500

600

600

800

600

600

600

600

600

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

900600

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

500

500

－

－

500

500

500

600

600

600

－

－

－

－

－－

－

－

500

700

0

500

500

500

600

600

600

600

500

(㎜)

0

2015. 4

ること。

コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンクリ
ート標準使用基準」による。

5. 出来形管理は規格毎の設置カ所数の増減による。

4. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書によ
　 る。

3. コンクリ－ト仕様
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断　面　図

水平スラストブロック　B型

B

H
10

0

50

D

基礎砂利

側　面　図

B

45
°

水平４５度 寸　法　表（１）

L 2

L
2

L 1

L
1

SLB－○－○○○－○－○－○

スラストブロックの略号

設計水圧

土被り(0,6,10,…25)

基礎砂利の有無　有Ｆ・無Ｎ

パイプの径

型式の略号(Ｂ)

農業農村整備事業標準設計

工   種 パイプライン

A - 67

区 分 かんぱい

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 SLB-B-050-1-06-F～SLB-B-125-4-25-N

水平スラストブロックB型

設 計 番 号
管 径

設計水圧

m m

D

M P a

土　　　被　　　り

0.6m 1.0m 1.2m 1.5m 2.0m 2.5m

B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2

SLB-B-050-1-0-0  0.10

50

75

100 

125 

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

300

300

300

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

400

400

300

300

300

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

400

400

210

280

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

90

120

90

90

90

90

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － －

210

210

210

210

210

280

280

－

300

300

300

300

400

400

400

400

400

－

300

300

300

300

400

400

400

400

400

－ －

300

300

300

300

400

400

400

400

－

300

300

300

300

400

400

400

400

－ －

300

300

400

400

－

300

300

400

400

－

210

210

－

300

300

400

400

－

300

300

400

400

－

210

210

－

－

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － －－ － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －－ － －

SLB-B-050-1.5-0-0

SLB-B-050-2-0-0  

SLB-B-050-4-0-0  

SLB-B-075-1-0-0  

SLB-B-075-1.5-0-0

SLB-B-075-2-0-0  

SLB-B-075-4-0-0  

SLB-B-100-1-0-0  

SLB-B-100-1.5-0-0

SLB-B-100-2-0-0  

SLB-B-100-4-0-0  

SLB-B-125-1-0-0  

SLB-B-125-1.5-0-0

SLB-B-125-2-0-0  

SLB-B-125-4-0-0  

90

90

90

90

90

90

90

120

120

120

120

120

120

120

210

210

210

210

210

210

210

280

280

280

280

280

280

280

300 300 210

－ － －

－ －－

－ －

400 400

90

90

90

90

90

90

－

－

120

120

120

120

120

120

280

280

－

280

280

－ －

－ －

400 400

210

210

210

210

280

280

90

90

90

90

120

120

120

120

120

120

280

280

280

280

－ －

－ － － － － －－ － － －

－

－ － － －

210

210

90

90

210

210

90

90

280

120

120

280

280

120

120

280

－ － － －－ － －

－ － － －

280120

280120

280120

280120

－ － － －

(㎜)

2015. 4

1. 管路とスラストブロックのかぶりは、管頂と管側
　 が同程度になるように、施工すること。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンクリ
ート標準使用基準」による。

3. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書によ
　 る。

4. 出来形管理は規格毎の設置カ所数の増減による。

S L

2. コンクリ－ト仕様
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断　面　図

水平スラストブロック　B型

B

H
10

0

50

D

基礎砂利

平　面　図

B

45
°

水平４５度 寸　法　表（２）

L 2

L
2

L 1

L
1

SLB－○－○○○－○－○－○

スラストブロックの略号

設計水圧

土被り(0,6,10,…25)

基礎砂利の有無　有Ｆ・無Ｎ

パイプの径

型式の略号(Ｂ)

農業農村整備事業標準設計

工   種 パイプライン

A - 68

区 分 かんぱい

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 SLB-B-050-1-06-F～SLB-B-300-4-25-N

水平スラストブロックB型

設 計 番 号
管 径

設計水圧

m m

D

M P a

土　　　被　　　り

0.6m 1.0m 1.2m 1.5m 2.0m 2.5m

B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2

SLB-B-150-1-0-0  0.10

150

200

250

300

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

500

600

500

500

500

500

500

500

500

700

600

600

600

800

600

600

600

900

350

420

150

200

180

180

180

280

180

180

180

280

150 150

180

150

150

150

150

180

180

180

180

150

150

180

150

150

180

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － －

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

－

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

－

350

420

－ － － －

500

500

600

600

600

600

－ －

500

500

600

600

－

500

500

600

600

－

350

350

420

420

－

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － －

180 180

－ － － － － － －－ － － － －

－ － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －－ － －

SLB-B-150-1.5-0-0

SLB-B-150-2-0-0  

SLB-B-150-4-0-0  

SLB-B-200-1-0-0  

SLB-B-200-1.5-0-0

SLB-B-200-2-0-0  

SLB-B-200-4-0-0  

SLB-B-250-1-0-0  

SLB-B-250-1.5-0-0

SLB-B-250-2-0-0  

SLB-B-250-4-0-0  

SLB-B-300-1-0-0  

SLB-B-300-1.5-0-0

SLB-B-300-2-0-0  

SLB-B-300-4-0-0  

500

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

600

350

350

350

350

350

350

400

420

420

520

420

420

420

520

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

700

350

500

500

500

500

600

600

600

600

500

500

500

500

600

600

600

600

600600

350

350

350

350

420

420

420

420

420

－

－

500

500

600

600

600

－

－

－

－

－－

－

－

600

350

350

420

150

150

150

150

150

150

150 350

150 350

150 350

150 350

150 350

180 420

180 420

180 420

180 420

180 420

180 420

－ － － －－ － －

－ － － －－ － －

－ － － －－ － －

－ － － －－ － －

150 350

150 350

150 350

150 350

150 350

180 420

180 420

180 420

180 420

180 420

－－ － －

－－ － －

－－ － －

180 420

180 420

180 420

－－ －－

－－ －－

(㎜)

2015. 4

1. 管路とスラストブロックのかぶりは、管頂と管側
　 が同程度になるように、施工すること。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンクリ
ート標準使用基準」による。

S L

3. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書によ
　 る。

4. 出来形管理は規格毎の設置カ所数の増減による。

2. コンクリ－ト仕様
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断　面　図

水平スラストブロック　C型

B

H
10

0

50

D

基礎砂利

平　面　図

22
.5

°

B

水平２２．５度 寸　法　表（１）

L 2
L 2

L 1

L 1

SLB－○－○○○－○－○－○

スラストブロックの略号

設計水圧

土被り(0,6,10,…25)

基礎砂利の有無　有Ｆ・無Ｎ

パイプの径

型式の略号(Ｃ)

農業農村整備事業標準設計

工   種 パイプライン

A - 69

区 分 かんぱい

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 SLB-C-050-1.5-06-F～SLB-C-12-4-25-N

水平スラストブロックC型

設 計 番 号
管 径

設計水圧

m m

D

M P a

土　　　被　　　り

0.6m 1.0m 1.2m 1.5m 2.0m 2.5m

B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2

50

75

100 

125 

0.15

0.20

0.40

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

300

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

400

400

300

300

300

300

300

300

400

400

400

400

400

400

400

400

240

300

300

300

300

400

400

400

400

400

300

300

300

300

400

400

400

400

400

160

120

120

180

300

300

400

400

400

400

300

300

400

400

400

400

300

300

400

400

300

300

400

400

300

300

400

400

300

300

400

400

180

180

400

400

400

400

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － －－ － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －－ － －

SLB-C-050-1.5-0-0

SLB-C-050-2-0-0  

SLB-C-050-4-0-0  

SLB-B-075-1.5-0-0

SLB-C-075-2-0-0  

SLB-C-075-4-0-0  

SLB-C-100-1-0-0  

SLB-C-100-1.5-0-0

SLB-C-100-2-0-0  

SLB-C-100-4-0-0  

SLB-C-125-1-0-0  

SLB-C-125-1.5-0-0

SLB-C-125-2-0-0  

SLB-C-125-4-0-0  

180

－ － －

－ －－

－ －

400 400

120

－

－

160 240

－

－ －

－ －

180120

160 240

－ －

－ － － － － －－ － － －

－

－ － － －

180120

180120

240160

240160

－ － － －－ － －

－ － － －

240160

240160

240160

240160

－ － － －

120

120

120

120

120

120

180

180

180

180

180

240160

240160

240160

240160

240160

240160

240160

－ － － －

－ － － －

180120

180120

180120

160 240

160 240

160 240

160 240

160 240

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

180120

160 240

160 240

160 240

－ －－ － －

－ －－ － －

－ －－ － －

－ －－ － －

－ － － －－ － －

－ － － －－ － －

(㎜)

2015. 4

1. 管とスラストブロックのかぶりは、管頂と管側が
　 同程度になるように、施工すること。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

S L

コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンクリ
ート標準使用基準」による。

3. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書によ
　 る。

4. 出来形管理は規格毎の設置カ所数の増減による。

2. コンクリ－ト仕様
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断　面　図

水平スラストブロック　C型

B

H
10

0

50

D

基礎砂利

平　面　図

22
.5

°

B

水平２２．５度 寸　法　表（２）

L 2
L 2

L 1

L 1

SLB－○－○○○－○－○－○

スラストブロックの略号

設計水圧

土被り(0,6,10,…25)

基礎砂利の有無　有Ｆ・無Ｎ

パイプの径

型式の略号(Ｃ)

農業農村整備事業標準設計

工   種 パイプライン

A - 70

区 分 かんぱい

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 SLB-C-050-1-06-F～SLB-C-300-4-25-N

水平スラストブロックC型

設 計 番 号
管 径

設計水圧

m m

D

M P a

土　　　被　　　り

0.6m 1.0m 1.2m 1.5m 2.0m 2.5m

B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2B H L1 L2

SLB-C-150-1-0-0  0.10

150

200

250

300

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

0.10

0.15

0.20

0.40

500

600

500

500

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

600

600

300

360

200

240

200

200

240

200

200

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － －

500

500

500

500

600

600

600

600

600

－

500

500

500

500

600

600

600

600

600

－ － － － －

500

500

600

600

－ －

500

500

600

600

－

500

500

600

600

－ －

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －－ － － － －

－ － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －－ － －

SLB-C-150-1.5-0-0

SLB-C-150-2-0-0  

SLB-C-150-4-0-0  

SLB-C-200-1-0-0  

SLB-C-200-1.5-0-0

SLB-C-200-2-0-0  

SLB-C-200-4-0-0  

SLB-C-250-1-0-0  

SLB-C-250-1.5-0-0

SLB-C-250-2-0-0  

SLB-C-250-4-0-0  

SLB-C-300-1-0-0  

SLB-C-300-1.5-0-0

SLB-C-300-2-0-0  

SLB-C-300-4-0-0  

500

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

600

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

300

500

500

500

600

600

600

500

500

500

600

600

600

600600

300

360

－

－

500

500

600

－

－

－

－

－－

－

－

600

300

300

200 300

240 360

－ － － －－ － －

－ － － －－ － －

－ － － －－ － －

－ － － －－ － －

200 300

240 360

－－ － －

－－ － －

－－ － －

240 360

240 360

－－ －－

－－ －－

300200

300200

300200

300200

300200

300200

300200

360240

360240

360240

360240

360240

360240

360240

200 300

200 300

200 300

200 300

240 360

240 360

240 360

240 360

240 360

－－ － －

－－ － －

－－ － －

200 300

200 300

200 300

240 360

240 360

240 360

240 360

－－ － －

－－ － －

200 300

200 300

240 360

240 360

240 360

－ － －－

－ － －－

200 300

200 300

240 360

240 360

(㎜)

2015. 4

1. 管とスラストブロックのかぶりは、管頂と管側が
　 同程度になるように、施工すること。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

S L

コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンクリ
ート標準使用基準」による。

3. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書によ
　 る。

4. 出来形管理は規格毎の設置カ所数の増減による。

2. コンクリ－ト仕様
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側　面　図 断　面　図

鉛直下向きスラストブロック　D型

B

H
10

0

50

D

基礎砂利

H

45
°

鉛直４５度 寸　法　表

L 1

L 2

SLB－○－○○○－○－○－○

スラストブロックの略号

設計水圧

土被り(0,6,10,…25)

基礎砂利の有無　有Ｆ・無Ｎ

パイプの径

型式の略号(Ｄ)

農業農村整備事業標準設計

工   種 パイプライン

A - 71

区 分 かんぱい

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 SLB-D-050-4-06-F～SLB-D-300-4-10-N

鉛直スラストブロックＤ型

設 計 番 号
管 径

設計水圧

m m

D

M P a

土　　　被　　　り

0.6m 1.0m 1.2m 1.5m 2.0m 2.5m

SLB-D-050-4-0-0  0.40

 75SLB-D-075-4-0-0  

SLB-D-100-4-0-0  

SLB-D-125-4-0-0  

SLB-D-150-4-0-0  

SLB-D-200-4-0-0  

SLB-D-250-4-0-0  

SLB-D-300-4-0-0  

100

125

150

200

250

300

 50

0.40

0.40

0.40

0.40

0.40

0.40

0.40

B H L1 L2 B H L1 L2 B H L1 L2 B H L1 L2 B H L1 L2 B H L1 L2

300 300 300150

300 300 300150

400 400 300150

500 500 300150

600 600 300150

400 400 300150

500 500 300150

600 600 300150

300 300 300150

300 300 300150

400 400 300150

500 500 300150

600 600 300150

400 400 300150

500 500 300150

600 600 300150

300 300 300150

300 300 300150

400 400 300150

500 500 300150

400 400 300150

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－ － － － －－ － － －

－ － － － －－ － － －

－ － － － －－ － － －

(㎜)

2015. 4

1. 管とスラストブロックのかぶりは、管頂と管側が
　 同程度になるように、施工すること。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンクリ
ート標準使用基準」による。

3. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書によ
　 る。

4. 出来形管理は規格毎の設置カ所数の増減による。

2. コンクリ－ト仕様
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H

B

H
10

0

50

D

基礎砂利

45°

側　面　図 断　面　図

鉛直上向きスラストブロック　E型

鉛直４５度 寸　法　表

L 1

L 2

SLB－○－○○○－○－○－○

スラストブロックの略号

設計水圧

土被り(0,6,10,…25)

基礎砂利の有無　有Ｆ・無Ｎ

パイプの径

型式の略号(Ｅ)

農業農村整備事業標準設計

工   種 パイプライン

A - 72

区 分 かんぱい

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 SLB-E-050-1.5-06-F～SLB-E-300-4-25-N

鉛直スラストブロックE型

設 計 番 号
管 径

設計水圧

m m

D
M P a

0.6m 1.0m 1.2m 1.5m 2.0m 2.5m

土　　　被　　　り

B H L1 L2 B H L1 L2 B H L1 L2 B H L1 L2 B H L1 L2 B H L1 L2
SLB-E-050-1.5-0-0  

0.20 50
300 300 300150

SLB-E-050-2-0-0   
SLB-E-050-4-0-0   
SLB-E-075-1.5-0-0  
SLB-E-075-2-0-0   
SLB-E-075-4-0-0   
SLB-E-100-1.5-0-0  
SLB-E-100-2-0-0   
SLB-E-100-4-0-0   
SLB-E-125-1.5-0-0  
SLB-E-125-2-0-0   
SLB-E-125-4-0-0   
SLB-E-150-1.5-0-0  
SLB-E-150-2-0-0   
SLB-E-150-4-0-0   
SLB-E-200-1.5-0-0  
SLB-E-200-2-0-0   
SLB-E-200-4-0-0   
SLB-E-250-1.5-0-0  
SLB-E-250-2-0-0   
SLB-E-250-4-0-0   
SLB-E-300-2-0-0   
SLB-E-300-4-0-0   

 75

100

125

150

200

300

250

0.40
0.20
0.15

0.20
0.40
0.20
0.15

0.20
0.40
0.20
0.15

0.20
0.40
0.20
0.15

0.20
0.40
0.20
0.15

0.20
0.40
0.20
0.15

0.20
0.40
0.20
0.15

0.40
0.20

300 300 300150
300 300 300150
300 300 300150
300 300 300150
300 300 300150
400 400 300150
400 400 300150
400 400 300150
400 400 300150
400 400 300150
400 400 400200
500 500 300150
500 500 300150

500 500 300150

600 600 400200
500 500 800400

500250
1000 500
800400
1500 750

500 500 500250

500 500 400200

600 600
600 600
600 600
600 600

300 300 300150
300 300 300150

300 300 300150

400 400 300150
400 400 300150

400 400 300150
400 400 300150

500 500 300150
500 500 400200

500 500 300150
500 500 600300

600 600 400200
600 600 800400

1100 550600 600

300 300 300150

300 300 300150

400 400 300150

400 400 300150

300 300 300150

300 300 300150

400 400 300150

400 400 300150

500 500 300150

500 500 500250

600 600 700350

1000 600 600 500

500 500 300150

500 500 500250

600 600 600300

900600 600 450

300 300 300150

300 300 300150

400 400 300150

400 400 300150

500 500 300150

500 500 400200

600 600 500250

700600 600 350

400 400 300150

500 500 300150

500 500 300150

600 600 400200

600600 600 300

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － － － － － －－ － － － － －

－ － － － － － － － －－ － － － － － － －－ － － － －－ － － － － －

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － － －－ － － － － －

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － － －－ － － － － －

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － － －－ － － － － －

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － － －－ － － － － －

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － － －－ － － － － －

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － － －－ － － － － －

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － － －－ － － － － －

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － －－ － －

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － －－ － －

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － －－ － －

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － －－ － －

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － －－ － －

－ － － － － － － － － －－ － － － － － －－－ －－－ － － －－ － －

－ －－－－ －－

－

－－－－ －－

－ －－－－ －－

(㎜)

2015. 4

1. 管とスラストブロックのかぶりは、管頂と管側が
　 同程度になるように、施工すること。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

S L

コンクリートの仕様の詳細は、「レディミクストコンクリ
ート標準使用基準」による。

3. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書によ
　 る。

4. 出来形管理は規格毎の設置カ所数の増減による。

2. コンクリ－ト仕様
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農業農村整備事業標準設計図
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ほ　　場　　整　　備　　編
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農業農村整備事業標準設計図
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畦畔Ａ型

畦畔工

30
0

300

h≦
30

01:
0.

5 1:0.5

(500)

畦畔Ｂ型

30
0

300

30
0＜

h≦
10

00

1:
0.

5
1:1.0

(500)

畦畔Ｃ型

30
0

300

h＞
10

00

1:
0.

5

1:1.2～
1.5

(500)

300
(500)

h≧
30
0 農業農村整備事業標準設計

工   種 畦 畔 工

C - 01

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

4. 出来形管理は、断面について行う。

6. 畦畔の上幅の標準は30cmとする。ただし、現場条　

1. 畦畔の高さは高位部田面高より30cmとする。

2. 外法勾配は田差により決定し施工する。

3. 畦畔C型施工の場合、外法勾配及びh´の選定にあ

たっては、監督員の指示による。

件等を勘案し50cmとすることもできるが、その場

畦　畔　工

5. 変更は整地面積の増減により行う。

2012. 4

合には、特記仕様書に明示すること。
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素掘用水路（両溝畔）

h≧
30

0

300

1:
1.
0

(500)
300

1:
1.
0

(500)

30
0

田面

300

ＵＣ０－Ｄ－○

h≧
30

0

300

1:
1.
0

(500)
300

1:
1.
0

(500)

40
0

田面

300

10
0

素掘用水路（両溝畔）

ＵＣ１－Ｄ－○

h≧
30

0

300

1:
1.
0

(500)
300

1:
1.
0

(500)

50
0

田面

300

20
0

素掘用水路（両溝畔）

ＵＣ２－Ｄ－○

h≧
30
0 300

1:
1.
0

300

1:
1.
0

(500)

60
0田面

300

30
0

素掘用水路（両溝畔）

ＵＣ３－Ｄ－○

h≧
30

0

300

1:
1.
0

(500)

1:
1.
0

30
0

田面

300

h≧
30

0

300

1:
1.
0

(500)

1:
1.
0

40
0

田面

300

10
0

素掘用水路（片溝畔）

ＵＣ１－Ｓ－○

h≧
30

0

300

1:
1.
0

(500)

1:
1.
0

50
0田面

300

20
0

素掘用水路（片溝畔）

ＵＣ２－Ｓ－○

h≧
30
0

300

1:
1.
0

1:
1.
0

60
0

300

30
0

素掘用水路（片溝畔）

ＵＣ３－Ｓ－○

田面

ＵＣ ○－○－○

田面からの深さ

素掘用水路の略称

( UNLINED  IRRIGATION  CANAL )

溝畔上幅を50㎝とする場合にW

S片溝畔 D両溝畔 N無溝畔

素掘用水路（無溝畔）

1:
1.
0

30
0

300

ＵＣ３－Ｎ

(500)

素掘用水路（片溝畔）

ＵＣ０－Ｓ－○

(500)

農業農村整備事業標準設計

工   種 用水路工

C - 03

区 分 ほ場整備

設計番号

1995. 6

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

4. 設計変更は規格毎の延長の増減により行う。

5. 溝畔の上幅の標準は30cmとする。ただし、現場条　

1. 溝畔高さは田面から30cm以上とする。

2. 断面は耕区中央で設計値を満し、前後の取付は現

件等を勘案し50cmとすることもできる。

素掘り用水路

地に適合した勾配で施工する。

3. 出来形管理は、断面と延長する。

UCO－D ～ UC3－N
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農業農村整備事業標準設計

工   種 用水路工

C - 04

区 分 ほ場整備

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

鉄筋コンクリ－ト

BF－030－S ～ BF－100－N－W

ベンチフリュ－ム水路

h≧
30
0

300

1:
1.
0

(500)

田面

300
(500)

B

≒B+100

h≧
30

0

300

1:
1.
0

(500)

田面

≧300
(500)

B

1:
1.
0

道路

≒B+100

≦300

1:1.0

1:1.0

田面

h≧
30

0
300

1:
1.
0

(500)

H

田面

≧300
(500)

B

≒B+100

道路

1:
1.
0

均し砂

　≧300
(500)

≧300
(500)

B

≒B+100

H

H

H

Bd

H

B 1

e
鉄筋コンクリートベンチフリューム水路（両溝畔）

ＢＦ－○○○－Ｄ－○

鉄筋コンクリートベンチフリューム水路（片溝畔）

ＢＦ－○○○－Ｓ－○

鉄筋コンクリートベンチフリューム水路（無溝畔）

ＢＦ－○○○－Ｎ－○

鉄筋コンクリート
ベンチフリューム寸法図

ＢＦ－○○○－○－○

S片溝畔

ベンチフリューム水路の略称

( CONCRETE  BENCH  FLUME )

溝畔上幅を50cmにする場合にW

D両溝畔 N無溝畔

ベンチフリューム規格の略号

側壁頂部に縁をつけてもよい。その形状寸法は規定しない。

注 意 事 項

設 計 番 号
断 面 寸 法 （㎜）

BF － 030 － ○

BF － 035 － ○

BF － 040 － ○

BF － 045 － ○

BF － 050 － ○

BF － 055 － ○

BF － 060 － ○

BF － 065 － ○

BF － 070 － ○

BF － 080 － ○

BF － 090 － ○

BF － 100 － ○

300 200 260 30 40

B H B1 d e

350 235 300 35 45

400 260 345 40 50

500 320 435 45 55

450 295 390 40 50

550 355 475 45 60

600 380 520 45 60

650 415 565 45 65

700 440 610 50 70

800 490 695 50 75

1000 600 875 55 90

900 550 785 55 85

2015. 4

1. 鉄筋コンクリ－トベンチフリュ－ムは JISA-5372
　 及びこれに準ずる品質及び性能を有するものを使
　 用する。

2. ベンチフリュ－ムを布設する掘削面は均し砂を使
　 用して、不陸整正を行うこと。

3. 小用水路については、所定の溝畔を確保し現地に
　 適合した施工をする。

4. 構造物との接続により製品延長に微数を生じた場
　 合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は
　 監督職員の指示による。

5. 出来形管理は、断面と延長する。

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

7. 溝畔の上幅の標準は30cmとする。ただし、現場条
　 件等を勘案し50cmとすることもできる。
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農業農村整備事業標準設計

工   種 用水路工

C - 05

区 分 ほ場整備

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

複水路型鉄筋コンクリ－ト

BFD－050－30 ～ BFD－100－50－W

ベンチフリュ－ム水路

(500)
≧300
(500)

B

道路

1:
1.
0

均し砂

≒300B 1300
(500)

h≧
30

0

1:
1.
0

田面

均し砂

≒B+100 ≒B+100

H
1

H

支　用

複水路型鉄筋コンクリートベンチフリューム水路

ＢＦＤ－○○○－○

小　用

ＢＦＤ－○○○－○○－○

複水路型ベンチフリューム水路の略称

( CONCRETE  BENCH  FLUME DOUBLE )

溝畔上幅を50cmにする場合にW

支用ベンチフリューム規格の略号

小用ベンチフリューム規格の略号

注 意 事 項

設 計 番 号

寸 　法　 表　 （㎜）

小用BF規格支用BF規格

500

300

B

320

H B1 H1

200
350 235
400 260
450 295
500 320
300 200
350 235
400 260
450 295
500 320
300 200
350 235
400 260
450 295
500 320
300 200
350 235
400 260
450 295
500 320
300 200
350 235
400 260
450 295
500 320
300 200
350 235
400 260
450 295
500 320
300 200
350 235
400 260
450 295
500 320
300 200
350 235
400 260
450 295
500 320

550 355

600 380

650 415

700 440

800 490

900 550

1000 600

BFD－050－30
BFD－050－35
BFD－050－40
BFD－050－45
BFD－050－50
BFD－055－30
BFD－055－35
BFD－055－40
BFD－055－45
BFD－055－50
BFD－060－30
BFD－060－35
BFD－060－40
BFD－060－45
BFD－060－50
BFD－065－30
BFD－065－35
BFD－065－40
BFD－065－45
BFD－065－50
BFD－070－30
BFD－070－35
BFD－070－40
BFD－070－45
BFD－070－50
BFD－080－30
BFD－080－35
BFD－080－40
BFD－080－45
BFD－080－50
BFD－090－30
BFD－090－35
BFD－090－40
BFD－090－45
BFD－090－50
BFD－100－30
BFD－100－35
BFD－100－40
BFD－100－45
BFD－100－50

2015. 4

1. 鉄筋コンクリ－トベンチフリュ－ムは JISA-5372
　 及びこれに準ずる品質及び性能を有するものを使
　 用する。

2. ベンチフリュ－ムを布設する掘消面は均し砂を使
　 用して、不陸整正を行うこと。

3. 縦断規定のない水路については耕区中央で設計値
　 を満し、前後の取付は、現地に適合した勾配で施
　 工する。

4. 構造物との接続により製品延長に端数を生じた場
　 合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は
　 、監督職員の指示による。

5. 出来形管理は、断面と延長とする。

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

7．溝畔の上幅の標準は30cmとする。ただし、現場条
　 件等を勘案し50cmとすることもできる。
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農業農村整備事業標準設計

工   種 付 帯 工

C - 05

区 分 ほ場整備

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

複水路型鉄筋コンクリ－ト

BFD－030 ～ BFD－100－W

ベンチフリュ－ム水路

≧300
(500)

道路

1:
1.
0

均し砂H

B300

1:
1.
01:1.0

1:
1.
0

h≧
30

0

田面

300300300300

30
0

(500)(500)

≒B+100

複水路型鉄筋コンクリートベンチフリューム水路

ＢＦＤ－○○○－○

複水路型ベンチフリューム水路の略称

( CONCRETE  BENCH  FLUME DOUBLE )

溝畔上幅を50cmとする場合にW

ＢＦＤ－○○○－○

ベンチフリューム規格の略号

注 意 事 項

設 計 番 号
BF規格(㎜)

B H

300 200

350 235

400 260

450 295

500 320

550 355

600 380

650 415

700 440

800 490

900 550

1000 600

BFD－030

BFD－035

BFD－040

BFD－045

BFD－050

BFD－055

BFD－060

BFD－065

BFD－070

BFD－080

BFD－090

BFD－100
2015. 4

1. 鉄筋コンクリ－トベンチフリュ－ムは JISA-5372
　 及びこれに準ずる品質及び性能を有するものを使
　 用する。

3. 縦断規定のない水路については耕区中央で設計値
　 を満し、前後の取付は、現地に適合した勾配で施
　 工する。

2. ベンチフリュ－ムを布設する掘消面は均し砂を使
　 用して、不陸整正を行うこと。

4. 構造物との接続により製品延長に端数を生じた場
　 合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は
　 、監督職員の指示による。

5. 出来形管理は、断面と延長とする。

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

7. 溝畔の上幅の標準は30cmとする。ただし、現場条
　 件等を勘案し50cmとすることもできる。
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農業農村整備事業標準設計

工   種 用水路工

C - 06

区 分 ほ場整備

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

既設素掘用水路鉄筋

BFK00－030 ～ BFK05－060

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾍﾞﾝﾁﾌﾘｭ-ﾑ水路

均し砂

≒B+100

H

B

B

H

≒B+100

Bd

HB 1

e

均し砂
50

10
0

既設素掘用水路鉄筋コンクリートベンチフリューム

素掘用水路にベンチフリュームを布設する水路の略称

( CONCRETE  BENCH  FLUME KISETSU )

ＢＦＫ　○○－○○○

田面からの深さの略号

ＢＦＫ００－○○○－○

ＢＦＫ０５－○○○－○

鉄筋コンクリート
ベンチフリューム寸法図

布設するベンチフリューム規格の略号

注 意 事 項

設 計 番 号
断  面 寸 法 （㎜）田面からの

深さ（cm）

0

05

BFK00  －  030

BFK00  －  035

BFK00  －  040

BFK00  －  045

BFK05  －  030

BFK05  －  035

BFK05  －  040

BFK05  －  045

BFK05  －  055

BFK05  －  060

BFK05  －  050

B H B d e

300 200 260 30 40

350 235 300 35 45

400 260 345 40 50

450 295 390 40 50

1

300 200

350 235

400 260

450 295

260 30 40

300 35 45

345 40 50

390 40 50

500 320 435 45 55

550 355 475 45 60

600 380 520 45 60

2015. 4

1. 鉄筋コンクリ－トベンチフリュ－ムは JISA-5372
　 及びこれに準ずる品質及び性能を有するものを使
　 用する。

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

2. ベンチフリュ－ムを布設する掘消面は均し砂を使
　 用して、不陸整正を行うこと。

3. 縦断規定のない水路については耕区中央で設計値
　 を満し、前後の取付は、現地に適合した勾配で施
　 工する。

4. 構造物との接続により製品延長に端数を生じた場
　 合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は
　 、監督職員の指示による。

5. 出来形管理は、断面と延長とする。
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ベンチフリューム水口工

平 面 図

ＢＦＷ－○○○

ベンチフリューム分水工の略称

ベンチフリュームの略号

角落とし用欠口

Ｌ

ａ ｈ Ｌ

設 計 番 号 呼び名

ＢＦＷ－０３０

ＢＦＷ－０３５

ＢＦＷ－０４０

ＢＦＷ－０４５

ＢＦＷ－０５０

ＢＦＷ－０５５

ＢＦＷ－０６０

３００

３５０

４００

６００

５５０

５００

４５０

３００

３５０

４００

６００

５５０

５００

４５０

２００

２３５

２６０

３８０

３５５

３２０

２９５

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

（ＢＥＮＣＨ　ＦＬＵＭＥ　ＤＩＶＩＳＩＯＮ　ＷＯＲＫ）

正 面 図

均 し 砂

１５０≦ａ１≦２００

ｈ

側 面 図

均 し 砂

ｈ

ａ

　≒ａ＋ｂ＋５０

田 面

用水路工

Ｃ－０７ ベンチフリューム水口工

ＢＦＷ－０３０～ＢＦＷ－０６０

ほ場整備

注 意 事 項

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分工 　 種

秋　田　県

関
連
図
番

ｄ

３０

３５

４０

４０

４５

４５

４５

寸 　 法 　 表 （㎜）

ｂ≧１５０ ｄ

２０１５．４

１．ＪＩＳＡ５３７２及びこれに準ずる品質及び性
　　能を有する鉄筋コンクリートベンチフリューム
　　に分水部を設けた製品とする。

２．分水部も鉄筋が挿入された製品であること。

３．ベンチフリューム水口工を布設する掘削面は、
　　均し砂を使用して不陸整正を行うこと。

４．縦断規定のない水路についても、十分水田にか
　　んがいできる高さをもつよう設置すること。

５．標準位置図に示す設置位置の変更は、監督職員
　　の指示による。

６．出来形管理は、規格毎の箇所数とする。

７．設計変更は、規格毎の箇所数の増減により行う。
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1:
1.
0

暫定素掘排水路

ＵＤＺ０７

1700

70
0

300

1:
1.
0

暫定素掘排水路

ＵＤＺ１０
2300

10
00

300

1:
1.
0

暫定素掘排水路

ＵＤＺ１２
2700

12
00

300
暫定素掘排水路の略称

( UNLINED  DRAINAGE  ZANTEI )

ＵＤＺ　○○

田面からの深さの略号
農業農村整備事業標準設計

工   種 排水路工

C - 10

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 UDZ07 ～ UDZ12

暫定素掘排水路

2012.4

1. この標準図は、鉄筋コンクリ－ト排水フリュ－ム
　 による装工が必要かどうか判定困難な為、暫定断
　 面で発注するものであり、掘削中監督職員の指示
　 により施工断面に変更することもある。

2. 溝畔盛土用土を必要とする場合は、近くに集積し
　 ておくものとする。

3. この断面には、法面の仕上げは含まない。

4. 出来形管理は、断面と延長とする。

5. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。
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1:
1.
0

素掘排水路（両溝畔）

ＵＤ０７－Ｄ－○

300

1:
1.
0

h≧
30

0

h≧
30

0

70
0

1700 ≧300300
(500)

300 300
(500)

1:
1.
0

素掘排水路（両溝畔）

ＵＤ１０－Ｄ－○

300

1:
1.
0

h≧
30

0

h≧
30

02300 300
(500)

300
(500)

300 ≧300

10
00

1:
1.
0

素掘排水路（両溝畔）

ＵＤ１２－Ｄ－○

300

1:
1.
0

h≧
30
0

h≧
30
0

2700

12
00

≧300 300
(500)

300
(500)

300

1:
1.
0

素掘排水路（片溝畔）

ＵＤ０７－Ｓ－○

300

1:
1.
0

h≧
30

0

70
0

1700300
(500)

300

1:
1.
0

素掘排水路（片溝畔）

ＵＤ１０－Ｓ－○

300

1:
1.
0

h≧
30

0

10
00

300
(500)

300 2300

1:
1.
0

素掘排水路（片溝畔）

ＵＤ１２－Ｓ－○

300

1:
1.
0

h≧
30
0

12
00

300
(500)

300 2700

ＵＤ　○○－○－○

素掘り排水路の略称

( UNLINED  DRAINAGE )

溝畔上幅を50cmとする場合にW

S片溝畔 D両溝畔 N無溝畔

田面からの深さの略号

農業農村整備事業標準設計

工   種 排水路工

C - 11

区 分 ほ場整備

設計番号

1995. 6

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

4. 設計変更は規格毎の延長の増減により行う。

5. 溝畔の上幅の標準は30cmとする。ただし、現場条　

1. 溝畔高さは田面から30cm以上とする。

2. 断面は耕区中央で設計値を満し、前後の取付けは

件等を勘案し50cmとすることもできる。

素掘り排水路（1）

現地に適合した勾配で施工する。

3. 出来形管理は、断面と延長とする。

UD07－D ～ UD12－S－W
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1:
1.
0

素掘排水路（無溝畔）

ＵＤ０７－Ｎ

1700

70
0

300

1:
1.
0

素掘排水路（無溝畔）

ＵＤ１０－Ｎ

2300

10
00

300
素掘排水路（無溝畔）

ＵＤ１２－Ｎ

2700

12
00

300

ＵＤ ○○－Ｎ

素掘排水路の略称

( UNLINED  DRAINAGE )

無溝畔

排水路深さの略号

農業農村整備事業標準設計

工   種 排水路工

C - 11

区 分 ほ場整備

設計番号

1979. 3

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

3. 設計変更は規格毎の延長の増減により行う。

1. 断面は耕区中央で設計値を満し、前後の取付けは

素掘り排水路（2）

現地に適合した勾配で施工すること。

2. 出来形管理は、断面と延長とする。

UD07－N ～ UD12－N
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1:
1.
0

1:
1.
0

H 70
0

h≧
30

0

h≧300

300 B 300
≧1000-H

300300
=1000-H

(500)

鉄筋コンクリート排水フリューム（両溝畔）

ＤＦ０７－○○○－Ｄ－○－○

1:
1.
0

1:
1.
0

H 10
00

ＤＦ１０－○○○－Ｄ－○－○

鉄筋コンクリート排水フリューム（両溝畔）

300 B 300

h≧
30

0

h≧
30

0

(500)
300300

≧1300-H=1300-H

1:
1.
0

1:
1.
0

H

12
00

ＤＦ１２－○○○－Ｄ－○－○

鉄筋コンクリート排水フリューム（両溝畔）

h≧
30
0

h≧
30
0

300 =1500-H B 300≧1500-H300300
(500)

1:
1.
0

1:
1.
0

H 70
0

h≧
30

0

300 B 300300
=1000-H

(500)

鉄筋コンクリート排水フリューム（片溝畔）

ＤＦ０７－○○○－Ｓ－○－○

1:
1.
0

1:
1.
0

H 10
00

ＤＦ１０－○○○－Ｓ－○－○

鉄筋コンクリート排水フリューム（片溝畔）

300 B

h≧
30

0

(500)
300300

=1300-H

1:
1.
0

1:
1.
0

H

12
00

ＤＦ１２－○○○－Ｓ－○－○

鉄筋コンクリート排水フリューム（片溝畔）

h≧
30
0

300 =1500-H B 300300
(500)

ＤＦ　○○－○○○－○－○－○

鉄筋コンクリート排水フリュームの略称

( DRAINAGE  FLUME )

溝畔上幅を50cmとする場合にW

田面からの深さの略号

排水フリューム規格の略号

S：片溝畔 D：両溝畔 N：無溝畔

基礎類　有 F  無 N

農業農村整備事業標準設計

工   種 排水路工

C - 12

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

1. 排水フリュ－ムの種類、規格、許容モ－メントは

鉄筋コンクリ－ト

5. 出来形管理は、断面と延長とする。

2. 溝畔高さは、田面から30cm以上とする。

3. 小排水路については、耕区の中央で所定の断面を

満たし、現地に適合した施工をする。

4. 構造物との接続により製品延長に端数を生じた場

合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は

排水フリュ－ム水路（1）

C - 14

DF07－504－D－F ～ DF12－910－S－W－N

2021.10

特記仕様書による。

、監督職員の指示による。

7. 溝畔の上幅の標準は30cmとする。ただし、現場条　

件等を勘案し50cmとすることもできる。
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鉄筋コンクリート排水フリューム（無溝畔）

ＤＦ０７－○○○－Ｎ－○

1:
1.
0

H 10
00

1:
1.
0

H 70
0

B 300

300

=700-H

鉄筋コンクリート排水フリューム（無溝畔）

ＤＦ１０－○○○－Ｎ－○

B 300

300

=1000-H

1:
1.
0

H 12
00

300

鉄筋コンクリート排水フリューム（無溝畔）

ＤＦ１２－○○○－Ｎ－○

B 300=1200-H

ＤＦ　○○－○○○－Ｎ－○

鉄筋コンクリート排水フリュームの略称

( DRAINAGE  FLUME )

無溝畔

田面からの深さの略号

排水フリューム規格の略号

基礎類　有 F  無 N

農業農村整備事業標準設計

工   種 排水路工

C - 12

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

5. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

1. 排水フリュ－ムの種類、規格、許容モ－メントは

鉄筋コンクリ－ト

4. 出来形管理は、断面と延長とする。

DF07－504－N－F ～ DF12－910－N－N

2. 小排水路については、耕区の中央で所定の断面を

満たし、現地に適合した施工をする。

3. 構造物との接続により製品延長に端数を生じた場

合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は

排水フリュ－ム排水路（2）

C - 14

2021.10

特記仕様書による。

、監督職員の指示による。
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農業農村整備事業標準設計

工   種 排水路工 区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

H

B

1:
1.
0

h≧
30

0
500

1:1.2

500500

70
0

H

B 500

1:
1.
0

h≧
30

0

1:1.2

500500
10

00

H

B 500

1:
1.
0

h≧
30
0

1:1.2

500 500

12
00

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

1. 排水フリュ－ムの種類、規格、許容モ－メントは

5. 出来形管理は、断面と延長とする。

2. 溝畔高さは、田面から30cm以上とする。

4. 構造物との接続により製品延長に端数を生じた場

合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は

特記仕様書による。

、監督職員の指示による。

1:
1.
2

1:
1.
2

2 m

500

1:
1.
2

1:
1.
2

※法長が２ｍを超える場合は小段を設ける

鉄筋コンクリート排水フリューム（片溝畔）

ＤＦ０７－○○○－Ｓ－Ｍ－○

鉄筋コンクリート排水フリューム（片溝畔）

鉄筋コンクリート排水フリューム（片溝畔）

ＤＦ１０－○○○－Ｓ－Ｍ－○

ＤＦ１２－○○○－Ｓ－Ｍ－○

3. 水路の深さについては、耕区の平均的な位置で所

定の断面を満たすこととする。

C - 12
C - 14 鉄筋コンクリ－ト

排水フリュ－ム水路（3）

DF07-504-S-M-F ～ DF12-920-S-M-N

2021.10

ＤＦ　○○－○○○－Ｓ－Ｍ－○

基礎類　有 F  無 N

( DRAINAGE  FLUME )
鉄筋コンクリート排水フリュームの略称

田面からの深さの略号

排水フリューム規格の略号

片溝畔

溝畔上幅、水路ステップ幅 50cm
法勾配（水路側）1:1.2

とする。

とする。

7. 溝畔上幅、水路ステップ幅、小段幅の標準は50cm

8. 法長が2mを超える場合を基準に小段を設けること

9. 本標準図は、H29以降採択地区に適用する。
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農業農村整備事業標準設計

工   種 排水路工 区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

H

B

1:
1.
0

h≧
30

0
500

1:1.2

500500

70
0

H

B

1:
1.
2

500

1:
1.
0

h≧
30

0

1:1.2

500500
10

00

H

B

1:
1.
2

500

1:
1.
0

h≧
30
0

1:1.2

500 500

12
00

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

1. 排水フリュ－ムの種類、規格、許容モ－メントは

5. 出来形管理は、断面と延長とする。

2. 溝畔高さは、田面から30cm以上とする。

4. 構造物との接続により製品延長に端数を生じた場

合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は

特記仕様書による。

、監督職員の指示による。

鉄筋コンクリ－ト
排水フリュ－ム水路（4）

1:1.0 h≧
30

0

500

1:
1.
2

1:1.0 h≧
30

0

500

1:1.0 h≧
30
0

500

1:
1.
2

2 m

500

※法長が２ｍを超える場合は小段を設ける

鉄筋コンクリート排水フリューム（両溝畔）

ＤＦ０７－○○○－Ｄ－Ｍ－○

鉄筋コンクリート排水フリューム（両溝畔）

ＤＦ１０－○○○－Ｄ－Ｍ－○

鉄筋コンクリート排水フリューム（両溝畔）

ＤＦ１２－○○○－Ｄ－Ｍ－○

3. 水路の深さについては、耕区の平均的な位置で所

定の断面を満たすこととする。

C - 12
C - 14

DF07-504-D-M-F ～ DF12-920-D-M-N

2021.10

基礎類　有 F  無 N

( DRAINAGE  FLUME )
鉄筋コンクリート排水フリュームの略称

田面からの深さの略号

排水フリューム規格の略号

溝畔上幅、水路ステップ幅 50cm
法勾配（水路側）1:1.2

ＤＦ　○○－○○○－Ｄ－Ｍ－○

両溝畔

とする。

とする。

7. 溝畔上幅、水路ステップ幅、小段幅の標準は50cm

8. 法長が2mを超える場合を基準に小段を設けること

9. 本標準図は、H29以降採択地区に適用する。
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農業農村整備事業標準設計

工   種 排水路工 区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

H

B500 500

H

B 500500

H

B

1:
1.
2

500500

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

1. 排水フリュ－ムの種類、規格、許容モ－メントは

5. 出来形管理は、断面と延長とする。

2. 溝畔高さは、田面から30cm以上とする。

4. 構造物との接続により製品延長に端数を生じた場

合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は

特記仕様書による。

、監督職員の指示による。

鉄筋コンクリ－ト
排水フリュ－ム水路（5）

70
0

1:1.2

10
00

12
00

1:1.2

1:1.2

1:
1.
2

1:
1.
2

1:
1.
2

2 m

500

※法長が２ｍを超える場合は小段を設ける

鉄筋コンクリート排水フリューム（無溝畔）

ＤＦ０７－○○○－Ｎ－Ｍ－○

鉄筋コンクリート排水フリューム（無溝畔）

ＤＦ１０－○○○－Ｎ－Ｍ－○

鉄筋コンクリート排水フリューム（無溝畔）

ＤＦ１２－○○○－Ｎ－Ｍ－○

3. 水路の深さについては、耕区の平均的な位置で所

定の断面を満たすこととする。

C - 12
C - 14

DF07-504-N-M-F ～ DF12-920-N-M-N

2021.10

基礎類　有 F  無 N

( DRAINAGE  FLUME )
鉄筋コンクリート排水フリュームの略称

田面からの深さの略号

排水フリューム規格の略号

溝畔上幅、水路ステップ幅 50cm
法勾配（水路側）1:1.2

ＤＦ　○○－○○○－Ｎ－Ｍ－○

無溝畔

とする。

7. 水路ステップ幅、小段幅の標準は50cmとする。

8. 法長が2mを超える場合を基準に小段を設けること

9. 本標準図は、H29以降採択地区に適用する。
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既設素堀排水路コンクリート排水フリューム

ＤＦＫ０７－○○○－○

10
00

70
0

既設素堀排水路コンクリート排水フリューム

ＤＦＫ１０－○○○－○

12
00

ＤＦＫ　○○－○○○－○

素堀排水路に排水フリュームを布設する水路の略称

( DRAINAGE  FLUME  KISETSU )

田面からの深さの略号

布設する排水フリューム規格の略号

基礎類　有 F  無 N

H

250≦　≦500250≦　≦500

B

H

B

既設素堀排水路コンクリート排水フリューム

ＤＦＫ１２－○○○－○

250≦　≦500 250≦　≦500

H

B

250≦　≦500250≦　≦500

農業農村整備事業標準設計

工   種 排水路工

C - 13

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

5. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

1. この標準図は、素掘水路として完成した後、次年

既設素掘排水路ｺﾝｸﾘ-ﾄ

度以降必要に応じて施工を行う場合適用する。

4. 出来形管理は、断面と延長とする。

DFK07－504－F ～ DFK12－910－N

3. 構造物との接続により製品延長に微数を生じた場

合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は

排 水 フ リ ュ － ム

C - 11

2. 排水フリュ－ムの種類、規格、許容モ－メントは

C - 14

2021.10

特記仕様書による。

、監督職員の指示による。
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B

H

鉄筋コンクリート排水フリューム寸法図

ＤＦ　○○－○○○－○－○

鉄筋コンクリート排水フリュームの略称

( DRAINAGE  FLUME )

田面からの深さの略号

排水フリューム規格の略号

基礎類　有 F  無 N

S:片溝畔 D:両溝畔 N:無溝畔

農業農村整備事業標準設計

工   種 排水路工

C - 14

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

鉄筋コンクリ－ト

様書による。

DF07－504－D－F ～ DF12－920－N－N

排水フリュ－ム寸法図

C - 12

C - 13

2025.2

1. 鉄筋コンクリ－ト排水フリュ－ムの規格は特記仕

設 計 番 号
寸　 法 （㎜）

H B

500 DF　○○－504－○－○400

600 400

600 600

600 800

600

DF　○○－604－○－○

DF　○○－606－○－○

DF　○○－608－○－○

DF　○○－610－○－○

700

500

600

800

900

900

900

DF　○○－710－○－○

DF　○○－905－○－○

DF　○○－906－○－○

DF　○○－908－○－○

1000 

1000 
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ＲＢ　○○　○○－○－○

ほ場整備での道路の略称

道路上幅の略号

道路高さの略号

敷砂利の有無　有 G  無 N

耳芝の有無　無 N  片側 S  両側 D

道路工 （敷砂利無）

ＲＢ○○○○－Ｎ－○

H

B

道路工 （敷砂利有）

ＲＢ○○○○－Ｇ－○

H

B

10
0

農業農村整備事業標準設計

工   種 道 路 工

C - 20

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

道　　　　路

R B ○ ○ ○ ○

B-1000

2018.1

 1
:1
.0

(1
:1
.2
)

 1
:1
.0

(1
:1
.2
)

( ROAD  BANKING)

7. 設計変更は、幅員毎の延長の増減により行う。

1. 路面高さは、左右田面の高位部からとする。

6. 出来形管理は、断面と延長とする。

3. 横断形状は路面排水が良好となるよう施工する。

2. 道路延長方向の田差が大きく標準図によりがたい

4. 耳芝は人工芝とし幅7cmを使用する。

5. 敷砂利の種類、品質、規格は特記仕様書による。

8. 法勾配は排水路法面となる場合は1:1.2とし、その

　 他は1:1.0を基本とする。

場合は現地の状況に合わせて施工する。
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農業農村整備事業標準設計

工   種 付 帯 工

C - 25

区 分 ほ場整備

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番 DIS-030-05-S～DIS-050-10-N

素掘り用水路落差工（跳水型）
C - 26

15
00

150 150

15
00BF300～BF500型

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

BF300～BF500型B鉄筋コンクリートU型水路

コンクリートσ 28=18N/㎜ 2

60
0

150

2000

f 1

Hh

ec

300

200
300

L 1

L 2 2000

≒L

a

200 200

h

g

f 2

60
0

150

Hf

均し砂

均し砂

コンクリートσ 28=18N/㎜ 2200
（フリューム底版も

　　　コンクリート打設する）

（フリューム底版も

　　コンクリート打設する）

均し砂止　　水　　壁
（フリューム底版も

　　コンクリート打設する）

止　　水　　壁

FLOW

均し砂

上流水路標高

素掘用水路落差工（跳水型）
平　面　図

側　面　図

ＤＩＳ－○○○－○○－○

取付ベンチフリュームの規格の略号

適用最大落差の略号

素掘り用水落差工の略称

S:片溝畔 D:両溝畔 N:無溝畔

注 意 事 項

2015. 4

3

1. 構造物の位置、規格、落差は計画平面図による。

2. 水路計画高さは、監督職員の指示によること。

6. ベンチフリュ－ムを布設する掘削面は均し砂を
　 使用して、不陸整正を行うこと。使用量は100㎡
　 当り3m 程度とする。

3. 鉄筋コンクリ－トベンチフリュ－ムは JISA－
　 5372及びこれに準ずる品質及び性能を有するも
　 のを使用する。

4. 鉄筋コンクリ－ト水路は図示した断面と同等程
　 度とし、種類、規格は監督職員の承認を得るこ
　 と。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

7. 均し砂の材質は特記仕様書による。

8. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

9. 設計変更は、断面毎の設置カ所数の増減により
　 行う。

5. コンクリ－ト仕様
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ＤＩＳ－○○○－○○－○

取付ベンチフリュームの規格の略号

適用最大落差の略号

素掘用水落差工の略称

S:片溝畔 D:両溝畔 N:無溝畔

素掘用水路落差工（跳水型）寸法表

農業農村整備事業標準設計

工   種 付 帯 工

C - 26

区 分 ほ場整備

設計番号

1988. 3

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 DIS-030-05-S～DIS-050-10-N

素掘用水路落差工C - 25

（ 跳水型 ）寸法表

設 計 番 号
寸　　　  　法　  　　　表　　  　　（㎜）

落差（H f） L

ベンチフリ

ュ－ム規格 L1 L2 a c e f1 f2 g h鉄筋コンクリ－ト
U 型 水 路 規 格

幅   (B)

300
高   (H)

300
BF 300型

BF 350型

BF 400型

BF 450型

BF 500型

Hf≦ 500

500<Hf≦1000

Hf≦ 500

500<Hf≦1000

Hf≦ 500

500<Hf≦1000

Hf≦ 500

500<Hf≦1000

Hf≦ 500

500<Hf≦1000

DIS－030－05－○

DIS－030－10－○

DIS－035－05－○

DIS－035－10－○

DIS－040－10－○

DIS－045－05－○

DIS－045－10－○

DIS－050－05－○

DIS－050－10－○

DIS－040－05－○

360 360

400 400

450 450

600 500

600 600

7000 1000 2000 240

8900 2000 3000 240

7000 1000 2000 280

8900 2000 3000 280

8000 1000 3000 310

8900 2000 3000 310

8100 1000 3000 345

8900 2000 3000 345

7100 1000 3000 375

9000 2000 4000 375

150 100 150 300 115 355

220 160 240 480 185 425

190 125 190 380 145 425

230 165 250 500 190 470

210 140 220 420 160 470

260 190 290 570 215 525

300 205 340 620 255 600

230 155 260 470 180 525

280 180 290 540 225 600

380 280 460 840 325 700
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用水落差工（跳水型）

平 面 図

ＢＦ３００～ＢＦ１０００型

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜

鉄筋コンクリートＵ型水路
ＢＦ３００～ＢＦ１０００型ＦＬＯＷ

１
５

０
１

５
０

１
５

０
１

５
０

１
５

０
１

５
０

Ｂ

側 面 図

ａ

均 し 砂

Ｈ

均 し 砂
均 し 砂

（フリューム底版もコンクリート打設する）

均 し 砂

≒Ｌ

Ｌ２

ｆ２ｆ１

Ｌ１

ｂ２００

Ｃ

ｄ

ｅ

ｈ

２００

ｈ

ｇ

１：３

ｈ
ｆ

（
落

差
）

２００ ２００

用水落差工の略称

適用最大落差の略号

取付ベンチフリュームの規格の略号

ＤＩ－○○○－○○－○

Ｓ：片溝畔　Ｄ：両溝畔　Ｎ：無溝畔

Ｃ－２７
Ｃ－２８ 用水落差工（跳水型）

０．５ｍ・２．０ｍ落差

ＳＬ

無筋コンクリート

Ｇｍａｘ

ｍｍ

１．構造物の位置、規格、落差は計画平面

３．鉄筋コンクリートベンチフリュームは
　　ＪＩＳＡ５３７２及びこれに準ずる品
　　質及び性能を有するものを使用する。

４．鉄筋コンクリート水路は図示した断面

セ メ ン ト
の　種　類

ほ場整備

ＤＩ－０３０－０５－Ｓ～ＤＩ－０１００－１０－Ｎ

σ２８

Ｎ
１８ ／㎜

ｃｍ

８±２．５ ４０

　　図による。

２

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜
２

２

注 意 事 項

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分工　　種 付　帯　工

秋　田　県

関
連
図
番

種 　 別

２．水路計画高さは、監督職員の指示によ
　　ること。

　　と同等程度とし、種類、規格は監督職
　　員の承認を得ること。

６．ベンチフリュームを布設する掘削面は
　　均し砂を使用して、不陸整正を行うこ
　　と。

　　により行う。

７．出来形管理は断面と設置ヶ所数とする。

８．設計変更は規格毎の設置ヶ所数の増減

２０１５．４

５．コンクリート仕様

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。
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設 計 番 号フ リ ュ ー ム

ベ 　 ン 　 チ

規 　 　 　 格

寸 　 　 法 　 　 表 （ ｍ ｍ ）
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

Ｕ 型 水 路 規 格
幅（Ｂ） 高さ（Ｈ）

落 差 （Ｈf）

ＢＦ　３００型

ＢＦ　３５０型

ＢＦ　４００型

ＢＦ　４５０型

ＢＦ　５００型

ＢＦ　５５０型

Ｄｉ－０３０－０５－○

Ｄｉ－０３０－１０－○

Ｄｉ－０３０－１５－○

Ｄｉ－０３０－２０－○

Ｄｉ－０３５－０５－○

Ｄｉ－０３５－１０－○

Ｄｉ－０３５－１５－○

Ｄｉ－０３５－２０－○

Ｄｉ－０４０－０５－○

Ｄｉ－０４０－１０－○

Ｄｉ－０４０－１５－○

Ｄｉ－０４０－２０－○

Ｄｉ－０４５－０５－○

Ｄｉ－０４５－１０－○

Ｄｉ－０４５－１５－○

Ｄｉ－０４５－２０－○

Ｄｉ－０５０－０５－○

Ｄｉ－０５０－１０－○

Ｄｉ－０５０－１５－○

Ｄｉ－０５０－２０－○

Ｄｉ－０５５－０５－○

Ｄｉ－０５５－１０－○

Ｄｉ－０５５－１５－○

Ｄｉ－０５５－２０－○ １５００＜Ｈｆ≦２０００

１０００＜Ｈｆ≦１５００

　５００＜Ｈｆ≦１０００

　　　　　Ｈｆ≦　５００

１０００＜Ｈｆ≦１５００

　　　　　Ｈｆ≦　５００

　５００＜Ｈｆ≦１０００

１５００＜Ｈｆ≦２０００

　　　　　Ｈｆ≦　５００

１０００＜Ｈｆ≦１５００

　５００＜Ｈｆ≦１０００

１５００＜Ｈｆ≦２０００

　　　　　Ｈｆ≦　５００

１０００＜Ｈｆ≦１５００

　５００＜Ｈｆ≦１０００

１５００＜Ｈｆ≦２０００

　　　　　Ｈｆ≦　５００

１０００＜Ｈｆ≦１５００

　５００＜Ｈｆ≦１０００

１５００＜Ｈｆ≦２０００

　　　　　Ｈｆ≦　５００

１０００＜Ｈｆ≦１５００

　５００＜Ｈｆ≦１０００

１５００＜Ｈｆ≦２０００

３００ ３００

３６０ ３６０

４００ ４００

４５０ ４５０

６００ ５００

６００

６００

６００

６００

６００

６００

５００

５００

５００

４５０

３０００

５０００

５７００

６６００

３０００

５０００

５８００

６６００

４０００

５０００

５８００

６８００

４１００

５０００

６８００

７７００

４１００

６８００

７７００

４１００

６０００

６８００

８７００

６０００

１０００

２０００

３０００

４０００

１０００

２０００

３０００

４０００

１０００

２０００

３０００

４０００

１０００

２０００

３０００

４０００

１０００

２０００

３０００

４０００

１０００

２０００

３０００

４０００

２０００

３０００

３０００

３０００

３０００

３０００

３０００

３０００

３０００

２０００

３０００

３０００

３０００

３０００

３０００

３０００

４０００

４０００

４０００

４０００

４０００

４０００

４０００

５０００

２４０

２８０

３１０

３４５

３７５

４１５

２４０

２４０

２４０

２８０

２８０

２８０

３１０

３１０

３１０

３４５

３４５

３４５

３７５

３７５

３７５

４１５

４１５

４１５

２４０

２４０

３００ １５０ １００３００ １５０ ３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

２４０２２０

２２０

２２０

２２０

１９０

２３０

２３０

２３０

２１０

２６０

２６０

２６０

２３０

２１０

２８０

３８０

３８０

２４０

３４０

３４０

３４０

１６０

１６０

１６０

１２５

１６５

１４０

１６５

１６５

１９０

１９０

２４５

２４５

２４５

１４５

２８０

２８０

１８０

１３０

１９０

１５５

２０５

２０５

２０５

２１０

４００ ７００

６００

６００

６００

６００

６００

７００

７００

７００

７００

５００

３８０

４８０ １８５ ４２５

１４５

１９０

１９０

２５０

２５０

２５０

２９０

２９０

２９０

２６０

３４０

３４０

３４０

２９０

４６０

４６０

２４０

４００

４００ ７４０

７４０

２８５

２８５

８４０

５００

５００ １９０

１９０ ４７０

１６０

２１５

２１５

２１５５７０

５７０

５７０

４２０

６２０

４７０

４４０

７４０

６２０

６２０

３９０

５４０

８４０

１８０

２５５

２５５

２５５

１６０

２２５

３２５

３２５

１８５

２８５

５３５

４８０

４８０

１１５

１８５

１８５

３５５

４２５

４２５

４２５

４７０

４７０

４７０

５２５

５２５

５２５

５２５

Ｌ Ｌ１ Ｌ２ ａ ｂ Ｃ ｄ ｅ ｆ１ ｆ２ ｇ ｈ

３００

Ｃ－２７

ＤＩ－０３０－０５－Ｓ～ＤＩ－０５５－２０－Ｎ

１９８８．３

用水落差工（跳水型）寸法表１Ｃ－２８

用水落差工（跳水型）寸法表（１）

付 帯 工 ほ場整備
適用最大落差の略号

用水落差工の略称

Ｓ：片溝畔　Ｄ：両溝畔　Ｎ：無溝畔

ＤＩ－○○○－○○－○

取付ベンチフリュームの規格の略号

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

連
図
番

関
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用水落差工（跳水型）寸法表（２）

ＢＦ　６００型

ＢＦ　６５０型

ＢＦ　７００型

ＢＦ　８００型

ＢＦ１０００型

Ｄｉ－０６０－０５－○

Ｄｉ－０６０－１０－○

Ｄｉ－０６０－１５－○

Ｄｉ－０６０－２０－○

Ｄｉ－０６５－０５－○

Ｄｉ－０６５－１０－○

Ｄｉ－０６５－１５－○

Ｄｉ－０６５－２０－○

Ｄｉ－０７０－０５－○

Ｄｉ－０７０－１０－○

Ｄｉ－０７０－１５－○

Ｄｉ－０７０－２０－○

Ｄｉ－０８０－０５－○

Ｄｉ－０８０－１０－○

Ｄｉ－０９０－０５－○

Ｄｉ－０９０－１０－○

Ｄｉ－１００－０５－○

Ｄｉ－１００－１０－○

　　　　　Ｈｆ≦　５００

　５００＜Ｈｆ≦１０００

　　　　　Ｈｆ≦　５００

１０００＜Ｈｆ≦１５００

　５００＜Ｈｆ≦１０００

１５００＜Ｈｆ≦２０００

　　　　　Ｈｆ≦　５００

１０００＜Ｈｆ≦１５００

　５００＜Ｈｆ≦１０００

１５００＜Ｈｆ≦２０００

　　　　　Ｈｆ≦　５００

１０００＜Ｈｆ≦１５００

　５００＜Ｈｆ≦１０００

１５００＜Ｈｆ≦２０００

　　　　　Ｈｆ≦　５００

　５００＜Ｈｆ≦１０００

　６００ 　６００

　７００ 　７００

　８００ 　８００

　９００ 　９００

１０００ １０００

５１００

６０００

７８００

８７００

５１００

６９００

７９００

８７００

５１００

６９００

８９００

９７００

７２００

７９００

７２００

７９００

８２００

８９００

１０００

２０００

３０００

４０００

１０００

２０００

３０００

４０００

１０００

２０００

３０００

４０００

２０００

２０００

２０００

２０００

２０００

２０００

４０００

４０００

５０００

５０００

５０００

４０００

５０００

５０００

５０００

４０００

６０００

６０００

５０００

６０００

６０００

７０００

５０００

６０００

４４０

４８０

５１０

５６５

６９０

４４０

４４０

４４０

４８０

４８０

４８０

５１０

５１０

５１０

５６５

６３５

６３５

６９０

５５０

５５０

３００ ３００ ２２０３５０ ３８０ ６６０

４００

４００

４００

４００

４００

４００

４００

４２０

４７０

４７０

３５０

４００

４００

３００

３００

３００

４００

４００

３５０

３５０

３５０

３５０

３５０

３５０

４００

４００

４００

４００

４００

４００

４００

４００

４００

４００

４００

４００

３８０３００

４３０

４３０

４４０

３９０

３９０

３９０

３９０

３７０

３７０

４７０

４７０

４２０

５２０

５２０

２２０

３２０

３２０

２８５

２８５

２６０

２８５

２８５

２６０

３６０

４００

４００

３６０

３１０

３１０

３５０

３５０

７００

９１５

１０２０

１０２０

１１２５

８６０

８６０

９６０ ３７０ ８１０

３３０

３３０

４９０

４９０

４９０

４９０

４４０

６１０

６１０

５４０

５４０

５７０

５７０

７００

８６０

８６０ ３３０

３３０ ８１０

３００

３００

４０５

４０５１０８０

１０８０

７８０

７８０

９３０

９３０

１０５０

１０５０

１２００

１２００

４０５

３５０

３８５

３８５

４３５

４３５

１１２５

６６０

９６０

２６０

２６０

３７０

７００

７００

８１０

８１０

８１０

８１０

８１０

８１０

９１５

９１５

９１５

４００

ＢＦ　９００型
　５００＜Ｈｆ≦１０００

　　　　　Ｈｆ≦　５００

適用最大落差の略号

用水落差工の略称

Ｓ：片溝畔　Ｄ：両溝畔　Ｎ：無溝畔

ＤＩ－○○○－○○－○

取付ベンチフリュームの規格の略号

Ｃ－２７

ＤＩ－０６０－０５－Ｓ～ＤＩ－１００－１０－Ｎ

１９８８．３

用水落差工（跳水型）寸法表２Ｃ－２８

ほ場整備付 帯 工工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

寸 　 　 法 　 　 表 （ ｍ ｍ ）
フ リ ュ ー ム

ベ 　 ン 　 チ

規 　 　 　 格

設 計 番 号
落 差 （Ｈf） Ｕ 型 水 路 規 格

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

幅（Ｂ） 高さ（Ｈ）
Ｌ Ｌ１ Ｌ２ ａ ｂ Ｃ ｄ ｅ ｆ１ ｆ２ ｇ ｈ

関
連
図
番
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農業農村整備事業標準設計

工   種 付 帯 工

C - 29

区 分 ほ場整備

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番 DP-030-15-F-S-F～DP-065-20-N-N-N

円 筒 落 差 工
C - 30

D b1b2

D 1

150

55
0
30

0～
65

0
55

0

L 1

BF300～650型 BF300～650型

L 2

150

55
0

55
0

30
0～

65
0

ヒューム管 鋼　製　蓋　板

(SG32-R1…D=800～1,000)
(SG23-R1…D=600)

20
0

a
h

1≧
20

020
0

20
0

50
b 1

50

a
20

0

h
1≧

0

c d

d

150

30
0

30
0

150 h（
n本

）

Hf
（

落
差

）

（フリューム底版も

　　コンクリート打設する）

止　　水　　壁

止　　水　　壁
（フリューム底版も

　　コンクリート打設する）

均し砂

均し砂

≒L
鋼　製　蓋　板

コンクリート
σ 28=18N/mm

2

ヒューム管

BF300～650型

コンクリート
σ 28=18N/mm

2

基礎砂利類

止水壁

1:mD

c

10
0

ＤＰ－○○○－○○－○－○－○

円筒落差工の略称

( DROP  OF  PIPE )

取付ベンチフリュームの規格の略号

適用落差の略号

S:片溝畔 D:両溝畔 N:無溝畔

基礎砂利類の有無　有 F  無 N

止水壁の有無　有 F  無 N

円筒落差工 平　面　図

側　面　図

注 意 事 項

K - 41

2015. 4

BF用蓋板

1. 構造物の位置、接続水路の形式規格は計画平面
　 図による。

2. 水路計画高さは、監督職員の指示によること。

3. 上流取付水路の鉄筋コンクリ－トベンチフリュ
　 －ムはJISA-5372及びこれに準ずる品質及び性能
　 を有するものを使用する。

4. 下流取付水路の鉄筋コンクリ－トベンチフリュ
　 －ムはJISA-5372及びこれに準ずる品質及び性能
　 を有するものを使用する。

5. ヒュ－ム管はJISA-5372を使用する。1.5本使用
　 の場合のヒュ－ム管はB形とする。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

S L

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

7. フリュ－ム類を布設する掘削面は均し砂を使用
　 して、不陸整正を行うこと。

8. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

9. 設計変更は、規格毎の設置カ所数の増減により
　 行う。

6. コンクリ－ト仕様
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円筒落差工寸法表

ＤＰ－○○○－○○－○－○－○

円筒落差工の略称

( DROP  OF  PIPE )

取付ベンチフリュームの規格の略号

適用落差の略号

S:片溝畔 D:両溝畔 N:無溝畔

基礎砂利類の有無　有 F  無 N

止水壁の有無　有 F  無 N
農業農村整備事業標準設計

工   種 付 帯 工

C - 30

区 分 ほ場整備

設計番号

1986. 3

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 DP-030-15-F-S-F～DP-065-20-N-N-N

円 筒 落 差 工 寸 法 表
C - 29

BF 型

1780<Hf≦2990

DP-030-15-○-○-○

300

設 計 番 号
B  F
規 格

寸　　　　　法　　　　　表　　　　（㎜）

1000<Hf≦1780

落　　差 L1 L2 L D D1 a b1 b2 c dh (n本)

350

400

450

500

550

600

650

DP-030-20-○-○-○

DP-035-15-○-○-○

DP-035-20-○-○-○

DP-040-15-○-○-○

DP-040-20-○-○-○

DP-045-15-○-○-○

DP-045-20-○-○-○

DP-050-15-○-○-○

DP-050-20-○-○-○

DP-055-15-○-○-○

DP-055-20-○-○-○

DP-060-15-○-○-○

DP-060-20-○-○-○

DP-065-15-○-○-○

DP-065-20-○-○-○

1730<Hf≦2940

1000<Hf≦1730

1700<Hf≦2910

1000<Hf≦1700

1660<Hf≦2870

1000<Hf≦1660

1630<Hf≦2840

1000<Hf≦1630

1580<Hf≦2790

1000<Hf≦1580

1550<Hf≦2760

1000<Hf≦1550

1510<Hf≦2720

1000<Hf≦1510

2000 2000 4500

2000 3000 5500

2000 2000 4500

2000 3000 5500

2000 2000 4400

2000 3000 5400

2000 2000 4700

2000 3000 5700

2000 2000 4600

2000 3000 5600

2000 2000 4600

2000 3000 5600

2000 2000 4800

2000 3000 5800

2000 2000 4800

2000 3000 5800

 600  700 240 1200  900 200 250

 600

1000

 700

 700

 700

 700

 700

 930

1160

240

280

280

1200

1200

1200

1200

1200

1400

1600

 900

 900

 900

 900

 900

1100

1300

200 250

200 250

200 250

200 250

200 250

250 300

250 300

250 300

250 300

250 300

250 300

300 350

300 350

300 350

300 350

 600

 600

 600

 600

 800

 800

 800

 800

 800

 800

1000

1000

1000

 930

 930

 930

 930

 930

1160

1160

1160

310

310

345

1400 1100345

1400 1100375

1400 1100375

1400 1100415

1400 1100415

1600 1300440

1600 1300480

1600 1300480

440

2430 (1.0)

3640 (1.5)

2430 (1.0)

3640 (1.5)

2430 (1.0)

3640 (1.5)

2430 (1.0)

3640 (1.5)

2430 (1.0)

3640 (1.5)

2430 (1.0)

3640 (1.5)

2430 (1.0)

3640 (1.5)

2430 (1.0)

3640 (1.5)

(注)　L2,Lの長さは、参考に記載しているものであり、施工延長は落差工数量調書による。
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ＦＬＯＷ

平 面 図

ベンチフリューム
ベンチフリューム ベンチフリューム

≒
１

５
０

≒
１

５
０

Ｂ
＋

３
０

０

≒
１

５
０

≒
１

５
０

Ｂ
＋

３
０

０

側 面 図

２０００

ｈ
１

ｈ
２

≒
１

０
０

ｈ
２ ｈ
１

≒
１

０
０

≒５０ ≒５０

≒５０≒５０

フリューム底版もコンクリート打設する

Ｂ Ｆ 規 格 設 計 番 号
寸 法 表 （㎜）

Ｂ ｈ１ ｈ２

ＢＦ　３００

ＢＦ　３５０

ＢＦ　４００

ＢＦ　４５０

ＢＦ　５００

ＢＦ　５５０

ＢＦ－ＳＬ－０３０

ＢＦ－ＳＬ－０３５

ＢＦ－ＳＬ－０４０

ＢＦ－ＳＬ－０４５

ＢＦ－ＳＬ－０５０

ＢＦ－ＳＬ－０５５

　３００ 　２００ ３４０

　３５０

　６００

１０００

　４００

　４５０

　５００

　５５０

　２３５

　２６０

　２９５

　３２０

　３５５

３８０

４１０

４４５

４７５

５１５

ＢＦ　６００

ＢＦ　７００

ＢＦ　８００

ＢＦ　９００

ＢＦ　６５０

ＢＦ１０００

ＢＦ－ＳＬ－０６０

ＢＦ－ＳＬ－０６５

ＢＦ－ＳＬ－０７０

ＢＦ－ＳＬ－０８０

ＢＦ－ＳＬ－０９０

ＢＦ－ＳＬ－１００

　５５０

　６５０

　７００

　８００

　９００

　６００

　３８０

　４１５

　４４０

　４９０

　５４０

　５８０

　６１０

　６６５

　７３５

　７９０

Ｂ Ｆ 規 格
寸 法 表

ｈ２ｈ１

（㎜）
設 計 番 号

Ｂ

１．付帯工としての延長控除は行わず、装

無筋コンクリート

ＳＬ Ｇｍａｘ

ｃｍ ｍｍ

セ メ ン ト
の　種　類

　　工延長に含める。

用 水 路 斜 流 工

ＢＦ－ＳＬ－０３０～ＢＦ－ＳＬ－１００

Ｃ－３１

用 水 路 斜 流 工

ほ場整備付 帯 工
用水路斜流工の略称

ＢＦ－ＳＬ－○○○

ベンチフリューム規格

σ２８

Ｎ
１８ ／㎜ ８±２．５ ４０

２

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

種 　 別

２．落差は、監督職員との打合わせによる。

４．落差が１０㎝以下については、フリュ
　　ームのスキをモルタル（ｍｉｘ１：２）
　　で施工してもよい。

２０１５．４

３．コンクリート仕様

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。
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平 面 図

ＦＬＯＷ

フリューム
排　　　水

Ｂ
１

１
５

０
１

５
０

排水フリューム

１
５

０
１

５
０

排水フリューム 排水フリューム

側 面 図

（フリューム底版もコンクリート打設する）

ｈ
１

ｈ
２

Ｌ１

ｈ
３

ｈ
４

４００

≒
１

０
０

Ｌ２

４００

９
０

０

８
０

０

Ｈ
ｆ

１５０

１
０

０

≒
１

０
０

（フリューム底版もコンクリート打設する）

上流水路標高

※上下流水路規格

９００×　　　の場合０となる
５００
６００

小排水路組立落差工（１）

ＤＦＤ－５０４－０７－Ｓ～ＤＦＤ－９０６－１０－Ｎ

Ｃ－３５
Ｃ－３４

（ 排 水 フ リ ュ ー ム ）

≒Ｌ

小排水路組立落差工（１）

ほ場整備付　帯　工

排水フリューム規格の略号

落差の略号

小排組立落差工の略称

Ｓ：片溝畔・Ｄ：両溝畔・Ｎ：無溝畔

ＤＦＤ－○○○－○○－○

（排水フリューム）

σ２８

Ｎ

Ｇｍａｘ

ｃｍ ｍｍ
１８ ８±２．５ ４０／㎜

３．排水フリュームの種類、規格、許容モ

無筋コンクリート

セ メ ン ト
の　種　類

　　計画平面図による。
１．構造物の位置、接続水路の形式規格は

２

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜
２

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜
２

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜
２

関
連
図
番

種 　 別

２．水路計画高さは監督職員の指示による。

　　ーメントは特記仕様書による。

５．出来形管理は、断面と設置ヵ所数とす

６．設計変更は、断面毎の設置ヵ所数の増
　　減により行う。

　　る。

２０１５．４

ＳＬ

４．コンクリート仕様

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。
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小排水路組立落差工（１）

ＤＦＤ－５０４－０７－Ｓ～ＤＦＤ－９０６－１０－Ｎ

Ｃ－３４
Ｃ－３５

（排水フリューム）寸法表

排水フリューム規格

上下流部 斜 流 部 静 水 池
設 計 番 号

落差（Ｈｆ） Ｌ Ｌ１ Ｌ２ Ｂ１ ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｈ４

寸 　 法 　 表 （㎜）

ＤＦＤ－５０４－０７－○

ＤＦＤ－５０４－１０－○

ＤＦＤ－６０４－０７－○

ＤＦＤ－６０４－１０－○

ＤＦＤ－６０６－０７－○

ＤＦＤ－６０６－１０－○

Ｈ×Ｂ Ｈ×Ｂ Ｈ×Ｂ Ｈｆ≦　７００

Ｈｆ≦１０００

Ｈｆ≦　７００

Ｈｆ≦１０００

Ｈｆ≦　７００

Ｈｆ≦１０００

　８０００

　９０００

１００００

　８０００

１００００

１００００

２０００

３０００

６０００

７０００

２０００

３０００

３０００

３０００

６０００

６０００

７０００

７０００

７００

９００

５００

６００

　６５０

　７５０

７００

７００

７００

５００

６００

６００

６００９００

６００

６００

６００

６００

７００

７００

　６５０

　７５０

　７５０

　７５０

４００

３００

４００

４００

４００

３００

ほ場整備付　帯　工

小排水路組立落差工（１）（排水フリューム）寸法表

ＤＦＤ－○○○－○○－○

（排水フリューム）

排水フリューム規格の略号

落差の略号

小排組立落差工の略称

Ｓ：片溝畔・Ｄ：両溝畔・Ｎ：無溝畔

６００×６００

５００×４００ ５００×４００ ９００×５００

６００×４００ ９００×５００

６００×６００ ９００×６００

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

６００×４００

ＤＦＤ－９０５－０７－○

ＤＦＤ－９０５－１０－○

ＤＦＤ－９０６－０７－○

ＤＦＤ－９０６－１０－○

Ｈｆ≦　７００

Ｈｆ≦１０００

Ｈｆ≦　７００

Ｈｆ≦１０００

１１０００

１００００

１００００

１１０００

３０００

３０００

３０００

３０００

８０００

８０００

７０００

７０００

８００ １０５０

９００

９００

９００

９００

９００

９００

１０５０

１０５０

１０５０

８００

８００

８００

８００

８００

２００

２００

２００

２００

９００×５００ ９００×５００

９００×６００９００×６００

９００×５００

９００×６００

２０２５．２
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小排水路組立落差工（２）

平 面 図

ＦＬＯＷ

フリューム
排　　　水

Ｂ
１

１
５

０
１

５
０

排水フリューム

１
５

０
１

５
０

排水フリューム 排水フリューム

側 面 図

ＤＦＤ－○○○－○○－○

（排水フリューム）

排水フリューム規格の略号

落差の略号

Ｓ：片溝畔・Ｄ：両溝畔・Ｎ：無溝畔

小排組立落差工の略称

（フリューム底版もコンクリート打設する）

ｈ
１

ｈ
２

ｈ
３

ｈ
４

６００

Ｌ２

６００

９
０

０

８
０

０

Ｈ
ｆ

１
０

０

（フリューム底版もコンクリート打設する）

上流水路標高

１．構造物の位置、接続水路の形式規格は

小排水路組立落差工（２）

３．排水フリュームの種類、規格、許容モ

ＤＦＤ－５０４－１５－Ｓ～ＤＦＤ－９０６－２０－Ｎ

Ｃ－３７
Ｃ－３６

（ 排 水 フ リ ュ ー ム ）

　　計画平面図による。

≒Ｌ

≒
５
０

均しコンクリート

１５０

５００

※上下流水路規格

９００×　　　の場合０となる６００

≒
１

０
０

Ｌ１

ほ場整備付　帯　工

Ｎ ｃｍ ｍｍ

セ メ ン トσ２８ ＳＬ Ｇｍａｘ

Ｎ１８ ８±２．５ ４０無筋コンクリート

の　種　類

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜
２

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜
２

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜
２

／㎜
２

関
連
図
番

種 　 別

２．水路計画高さは監督職員の指示による。

　　ーメントは特記仕様書による。

５．出来形管理は、断面と設置ヵ所数とす

６．設計変更は、断面毎の設置ヵ所数の増
　　減により行う。

　　る。

２０１５．４

４．コンクリート仕様

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。
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小排水路組立落差工（２）

ＤＦＤ－５０４－１５－Ｓ～ＤＦＤ－９０６－２０－Ｎ

Ｃ－３６
Ｃ－３７

（排水フリューム）寸法表

排水フリューム規格の略号

上下流部 斜 流 部 静 水 池
設 計 番 号

落差（Ｈｆ） Ｌ Ｌ１ Ｌ２ Ｂ１ ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｈ４

寸 　 法 　 表 （㎜）

ＤＦＤ－５０４－１５－○

ＤＦＤ－５０４－２０－○

ＤＦＤ－６０４－１５－○

ＤＦＤ－６０４－２０－○

ＤＦＤ－６０６－１５－○

ＤＦＤ－６０６－２０－○

Ｈ×Ｂ Ｈ×Ｂ Ｈ×Ｂ

５００×４００ ５００×４００ ９００×５００

６００×４００ ９００×５００

６００×６００ ６００×６００ ９００×６００

Ｈｆ≦１５００

Ｈｆ≦２０００

Ｈｆ≦１５００

Ｈｆ≦２０００

Ｈｆ≦１５００

Ｈｆ≦２０００

　９０００

１１０００

１１０００

１００００

１２０００

１２０００

３０００

４０００

６０００

７０００

３０００

４０００

４０００

４０００

７０００

７０００

８０００

８０００

７００

９００

５００

６００

　６５０

　７５０

７００

７００

７００

５００

６００

６００

６００９００

６００

６００

６００

６００

７００

７００

　６５０

　７５０

　７５０

　７５０

４００

３００

４００

４００

４００

３００

ＤＦＤ－○○○－○○－○

（排水フリューム）

排水フリューム規格の略号

落差の略号

小排組立落差工の略称

Ｓ：片溝畔・Ｄ：両溝畔・Ｎ：無溝畔

小排水路組立落差工（２）（排水フリューム）寸法表

ほ場整備付　帯　工

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

連
図

関

番

６００×４００

ＤＦＤ－９０５－１５－○

ＤＦＤ－９０５－２０－○

ＤＦＤ－９０６－１５－○

ＤＦＤ－９０６－２０－○

９００×５００ ９００×５００

９００×６００９００×６００

Ｈｆ≦１５００

Ｈｆ≦２０００

Ｈｆ≦１５００

Ｈｆ≦２０００

１３０００

１２０００

１２０００

１３０００

４０００

４０００

４０００

４０００

９０００

９０００

８０００

８０００

８００ １０５０

９００

９００

９００

９００

９００

９００

１０５０

１０５０

１０５０

８００

８００

８００

８００

８００

２００

２００

２００

２００

９００×５００

９００×６００

２０２５．２
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素掘小排水路組立落差工（１）
平　面　図

側　面　図

ＤＦＳ－○○○－○○－○

排水フリューム規格の略号

落差の略号

素掘小排組立落差工の略称

S:片溝畔 D:両溝畔 N:無溝畔

排水フリューム排水フリューム

排水
フリューム

55
0

55
0

150

B
1

15
0

15
0

15
0

15
0 55
0

55
0

150

150

30
0

80
0150

30
0

h
1

400

3000

≒
10

0

L 1

h
2

L 2

h
3

h4

90
0

400

10
0

Hf

上流水路標高

≒L

止水壁

止水壁
コンクリートσ 28=18N/㎜ 2

（フリューム底版も

　　　コンクリート打設する）

コンクリートσ 28=18N/㎜ 2

（フリューム底版も

　　　コンクリート打設する）

（排水フリューム）

FLOW

農業農村整備事業標準設計

工   種 付 帯 工

C - 38

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 構造物の位置、接続水路の形式規格は計画平面

DFS-504-07-S～DFS-704-10-N

素掘小排水路組立落差工

C - 39

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40 Ｎ
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

3. 排水フリュ－ムの種類、規格、許容モ－メント

（排 水 フ リ ュ － ム）
（1）

2015. 4

2. 水路計画高さは、監督職員の指示によること。

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

5. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

6. 設計変更は、断面毎の設置カ所数の増減により

行う。

図による。

は特記仕様書による。

4. コンクリ－ト仕様
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ＤＦＳ－○○○－○○－○

排水フリューム規格の略号

落差の略号

素掘小排組立落差工の略称

S:片溝畔 D:両溝畔 N:無溝畔

（排水フリューム）

素掘小排水路組立落差工（１）（排水フリューム）寸法表

農業農村整備事業標準設計

工   種 付 帯 工

C - 39

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 DFS-504-07-S～DFS-704-10-N

素掘小排水路組立落差工C - 38

(排水フリュ－ム)寸法表
（1）

寸　　　　　法　　　　　表　　　　（㎜）排水フリュ－ム規格
設 計 番 号

上流部 斜流部 静水池

DFS－504－07－○ Hf≦ 700H × B

500×400

H × B

500×400

H × B

900×500

600×400 900×500

600×600 600×600 900×600

DFS－504－10－○

DFS－604－07－○

DFS－604－10－○

DFS－606－07－○

DFS－606－10－○

Hf≦1000

Hf≦ 700

Hf≦1000

Hf≦ 700

Hf≦1000

落差(Hf) L L1 L2 B1 h1 h2 h3 h4

11000 2000 6000  700  400 500  600

12000 3000 6000  700  400 500  600

 650

 650

11000 2000 6000  700  400 600  600 750

13000 3000 7000  700  400 600  600 750

13000 3000 7000  900  300 600  700 750

13000 3000 7000  900  300 600  700 750

2025.2 

600×400
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素掘小排水路組立落差工（２）

平　面　図

側　面　図

ＤＦＳ－○○○－○○－○

排水フリューム規格の略号

落差の略号

素掘小排組立落差工の略称

S:片溝畔 D:両溝畔 N:無溝畔

排水フリューム排水フリューム

排水
フリューム

55
0

55
0

150

B1

15
0

15
0

15
0

15
0

55
0

55
0

150

150

30
0

80
0

150

30
0

h1

600

3000

L 1h2

L 2
h3

h
4

90
0

600

10
0

Hf

上流水路標高

≒L

止水壁

止水壁コンクリートσ 28=18N/㎜ 2

（フリューム底版も

　　　コンクリート打設する）

コンクリートσ 28=18N/㎜ 2

（フリューム底版も

　　　コンクリート打設する）

（排水フリューム）

均しコンクリート

FLOW

≒
50

農業農村整備事業標準設計

工   種 付 帯 工

C - 40

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 構造物の位置、接続水路の形式規格は計画平面

DFS-504-15-S～DFS-704-20-N

素掘小排水路組立落差工C - 41

3. 排水フリュ－ムの種類、規格、許容モ－メント

（排 水 フ リ ュ － ム）
（2）

2015. 4

図による。

は特記仕様書による。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

6. 設計変更は、断面毎の設置カ所数の増減により

行う。

5. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

2. 水路計画高さは、監督職員の指示による。

4. コンクリ－ト仕様

155



素掘小排水路組立落差工（２）（排水フリューム）寸法表

ＤＦＳ－○○○－○○－○

排水フリューム規格の略号

落差の略号

素掘小排組立落差工の略称

S:片溝畔 D:両溝畔 N:無溝畔

（排水フリューム） 農業農村整備事業標準設計

工   種 付 帯 工

C - 41

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 DFS-504-15-S～DFS-704-20-N

素掘小排水路組立落差工C - 40
（2）

寸　　　　　法　　　　　表　　　　（㎜）排水フリュ－ム規格
設 計 番 号

上流部 斜流部 静水池

DFS－504－15－○ Hf≦1500H × B

500×400

H × B

500×400

H × B

900×500

600×400 900×500

600×600 600×600 900×600

DFS－504－20－○

DFS－604－15－○

DFS－604－20－○

DFS－606－15－○

DFS－606－20－○

Hf≦2000

落差(Hf) L L1 L2 B1 h1 h2 h3 h4

12000 3000 6000  700  400 500  600

14000 4000 7000  700  400 500  600

 650

 650

13000 3000 7000  700  400 600  600 750

14000 4000 7000  700  400 600  600 750

15000 4000 8000  900  300 600  700 750

15000 4000 8000  900  300 600  700 750

Hf≦1500

Hf≦2000

Hf≦1500

Hf≦2000

(排水フリュ－ム)寸法表

2025.2

600×400
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排 水 路 斜 流 工

ＦＬＯＷ

排水フリューム
排水フリューム 排水フリューム

平 面 図

Ｂ
＋

３
０

０

１
５

０
１

５
０

１
５

０
１

５
０

Ｂ
＋

３
０

０

ｈ
１

≒１００ ≒１００

≒
１

０
０

ｈ
２

ｈ
２

≒１００ ≒１００

t

ｈ
１

（フリューム底版もコンクリート打設する）

（フリューム底版もコンクリート打設する）

ＤＦ－ＳＬ－○○○

排水フリューム規格

排水路斜流工の略称

１．付帯工としての延長控除は行わず、装
　　工延長に含める。

排 水 路 斜 流 工Ｃ－４２

ほ場整備付　帯　工

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

２

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜

２

コンクリートσ２８＝１８Ｎ/㎜

関
連
図
番

２．落差及び斜流部の長さは、監督職員と
　　の打合わせによる。

３．コンクリート仕様

無筋コンクリート

σ２８ Ｇmax

ｃｍ ｍｍ

セ メ ン ト
の 種 類

８±２．５ ４０
Ｎ

１８／㎜
２

種 　 別 ＳＬ

　　ｈ１＜９００の場合　ｔ≒１００
　　ｈ１＝９００の場合　ｔ≒１５０

４．底版厚ｔについては次による。

ｈ１ ｈ２
設 計 番 号

寸 法 表 （㎜）排 水 フ リ ュ ー ム

規 　 　 　 　 　 格

Ｈ 　 　 　 　 Ｂ

５ ０ ０ × ４ ０ ０

６ ０ ０ × ４ ０ ０

Ｄ Ｆ － Ｓ Ｌ － ５ ０ ４

Ｄ Ｆ － Ｓ Ｌ － ６ ０ ４

５ ０ ０

６ ０ ０

　 ６ ５ ０

　 ７ ５ ０

９ ０ ０ × ５ ０ ０

６ ０ ０ × ６ ０ ０

Ｄ Ｆ － Ｓ Ｌ － ９ ０ ５

Ｄ Ｆ － Ｓ Ｌ － ６ ０ ６

１ １ ０ ０

　 ７ ５ ０

９ ０ ０

６ ０ ０

９ ０ ０ × ６ ０ ０ Ｄ Ｆ － Ｓ Ｌ － ９ ０ ６ １ １ ０ ０９ ０ ０

２０２５．２

ＤＦ－ＳＬ－５０４～ＤＦ－ＳＬ－９０６

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。
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秋　田　県

注 意 事 項

２．自動車荷重は T - 1 0、 T - 1 4 とする。

３．コンクリート及び基礎砕石の種類
　　品質、規格等については特記仕様
　　書による。

勾配可変側溝規格の略号

基礎砂利の有無　有Ｆ・無Ｎ

（ＫＯＢＡＩ　ＫＡＨＥＮ　ＣＵＬＶＥＲＴ）

勾配可変側溝型進入路の略称

ＫＫＣ－○○○○－○○－○

４．蓋は製品長 1 . 0 mを標準とする。

５．出来形管理は、断面と延長とする。

６．設計変更は、断面毎の延長増減に
　　より行なう。

ほ場整備工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

図
番

関
連

暗渠工

ＫＫＣ－０５０４－０１～ＫＫＣ－０９０６－１５

勾配可変側溝型暗渠工

勾配可変側溝型暗渠工

　　監督職員と協議すること。

１．勾配可変側溝は、農道横断用である。

土かぶり0 . 1～ 1 . 5 m を標準としてお
　　り、土かぶりが標準と異なる場合は、

土かぶり:ｈ(03,06,09,12,15)

Ｃ－４４

２０１２．４

1
5
0

1
0
0

Ｂ

Ｈ
ｈ

≧
5
0

Ｂ’

1
：

0
.
3

基礎コンクリート

配力筋 基礎砂利類

床版コンクリート主筋

5 0 0

6 0 0

7 0 0

9 0 0

9 0 0

5 0 0

6 0 0

7 0 0

8 5 0

9 0 0

4 0 0

内高 ( H ) 内幅 ( B ) 基礎幅 ( B ' ) 配力筋

D 1 3 @ 2 5 0

D 1 3 @ 2 0 0

主筋土かぶり( h )

表記

   0＜ H≦ 3 0 0   →  0 3

 3 0 0＜ H≦ 6 0 0   →  0 6

 6 0 0＜ H≦ 9 0 0   →  0 9

 9 0 0＜ H≦ 1 2 0 0  →  1 2

1 2 0 0＜ H≦ 1 5 0 0  →  1 5

D 1 3 @ 2 5 0
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ベンチフリューム型ボックス暗渠工

≒
５

０

１
０

０

均 し コ ン ク リ ー ト

基 礎 砂 利 類

ベンチフリューム型ボックス暗渠の略称

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

（ＢＥＮＣＨ　ＦＬＵＭＥ　ＢＯＸ）

土かぶり（ｍ）

ベンチフリューム型の規格の略号

５０

ｈ
Ｈ

’
≧

１
０

０

に 阻 害 の な い 断 面 。
ー ム と 同 様 か 、 流 れ
断 面 は ベ ン チ フ リ ュ

設 計 番 号
寸 　 法 　 表

土 か ぶ り

ｈ （ｍ）
フ リ ュ ー ム
ベ 　 ン 　 チ

規 　 　 　 格

ＢＦＢ－０３０－００－T○○－○

ＢＦＢ－０３０－０３－T○○－○

ＢＦＢ－０３０－０６－T○○－○

ＢＦＢ－０３０－０９－T○○－○

ＢＦＢ－０３５－００－T○○－○

ＢＦＢ－０３５－０３－T○○－○

ＢＦＢ－０３５－０６－T○○－○

ＢＦＢ－０３５－０９－T○○－○

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　５５０

　６００

　６５０

　７００

　８００

　９００

１０００

ＢＦＢ－０４０－００－T○○－○

ＢＦＢ－０４０－０３－T○○－○

ＢＦＢ－０４０－０６－T○○－○

ＢＦＢ－０４０－０９－T○○－○

ＢＦＢ－０４５－００－T○○－○

ＢＦＢ－０４５－０３－T○○－○

ＢＦＢ－０４５－０６－T○○－○

ＢＦＢ－０４５－０９－T○○－○

ＢＦＢ－０５０－０９－T○○－○

ＢＦＢ－０５０－００－T○○－○

ＢＦＢ－０５０－０３－T○○－○

ＢＦＢ－０５０－０６－T○○－○

ＢＦＢ－０５５－００－T○○－○

ＢＦＢ－０５５－０３－T○○－○

ＢＦＢ－０５５－０６－T○○－○

ＢＦＢ－０５５－０９－T○○－○

ＢＦＢ－０６０－００－T○○－○

ＢＦＢ－０６０－０３－T○○－○

ＢＦＢ－０６０－０６－T○○－○

ＢＦＢ－０６０－０９－T○○－○

ＢＦＢ－０６５－００－T○○－○

ＢＦＢ－０６５－０３－T○○－○

ＢＦＢ－０６５－０６－T○○－○

ＢＦＢ－０６５－０９－T○○－○

ＢＦＢ－０７０－００－T○○－○

ＢＦＢ－０７０－０３－T○○－○

ＢＦＢ－０７０－０６－T○○－○

ＢＦＢ－０７０－０９－T○○－○

ＢＦＢ－０８０－００－T○○－○

ＢＦＢ－０８０－０３－T○○－○

ＢＦＢ－０８０－０９－T○○－○

ＢＦＢ－０８０－０６－T○○－○

ＢＦＢ－０９０－００－T○○－○

ＢＦＢ－０９０－０３－T○○－○

ＢＦＢ－０９０－０９－T○○－○

ＢＦＢ－０９０－０６－T○○－○

ＢＦＢ－１００－００－T○○－○

ＢＦＢ－１００－０３－T○○－○

ＢＦＢ－１００－０９－T○○－○

ＢＦＢ－１００－０６－T○○－○

１．規格

２．部材厚さ鉄筋量は土かぶりなしで所定

　　仕様書による。

付　帯　工

ベンチフリューム型ボックス暗渠工

ＢＦＢ－０３０－００－Ｔ１４－Ｆ

５．設計変更は断面毎の延長の増減により

４．出来形管理は断面と延長とする。

　○内断面はベンチフリュームの寸法と同
　　じか流れに大きな阻害を与えない断面

　　の荷重に対応できるようなものとする。

Ｃ－４５

　○暗渠としての余裕はベンチフリューム
　　の高さに１００㎜以上をもうける。

～ＢＦＢ－１００－０９－Ｔ２０－Ｎ

ほ場整備

　　とする。

　　行う。

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

連
図
番

関

３．基礎砂利類の種類、品質、規格は特記

0.0＜h≦0.3

0.0

0.3＜h≦0.6

0.6＜h≦0.9

0.0＜h≦0.3

0.0

0.3＜h≦0.6

0.6＜h≦0.9

0.0＜h≦0.3

0.0

0.3＜h≦0.6

0.6＜h≦0.9

0.0＜h≦0.3

0.0

0.3＜h≦0.6

0.6＜h≦0.9

0.0＜h≦0.3

0.0

0.3＜h≦0.6

0.6＜h≦0.9

0.0＜h≦0.3

0.0

0.3＜h≦0.6

0.6＜h≦0.9

0.0＜h≦0.3

0.0

0.3＜h≦0.6

0.6＜h≦0.9

0.0＜h≦0.3

0.0

0.3＜h≦0.6

0.6＜h≦0.9

0.0＜h≦0.3

0.0

0.3＜h≦0.6

0.6＜h≦0.9

0.0＜h≦0.3

0.0

0.3＜h≦0.6

0.6＜h≦0.9

0.0＜h≦0.3

0.0

0.3＜h≦0.6

0.6＜h≦0.9

0.0＜h≦0.3

0.0

0.3＜h≦0.6

0.6＜h≦0.9
２０１５．１０

ＢＦＢ－○○○－○○－Ｔ２０－○

荷重条件　２０t
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余水吐工

平　面　図

側　面　図

Ａ － Ａ 断 面

130
B 130

≒
50

0
H

13
0

10
0 ≒
50

D DH
1

≒100

均しコンクリート
基礎砂利類

130 L 130

巻上機

130

H
1 H

13
0

10
0

D

≒
50

50
コンパクトゲート

ベンチフリューム

300型～1,000型

13
0

B

13
0
130

30

L 1

130

ヒューム管Ｎ本

巻上機

ベンチフリューム

300型～1,000型 Ａ

Ａ

均しコンクリート

基礎砂利類

排水路取付図

排水路 余水吐
ＨＰ Ｎ本

排水交差工

（図番Ｃ－47）ＳＷ－○○○－○．○－○

取付ベンチフリューム規格の略号

ヒューム管の本数

余水吐工の略称（ＳＰＩＬＬＷＡＹ）

基礎砂利類の有無　有 F  無 N
農業農村整備事業標準設計

工   種 付 帯 工

C - 46

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 構造物の位置は計画平面図による。

SW-030-3.0-F～SW-100-1.0-N

余 水 吐 工
C - 47

○ 角　型

○ 四方水密

○ 材質SS400以上　　　　スピンドルS45C又は

S45C－D
○ ボルト　ステンレス製

○ 最小部材厚　6㎜以上

○ スピンドル径　30㎜程度　ステンレス製

○ 巻き上げ力　10㎏

SW-030-○.○-○

設 計 番 号
寸　法　表　（㎜）

フリュ－ム

規    　格

SW-035-○.○-○

SW-040-○.○-○

SW-045-○.○-○

SW-050-○.○-○

SW-055-○.○-○

SW-060-○.○-○

SW-065-○.○-○

SW-070-○.○-○

SW-080-○.○-○

SW-090-○.○-○

SW-100-○.○-○

BF 300型

BF 350型

BF 400型

BF 450型

BF 500型

BF 550型

BF 600型

BF 650型

BF 700型

BF 800型

BF 900型

BF1000型

1000

 800

 800

 800

1000

1000

1000

1200

1200

1200

1500

1500

 600 1200  400  550  300

 600

 600

 600

 600

 600

 600

 700

 700

 700

 800

 800

1200  500  540  300

1200  550  540  300

1400  600  530  300

1400  650  530  300

1400  700  520  300

1400  750  520  300

1600  800  610  300

1600  850  610  350

1600  950  610  400

1900 1050  700  450

1900 1150  700  500

B H L L1 H1 D

30

2021.10

2. 施工の詳細（水路計画高、流水方向、ゲ－トの
　 位置、ヒュ－ム管取付け位置）は監督職員の指
　 示による。

3. コンパクトゲ－トの材質、規格は次のとおりと
　 する。

○ 塗装　農林水産省土地改良工事積算基準(施
　　　　 設機械)による。

よる。

とする。

4. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に

種 　別 σ28 S L Gmax

N
2

セメント
の 種 類

mm

mmcm
鉄筋コンクリート 21 25

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

7. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

9. 越流壁の頂高（H1）は、ベンチフリュームの
　 許容設計水深が最小となる水深より決定する。

8. 設計変更は、断面毎の設置カ所数の増減により
　 行う。

12±2.5

5. 鉄筋は異形鉄筋（SD295）とし、かぶりは5㎝

6. コンクリ－ト仕様

上流ベンチ
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余水吐工鉄筋配置図

側　面　図

H

130
L

130

13
0

50
50

50

50

i j@250 i

50

30
D

D1
3

平　面　図

r=10D

50

m
@2
5
0

m

13
0

B

13
0

50

D13

D1
3

D13

50

i i@250 i

50

Ａ

Ａ

30D

130 B 130

50

o
n@

25
0

50

100

100

m  @250 m50 50

D13

ＳＷ－○○○－○．○－○

取付ベンチフリューム規格の略号

ヒューム管の本数

余水吐工の略称

30D
　有 F  無 N
基礎砂利類の有無　

65 65

農業農村整備事業標準設計

工   種 付 帯 工

C - 47

区 分 ほ場整備

設計番号

2002. 4

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 SW-030-3.0-F～SW-100-1.0-N

余水吐工鉄筋配置図
C - 46

設 計 番 号
寸　法　表　（㎜）

iii j m n o

SW－030－○○－○

SW－035－○○－○

SW－040－○○－○

SW－045－○○－○

SW－050－○○－○

SW－055－○○－○

SW－065－○○－○

SW－065－○○－○

SW－070－○○－○

SW－080－○○－○

SW－090－○○－○

SW－100－○○－○

180 1000 230 500 130

180 1000 230 500 130

180 1000 230 500 130

155 1250 750 205 500 130

155 1250 750 205 500 130

155 1250 750 205 500 130

155 1250 750 205 500 130

130 1500 1000 180 500 230

130 1500 1000 180 500 230

130 1500 1000 180 500 230

155 1750 1250 205 750 80

155 1750 1250 205 750 80

500

500

500

n@
25

0
o 50

r=10D
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ベンチフリューム型進入路

進 入 路道 　 路

Ａ

進 入 路道 　 路

３００

３
０

０

１：５

Ｈ Ｈ

田 面

　
≒

Ｂ

ＢＦＡ○－○○○－○○

進入路の幅員（ｍ）

進入路高さの略号

ベンチフリューム型進入路の略称
（ＢＥＮＣＨ　ＦＬＵＭＥ　ＡＰＲＯＡＣＨ）

既設ベンチフリューム規格の略号

ｂ
≧

５
０

０
ｂ

≧
５

０
０

Ａ

　≒Ｂ

ｂ≧５００ ｂ≧５００

既設ベンチフリューム

１
：
１
．
０

２０００

３０００

４０００

６０００

A Ｈ 設 計 番 号

寸 　 法 　 表 （㎜）

Ｈ≦１８００

Ｈ≦１５００

Ｈ≦１２００

Ｈ≦　９００

Ｈ≦　６００

Ｈ≦　３００

Ｈ≦　３００

Ｈ≦　６００

Ｈ≦　９００

Ｈ≦１２００

Ｈ≦１５００

Ｈ≦１８００

Ｈ≦　３００

Ｈ≦　６００

Ｈ≦　９００

Ｈ≦１２００

Ｈ≦１５００

Ｈ≦１８００

Ｈ≦　３００

Ｈ≦　６００

Ｈ≦　９００

Ｈ≦１２００

Ｈ≦１５００

Ｈ≦１８００

ＢＦＡ４－○○○－０６

ＢＦＡ４－○○○－０３

ＢＦＡ３－○○○－１８

ＢＦＡ３－○○○－１５

ＢＦＡ３－○○○－０９

ＢＦＡ３－○○○－１２

ＢＦＡ３－○○○－０６

ＢＦＡ３－○○○－０３

ＢＦＡ２－○○○－０６

ＢＦＡ２－○○○－０９

ＢＦＡ２－○○○－1２

ＢＦＡ２－○○○－１５

ＢＦＡ２－○○○－１８

ＢＦＡ２－○○○－０３

ＢＦＡ４－○○○－０９

ＢＦＡ４－○○○－１２

ＢＦＡ４－○○○－１５

ＢＦＡ４－○○○－１８

ＢＦＡ５－○○○－０３

ＢＦＡ６－○○○－０９

ＢＦＡ６－○○○－１２

ＢＦＡ６－○○○－１５

ＢＦＡ６－○○○－１８

ＢＦＡ６－○○○－０６

※(　)内はフタ　＝１ｍの枚数

Ｈ

２０００　（２）

３０００　（３）

３０００　（３）

４０００　（４）

５０００　（５）

４０００　（４）

５０００　（５）

４０００　（４）

５０００　（５）

５０００　（５）

６０００　（６）

４０００　（４）

６０００　（６）

６０００　（６）

６０００　（６）

６０００　（６）

５０００　（５）

７０００　（７）

７０００　（７）

７０００　（７）

８０００　（８）

９０００　（９）

８０００　（８）

９０００　（９）

１．この標準図は、既に水路が鉄筋コンク
　　リートベンチフリュームに計画される

２．蓋は幅Ｂまで施工する。但し寸法表に
　　示した長さは標準寸法であり現場条件

　　か布設が終了している場合に適用する。

進入路工

ベンチフリューム型進入路

ＢＦＡ２－０３０－０３～ＢＦＡ６－１００－１８

３．基盤整地と同時に施工する場合は、心

４．盛土材を搬入して設置する場合の材質

５．出来形管理は、断面と設置カ所数とす

６．設計変更は、断面毎の設置カ所数と蓋

Ｃ－５０

　　土を設置カ所付近に集積しておくもの

　　の枚数の変更により行う。

ほ場整備

　　とする。

　　る。

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

図
番

関
連

　　により監督職員の指示により長さを変
　　更するものとする。

　　は、特記仕様書による。

２０１２．４
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農業農村整備事業標準設計

工   種 進入路工

C - 51

区 分 ほ場整備

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

ヒュ－ム管型進入路

HPA2-030-03～HPA6-100-18

道 路 進入路

b≦
70

0

 
≒
B

A

 ≒B

A

b≦700
b≦700

道 路 進入路
300

H
30

0

H

D

b≦
70

0

1:5

田面

ヒューム管

1:
1.
0

ヒューム管型進入路

ＨＰＡ ○－○○○－○○

ヒューム管型進入路の略称

(HUME PIPE APPROACH)

進入路の幅員（m）

布設するヒューム管の規格の略号

進入路高さの略号
※(  )内はHPの本数

注 意 事 項

7. 設計変更は、断面毎の設置カ所数と、フュ－ム管

1. この標準図は、水路が素掘りの場合適用する。

6. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

3. ヒュ－ム管は、幅Bまで施工する。

管を使用する。

但し、寸法表に示した長さは、標準寸法であり、

4. 基盤整地と同時に施工する場合は、心土を設置カ

所付近に集積しておくものとする。

よる。

の本数の変更により行う。

2. 使用するヒュ－ム管はJIS-5372の規格でB型１種

設 計 番 号

寸　　法　　表　　（㎜）

A H
HPA2－○○○－03

H ≦　600

H ＝  300

H ≦　900

H ≦ 1200

H ≦ 1500

H ≦ 1800

2000

3000

4000

6000

HPA2－○○○－06

HPA2－○○○－09

HPA2－○○○－12

HPA2－○○○－15

HPA2－○○○－18

HPA3－○○○－03

HPA3－○○○－06

HPA3－○○○－09

HPA3－○○○－12

HPA3－○○○－15

HPA3－○○○－18

HPA4－○○○－03

HPA4－○○○－06

HPA4－○○○－09

HPA4－○○○－12

HPA4－○○○－15

HPA4－○○○－18

HPA5－○○○－03

HPA6－○○○－06

HPA6－○○○－09

HPA6－○○○－12

HPA6－○○○－15

HPA6－○○○－18

243
B

/本m 20 /本m

2430
(1.0)

3000
(1.5)

3645
(1.5)

3000
(1.5)

3645
(1.5)

4000
(2.0)

4860
(2.0)

4000
(2.0)

4860
(2.0)

5000
(2.5)

4860
(2.0)

5000
(2.5)

3645
(1.5)

4000
(2.0)

4860
(2.0)

4000
(2.0)

4860
(2.0)

5000
(2.5)

4860
(2.0)

5000
(2.5)

4860
(2.0)

4860
(2.0)

6075
(2.5)

6000
(3.0)

6075
(2.5)

6075
(2.5)

6075
(2.5)

7290
(3.0)

7290
(3.0)

7290
(3.0)

7290
(3.0)

7290
(3.0)

8505
(3.5)

8505
(3.5)

9720
(4.0)

6000
(3.0)

6000
(3.0)

7000
(3.5)

5000
(2.5)

5000
(2.5)

6000
(3.0)

7000
(3.5)

7000
(3.5)

7000
(3.5)

8000
(4.0)

8000
(4.0)

9000
(4.5)

9000
(4.5)

H ≦　600

H ＝  300

H ≦　900

H ≦ 1200

H ≦ 1500

H ≦ 1800

H ≦　600

H ＝  300

H ≦　900

H ≦ 1200

H ≦ 1500

H ≦ 1800

H ≦　600

H ＝  300

H ≦　900

H ≦ 1200

H ≦ 1500

H ≦ 1800

2012. 4

現場条件により監督職員の指示により長さを変更

するものとする。

5. 盛土材を搬入土とする場合の材質は特記仕様書に
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1:
1.
0

ＢＡ　○ー○○

盛土型進入路の略称

(BANKING APPROACH)

進入路の幅員（m）

進入路高さの略号

道 路 進入路

A

A

道 路 進入路
300

H
30

0

H

田面

1:5

盛土型進入路

農業農村整備事業標準設計

工   種 進入路工

C - 52

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

4. 設計変更は、断面毎の設置カ所数の変更により行

盛土型進入路

3. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

1. 基盤整地と同時に施工する場合は、心土を設置カ

所に集積盛土するものとする。

様書による。

う。

BA2－03～BA6－18

寸　　法　　表　　（㎜）

設 計 番 号A H

2000

3000

4000

6000

BA 2 － 03

BA 2 － 06

BA 2 － 09

BA 2 － 12

BA 2 － 15

BA 2 － 18

BA 3 － 03

BA 3 － 06

BA 3 － 09

BA 3 － 12

BA 3 － 15

BA 3 － 18

BA 4 － 03

BA 4 － 06

BA 4 － 09

BA 4 － 12

BA 4 － 15

BA 4 － 18

BA 6 － 03

BA 6 － 06

BA 6 － 09

BA 6 － 12

BA 6 － 15

BA 6 － 18

H ≦　600

H ＝  300

H ≦　900

H ≦ 1200

H ≦ 1500

H ≦ 1800

H ≦　600

H ＝  300

H ≦　900

H ≦ 1200

H ≦ 1500

H ≦ 1800

H ≦　600

H ＝  300

H ≦　900

H ≦ 1200

H ≦ 1500

H ≦ 1800

H ≦　600

H ＝  300

H ≦　900

H ≦ 1200

H ≦ 1500

H ≦ 1800

2012. 4

2. 盛土材を搬入して設置する場合の材質は、特記仕
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複水路型(１型)進入路

ＢＦＤＡ１－○－○○○－○○○－○○

複 水 路 型 (１型 )進 入 路 の 略 称

(CONCRETE BENCH FLUME DOUBLE APPROACH)

進入路の幅員（m）

支用既設ベンチフリューム規格の略号

小用既設ベンチフリューム規格の略号

道　路 進入路

A

b≧
50

0

b≧500 b≧500

 ≒B
A

道　路 進入路
300

30
0

HH

田面

既設ベンチフリューム

1:
1.
0 1:1.0

1:5

進入路高さの略号

支

用

小

用

※(  )内はフタ　＝1mの枚数。

 
≒
B

農業農村整備事業標準設計

工   種 進入路工

C - 53

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

6. 設計変更は、断面毎の設置カ所数と蓋の枚数の変

1. この標準図は、支用、小用とも既に鉄筋コンクリ

複水路型（1型）進入路

5. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

3. 基盤整地と同時に施工する場合は、心土を設置カ

2. 蓋は幅Bまで施工する。但し寸法表に示した長さ

所付近に集積しておくものとする。

様書による。

更により行う。

－トベンチフリュ－ムに計画されるか布設が終了

している場合に適用する。

BFDA1-2-030-030-03
～BFDA1-6-100-100-18

設 計 番 号A H

寸　　法　　表　　（㎜）

B

H ≦  600

H ＝  300

2000
H ≦  900

H ≦ 1500

H ≦ 1800

3000

4000

6000

BFDA1-2-○○○-○○○-03 2000 (2)

BFDA1-2-○○○-○○○-06

BFDA1-2-○○○-○○○-09

BFDA1-2-○○○-○○○-12

BFDA1-2-○○○-○○○-15

BFDA1-2-○○○-○○○-18

BFDA1-3-○○○-○○○-03

BFDA1-3-○○○-○○○-06

BFDA1-3-○○○-○○○-09

BFDA1-3-○○○-○○○-12

BFDA1-3-○○○-○○○-15

BFDA1-3-○○○-○○○-18

BFDA1-4-○○○-○○○-03

BFDA1-4-○○○-○○○-06

BFDA1-4-○○○-○○○-09

BFDA1-4-○○○-○○○-12

BFDA1-4-○○○-○○○-15

BFDA1-4-○○○-○○○-18

BFDA1-6-○○○-○○○-03

BFDA1-6-○○○-○○○-06

BFDA1-6-○○○-○○○-09

BFDA1-6-○○○-○○○-12

BFDA1-6-○○○-○○○-15

BFDA1-6-○○○-○○○-18

3000 (3)

4000 (4)

4000 (4)

5000 (5)

5000 (5)

3000 (3)

4000 (4)

5000 (5)

5000 (5)

6000 (6)

6000 (6)

4000 (4)

5000 (5)

6000 (6)

6000 (6)

7000 (7)

7000 (7)

6000 (6)

7000 (7)

8000 (8)

8000 (8)

9000 (9)

9000 (9)

H ≦ 1200

H ≦  600

H ＝  300

H ≦  900

H ≦ 1500

H ≦ 1800

H ≦ 1200

H ≦  600

H ＝  300

H ≦  900

H ≦ 1500

H ≦ 1800

H ≦ 1200

H ≦  600

H ＝  300

H ≦  900

H ≦ 1500

H ≦ 1800

H ≦ 1200

b≧
50

0

2012. 4

は標準寸法であり現場条件により監督職員の指示

により長さを変更するものとする。

4. 盛土材を搬入して設置する場合の材質は、特記仕
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農業農村整備事業標準設計

工   種 進入路工

C - 53

区 分 ほ場整備

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

複水路型（2型）進入路

BFDA2-2-030-030-03
～BFDA2-6-100-100-18

道　路

支

用

小

用

b≧500 b≧500

 ≒B
A

既設ベンチフリューム

道　路

H

田面

1:5

進入路

b≧
50

0

b≧
50

0

A

 
≒
B

進入路
300

H
30

0

複水路型(２型)進入路

ＢＦＤＡ２－○－○○○－○○○－○○

複 水 路 型 (２型) 進 入 路 の 略 称

(CONCRETE BENCH FLUME DOUBLE APPROACH)

進入路の幅員（m）

支用既設ベンチフリューム規格の略号

布設するヒューム管規格の略号
進入路高さの略号 ※(  ) 内は

● BFフタ　＝1mの枚数。
● HP  ＝2mの本数。

注 意 事 項

7. 設計変更は、断面毎の設置カ所数と、フュ－ム管

1. この標準図は支用が鉄筋コンクリ－トベンチフリ

6. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

3. ヒュ－ム管及び蓋は、幅Bまで施工する。

管を使用する。

但し、寸法表に示した長さは、標準寸法であり、

4. 基盤整地と同時に施工する場合は、心土を設置カ

所付近に集積しておくものとする。

よる。

の本数の変更により行う。

ュ－ムに計画されるか布設が終了していて、小用

が素掘りの場合に適用する。

2. 使用するヒュ－ム管はJIS-5372の規格でB型１種

設 計 番 号A H

寸　　法　　表　　（㎜）
B (B.F)

H ≦  600

H ＝  300

2000
H ≦  900

H ≦ 1200

H ≦ 1500

H ≦ 1800

3000

4000

6000

BFDA2-2-○○○-○○○-03 2000 (2)

BFDA2-2-○○○-○○○-06

BFDA2-2-○○○-○○○-09

BFDA2-2-○○○-○○○-12

BFDA2-2-○○○-○○○-15

BFDA2-2-○○○-○○○-18

BFDA2-3-○○○-○○○-03

BFDA2-3-○○○-○○○-06

BFDA2-3-○○○-○○○-09

BFDA2-3-○○○-○○○-12

BFDA2-3-○○○-○○○-15

BFDA2-3-○○○-○○○-18

BFDA2-4-○○○-○○○-03

BFDA2-4-○○○-○○○-06

BFDA2-4-○○○-○○○-09

BFDA2-4-○○○-○○○-12

BFDA2-4-○○○-○○○-15

BFDA2-4-○○○-○○○-18

BFDA2-6-○○○-○○○-03

BFDA2-6-○○○-○○○-06

BFDA2-6-○○○-○○○-09

BFDA2-6-○○○-○○○-12

BFDA2-6-○○○-○○○-15

BFDA2-6-○○○-○○○-18

3000 (3)

4000 (4)

4000 (4)

5000 (5)

5000 (5)

3000 (3)

4000 (4)

5000 (5)

5000 (5)

6000 (6)

6000 (6)

4000 (4)

5000 (5)

6000 (6)

6000 (6)

7000 (7)

7000 (7)

6000 (6)

7000 (7)

8000 (8)

8000 (8)

9000 (9)

9000 (9)

B (H.P)

3000 (1.5)

H ≦  600

H ＝  300

H ≦  900

H ≦ 1200

H ≦ 1500

H ≦ 1800

H ≦  600
H ＝  300

H ≦  900

H ≦ 1200

H ≦ 1500

H ≦ 1800

H ≦  600

H ＝  300

H ≦  900

H ≦ 1200

H ≦ 1500

H ≦ 1800

3000 (1.5)

4000 (2.0)

4000 (2.0)

4000 (2.0)

4000 (2.0)

5000 (2.5)

5000 (2.5)

5000 (2.5)

5000 (2.5)

6000 (3.0)

5000 (2.5)

5000 (2.5)

6000 (3.0)

6000 (3.0)

6000 (3.0)

7000 (3.5)

7000 (3.5)

7000 (3.5)

7000 (3.5)

8000 (4.0)

9000 (4.5)

8000 (4.0)

9000 (4.5)

2012. 4

現場条件により監督職員の指示により長さを変更

するものとする。

5. 盛土材を搬入土とする場合の材質は特記仕様書に
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土　留　壁

土　留　壁
(D.300～600)

土　留　壁
(D.700～1.000)

ＨＰＤ－○○○－○

ヒューム管土留壁の略称

1片側，2両側

ヒューム管径(D)の略号

B

30
0 H

50
50

50
D

30
0～

60
0

150

B

50

50

D

70
0～

10
00

50

30
0

D10

D10

農業農村整備事業標準設計

工   種 付 帯 工

C - 54

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 HPD－030－1～HPD－100－2

土　留　壁

ヒュ－ム管径(D) B

寸　　法　　表　　（㎜）

設 計 番 号 H

300

350

400

450

500

600

700

800

900

1000 

HP0 － 030 － ○ 900 800

HP0 － 035 － ○

HP0 － 040 － ○

HP0 － 045 － ○

HP0 － 060 － ○

HP0 － 070 － ○

HP0 － 080 － ○

HP0 － 050 － ○

HP0 － 090 － ○

HP0 － 100 － ○

1200 1000

1500 1200

1800 1500

900 800

900 800

1200 1000

1200 1000

1500 1200

1800 1500H

2021.10

1. 管型横断暗渠と組み合わせて使用する。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

S L

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

配置する。

4. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

5. 設計変更は、断面毎の設置カ所数の増減により

行う。

3. 鉄筋は異形鉄筋（SD295）とし、断面の中央に

2. コンクリ－ト仕様
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１
：

０
．

３

Ｈ
≦

ｔ

１
０

０
Ｂ

Ｂ’

基 礎 コ ン ク リ ー ト

基 礎 砂 利 類

床版コンクリート

勾配可変側溝の略称

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

（ＫＯＢＡＩ　ＫＡＨＥＮ　ＳＯＫＫＯＵ）

ＫＫＳ－○○○○－○○－○

内幅（１０㎝単位）

内高（１０㎝単位）

土かぶり（００）

設 計 番 号
寸　　法　　表 （㎜）

内高（Ｈ≦）内幅（Ｂ）基礎幅 土かぶり

（ｍ）ＫＫＳ－０３０３－○○－○

ＫＫＳ－０４０３－○○－○

ＫＫＳ－０５０３－○○－○

ＫＫＳ－０６０３－○○－○ 　３００

（Ｂ）’

　５５０

　３００＜Ｈ≦　４００

　４００＜Ｈ≦　５００

ＫＫＳ－０７０３－○○－○

ＫＫＳ－０８０３－○○－○

ＫＫＳ－０９０３－○○－○

ＫＫＳ－０４０４－○○－○

　４００

　６５０

　７００

ＫＫＳ－０５０４－○○－○

ＫＫＳ－０６０４－○○－○

ＫＫＳ－０７０４－○○－○

ＫＫＳ－０８０４－○○－○

ＫＫＳ－０９０４－○○－○

ＫＫＳ－１００４－○○－○

ＫＫＳ－１１０４－○○－○

ＫＫＳ－１２０４－○○－○

０

　５００

　６００

　８００

　８５０

　９００

１０００　７００

　８００

　９００

１０００

１２００

１３００

１４００

ＫＫＳ－０６０５－○○－○

ＫＫＳ－０７０５－○○－○

ＫＫＳ－０８０５－○○－○

ＫＫＳ－０９０５－○○－○

ＫＫＳ－１００５－○○－○

ＫＫＳ－１１０５－○○－○

ＫＫＳ－１２０５－○○－○

ＫＫＳ－１３０５－○○－○

ＫＫＳ－１４０５－○○－○

ＫＫＳ－０７０６－○○－○

ＫＫＳ－０８０６－○○－○

ＫＫＳ－０９０６－○○－○

ＫＫＳ－１００６－○○－○

ＫＫＳ－１１０６－○○－○

ＫＫＳ－１２０６－○○－○

ＫＫＳ－１５０６－○○－○

ＫＫＳ－０７０７－○○－○

ＫＫＳ－０８０８－○○－○

ＫＫＳ－０９０９－○○－○

ＫＫＳ－１０１０－○○－○

１．勾配可変側溝の規格は標準品であり、

　　仕様書による。

ＫＫＳ－０３０３－００－Ｆ～ＫＫＳ－１０１０－００－Ｎ

ほ場整備付　帯　工

　　　　　Ｈ≦　３００

　６００＜Ｈ≦　７００

　５００＜Ｈ≦　６００

　８００＜Ｈ≦　９００

　７００＜Ｈ≦　８００

　　　　　Ｈ≦　４００

　４００＜Ｈ≦　５００

　５００＜Ｈ≦　６００

　７００＜Ｈ≦　８００

　６００＜Ｈ≦　７００

　９００＜Ｈ≦１０００

　８００＜Ｈ≦　９００

１０００＜Ｈ≦１１００

１１００＜Ｈ≦１２００

　　　　　Ｈ≦　６００

　６００＜Ｈ≦　７００

　７００＜Ｈ≦　８００

　９００＜Ｈ≦１０００

　８００＜Ｈ≦　９００

１１００＜Ｈ≦１２００

１０００＜Ｈ≦１１００

１２００＜Ｈ≦１３００

１３００＜Ｈ≦１４００

　　　　　Ｈ≦　７００

　７００＜Ｈ≦　８００

　８００＜Ｈ≦　９００

１０００＜Ｈ≦１１００

　９００＜Ｈ≦１０００

１２００＜Ｈ≦１５００

１１００＜Ｈ≦１２００

　　　　　Ｈ≦　７００

　　　　　Ｈ≦　８００

　　　　　Ｈ≦　９００

　　　　　Ｈ≦１０００

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

　７５０

Ｃ－５５
C-44

C-58
勾 配 可 変 側 溝 水 路

勾配可変側溝水路

　　土被りのある場合や、道路横断用及び
　　進入路用については、別途適用する。

２．基礎砂利類の種類、品質、規格は特記

３．コンクリート仕様

無筋コンクリート

Ｇｍａｘ

ｃｍ ｍｍ

セ メ ン ト
の　種　類σ２８

８±２．５ ４０
Ｎ

１８／㎜
２

種 　 別 ＳＬ

６．出来形管理は断面と延長とする。

４．基礎コンクリートの標準厚（ｔ）

タイプ（幅）

ｔ

３００～４００ ５００～８００ ９００～１０００

５０ １００ １５０

５．設計変更は断面毎の延長の増減により
　　おこなう。

２０２３．３

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。
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C-44

C-55

注 意 事 項

秋　田　県

勾配可変側溝型進入路

１．勾配可変側溝は、進入路用であり
　　土かぶり 0 . 3～ 1 . 5 mを標準とする。
　　土かぶりが標準と異なる場合は、
　　監督職員と協議すること。

２．自動車荷重は T - 4とし、雪荷重と比
　　較して大きい方を設計荷重とする。

勾配可変側溝型進入路の略称

進入路の幅員（ｍ）

勾配可変側溝規格の略号

基礎砂利の有無　有Ｆ・無Ｎ
ＫＫＡ○－○○○○－○○－○

（ＫＯＢＡＩ　ＫＡＨＥＮ　ＡＰＲＯＡＣＨ）

進入路高さ:Ｈ(03,06,09,12,15)

図
番

関
連

進入路工 ほ場整備工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

勾配可変側溝型進入路Ｃ－５８

ＫＫＡ２－０５０４－０３～ＫＫＡ６－０９０６－１５

田 面

３．基礎砕石の種類、品質、規格等に
　　ついては特記仕様書による。

　　材質は、特記仕様書による。

　　 4 . 0 m、 6 . 0 mを標準とする。

　　部は偶数延長を標準とする。

　　とする。

　　と、蓋の枚数の変更により行う。

５．盛土材を搬入して設置する場合の

６．進入路幅員 ( A )は 2 . 0 m、 3 . 0 m

７．製品長 ( 2 . 0 m /本 )を考慮し、暗渠

８．出来形管理は、断面と設置箇所数

９．設計変更は、断面毎の設置箇所数

２０２３．３

10
0

15
0

進 入 路道 　 路

Ａ

Ｌ
≒

Ｂ

B1
≧

50
0

B1
≧

50
0

Ａ

Ｌ≒Ｂ

B1≧500 B1≧500

ｈ

Ｂ’

≧
50

50

進 入 路道 　 路

H

D

１
：

０
．

３

１
：
１
．
０

勾配可変側溝

主筋

基礎コンクリート

配力筋

床版コンクリート

基礎砂利類

土かぶり

田面から天端までの深さ

500

600

700

900

900

400

500

600

D13

      H≦300  → 03
 300＜H≦600  → 06
 600＜H≦900  → 09
 900＜H≦1200 → 12
1200＜H≦1500 → 15

表記

進入路高さ 主筋 配力筋

650

800

850

内高 内幅
(B')
基礎幅

D13

@250@250

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

無筋コンクリート

Ｇｍａｘ

ｃｍ ｍｍ

セ メ ン ト
の　種　類σ２８

Ｎ
／㎜

２

種 　 別 ＳＬ

１２±２．５２１ ２５

４．コンクリート仕様
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注 意 事 項

秋　田　県

田 面

進入路の幅員（ｍ）

進入路高さ:Ｈ(03,06,09,12,15)

図
番

関
連

進入路工 ほ場整備工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

Ｃ－５９ 蓋掛け補強型進入路

ＤＦＡ２－５０４－０３～ＤＦＡ６－９０５－１５

ＤＦＡ○－○○○－○○－○

蓋掛け補強型進入路の略称
（ＤＲＡＩＮＡＧＥ　ＦＬＵＭＥ　ＡＰＲＯＡＣＨ）

排水フリューム補強型規格の略号

基礎砂利有の場合にＦ

蓋掛け補強型進入路

２０２３．３

進 入 路道 　 路

Ａ

Ｌ
≒

Ｂ

B1
≧

50
0

B1
≧

50
0

Ａ

Ｌ≒Ｂ

B1≧500 B1≧500

進 入 路道 　 路

H

D

１
：
１
．
０

排水フリューム(補強型)

土かぶり

２０００

A Ｈ 設 計 番 号

寸 　 法 　 表 （㎜）

Ｈ≦　３００

Ｈ≦　６００

Ｈ≦　９００

Ｈ≦１２００

Ｈ≦１５００

Ｈ

２０００　（２）

３０００　（３）

４０００　（４）

５０００　（５）

４０００　（４）

３０００

Ｈ≦　３００

Ｈ≦　６００

Ｈ≦　９００

Ｈ≦１２００

Ｈ≦１５００

３０００　（３）

４０００　（４）

５０００　（５）

５０００　（５）

６０００　（６）

４０００

Ｈ≦　３００

Ｈ≦　６００

Ｈ≦　９００

Ｈ≦１２００

Ｈ≦１５００

４０００　（４）

６０００　（６）

６０００　（６）

５０００　（５）

７０００　（７）

６０００

Ｈ≦１５００

Ｈ≦１２００

Ｈ≦　９００

Ｈ≦　６００

Ｈ≦　３００ ６０００　（６）

７０００　（７）

８０００　（８）

９０００　（９）

８０００　（８）

※(　)内はフタ　＝１ｍの枚数

ＤＦＡ２－○○○－０３

ＤＦＡ２－○○○－０６

ＤＦＡ２－○○○－０９

ＤＦＡ２－○○○－1２

ＤＦＡ２－○○○－１５

ＤＦＡ３－○○○－０３

ＤＦＡ３－○○○－０６

ＤＦＡ３－○○○－０９

ＤＦＡ３－○○○－１２

ＤＦＡ３－○○○－１５

ＤＦＡ４－○○○－０３

ＤＦＡ４－○○○－０６

ＤＦＡ４－○○○－０９

ＤＦＡ４－○○○－１２

ＤＦＡ４－○○○－１５

ＤＦＡ５－○○○－０３

ＤＦＡ６－○○○－０６

ＤＦＡ６－○○○－０９

ＤＦＡ６－○○○－１２

ＤＦＡ６－○○○－１５

１．鉄筋コンクリート排水フリュームは、

　　現場条件（土被り、上載荷重等）に応

　　じて補強（通常の排水フリュームを増
　　厚又は鉄筋を追加したもの）を適用す

２．蓋は幅Ｂまで施工する。但し寸法表に
　　示した長さは標準寸法であり現場条件

４．盛土材を搬入して設置する場合の材質

５．出来形管理は、断面と設置カ所数とす

６．設計変更は、断面毎の設置カ所数と蓋
　　の枚数の変更により行う。

　　る。

　　ること。

　　は、特記仕様書による。

３．使用する蓋板の規格については、特記
　　仕様書による。

　　により監督職員の指示により長さを変
　　更するものとする。
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暗渠排水２本配置

平　面　図

側　面　図

吸水管　＝90m

D1
＝

10
m

集水管　 1 ＝5 m

 2

キャップ
a 2

a 1

吸水管②φ60

吸水管①φ60

Ｉ 1

Ｉ 1 Ｉ 2

Ｉ
2

エルボ

b 1

b 2

集
水

管
③

φ
60

集水管④φ65

チーズ　　　
65×60×60

φ

水閘　　　

水閘　　　

Ａ　２－○○－○○○－○○○

暗渠の配置の略称

2本配置の略号

　  地点の深さ（㎝）

勾配   の逆数（例1/250→250）Ｉ 2

勾配   の逆数（例1/500→500）Ｉ 1

b 1

キャップ

農業農村整備事業標準設計

工   種 暗渠排水

C - 60

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 A2－

暗 渠 排 水 2 本 配 置
C - 70

C - 71

2015. 4

1. 材料の種類、規格については、特記仕様書によ
　 る。

2. 計画平面図等に寸法が表示されている場合は、
　 それにより施行する。

3. 渠線の位置は監督職員の指示による。

4. 出来形管理は、断面、埋設深、管延長、間隔と
　 する。

5. 設計変更は、埋設深、管延長、間隔、配列方法
　 、掘削工法により行う。
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Ｉ１

Ｉ
２

Ｉ１

Ｉ１ Ｉ２

Ｄ
２

＝
１

０
ｍ

Ｄ
１

＝
１

０
ｍ

側 面 図

吸水渠　＝９０m

　２

集水管　１＝５m

平 面 図

ａ２

ａ１

吸水管　③　φ６０　

吸水管　①　φ６０　

集
水

管
　

④
　

φ
６

０
　

集
水

管
　

⑤
　

φ
６

５

エルボ

チーズ

チーズ

φ６５×６０×６０

φ７５×６５×６０

ｂ３

ｂ２

ｂ１

水閘

水閘

集水管　⑥　φ７５

暗渠排水３本配置

３本配置の略号

b１地点の深さ（㎝）

勾配Ｉ１の逆数（例１／５００→５００）

Ａ３－○○－○○○－○○○

勾配Ｉ２の逆数（例１／２５０→２５０）

暗渠の配置の略称

吸水管　②　φ６０　

ほ場整備暗 渠 排 水

暗 渠 排 水 ３ 本 配 置

Ａ３－

Ｃ－７１

Ｃ－７０
Ｃ－６１

ａ３

キャップ

キャップ

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

連
図
番

関

２０１５．４

1. 材料の種類、規格については、特記仕様書によ
　 る。

2. 計画平面図等に寸法が表示されている場合は、
　 それにより施行する。

3. 渠線の位置は監督職員の指示による。

4. 出来形管理は、断面、埋設深、管延長、間隔と
　 する。

5. 設計変更は、埋設深、管延長、間隔、配列方法
　 、掘削工法により行う。
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暗渠排水４本配置

平　面　図

側　面　図

吸水管　　＝90m

D
2
＝

7.
5

m
D1
＝

7.
5

m

集水管　 1 ＝5 m

 2

a 4

a 3

a 2

a 1

キャップ エルボ
吸水管④φ60

吸水管③φ60

吸水管②φ60

吸水管①φ60

b 4

b 3

b 2

b 1

集
水

管 ⑤
φ

6
0

集
水

管 ⑥
φ

6
5

集
水

管 ⑦
φ

7
5

Ｉ 1

Ｉ 1

Ｉ 1

Ｉ 1 チーズ　　　
75×75×60

チーズ　　　
65×60×60φ

チーズ　　　
75×60×65φ

集水管⑧φ75

Ｉ 2

Ｉ
2

水閘　　　

水閘　　　

Ａ　４－○○－○○○－○○○

暗渠の配置の略称

4本配置の略号

　  地点の深さ（㎝）

勾配   の逆数（例1/250→250）Ｉ 2

勾配   の逆数（例1/500→500）Ｉ 1

b 1

キャップ

D3
＝

7.
5

m

φ

農業農村整備事業標準設計

工   種 暗渠排水

C - 62

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 A4－

暗 渠 排 水 4 本 配 置
C - 70

C - 71

2015. 4

1. 材料の種類、規格については、特記仕様書によ
　 る。

2. 計画平面図等に寸法が表示されている場合は、
　 それにより施行する。

3. 渠線の位置は監督職員の指示による。

4. 出来形管理は、断面、埋設深、管延長、間隔と
　 する。

5. 設計変更は、埋設深、管延長、間隔、配列方法
　 、掘削工法により行う。
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管理閘付暗渠排水２本配置

平　面　図

側　面　図

吸水管   ＝95m

D1
＝

10
m

 2

吸水管①φ60

吸水管②φ60

集
水

管
③

φ
60Ｉ 1

Ｉ 1

a 2

a 1

b 2

b 1 Ｉ 2

Ｉ
2

エルボ

集水管④φ65

チーズ　　　
65×60×60φ

水閘　　　

キャップ

管　理　閘

水閘　　　

エルボ

ＡＫ２－○○－○○○－○○○

暗渠の配置の略称

2本配置の略号

　  地点の深さ（㎝）

勾配   の逆数（例1/250→250）Ｉ 2

勾配   の逆数（例1/500→500）Ｉ 1

b 1

集水管　 1 ＝5 m

農業農村整備事業標準設計

工   種 暗渠排水

C - 63

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 AK2－

管理閘付暗渠排水2本配置
C - 70

C - 71

2015. 4

1. 材料の種類、規格については、特記仕様書によ
　 る。

2. 計画平面図等に寸法が表示されている場合は、
　 それにより施行する。

3. 渠線の位置は監督職員の指示による。

4. 出来形管理は、断面、埋設深、管延長、間隔と
　 する。

5. 設計変更は、埋設深、管延長、間隔、配列方法
　 、掘削工法により行う。
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Ｉ１

Ｉ
２

Ｉ１

Ｉ１ Ｉ２

Ｄ
２

＝
１

０
m

Ｄ
１

＝
１

０
m

側 面 図

管理閘

エルボ 吸水渠　＝９５m

　２

集水管　１＝５m

キャップ

平 面 図

ａ２

ａ１

吸水管　③　φ６０　

吸水管　①　φ６０　

集
水

管
　

④
　

φ
６

０
　

集
水

管
　

⑤
　

φ
６

５

エルボ

チーズ

チーズ

φ６５×６０×６０

φ７５×６５×６０

ｂ３

ｂ２

ｂ１

水閘

水閘

集水管　⑥　φ７５

管理閘付暗渠排水３本配置

３本配置の略号

ｂ１地点の深さ（㎝）

勾配Ｉ１の逆数（例１／５００→５００）

ＡＫ３－○○－○○○－○○○

勾配Ｉ２の逆数（例１／２５０→２５０）

暗渠の配置の略称

吸水管　②　φ６０　

ほ場整備暗渠排水

管理閘付暗渠排水３本配置

ＡＫ３－

Ｃ－７１
Ｃ－６４

ａ３

Ｃ－７０

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

２０１５．４

1. 材料の種類、規格については、特記仕様書によ
　 る。

2. 計画平面図等に寸法が表示されている場合は、
　 それにより施行する。

3. 渠線の位置は監督職員の指示による。

4. 出来形管理は、断面、埋設深、管延長、間隔と
　 する。

5. 設計変更は、埋設深、管延長、間隔、配列方法
　 、掘削工法により行う。
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D
3
＝

7.
5

m

φ

管理閘付暗渠排水４本配置

平　面　図

側　面　図

a 4

a 3

a 2

a 1

Ｉ 1

Ｉ 1

Ｉ 1

Ｉ 1

b 4

b 3

b 2

b 1 Ｉ 2

Ｉ
2

集
水

管 ⑤
φ

6
0

集
水

管 ⑥
φ

6
5

集
水

管 ⑦
φ

7
5

吸水管④φ60

吸水管③φ60

吸水管②φ60

吸水管①φ60

エルボ

チーズ　　　
65×60×60

チーズ　　　
75×60×65

集水管⑧φ75

水閘　　　

キャップ

管　理　閘

エルボ

チーズ　　　
75×75×60

水閘　　　

ＡＫ４－○○－○○○－○○○

暗渠の配置の略称

4本配置の略号

　  地点の深さ（㎝）

勾配   の逆数（例1/250→250）Ｉ 2

勾配   の逆数（例1/500→500）Ｉ 1

b 1

吸水管　＝95m

D
2
＝

7.
5

m
D

1
＝

7.
5

m

集水管　 1 ＝5 m

 2

φ

φ

農業農村整備事業標準設計

工   種 暗渠排水

C - 65

区 分 ほ場整備

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 AK4－

管理閘付暗渠排水4本配置
C - 70

C - 71

2015. 4

1. 材料の種類、規格については、特記仕様書によ
　 る。

2. 計画平面図等に寸法が表示されている場合は、
　 それにより施行する。

3. 渠線の位置は監督職員の指示による。

4. 出来形管理は、断面、埋設深、管延長、間隔と
　 する。

5. 設計変更は、埋設深、管延長、間隔、配列方法
　 、掘削工法により行う。
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平 面 図

Ｉ１ Ｉ２

Ｉ１ Ｉ２

Ｉ１

ａ１

Ｉ２

ねじ切水閘

Ｄ
１

＝
１

０
ｍ

Ｄ
１

＝
１

０
ｍ

５０ｍ

側 面 図

ａ１

Ｉ１ Ｉ２

吸水渠 集水渠

５０ｍ

管理閘

エルボ

キャップ

吸水渠　＝９５ｍ

　２

　１＝５ｍ

ねじ切水閘

ＡＫ１－○－○○－○○○－○○○

勾配Ｉ２の逆数（例１／２５０→２５０）

１本配置の略号

田面１枚当たり本数の略号

ａ１中心天の深さ（㎝）

暗渠の配置の略称

勾配I１の逆数（例１／５００→５００）

Ｃ－６６
Ｃ－７１

ほ場整備付 帯 工

ＡＫ１

暗渠排水　単線排水方式
Ｃ－７０

ａ１

ａ１

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

２０１５．４

1. 材料の種類、規格については、特記仕様書によ
　 る。

2. 計画平面図等に寸法が表示されている場合は、
　 それにより施行する。

3. 渠線の位置は監督職員の指示による。

4. 出来形管理は、断面、埋設深、管延長、間隔と
　 する。

5. 設計変更は、埋設深、管延長、間隔、配列方法
　 、掘削工法により行う。
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暗渠排水

Ｃ－７０
Ｃ－６０～６６

Ｃ－７１

ほ場整備

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

Ｋ○－○○－○－○○○○－

Ｋ １ － 　 　 　 　 ～ Ｋ ２ － 　 　 　 　 　

平均掘削深（Ｈ）cm

被覆材の厚さ㎝（ｈ１，ｈ２）

　　様書による。
２．材料の種類、規格については、特記仕

　　を標準とする。

吸水渠の略称

掘削勾配を1：0.1以外とする場合に、勾配区分

１．バックホウ掘削の掘削勾配は、 1 : 0 . 1

掘削区分（トレンチャ１・バックホウ２）

Ｋ１－○○－○－○○○○

トレンチャ掘削

Ｈ

１５０

砂利類h1

モミガラ

掘 削 土

Ｈ

１５０

砂利類h1
h2 モミガラ

２
０

０

Ｋ２－○○－○－○○○○－○

バックホウ掘削

２５０

h1

Ｈ

砂利類

モミガラ

心 土耕 土

１
：

ｎ

Ｈ

２５０

h1

１
：

ｎ

砂利類

モミガラh2
２

０
０

０４

０．５

０５

０．２

０２

０．３

０３

０．４

掘削勾配区分

掘削勾配 n ０．１

被覆材区分（砂利類＋モミガラ１・砂利類２・その他３）

吸水管吸水管

勾 配 区 分

暗渠排水　吸水渠標準断面図（１）

  
h2

’

暗渠排水
　吸水渠標準断面図（１）

h2
×

1.
3

被覆材投入時 被覆材投入時設計断面 設計断面

埋戻埋戻

２０２５．２
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暗渠排水

Ｃ－７０
Ｃ－６０～６６

Ｃ－７１

ほ場整備工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番 Ｋ １ － 　 　 　 　 ～ Ｋ ２ － 　 　 　 　 　

暗渠排水　吸水渠標準断面図（２）

暗渠排水
　吸水渠標準断面図（２）

０．３ ０．４０．１ ０．５０．２

　１００

　１２０

　１３０

　１４０

　１５０

　１６０

　１７０

　１８０

　１９０

　２００

　２１０

　２２０

　２３０

　２４０

　２５０

　２６０

　２７０

　２８０

　２９０

　３００

０．１ ０．５０．２ ０．３ ０．４

モミガラ厚h2

　３１０

　３２０

　３３０

　３４０

　３５０

　３６０

　３７０

　３８０

　３９０

　４００

　４１０

　４２０

　４３０

　４４０

　４５０

掘削勾配ｎ 掘削勾配ｎ

０．１ ０．５０．２ ０．３ ０．４

モミガラ厚h2

０．１ ０．５０．２ ０．３ ０．４

モミガラ厚h2

掘削勾配ｎ 掘削勾配ｎ

砂利類厚h1：300mm

モミガラ厚h2

　　５０

　　６０

　　７０

　　８０

　　９０

　１１０

　２３０

　３２０

　１１０

　１２０

　１４０

　１６０

　１７０

　１８０

　２００ 　１９０

　２００

　２１０

　２２０

　３００

　３５０

　４００

　４１０

　４１０

　４３０

　５１０ 　４８０

　　７０

　　８０

　　９０

　　７０ 　　６０ 　　６０ 　　６０

　　８０　　８０　　８０　　８０

　　９０ 　　９０ 　　９０ 　　９０

　１００ 　１００ 　１００ 　１００ 　１００

　１２０ 　１１０ 　１１０ 　１１０

　１３０ 　１２０ 　１２０ 　１２０

　１３０　１３０　１３０　１４０　１４０

　１５０ 　１５０ 　１４０ 　１４０

　１６０ 　１６０ 　１５０ 　１５０

　１６０　１７０　１７０

　１９０ 　１８０ 　１８０ 　１７０

　１８０　１９０　１９０　２００

　２１０ 　２００ 　１９０

　２１０　２１０　２２０

　２２０ 　２２０

　２３０　２３０　２４０

　２４０ 　２３０

　２４０　２４０　２５０　２７０

　２８０ 　２６０ 　２５０ 　２５０

　２６０　２６０　２７０　２８０　２９０

　３００ 　２９０ 　２８０ 　２７０ 　２７０

　２８０　２８０　２９０　３００　３１０

　３１０ 　３００ 　２９０ 　２９０

　３１０　３２０　３３０

　３４０ 　３３０ 　３２０ 　３１０

　３２０　３４０　３５０

　３５０ 　３３０

　３３０　３４０　３６０　３８０

　３９０ 　３７０ 　３４０

　４００

　４１０ 　３６０

　３７０　３８０　４２０

　４３０ 　３９０

　３９０　４４０

　４５０ 　４００

　４２０　４６０

　４７０ 　４４０ 　４３０ 　４２０ 　４１０

　４２０　４４０　４５０　４８０

　４９０ 　４６０

　４７０　５００

　　５０

　　６０

　　７０

　　８０

　　９０

　１１０

　１００

　１２０

　１３０

　１４０

　１５０

　１６０

　１７０

　１８０

　１９０

　２００

　２１０

　２２０

　２３０

　２４０

　２５０

　２６０

　２７０

　２８０

　２９０

　３００

　３１０

　３２０

　３３０

　３４０

　３５０

　３６０

　３７０

　３８０

　３９０

　４００

　４１０

　４２０

　４３０

　４４０

　４５０　２３０

　３２０

　１１０

　１２０

　１４０

　１６０

　１７０

　１８０

　２００ 　１９０

　２００

　２１０

　２２０

　５１０

　　７０

　　８０

　　９０

　　７０ 　　６０ 　　６０ 　　６０

　　８０　　８０　　８０　　８０

　　９０ 　　９０ 　　９０ 　　９０

　１００ 　１００ 　１００ 　１００ 　１００

　１２０ 　１１０ 　１１０ 　１１０

　１３０ 　１２０ 　１２０ 　１２０

　１３０　１３０　１３０　１４０　１４０

　１５０ 　１５０ 　１４０

　１６０ 　１６０ 　１６０ 　１５０ 　１５０

　１７０　１７０　１８０

　１９０ 　１８０ 　１８０

　１９０　１９０　２００

　２１０ 　２００

　２１０　２１０　２１０　２２０

　２２０ 　２２０

　２３０　２３０　２４０

　２６０ 　２５０ 　２４０ 　２４０ 　２３０

　２４０　２５０　２６０　２７０

　２８０ 　２７０ 　２６０ 　２５０

　２６０　２７０　２８０　２９０

　３００ 　２９０ 　２８０ 　２７０

　２８０　２９０　３００　３１０

　３１０ 　３００ 　２９０

　３００　３１０　３２０　３３０

　３４０ 　３３０ 　３２０ 　３１０

　３２０　３２０　３３０　３４０

　３７０ 　３５０ 　３４０ 　３３０ 　３３０

　３４０　３５０　３６０　３８０

　３９０ 　３７０ 　３６０ 　３５０

　３６０　３７０　３８０　４００

　４１０ 　３９０ 　３８０ 　３７０

　３８０　４００　４２０

　４３０ 　４１０ 　３９０ 　３８０

　３９０　４２０　４４０

　４５０ 　４３０ 　４００

　４１０　４４０　４６０

　４７０ 　４３０

　４３０　４４０　４８０

　４９０ 　４５０ 　４４０

　４５０　４６０　５００

　１５０

　１７０

　１８０

　１９０

　２００

　２３０

　２４０

　２５０

　２６０

　２７０

　２８０

　２９０

　３００

　３１０

　３２０

　３６０

　３４０

　３５０

　３６０

　３７０

　３９０ 　３８０

　４００

　４１０ 　４００

　４２０ 　４１０

　４３０ 　４２０

　４５０ 　４３０ 　４２０

　４６０ 　４３０

　４７０ 　４４０

　４８０ 　４５０

　４９０ 　４７０ 　４６０ 　４６０

バックホウ掘削　被覆材厚 寸　法　表　（mm）

　１５０

　１７０

砂利類厚h1：200mm

　３２０ 　３１０

　３６０ 　３３０ 　３２０

　３４０

　３５０ 　３４０

　３７０ 　３６０ 　３５０

　３８０ 　３７０ 　３６０

　３９０ 　３７０

　４００ 　３８０ 　３７０

　４１０ 　３８０

　４２０ 　３９０

　４３０ 　４００

　４２０

　４４０ 　４３０

　４５０ 　４４０

　４６０ 　４５０

　２００

　２１０

　２２０

　２５０ 　２４０ 　２３０

　２５０

　２６０

　２９０

　３００

　４４０

　４５０

（設計厚さ） （設計厚さ） （設計厚さ） （設計厚さ）
モミガラ厚h2’（被覆材投入時） モミガラ厚h2’（被覆材投入時） モミガラ厚h2’（被覆材投入時） モミガラ厚h2’（被覆材投入時）

２０２５．２
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暗渠排水　集水渠標準断面図

Ｓ○－○○－

平均掘削深（Ｈ）㎝

集水渠の略称 ほ場整備暗渠排水

暗渠排水　集水渠標準断面図Ｃ－７１
Ｃ－６０～６６

Ｃ－７０

注 意 事 項

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番 Ｓ １ － 　 　 　 　 ～ Ｓ ２ － 　 　 　 　 　

　　を標準とする。

掘削勾配 n

掘削勾配区分

０．２

０２

０．３

０３

０．４

０４

０．５

０５勾 配 区 分

掘削勾配を1：0.1以外とする場合に、勾配区分

０．１

掘削区分（トレンチャ１・バックホウ２）

１．バックホウ掘削の掘削勾配は、 1 : 0 . 1

Ｓ１－○○ Ｓ２－○○－○

バックホウ掘削トレンチャ掘削 　　様書による。
２．材料の種類、規格については、特記仕

Ｈ

１５０ ２５０

１
：

ｎ

Ｈ 埋戻埋戻

２０２５．２

　　び崩壊のないように行なう。
３．畦・溝畔等の法面の埋戻しは、漏水及
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注 意 事 項

秋　田　県

用
水

路

排
水

路

進入路工

進入路工

支
線

道
路

側 面 図

平 面 図

排水出口

排水出口

管理取水口

排水出口

(TRENCHLESS SUBSURFACE DRAIN) 
補助暗渠排水工の略称

C-72

補助暗渠排水工（片側排水・額縁無し）

調整区間

≦5.0m

調整区間

≦5.0m

補助暗渠 @2.5m

補助暗渠 @2.5m

C-77

C-73～75関

連
図

番

１．引込み長(D1)は1.0m、引上げ長(D2)は5.0mと

２．調整区間の渠線間隔は、監督職員の指示に

３．設計変更は面積の増減と掘削深の変更による。

　　する。

　　よる。

C-76

補 助 暗 渠

額縁暗渠区分（０：無　２：③④設置　４：①～④設置）

掘削深（４０：40cm　４５：45cm）

本暗渠排水区分（１：片側排水　２：両側排水）

ＴＳＤ１－○○－○

補助暗渠排水工
（片側排水・額縁無し）

工　　種 区分 ほ場整備暗渠排水

農業農村整備事業標準設計

設計番号 TSD1-40-0　～　TSD1-45-0

2021.10

D
2

D
1

D
2

3.5m 3.5m

3.5m3.5m

本暗渠

D
1

補助暗渠
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注 意 事 項

秋　田　県

用
水

路

排
水

路

排
水

路

支線道路

進入路工

進入路工

進入路工

進入路工

支
線

道
路

側 面 図

平 面 図

排水出口

排水出口

排水出口

排水出口

排水出口

管理取水口

C-73

補助暗渠排水工（両側排水・額縁無し）

調整区間

≦5.0m

補助暗渠 @2.5m

調整区間

≦5.0m

補助暗渠 @2.5m

排水出口

C-77

C-76

C-72～75

(TRENCHLESS SUBSURFACE DRAIN) 
補助暗渠排水工の略称

額縁暗渠区分（０：無　２：③④設置　４：①～④設置）

掘削深（４０：40cm　４５：45cm）

補 助 暗 渠

本暗渠排水区分（１：片側排水　２：両側排水）

ＴＳＤ２－○○－○
農業農村整備事業標準設計

工　　種 区分 ほ場整備暗渠排水

補助暗渠排水工
（両側排水・額縁無し）

TSD2-40-0　～　TSD2-45-0設計番号

関

連
図

番

2021.10

D
2

D
1

D
2 D
1

本暗渠

3.5m 3.5m

3.5m 3.5m

補助暗渠

１．引込み長(D1)は1.0m、引上げ長(D2)は5.0mと

２．調整区間の渠線間隔は、監督職員の指示に

３．設計変更は面積の増減と掘削深の変更による。

　　する。

　　よる。
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注 意 事 項

秋　田　県

用
水

路

排
水

路

進入路工

進入路工

支
線

道
路

Ｄ

Ａ Ｂ

Ｃ

側 面 図

平 面 図

補 助 暗 渠
排水出口

調整区間

D
1D
2

補助暗渠 @2.5m

調整区間補助暗渠 @2.5m

D
1

排水出口

D
2

≦5.0m

管理取水口
≦5.0m

排水出口

C-74

S5

補助暗渠排水工（片側排水・額縁有り）

引上げ位置

Ｃ Ｄ ＡＢ

引
込
み
位
置

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

－ －

－ －

－

－ －

－

引上げ位置

Ｃ Ｄ ＡＢ

引
込
み
位
置

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

－ －

－ －

－

－ －

－

S8

S
3

S
4

S
2

S
1

額縁暗渠①

額縁暗渠②

額縁暗渠④

額縁暗渠③ －

－

－

－

C-77

C-76

C-72～75

(TRENCHLESS SUBSURFACE DRAIN) 
補助暗渠排水工の略称

額縁暗渠区分（０：無　２：③④設置　４：①～④設置）

掘削深（４０：40cm　４５：45cm）

ＴＳＤ１－○○－○

本暗渠排水区分（１：片側排水　２：両側排水） 関

連
図

番

農業農村整備事業標準設計 2019.4

工　　種 区分 ほ場整備暗渠排水

補助暗渠排水工
（片側排水・額縁有り）

設計番号 TSD1-40-2　～　TSD1-45-4

S3= 1.0
S4= 5.0

S4= 1.0
S3= 5.0

S2= 1.0
S1= 8.0

S1= 4.0
S2= 5.0

S7= 2.0
S8= 5.0

S3= 1.0
S4= 5.0

S4= 1.0
S3= 5.0

S5= 3.0
S6= 5.0

S2= 1.0
S1= 8.0

S6= 1.0
S5= 7.0

S8= 1.0
S7= 6.0

S1= 4.0
S2= 5.0

S6

S7

本暗渠

1.0m 1.0m

1.0m 1.0m

補助暗渠 ３．額縁暗渠は耕区外縁部に配置する。

１．引込み長(D1)は1.0m、引上げ長(D2)は5.0m

・ＴＳＤ１－○○－２

・ＴＳＤ１－○○－４

２．調整区間の渠線間隔は、監督職員の指示に

４．額縁暗渠①及び②と補助暗渠引込み部は接続

５．額縁暗渠の畦・溝畔からの離れについては

　　とする。

　　させること。

　　次のとおりとする。

６．設計変更は面積の増減と掘削深の変更による。

７．現場状況により、S1～S8の寸法が確保できない
　　場合には、当該部分を設計面積から除外する。

　　よる。
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注 意 事 項

秋　田　県

用
水

路

排
水

路

排
水

路

支線道路

進入路工

進入路工

進入路工

進入路工

支
線

道
路

Ａ Ｂ

ＣＤ

側 面 図

平 面 図

補 助 暗 渠

排水出口

排水出口

排水出口

排水出口

D
1

調整区間補助暗渠 @2.5m

調整区間補助暗渠 @2.5m

排水出口

D
2

D
2

管理取水口
≦5.0m

≦5.0m

S8

D
1

C-75

補助暗渠排水工（両側排水・額縁有り）

S
1

S
2

S
3

S
4

S5

額縁暗渠③

額縁暗渠①

額縁暗渠②

額縁暗渠④

排水出口

(TRENCHLESS SUBSURFACE DRAIN) 
補助暗渠排水工の略称

額縁暗渠区分（０：無　２：③④設置　４：①～④設置）

掘削深（４０：40cm　４５：45cm）

ＴＳＤ２－○○－○

C-77

C-76

C-72～74本暗渠排水区分（１：片側排水　２：両側排水）
関

連
図

番

農業農村整備事業標準設計 2019.4

工　　種 区分 ほ場整備暗渠排水

補助暗渠排水工
（両側排水・額縁有り）

設計番号 TSD2-40-2　～　TSD2-45-4

引上げ位置

Ｃ Ｄ ＡＢ

引
込
み
位
置

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

－ －

－ －

－

－ －

－

引上げ位置

Ｃ Ｄ ＡＢ

引
込
み
位
置

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

－ －

－ －

－

－ －

－

－

－

－

－

S7= 2.0
S8= 7.0

S3= 4.0
S4= 8.0

S4= 4.0
S3= 8.0

S5= 3.0
S6= 8.0

S2= 2.0
S1= 8.0

S6= 4.0
S5= 7.0

S8= 3.0
S7= 6.0

S1= 4.0
S2= 6.0

S1= 4.0
S2= 6.0

S3= 4.0
S4= 8.0

S4= 4.0
S3= 8.0

S2= 2.0
S1= 8.0

S6

S7

本暗渠

1.0m 1.0m

1.0m 1.0m

補助暗渠

３．額縁暗渠は耕区外縁部に配置する。

１．引込み長(D1)は1.0m、引上げ長(D2)は5.0m

２．調整区間の渠線間隔は、監督職員の指示に

４．額縁暗渠①及び②と補助暗渠引込み部は接続

５．額縁暗渠の畦・溝畔からの離れについては

　　とする。

　　よる。

　　させること。

　　次のとおりとする。

６．設計変更は面積の増減と掘削深の変更による。

７．現場状況により、S1～S8の寸法が確保できない
　　場合には、当該部分を設計面積から除外する。

・ＴＳＤ２－○○－２

・ＴＳＤ２－○○－４
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注 意 事 項

秋　田　県

C-76
C-77

補助暗渠排水工　狭小部詳細図

額 縁 有 り

C-72～75

額 縁 無 し

(TRENCHLESS SUBSURFACE DRAIN) 
補助暗渠排水工の略称

額縁暗渠区分（０：無　２：③④設置　４：①～④設置）

掘削深（４０：40cm　４５：45cm）

ＴＳＤ○－○○－○

本暗渠排水区分（１：片側排水　２：両側排水）

D
1

角地

角地

D
1

D
2

D
1

D
2

D
2

D
1

D
2

補助暗渠

補助暗渠

≦5.0m

3.5m

補助暗渠

D
1

D
2

D
2

D
1

額縁暗渠

D2

額縁暗渠

1.0m

補助暗渠

D
2

≦5.0m

≦
6
.
0
m

D
2

D
1

D
1

D
2

D
1

角地

D
2

D
1≦

6
.
0
m

D2

D2

角
地
隣
接
渠
線

角
地
隣
接
渠
線

角地

D2

関

連
図

番

農業農村整備事業標準設計 2019.4

工　　種 区分 ほ場整備暗渠排水

設計番号 TSD1-40-0　～　TSD2-45-4

補助暗渠排水工　狭小部詳細図

１．引込み長(D1)は1.0m、引上げ長(D2)は5.0mと
　　する。

２．引上げ長(D2)は5.0mを標準とするが、現場条件

　　により確保できない場合には、監督職員の指示
　　による。

　　設計面積の対象とする。
３．機械施工が困難な範囲（角地）についても、

４．角地隣接渠線については、6.0m以下とする。

　　場合の施工は、監督職員の指示による。
５．角地付近の補助暗渠の間隔に端数が生じた
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注 意 事 項

秋　田　県

補助暗渠排水工　渠線標準断面図

C-77

ＴＳＤ○－４５－○ＴＳＤ○－４０－○

C-72～75

C-76
(TRENCHLESS SUBSURFACE DRAIN) 

補助暗渠排水工の略称

額縁暗渠区分（０：無　２：③④設置　４：①～④設置）

掘削深（４０：40cm　４５：45cm）

ＴＳＤ○－○○－○

4
0
0

4
5
0

モ ミ ガ ラ

モ ミ ガ ラ

4 0

4 0

1
5
0

3
0
0

1
5
0

2
5
0

本暗渠排水区分（１：片側排水　２：両側排水）

農業農村整備事業標準設計 2019.4

工　　種 区分 ほ場整備暗渠排水

補助暗渠排水工
渠線標準断面図

設計番号 TSD1-40-0　～　TSD2-45-4

関

連
図

番

１．施工については、疎水材心土充填機により
　　行う。

　　断面とする。
２．額縁暗渠を施工する場合については同じ
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農　　　道　　　編
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農業農村整備事業標準設計図
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農業農村整備事業標準設計

工   種 道路側溝

D - 01

区 分 道 路 工

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

鉄筋コンクリ－トU型側溝
鉄筋コンクリ－トU型側溝ふた

UF－30B－S～PC2－60－C

a

A

f
h

H

r

≒b=A+100

均し砂または

均しコンクリート

L

L

ふた

目地モルタル(mix1:2)

均し砂又は均しコンクリート

e 1 e 1

e 2 e 2

a 1

b 1

T
2

T3 K 2 K2

T
1

K 1

道路 →

鉄筋コンクリートU型側溝

鉄筋コンクリートU型側溝ふた

ＵＦ－○○(Ｂ)－○

鉄筋コンクリートＵ型側溝の略称

鉄筋コンクリートＵ型側溝の規格(Bは30,36のみ)

基礎の区分　均し砂Ｓ　均しコンクリートＣ

鉄筋コンクリートU型側溝寸法表

ＰＣ1型(プレキャスト鉄筋コンクリートU型側溝ぶた)寸法表

ＰＣ　○－○○(Ｂ)

鉄筋コンクリートＵ型側溝のふたの略称

荷重による略号

鉄筋コンクリートＵ型

注 意 事 項

寸　　　法　　　表　  　（㎜）
設 計 番 号

UF － 30B － ○

A h a a b H f r

UF － 36B － ○

UF － 45  － ○

UF － 60  － ○

1 e 1 e 2

300

360

450

600

300

360

450

600

400

460

560

740

260

310

400

540

400

460

550

700

50

50

55

70

60

65

70

80

360

425

520

680

60

65

70

80

50

50

70

70

寸　　法　　表　（㎜）
設 計 番 号

b 1 K 1 T 1K 2 T 2 T 3 L

400 100 10 60055 60 50

460

560

740

120 10 60055 65 55

120 10 60060 70 60

150 10 60075 75 65

設 計 番 号
寸　　法　　表　（㎜）
K 1 T 1K 2 T 2 T 3 L

400 100 15 60055  85

460

560

740

120 15 60055  85

120 20 60060 100

150 20 60075 130

b

100

100

120

150

2015.4

ＰＣ3型(プレキャスト鉄筋コンクリートU型側溝ぶた)寸法表

ずる品質及び性能を有するものを使用する。
1. 鉄筋コンクリ－ト側溝はJISA5372又はこれに準

3. 側溝用ふた１種JISA5372は輪荷重をうけないも
の、３種は輪荷重を受けてよいものとする。

2. 鉄筋コンクリ－トＵ型側溝用ふたはJISA5372を
使用する。

4. 鉄筋コンクリ－トＵ型側溝を布設する掘削面は

均し砂を使用して、不陸整正を行うこと。

5. 目地材はモルタルMix1：2を使用する。

ければならない。
6. 上下流水路の取付高は監督職員の指示を受けな

7. 出来形管理は、断面と延長とする。

8. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

PC1 － 30B

PC1 － 36B

PC1 － 45

PC1 － 60

PC2 － 30B

PC2 － 36B

PC2 － 45

PC2 － 60
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農業農村整備事業標準設計

工   種 道路側溝

D - 02

区 分 道 路 工

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

鉄筋コンクリ－ト
ベンチフリュ－ム側溝

BFR－030－S～BFR－100－C

CL

ad d

bh
r

c
≒a+100

e

均し砂または

均しコンクリート

側壁頂部に縁を付けてもよい。その形状寸法は規定しない。

e

45°

鉄筋コンクリートベンチフリューム側溝

ＢＦＲ－○○○－○

ベンチフリューム側溝の略称

ベンチフリューム規格の略号

基礎の区分　均し砂Ｓ　均しコンクリートＣ

注 意 事 項

設 計 番 号

BFR － 030 － ○

寸　　 法　　 表   　（㎜）

a
呼び名

BFR － 035 － ○

BFR － 040 － ○

BFR － 045 － ○

BFR － 050 － ○

BFR － 055 － ○

BFR － 060 － ○

BFR － 065 － ○

BFR － 070 － ○

BFR － 080 － ○

BFR － 090 － ○

BFR － 100 － ○

b c d e h r

300300

350

400

450

500

550

600

650

700

800

900

1000 

350

400

450

500

550

600

650

700

800

900

1000 

300

345

395

440

490

535

580

630

680

770

870

965

260

300

345

390

435

475

520

565

610

695

785

875

30

35

40

40

45

45

45

45

50

50

55

55

40

45

50

50

55

60

60

65

70

75

85

90

200

235

260

295

320

355

380

415

440

490

550

600

40

50

50

50

60

60

60

70

70

70

80

80

2000

2000

2000

2000

2000

2000

2000

2000

2000

2000

2000

2000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

2015. 4

1. 鉄筋コンクリ－トベンチフリュ－ムはJISA5372
　 -1型又はこれに準ずる品質及び性能を有するも
　 のを使用する。

2. ベンチフリュ－ムを布設する掘削面は、均し砂を
　 使用して、不陸整正を行うこと。

3. 上下流水路の取付高は監督職員の指示を受けな
　 ければならない。

4. 出来形管理は、断面と延長する。

5. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。
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農業農村整備事業標準設計

工   種 道路側溝

D - 03

区 分 道 路 工

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

道路用鉄筋コンクリ－ト側溝
（落ちふた式側溝）

UFD－30A－S～UFD－50B－C

A

≒A+100 均し砂または

均しコンクリート

道路用鉄筋コンクリート側溝

ＵＦＤ－○○○－○

側溝の規格区分

基礎の区分　均し砂Ｓ　均しコンクリートＣ

（落ふた式側溝）

注 意 事 項

設 計 番 号

UFD － 30A － ○

参考規格 L (㎜）

300A 1000

UFD － 30B － ○ 300B 1000

UFD － 30C － ○ 300C 1000

UFD － 40A － ○ 400A 1000

UFD － 40B － ○ 400B 1000

UFD － 50A － ○ 500A 1000

UFD － 50B － ○ 500B 1000

D - 04

2015.4
道路用鉄筋コンクリート側溝（蓋は含まない）

1. 道路用鉄筋コンクリ－ト側溝は、JISA5372又は
　 これに準ずる品質及び性能を有するものを使用
　 する。

2. 道路用鉄筋コンクリ－ト側溝を布設する掘削面
　 は均し砂を使用して不陸整正を行うこと。

3. 上下流水路の取付高は監督職員の指示を受けな
　 ければならない。

4. 出来形管理は、断面と延長する。

5. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。
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農業農村整備事業標準設計

工   種 道路側溝

D - 04

区 分 道 路 工

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

道路用鉄筋コンクリ－ト
側溝用ふた

UFDF－30A～UFDF－50B

L

道路用鉄筋コンクリート側溝用ふた

ＵＦＤＦ－○○○

落ちふた式側溝用ふたの略称

ふたの規格

注 意 事 項

設 計 番 号

UFDF － 30A

参考規格 L (㎜）

300A 500

300B 500

300C

400A

400B

500A

500B

UFDF － 30B

UFDF － 30C

UFDF － 40A

UFDF － 40B

UFDF － 50A

UFDF － 50B

500

500

500

500

500

D - 03

2012.4

1. 道路用鉄筋コンクリ－ト側溝用ふたは、JISA-
　 5372又はこれに準ずる品質及び性能を有するも
　 のを使用する。

2. 出来形管理は、規格と枚数とする。

3. 設計変更は、規格毎の枚数の増減により行う。
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アンダードレーン

縦断アンダードレーン
ＡＤ－１－○○－○

横断アンダードレーン
ＡＤ－２－０３－○

表 層 工

上層路盤工

下層路盤工

しゃ断層

（置換層）

≒Ｂ

≒
Ｈ

≒
１

０
０

≒
３

０
０

Ｓ ｂ

フィルター材

有孔管
φ１００㎜

１
：
０
．
２

吸出し防止マット

≒３００

≒１００１００ １００
≒ ≒

ｔ＝１０㎜
ｂ≒Ｓ＋１００㎜

≒１００１００
≒

１００
≒

≒３００

１
：
０

．
２

１
０

０
≒

Ｈ
≒

３
０

０

≒５００

≒４２０

しゃ断層

（置換層）

吸出し防止マット

ｔ＝１０㎜

フィルター材

有孔管
φ１００㎜

簡易ドレーン
ＡＤ－３－０３－○

フィルター材

≒３００
Ｈ

≒
３

０
０

ドレーン区分　１縦断・２横断・３簡易

ドレーンの高さ（Ｈ）の略号

吸出し防止マットの有無　有Ｆ・無Ｎ

道　路　工地下排水工

アンダードレーンＤ－０６

ＡＤ－１－０４－Ｆ～ＡＤ－３－０３－Ｎ

２．フィルター材及び吸出し防止マットの

３．排水管には有孔管φ１００㎜を使用す

４．排水管は流水に支障を生じないように

５．横断アンダードレーンの縦断アンダー

　　布設すること。

６．出来形管理は断面寸法と施工延長とす

ＡＤ－○－○○－○

アンダードレーンの略称

吸出し防止マット

ｔ＝１０㎜
ｂ≒Ｓ＋１００㎜

しゃ断層

（置換層）

設 計 番 号

ＡＤ－１－０５－○

ＡＤ－１－０６－○

ＡＤ－１－０７－○

ＡＤ－１－０９－○

ＡＤ－１－０８－○

ＡＤ－１－１０－○

４００

参 考 規 格（㎜）

Ｈ Ｂ

ＡＤ－１－１１－○

ＡＤ－１－１２－○

ＡＤ－１－１３－○

ＡＤ－１－１４－○

５００

６００

７００

８００

９００

１０００

１１００

１２００

１３００

１４００

４００

３８０

４２０

４４０

４６０

４８０

５００

５２０

５４０

５６０

５８０

　　ドレーンへの接続角度及び接続部詳細

７．設計変更は、規格毎の施工延長の増減

≒
１

５
０

≒
１

５
０

Ｌ

Ｓ ｂ

表 層 工

上層路盤工

下層路盤工

　　により行う。

注 意 事 項

　　る。

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

　　る。

関
連
図
番

ＡＤ－１－０４－○

１．設置位置及び端部処理は監督職員の指
　　示による。

　　種類、品質、規格は特記仕様書による。

　　については監督職員の指示による。

２０１２．４

193



農業農村整備事業標準設計

工   種 取付道路

D - 07

区 分 道　路　工

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番 HPR3-030-06～HPR4-060-21

進入路（ H P 型 ）

H

H

300

30
0

(Ｂ型)

(Ａ型)

1:5

1:1.5

1:1.0

(6
00
～

 
 
1
2
0
0
)

(1
20
1～

21
00

)

b
B
L

10
0

b
B
L

10
0

900

30
0

80
0D

50 50

50

D10
D10300,400m/m

1200

10
00

30
0

50 50

50

D

500,600m/m

150

D

※　（　）内はＨＰ本数

1:
1.
5

進入路（ＨＰ型）
Ａ　　型

Ｂ　　型

１型土留壁 ２型土留壁

ＨＰＲ　○－○○○－○○

ヒューム管進入路の略称

ヒューム管の規格

進入路の高さ

進入路の幅員

注 意 事 項

1. この標準図は側溝が素掘りの場合適用する。

寸　　法　　表　　（㎜）
設 計 番 号

Φ400以上

長   さ   L 敷砂利幅
bΦ300.350進入路幅B 高さH 型式

3000 H≦ 600

2500

3645 4000
(1.5) (2.0)

HPR3－○○○－06

HPR3－○○○－09

HPR3－○○○－12

HPR3－○○○－15

HPR3－○○○－18

HPR3－○○○－21

HPR4－○○○－06

HPR4－○○○－09

HPR4－○○○－12

HPR4－○○○－15

HPR4－○○○－18

HPR4－○○○－21

3000

3000

3000

3000

3000

4000

4000

4000

4000

4000

4000

H≦ 900

H≦1200

H≦1500

H≦1800

H≦2100

A

A

A

A

A

A

B

B

B

B

B

B

H≦ 600

H≦ 900

H≦1200

H≦1500

H≦1800

H≦2100

4860 5000
(2.0) (2.5)

6075 6000
(2.5) (3.0)

6075 6000
(2.5) (3.0)

7290 7000
(3.0) (3.5)

4860 4000
(2.0) (2.0)

4860
(2.0)

6075
(2.5)

6075
(2.5)

7290
(3.0)

7290
(3.0)

5000
(2.5)

5000
(2.5)

6000
(3.0)

7000
(3.5)

7000
(3.5)

8505
(3.5)

8000
(4.0)

3000

2021.10

2. ヒュ－ム管はJISA-5372の規格でB型１種管を使

用する。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

配置する。

5. 盛土材は、監督職員の指示による。

6. 出来形管理は、断面と設置カ所数とする。

7. 設計変更は、断面毎の設置カ所数の増減及びヒ

ュ－ム管の伏設本数により行う。

4. 鉄筋は異形鉄筋（SD295）とし、断面の中央に

3. コンクリ－ト仕様
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ガードレール(標準型・構造物用)

Ｇｒ－○－2 B ○

ガードレールの略称

道路の規模・構造による区分

支柱間隔

組立図

ガードレールの構造諸元表

支　柱

補強鉄筋図

ビーム断面
塗装の仕様 材料の規格

直柱 曲柱

コンクリート埋込み

直柱「空白」・曲柱S
直柱・曲柱の区分

2000 2000

下部鉄筋砂詰

アスファルトまたはモルタル支柱

ビーム

ブラケット

上部鉄筋 a 40
0

60
0

10
0

200

10
0

40
0

60
0

200
補強鉄筋

200 250

420 20
0

支柱
上部鉄筋

下部鉄筋

力のかかる方向
上部鉄筋　　2D16
下部鉄筋　　1 D16

b

袖レール

ビーム：

支　柱：

ボルト：
ナット

座　金

溶融亜鉛メッキ法により亜鉛メッキを
施し、仕上塗装は工場にて燐酸塩処理

等を行った後、熱硬化性アクリル樹脂
塗料またはこれと同等以上の塗料を使
用し塗装を行なう。この場合、亜鉛付

着量は、ＪＩＳＧ３３０２「溶融亜鉛

めっき鋼板および鋼帯」に規定される
Ｚ２７（両面３点法平均付着量２７５

ｇ/㎡以上）とする。また塗装厚みは最
少２０μ以上とする。

地上部分はビームに準じ、地中部分は
亜鉛メッキ酸ＪＩＳＫＳ４１１「油ワ
ニス」黒ワニス１種か同等以上のもの
で内外面とも塗装する。

溶融亜鉛めっき法により亜鉛めっきを

施すものとし、亜鉛の付着量はＪＩＳ

Ｈ８６４１「溶融亜鉛めっき」ＨＤＺ
３５に規定される片面３５０ｇ/㎡以

上とする。

ビ　ー　ム： ＪＩＳＧ３１０１「一般構造物用圧延鋼材」

支　　　柱：

ブラケット：

ボ　ル　ト：
ナ　ッ　ト

座　　　金

（ＳＳ４００）または、これと同等以上と

する。
ＪＩＳＧ３４４４「一般構造物用炭素鋼鋼管」

（ＳＴＫ４００）または、これと同等以上
とする。
材質はビームに準ずる。
材質および寸法は、ＪＩＳＢ１１８０「六

角ボルト」ＪＩＳＢ１１８１「六角ナット」

ＪＩＳＢ１２５６「平座金」並丸の規定に

よるものとする。

50
50

農業農村整備事業標準設計

工   種 安全施設

D - 20

区 分 道　路　工

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 Gｒ-B-2B～Gｒ-C-2BS

ガ－ドレ－ル

5. 出来形管理は、各寸法と延長とする。

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

3. モルタルはMix1：2とする。

4. 施工細目

ビ－ム組立ては、だ円形のボルト穴をかくすよ

うにして、下図に示すように重ね合せ、ボルト

・ナットで十分締め付けなければならない。

7. 延長20m当りデリネ－タ－１個設置する。

標 準 型
構造物用

自動車進行方向

丸穴

だ円穴

支柱

設　計

番　号

ビ　　ー　　ム 支　　柱 ブラケット 支柱の

形　状

区　分

路面から

レール中心

までの高さ
幅 断面積 コルゲー

ションｃ
厚さ 厚さ 厚さ幅外径 コルゲー

ション
間隔標準埋込

深さ ab
(㎜) (㎜) (㎜) (㎜) (㎜) (㎜) (㎜) (㎜)(㎝ )２ (㎝)(ｍ) (ｍ)

Gr-B-2B
Gr-B-2BS
Gr-C-2B
Gr-B-2BS

350 50 114.3 4.5 2.0 70 31 4.5 60

直　柱
曲　柱
直　柱
曲　柱

13.1

9.4

3.2

2.3

但しアン

カーをつ

ける場合

は0.2

c

2021.10

1. 支柱のタイプ（直立型、傾斜型）は監督職員の
　 指示による。

2. 鉄筋は異形鉄筋（SD295）とする。
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ガードレール(標準型・土中用)

Ｇｒ－○－4 E ○

ガードレールの略称

道路の規模・構造による区分

支柱間隔

組立図

ガードレールの構造諸元表

支　柱

塗装の仕様材料の規格

直柱 曲柱

土中埋込

直柱「空白」・曲柱S
直柱・曲柱の区分

4000 4000

ビーム

ブラケット袖レール

支柱
(注)　曲り管は特別の場合にのみ

      使用することとする。

60
0

60
0

a

設計番号は道路協会制定の記号と同様にした。

ビーム：

支　柱：

ボルト：

ナット

座　金

溶融亜鉛メッキ法により亜鉛メッキを
施し、仕上塗装は工場にて燐酸塩処理

等を行った後、熱硬化性アクリル樹脂
塗料またはこれと同等以上の塗料を使
用し塗装を行なう。この場合、亜鉛付

着量は、ＪＩＳＧ３３０２「溶融亜鉛

めっき鋼板および鋼帯」に規定される
Ｚ２７（両面３点法平均付着量２７５

ｇ/㎡以上）とする。また塗装厚みは最

少２０μ以上とする。

地上部分はビームに準じ、地中部分は
亜鉛メッキ酸ＪＩＳＫＳ４１１「油ワ
ニス」黒ワニス１種か同等以上のもの
で内外面とも塗装する。

溶融亜鉛めっき法により亜鉛めっきを

施すものとし、亜鉛の付着量はＪＩＳ

Ｈ８６４１「溶融亜鉛めっき」ＨＤＺ
３５に規定される片面３５０ｇ/㎡以

上とする。

ビ　ー　ム： ＪＩＳＧ３１０１「一般構造物用圧延鋼材」

支　　　柱：

ブラケット：

ボ　ル　ト：
ナ　ッ　ト

座　　　金

（ＳＳ４００）または、これと同等以上と

する。
ＪＩＳＧ３４４４「一般構造物用炭素鋼鋼管」

（ＳＴＫ４００）または、これと同等以上
とする。
材質はビームに準ずる。
材質および寸法は、ＪＩＳＢ１１８０「六

角ボルト」ＪＩＳＢ１１８１「六角ナット」

ＪＩＳＢ１２５６「平座金」並丸の規定に

よるものとする。

ビーム断面
b

農業農村整備事業標準設計

工   種 安全施設

D - 20

区 分 道　路　工

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番 Gｒ-B-4E～Gｒ-C-4ES

ガ－ドレ－ル

3. 出来形管理は、各寸法と延長とする。

4. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

2. 施工細目

(2) ビ－ム組立ては、だ円形のボルト穴をかく

すように重ね合せ、ボルト・ナットで十分

締め付けなければならない。

5. 延長20m当りデリネ－タ－１個設置する。

標 準 型
土 中 用

(1) 支柱の設置は打込み、開掘施工の別を問わ　

ない。

支柱

だ円穴

丸穴

自動車進行方向

設　計

番　号

ビ　　ー　　ム 支　　柱 ブラケット 支柱の

形　状

区　分

路面から

ビーム中心

までの高さ
幅 断面積 コルゲー

ションｃ
厚さ 厚さ 厚さ幅外径 コルゲー

ション
間隔標準埋込

深さ ab
(㎜) (㎜) (㎜) (㎜) (㎜) (㎜) (㎜) (㎜) (㎝)(ｍ) (ｍ)

Gr-B-4E
Gr-B-4ES
Gr-C-4E
Gr-B-4ES

350 50 114.3 4.5 4.0 70 31 4.5 60

直　柱
曲　柱
直　柱
曲　柱

13.1

9.4

3.2

2.3

1.50

1.40

(㎝ )２

a

c

2012.4

1. 支柱のタイプ（直立型、傾斜型）は監督職員の
　 指示による。
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耐雪型ガードレールの構造諸元表

ビーム補強金具および設置図

耐雪型ガードレールのブラケット

支柱根巻形状

材料の規格

塗装の仕様

20050 50

85

11
5

132

300

84 84

21

34

6

11
5

④

⑤

②①

③
幅

40
0

長さ400

車道部

支柱 コンクリート根巻

鉄筋D16×300

基礎砂利類

500

厚
さ

25
0

10
0

①ビーム　②支柱　③耐雪型ガードレールブラケット
④ビーム補強金具　⑤Ｕ字ボルト13 3.2

13
2

160

44 M16

R5
8

200 5050

300

12
0

22

28

22

50

22

28 300

R

31

R は支柱外径に合わせる。

Ｇｒ－Ｃ　2－3 E

ガードレールの略称

道路の規模・構造による区分

積雪ランク

支柱間隔

設置区分　土中Ｅ
コンクリートＢ

耐雪型ブラケット：
ビーム補強金具

金具本体　：

Ｕ字ボルト：
ナ　ッ　ト：
座　　　金：

材質はビームに準ずる

材質はビームに準ずる
材質及び寸法は、ＪＩＳＢ１１８０「六

角ボルト」ＪＩＳＢ１１８１「六角ナッ
ト」ＪＩＳＢ１２５６「平座金」並丸の
規定によるものとする。

ビーム補強金具
金具本体　：

Ｕ字ボルト：
ナ　ッ　ト：
座　　　金：

溶融亜鉛めっき法により亜鉛めっきを施

すものとし、亜鉛の付着量はＪＩＳＨ８

６４１「溶融亜鉛めっき」ＨＤＺ３５に
規定される片面３５０ｇ/㎡以上とする。

6

農業農村整備事業標準設計

工   種 安全施設

D - 21

区 分 一　　般

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

ガードレール（耐雪型）

Gｒ-B2-4E～Gｒ-C3-2B

D - 20

1. 耐雪型ガ－ドレ－ルのビ－ム及び支柱は、標準

型と共通であるため、組立、材料の規格及び塗

Gr － B2 －4E

設 計 番 号

支　　　　　柱 ブラケットビ　　－　　ム
幅

（㎜）
b

標準埋

込深さ

（m）
a

断面積

（㎝ ）

コルゲ－

（㎜）
c

厚さ

（㎜）2

シ ョ ン

外径

（㎜）

厚さ

（㎜）

間　隔

（m）

幅

（㎜） （㎜）

厚さ

（㎜）

コルゲ－

シ ョ ン

c

根巻き

の有無

Gr － B3 －3E

Gr － B4 －2E

Gr － C2 －3E

Gr － C3 －2E

Gr － B2 －2B

Gr － B3 －2B

Gr － B4 －2B

Gr － C2 －2B

Gr － C3 －2B

区

分

土

中

用

構

造

物

用

350

13.1

350 50 114.3 4.5 2.0 無し 120  31   6

50 114.3 4.5 有り 120  31   6

　9.4

13.1

　9.4

3.2

2.3

3.2

2.3

1.5

1.4

4.0

3.0

2.0

3.0

2.0

ンカ－

但しア

0.4

を付け
る場合

0.2

2015.4

2. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に

種 　別

無筋コンクリート

σ28 Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

8. 切工斜面等でビ－ムに作用する斜面電圧力（グ

ライド力）が大きくビ－ムがねじられる可能性

が高い場合には図に示すビ－ム補強金具の使用

ビ－ム組立ては、楕円のボルト穴を隠すように

も検討する必要がある。

7. 延長20m当りデリネ－タ１個設置する。

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減による。

5. 出来高管理は、各寸法と延長する。

自動車進行方向

して、下図に示すように重ね合せ、ボルト・

ナットで十分締付けなければならない。

S L

よる。

装仕様はD－20による。

4. 施工細目

3. コンクリ－ト仕様

支柱

だ円穴

丸穴
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ガードケーブル(構造物用)

補強鉄筋

200 250

420

上部鉄筋 下部鉄筋

1 D162D16
力のかかる方向

30
0

支　　柱

Ｂ　種 Ｃ　種

Gc－C－4B

Gc－B－4B

ガードケーブルの構造諸元表

材 料 の 規 格

塗 装 の 仕 様

Ｇc－○－4 B

ガードケーブルの略称

道路の規模・構造による区分

支柱間隔

コンクリート埋込み

t

200

200

400

430
130

130

t

200

200

400

430
130

130
130

補強鉄筋

60
0

70
0

4000

45
0

1400
3300

10
0

12
00

3400

43
0

56
0

69
0

82
0

索端金具φ25×1000

アスファルト又は

モルタル

砂　詰

上部鉄筋

下部鉄筋

基礎砂利類

60
0

70
0

4000

索端金具φ25×80043
0

56
0

69
0

1250 700 10
00

10
0

40
0

3100
3000

⊿形端末支柱

上部鉄筋

下部鉄筋

中間支柱

ケーブル(18φ)

ブラケット

基礎砂利類

ケーブル

支　　柱

ブラケット

索端金具

ソケット

調整ネジ

ボ ル ト
ナ ッ ト

ＪＩＳＧ３５２５「ワイヤロープ」の規格に準じ、径１８㎜構造３×７Ｇ/

Ｄとする。
なおケーブル１本当り破断強度は１６ t以上とする。

ＪＩＳＧ３４４４「一般構造用炭素鋼鋼管」（ＳＴＫ４００）または、こ
れと同等以上とする。

ＪＩＳＧ３１０１「一般構造用圧延鋼材」（ＳＳ４００）または、これと

同等以上とする。

ケーブルと調整ネジを取付けた状態においてケーブル１本当りの破断強度

以上の強さをもつものとする。
材質はブランケットに準じ、強度はケーブルの破断強度以上であること。
材質および寸法はＪＩＳＢ１１８０「六角ボルト」およびＪＩＳＢ１１８１

「六角ナット」による。

支　　柱

ブラケット

ボ ル ト
ナ ッ ト

溶融亜鉛メッキ法により亜鉛メッキを施し、仕上げ塗装は工場にて、燐酸

塩処理等を行った後に熱硬化性アクリル樹脂塗料またはこれと同等以上の
塗料を使用して行う。
この場合、亜鉛付着量は、ＪＩＳＧ３３０２「溶融亜鉛めっき鋼板および
鋼帯」に規定されるＺ２７（両面３点法平均付着量２７５ｇ/㎡以上）とす
る。また塗装厚みは最少２０μ以上とする。

地上部分はブラケットに準じ、地中部分は亜鉛メッキ後ＪＩＳ５４１１「油
ワニス」黒ワニス１種が同等以上のもので内外面とも塗装する。

ブラケットに準じて溶融亜鉛メッキを施すものとする。

設計番号は道路協会制定の記号と同様にした。

農業農村整備事業標準設計

工   種 安全施設

D - 22

区 分 道　路　工

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

ガードケーブル（構造物用）

GC-B-4B～GC-C-4B

設 　計
ケ－ブル

番　 号

中 間 支 柱 ブラケット 端末支柱 支柱と

柵面の
距　離

t
（㎝）

ｹｰﾌﾞﾙ 厚さ

（㎜）

幅

（㎜）

厚さ

（㎜）

外径

（㎜）

本数

（本） (cm） （t）

間 隔
初張力 間隔

（m）

標  準

（m）

埋込み
深  さ

（㎜） （㎜）

厚さ外径 埋込
深さ

形

Gc－B－4B

Gc－C－4B

4

3

1

1

210

420

114.3

114.3

45

40
13 114.53.20.44.5 4.0114.3 290

以上

（㎝）

800

2015.4

種 　別

無筋コンクリート

σ28 Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

S L

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

5. 出来形管理は、各寸法と延長とする。

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

よる。

4. モルタルは（mix1:2）とする。

3. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に

1. コンクリ－ト仕様

2. 鉄筋は異形鉄筋（SD295）とする。
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ガードケーブル(土中用)

支　　柱

Ｂ　種 Ｃ　種

ガードケーブルの構造諸元表

材 料 の 規 格

塗 装 の 仕 様

Ｇc－○－6 E

ガードケーブルの略称

道路の規模・構造による区分

支柱間隔

土中埋込

t

430
130

130

t

430
130

130
130

60
0

70
0

6000

45
0

1400
3300

10
0

12
00

3400

800

43
0 56
0

69
0

82
0

索端金具φ25×1000

中間支柱

基礎砂利類

60
0

70
0

6000

索端金具φ25×80043
0

56
0

69
0

1250 700 10
00

10
0

40
0

3100
3000

⊿形端末支柱

中間支柱

ケーブル(18φ)

ブラケット

基礎砂利類

ブラケット

ケーブル(18φ)

端末支柱

端末アンカー

300以上 300以上

埋
込

深
さ

埋
込

深
さ

ケーブル

支　　柱

ブラケット

索端金具

ソケット

調整ネジ

ボ ル ト
ナ ッ ト

ＪＩＳＧ３５２５「ワイヤロープ」の規格に準じ、径１８㎜構造３×７Ｇ/

Ｏとする。

なおケーブル１本当り破断強度は１６ t以上とする。

ＪＩＳＧ３４４４「一般構造用炭素鋼鋼管」（ＳＴＫ４００）または、こ

れと同等以上とする。

ＪＩＳＧ３１０１「一般構造用圧延鋼材」（ＳＳ４００）または、これと

同等以上とする。

ケーブルと調整ネジを取付けた状態においてケーブル１本当りの破断強度

以上の強さをもつものとする。

材質はブランケットに準じ、強度はケーブルの破断強度以上であること。

材質および寸法はＪＩＳＢ１１８０「六角ボルト」およびＪＩＳＢ１１８１
「六角ナット」による。

支　　柱

ブラケット

ボ ル ト
ナ ッ ト

溶融亜鉛メッキ法により亜鉛メッキを施し、仕上げ塗装は工場にて、燐酸

塩処理等を行った後に熱硬化性アクリル樹脂塗料またはこれと同等以上の

塗料を使用して行う。

この場合、亜鉛付着量は、ＪＩＳＧ３３０２「溶融亜鉛めっき鋼板および

鋼帯」に規定されるＺ２７（両面３点法平均付着量２７５ｇ/㎡以上）とす

る。また塗装厚みは最少２０μ以上とする。

地上部分はブラケットに準じ、地中部分は亜鉛メッキ後ＪＩＳ５４１１「油

ワニス」黒ワニス１種が同等以上のもので内外面とも塗装する。

ブラケットに準じて溶融亜鉛メッキを施すものとする。

設計番号は道路協会制定の記号と同様にした。

農業農村整備事業標準設計

工   種 安全施設

D - 23

区 分 道　路　工

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

ガードケーブル（土中用）

GC-B-6E～GC-C-6E

設 　計
ケ－ブル

番　 号

中 間 支 柱 ブラケット 端末支柱 支柱と

柵面の
距　離

t
（㎝）

ｹｰﾌﾞﾙ 厚さ

（㎜）

幅

（㎜）

厚さ

（㎜）

外径

（㎜）

本数

（本） （cm） （t）

間 隔
初張力 間隔

（m）

標  準

（m）

埋込み
深  さ

（㎜） （㎜）

厚さ外径 埋込
深さ

形

Gc－B－6E

Gc－C－6E

4

3

1

1

210

420

114.3

114.3

45

40
13 114.53.24.5 6.0114.3 290

（㎝）

1.50

1.40

2015.4

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

3. 出来形管理は、各寸法と延長とする。

4. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

2. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に

よる。

1. コンクリ－ト仕様
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橋梁高欄Gr－CK－○○○
部材の寸法表

材料の規格

Ｇr－○K－○○○○－○○○

橋梁高欄略称

道路の規模・構造による区分

ガードレール規格

支柱高区分 900は090・1100は110

Gr－BK－○○○

レール断面図

アンカーボルト

ビーム笠木取付詳細図

支柱基礎プレート

Ａ間隔　Ａ×1/2

袖 ビーム

笠木□3.2×150×150
1000 2000

支柱φ114.3× d4.5

支柱

笠木

250

25
0

50
50

10025×50穴

φ22㎜
50

40

22
㎜

14
0

C

B

Ａ間隔　Ａ×1/2

袖 ビーム

1000 2000

支柱φ114.3× d4.5

19
0

90
0

10
90

30
0

60
0

19
0

90
0

10
90

165

40
0

30
0

60
0

19
0

70
0

89
0

40
060
0

165

19
0

70
0

89
060
0

4´ 4

ビ　ー　ム：

支　　　柱：

ブラケット：
 ボ ル ト
 ナ ッ ト

ＪＩＳＧ３１０１「一般構造用圧延鋼材」（ＳＳ

笠　　　木

 座　　金

４００）または、これと同等以上とする。
ＪＩＳＧ３４４４「一般構造用炭素鋼鋼管」（Ｓ
ＴＫ４００）または、これと同等以上とする。
材質はビームに準ずる。
材質および寸法は、ＪＩＳＢ１１８０「六角ボル
ト」ＪＩＳＢ１１８１「六角ナット」ＪＩＳＢ１２
５６「平座金」並丸の規定によるものとする。
ブラケット取付用ボルト（ねじの呼びＭ２０）は
４Ｔとし、ビーム継手用およびビーム取付用ボル
ト（ねじの呼びＭ１６）は６Ｔとする。

｛

ビ　ー　ム：

支　　　柱：

 ボ ル ト:
 ナ ッ ト

溶融亜鉛メッキ法により亜鉛メッキを施し、仕上
笠　　　木

 座　　金

｛ げ塗装は工場にて燐酸塩処理等を行なった後熱硬
化性アクリル樹脂塗料またはこれと同等以上の塗
料を使用し塗装を行なう。

この場合、亜鉛付着量は、ＪＩＳＧ３３０２「溶
融亜鉛めっき鋼板および鋼帯」に規定されるＺ２７

（両面３点法平均付着量２７５ｇ/㎡以上）とする。
また塗装厚みは最少２０μ以上とする。

地上部分はビームに準じ地中部分は亜鉛メッキ後
ＪＩＳＫ５４１１「油ワニス」黒ワニス１種の同
等以上のもので内外とも塗装する。

溶融亜鉛メッキ法により亜鉛めっきを施すものと
し、亜鉛の付着量はＪＩＳＨ８６４１「溶融亜鉛
めっき」ＨＤＺ３５に規定される片面３５０ｇ/㎡
以上とする。

農業農村整備事業標準設計

工   種 安全施設

D - 24

区 分 道　路　工

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

橋　梁　高　欄

3. 出来形管理は、各寸法と延長とする。

4. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

1. アンカーボルトが設置できない場合は支柱基礎

プレ－トを地覆鉄筋と溶接固定してもよい。

Gr-Bk-09～Gr-Ck-11S

2. 支柱のタイプ

2：2m支柱間隔

5. ガ－ドレ－ル規格

P：ベ－スプレ－トあり
H：笠木あり

L：曲柱

（例）

－2PHL－
ベ－スプレ－ト笠木ありの曲柱

6. 端部の支柱間隔は一般部の支柱間隔の1/2以下

とする。

ビーム
幅

（㎜）

設計番号

Gr－BK－

（㎜） （㎜） （㎜） （㎜）（㎜）(m）（㎜）（㎜）

断面積 厚さ 外径 厚さ 標準埋 間隔 幅 厚さｺﾙｹﾞ-
ｼ ｮ ﾝ

ｺﾙｹﾞ-
ｼ ｮ ﾝ

（㎝ ）2 (m）
込深さ

支　　柱 ブラケット

Gr－CK－
350  94  50 114.3 0.2  31 4.5 702.04.5

3.2

2.3

150

2012.4

（直立型、傾斜型）は監督職員の指示による。
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無筋コンクリート

σ２８

１８
Ｎ

ＳＬ Ｇｍａｘ セ メ ン ト
の　種　類

８±２．５ ４０
cm mm

道　路　工

１．反射鏡は丸型ステンレス製とする。

２．反射鏡サイズはφ８００ｍ／ｍ及び

３．塗装は、下地亜鉛メッキ処理+静電粉

　　φ１０００ｍ／ｍの２種類とする。

丸型反射鏡の鏡面数

安全反射鏡の略称

基礎砂利の有無　有Ｆ・無Ｎ

鏡面サイズ区分

（ＲＯＡＤ　ＣＵＲＶＥ　ＭＩＲＲＯＲ）

安全反射鏡（Ｒ１型・Ｒ２型）寸法表

設 計 番 号

寸 　 法 　 表 （㎜）

ＲＣＭ－Ｒ１０８－○

ＲＣＭ－Ｒ１１０－○

ＲＣＭ－Ｒ２０８－○

ＲＣＭ－Ｒ２１０－○

鏡面数

１　面

２　面

鏡面サ
イズ（ｄ）

根入れ
深さ（ｈ）

支　柱
長さ（Ｌ）

肉　厚
パイプ

径　Ｄ

３．２

３．２

３．２

４．０

７６．３

８９．１

８９．１

８９．１

４０００

４４００

４４００

４８００

１０００

１３００

１３００

１６００

１０００φ

１０００φ

８００φ

８００φ

　　体塗装とし、仕様は標準設計図仕様書

ＲＣＭ－Ｒ○○○－○

　　４．塗装による。

安全施設

ＲＣＭ－Ｒ１０８－Ｆ～ＲＣＭ－Ｒ２１０－Ｎ

安全反射鏡（丸型）

安全反射鏡（Ｒ２型）

Ｄ

安全反射鏡（Ｒ１型）

Ｄ

注 意 事 項

Ｄ－２５

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

６
０

０

５００

６００

６００

５０ ５００ ５０

６
０

０

２
５

０
０

（
標

準
）

１
０

０
Ｈ

１
０

０

５
０

５
０

０
５

０

６００

６００

５０ ５００ ５０

６
０

０

１
０

０

５
０

５
０

０
５

０

５００

６
０

０

１
０

０
Ｈ

２
５

０
０

（
標

準
）

ｄｄ ｄ

Ｌ

Ｌ

１８０ １８０

基礎コンクリート

基礎砂利類

基礎コンクリート

基礎砂利類

関
連
図
番

種 　 別

／㎜
２

５．基礎材料砂利類の種類、品質、規格は、

７．反射鏡支柱には、注意板を設置する。

８．反射鏡支柱には管理者名の入ったステ
　　ッカーをはり付けなければならない。

９．鏡面下端から基礎天端までの高さは２．
　　５ｍを標準とする。

１ ０

　　ルミ板（全面反射）とする。

１ １

　．注意板は、厚ｔ＝２．０ｍ（原板）ア

　．出来高管理は各寸法とカ所数とする。

　．設計変更は設置カ所数の増減により行
　　う。

　．パイプ径Ｄと肉厚は、原管寸法を表示
　　している。

１ ３

１ ２

　　特記仕様書によること。

６．反射鏡の設置場所については監督職員
　　の指示を受けなければならない。

２０１５．４

４．コンクリート仕様

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。
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安全反射鏡(A型)

安全反射鏡の略称

角型反射鏡の鏡面数(ANGLE)

鏡面サイズ区分

安全反射鏡(A型)寸法表

180

60
0

D

500

25
00

　
(標

準
)

H
10

0

L

10
0

基礎コンクリート

基礎砂利類

60
0

50
0

50

500

600

50

(ROAD CURVE MIRROR)

S 1

S2

S 1

S2

農業農村整備事業標準設計

工   種 安全施設

D - 26

区 分 道　路　工

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

安全反射鏡（角型）

RCM-A206-F～RCM-A208-N

寸　法　表　（㎜）

設計番号
鏡面数

RCM－A206－○

RCM－A208－○

鏡面サイズ 根入れ 支 柱

長さL

パイプ

径  D
深さH

肉 厚

S 1 S 2

600

800

450

600

1000

1300

4000

4400

76.3

89.1

3.2

3.2
2 面

50 50

2014.4

ＲＣＭ－A2－○○－○

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

種 　別

無筋コンクリート

σ28 Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

1. 反射鏡は角型ステンレス製とする。

2. 反射鏡サイズは600㎜×450㎜及び300㎜×600㎜

の2種類とする。

3. 塗装は、下地亜鉛メッキ処理＋静電粉体塗装と

し仕様は標準設計図仕様書　4.　塗装による。

5. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に

10. 出来形管理は、各寸法とカ所数とする。

11. 設計変更は、設置カ所数の増減により行う。

よること。

7. 反射鏡支柱には、注意板を設置するものとする。

9. 鏡面下端から基礎天端までの高さは1.8m以上と

する。

8. 反射鏡支柱には管理者名の入ったステッカ－を

はり付けなければならない。

12. 注意板は厚t＝2.0㎜（原板）アルミ板（全面反
射）とする。

13. パイプ径と肉厚は、原管寸法である。

6. 反射鏡の設置場所については監督職員の指示を

受けなければならない。

S L

4. コンクリ－ト仕様
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案内標識(1型)

ＲＭ１－○

案内標識　(１型)の略称

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

(ROAD MARK　1)

案内標識板

(例)

12
90

64
5

60
0

22001000

56
45

50

2190
2200

12
70

12
90

10
00

80
0

800
1000

216.3φ×5.8t

165.2φ×4.5t

10 10

10
10

基礎砂利類

基礎コン

クリート

農業農村整備事業標準設計

工   種 道路標識

D - 30

区 分 道　路　工

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

案内標識 （ 1型 ）

RM1－F ，RM1－Ｎ

24
00

2015.4

2. 反射種別は高輝度反射シ－ト（カプセルレンズ

3. 標識柱（主柱及びア－ム）の材質はSTK-400と

し、取付金具はSS-400とする。

4. 標識板の色彩は地を青色、文字及び外枠を白

色とする。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

1. 標識板は厚さ2.0　 とし耐食アルミ板とする。m
m

型）

7. 標識柱の設置場所及び案内標識板の文字の大き

8. 標識柱には管理者名の入ったステッカ－をはり

9. 標識板下端から基礎天端までの高さは5.0m以上

6. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に

さについては監督職員の指示を受けなければな

よる。

らない。

付けなければならない。

とする。

10. 出来形管理は、各寸法とカ所数とする。

11. 設計変更は、設置カ所数の増減により行う。

12. 標識柱（主柱、ア－ム）の塗装は、JISH8641溶

隔亜鉛メッキ2種HDZ55（550㎏/㎡）とする。

5. コンクリ－ト仕様
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案内標識(2型)

ＲＭ２－○

案内標識　(２型)の略称

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

(ROAD MARK　２)

案内標識板

(例)

基礎砂利類

基礎コン

クリート

1180

1200

78
0

80
0

10
10

1010

76.3φ

500

10
0

600

10
0

基礎コン

クリート

基礎砂利類

1200

80
0

600

1000

28
00

10
0

10
00

10
0

1100

45
00

76.3φ
76.3φ

1000

1100

50
0

60
0

50 50

50
50

農業農村整備事業標準設計

工   種 道路標識

D - 31

区 分 道　路　工

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

案内標識 （ 2型 ）

RM2－F ～ RM2－Ｎ

10
00

2015.4

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

12. 管径、肉厚、原管寸法である。

11. 設計変更は、設置カ所数の増減により行う。

10. 出来形管理は、各寸法とカ所数とする。

mとする。

9. 標識板下端から基礎天端までの高さは1.8～2.5

付けなければならない。

8. 標識柱には管理者名の入ったステッカ－をはり

らない。
さについては監督職員の指示を受けなければな

7. 標識柱の設置場所及び案内標識板の文字の大き

よる。

6. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に

1. 標識板は厚さ2.0　 とし耐食アルミ板とする。m
m

2. 反射種別は高輝度反射シ－ト。

地亜鉛メッキ処理＋静電紛体塗装とし仕様は標

4. 標識板の色彩は地を青色、文字及び外枠線を白

色とする。

3. 標識柱はφ76.3　　肉厚2.8　 とし塗装は、下m
m

m
m

準設計図仕様書　4.　塗装による。

5. コンクリ－ト仕様
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案内標識(3-S型)

ＲＭ３－○－○

案内標識　(３型)の略称

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

(ROAD MARK　３)

案内標識板案内標識(3-C型)

60
0

50
0

500

600

50 50

50
50

60
0

50
0

500

600

50 50

50
50 直柱・曲柱の区分　直Ｓ・曲Ｃ

(例)

840
820

40
0

38
0

10 10

10
10

(白色)

(青色)

(白色)

(青色)

(白色)

40
0

840

840

40
0

500

600

10
0

600

10
010

0

10
0

500

38
00

89.1φ
89.1φ

基礎砂利類

基礎コンクリート

基礎砂利類

基礎コンクリート

36
00

1100

30
0 R

農業農村整備事業標準設計

工   種 道路標識

D - 32

区 分 道　路　工

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

案内標識 （ 3型 ）

RM3－S－F ～ RM3－C－Ｎ

1. 案内標識板は厚さ2.0　 とし耐食アルミ板とす

2. 反射種別は高輝度反射とする。

m
m

4. 案内標識板の色彩は地を白色、文字及び外枠線

地亜鉛メッキ処理＋静電紛体塗装とし仕様は標

3. 標識柱はφ89.1　　肉厚3.2　 とし塗装は、下m
m

m
m

準設計図仕様書　4.　塗装による。

10
00

10
00

2015.4

を青色とする。

る。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

9. 出来形管理は、各寸法とカ所数とする。

よる。

7. 標識柱の設置場所及び案内標識板の文字の大き

8. 標識柱には管理者名の入ったステッカーをはり

付けなければならない。

6. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に

さについては監督職員の指示を受けなければな
らない。

10. 設計変更は、設置カ所数の増減により行う。

5. コンクリ－ト仕様
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警戒標識(S型)

60
0

50
0

500

600

50 50

50
50

60
0

50
0

500

600

50 50

50
50

500

600

10
0 10

0

基礎砂利類

基礎コンクリート

ＲＭ４－○○－○－○－○

警戒標識の略称

基礎砂利類の有無　有Ｆ・無Ｎ

(ROAD MARK　４)

標識柱の区分　直Ｓ・曲Ｃ

警戒標識(C型)

警戒標識板 補 助 板
(案内標識板)

警戒標識寸法表

10
00

600

10
0 10

0

10
00

25
00

(標
準

)

500

25
00

(標
準

)

76.3φ

or 89.1φ

L L

76.3φ

or 89.1φ

50
0

C

45
0×

倍
率

450×
倍
率 600

30
0

補助標識類の有無　有Ｆ・無Ｎ

一連番号

1 1

農業農村整備事業標準設計

工   種 道路標識

D - 33

区 分 道　路　工

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

警　戒　標　識

RM4-10-S-F-F～RM4-16-C-N-N

寸　　法　　表　　（㎜）

設 計 番 号 警 戒 標 識

寸　法 寸　法 長さ(L) C倍率

標　準　柱 曲柱細部長さ

種別

補助板

RM4－10－S－F

RM4－10－C－F

RM4－10－S－N

RM4－10－C－N

RM4－13－S－F

RM4－13－C－F

RM4－13－S－N

RM4－13－C－N

RM4－16－S－F

RM4－16－C－F

RM4－16－S－N

RM4－16－C－N

4501.0

300
  ×600

4400 直柱
1000

300□

5851.3
□

7201.6
□

300
  ×600

300
  ×600

曲柱

直柱

曲柱

直柱

曲柱

直柱

曲柱

直柱

曲柱

直柱

曲柱

4500

4100

4200

4600

4700

4300

4400

4700

4900

4400

4600

 700
300

1200
400

 900
400

1300
500

1000
500

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1

2015.4

舗装は、下地亜鉛メッキ処理＋静電紛体塗装と

4. 標識柱は、倍率1.0と1.3は、φ76.3肉厚2.8　

し仕様は標準設計図仕様書　4.　塗装による。

1. 警戒標識板及び補助板は耐食アルミ板とする。

3. 反射種別は高輝度反射とする。

300×600㎜厚さは2.0m/mとする。

2. 警戒標識板の厚さは2.0m/mとする。補助板は　 

m
m

m
m

とする。倍率1.6は、φ89.1　 肉厚3.2　 とすm
m

る。

種 　別

無筋コンクリート

σ28 S L Gmax

18 8±2.5 40
N

2

セメント
の 種 類

mm

mmcm

コンクリートの仕様の詳細は、「レディーミクストコンク
リート標準使用基準」による。

6. 基礎砂利類の種類、品質、規格は特記仕様書に

10. 出来形管理は、各寸法とカ所数とする。

11. 設計変更は、設置カ所数の増減により行う。

よる。

8. 標識柱には管理者名の入ったステッカーをはり

付けなければならない。

9. 補助板（案内標識）下端から基礎天端までの高

さは1.8m～2.5mとする。

7. 標識柱の設置場所については監督職員の指示を

受けなければならない。

5. コンクリ－ト仕様
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種子吹付工及びネット併用種子吹付工

ネット併用種子吹付工 種子吹付工

アンカーピン
法面整形

養生剤散布（アスファルト乳剤；カチオン系）

種子吹付又は客土、肥培土併用吹付

法面整形

アンカーピン

金網（心径　　　外径　　　　　　　　　）１．８㎜ ２．６㎜５０㎜×５０㎜

φ１３㎜

　＝４００㎜

ビニール被覆菱形

繊維ネット

ビニール、ポリエチレン製

（１０～１２㎜×５～８㎜）

アンカーピン
φ９㎜　＝２００㎜

≒１０００

≒
１

０
０

０

≒
５

７
０

≒５７０
５０

５０

２
０

０

４
０

０

φ１３㎜

φ９㎜

盛土部の場合切土部の場合
※　：特別仕様書による

法
面
保
護
工
対
象
面

養生剤散布

法面整形

法
尻
ま
で
と
す
る

法
尻
ま
で
と
す
る

ビニールポリエチレン製繊維ネット

ビニール被覆菱形金網

肥培土併用吹付

種子吹付又は客土

○印の部分はアンカーピン打設間隔
に関係なく必ず打設すること。

２．ネットの重ね合わせは、金網は２目以
　　上、繊維ネットは１０㎝以上とする。

ネ ッ ト 規 格

道　路　工

１．材料の仕様

　ａ．吹付種子の種類、品質、配合が特別

法面保護工

４．出来形管理は、施工面積、客土厚さと

５．設計変更は、規格毎の施工面積の増減

ＳＦ－１－ＣＡ～ＳＦ－２－ＢＡ

種子吹付工及び
Ｄ－４０

ＳＦ－○－○
法面区分

種子吹付工の略称

ＣＡ：切土部
ＢＡ：盛土部

吹付区分１：種子吹付
２：客土併用種子吹付

吹付区分

ＮＳＦ－○－○－○

１：種子吹付
２：客土併用種子吹付

ネット併用種子吹付工の略称

ネット区分
Ｋ：ビニール被覆菱形金網
Ｓ：ビニールポリエチレン製繊維マット

ネット併用種子吹付工

ＮＳＦ－Ｋ－１－ＣＡ～ＮＳＦ－Ｓ－２－ＢＡ

　　　仕様書に示されていない場合は、下
　　　表の３種混播方式とする。

種 別 量 有 効 率

白クローバー

ケンタッキー

３１フェスク

クリーピング

レッドフェスク

純度×発芽率

８０％を標準とし、６０％を
下らないものとする。

　２㎏／１０００

㎡

１４㎏／１０００
㎡

　４㎏／１０００
㎡

　ｂ．土壌改良材、ファイバー類、肥料、

　ｃ．客土材は、肥沃な黒ぼく土等で、植
　　　物の生育に有害なものを含まないも

　ｄ．ネット及びアンカーピンの規格、使
　　　用量は下表のとおりとする。

アンカーピン規格 アンカーピン
本　　数

／

／

１００本

１００㎡

３００本

１００㎡

ＪＩＳＧ３１０１

φ１３㎜　＝４００㎜

ＪＩＳＧ３１０１

φ　９㎜　＝２００㎜

ビニール被覆菱形金網

（心径１．８㎜外径２．６、５０×５０）

ビニール・ポリエチレン製
繊維ネット
１０～１２㎜×５～８㎜

　　により行う。

法面区分ＣＡ：切土部
ＢＡ：盛土部

注 意 事 項

　　　のとする。

　　する。

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

関
連
図
番

　　　寄定材養生剤の規格及び使用量は
　　　特記仕様書による。

３．端部処理等の細部は、監督職員と打ち
　　合わせの上施工する。

２０１２．４
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アンカーボルト配置図

平 面 図 側 面 図

アンカーボルト

補助アンカーボルト

Ｄ１６、　＝４００

Ｄ１０、　＝２００

≒１８２０≒１８２０
≒

１
８

２
０

≒
１

８
２

０

≒８２０ ≒８２０

≒
８

２
０

≒８２０ ≒８２０ ≒８２０

≒
８

２
０

≒
８

２
０

≒
８

２
０

縦 断 面 図

（吹付厚ｔ≧１０㎝の場合）

（吹付厚ｔ＜１０㎝の場合）

≧
１

０
０

ｔ

４
０

ｔ
／

２
ｔ

／
２

アンカーボルト

ワイヤーラス

補助アンカーボルト

水抜パイプ

吹
付
厚 ｔ
（
㎝
）

≒
８
２
０

≒
８
２
０

≒
８
２
０

≒
５
０
０

≒
１
８
２
０

≒
１
８
２
０

≒
１
８
２
０

２．ラス張工に使用する材料の規格はワイ
　　ヤーラス＃１４　５０×５０とする。

名 称

道　路　工

１．モルタル吹付を施工する前に必ず法面
　　清掃を行うものとする。

法面保護工

４．砂、セメント使用量及び標準配合は、

Ｄ－４１

規 格

ＪＩＳＧ３１１２

Ｄ１６ｍ／ｍ　＝４００㎜

ＪＩＳＧ３１１２

　　標準とし、湧水のある場所等について

ＭＦ－Ｔ－○○

ＭＦ－Ｔ１０～

モルタル吹付工

　　特別仕様書による。

６．伸縮目地は、標準として横断方向１０
　　ｍ間隔に、エラスチックフィラー（　　　　

７．アンカーボルトの仕様

８．端部処理及び施工位置の詳細について

９．出来形管理は、断面と施工面積とする。

１０

本数（１００㎡当り）

ア ン カ ー ボ ル ト

補助アンカーボルト
Ｄ１０ｍ／ｍ　＝２００㎜

　３０

１５０

注 意 事 項

吹付厚ｔ（㎝）

　　による。

　　ｔ＝１０ｍ）を施工する。

　　う。
　．設計変更は、施工面積の増減により行

工　　種

農業農村整備事業標準設計

設計番号

区分

秋　田　県

モルタル吹付の略称

吹付厚の略号

（注．標準厚は１０㎝）

関
連
図
番

ＶＵφ４０～７５　　　＝２００

５．水抜きパイプは、２～４㎡に１本を

３．ラス張工の重ね合わせは、特記仕様書

　　は、監督職員の指示による。

　　は、監督職員の指示による。

２０１２．４

208



公害防除特別土地改良編
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農業農村整備事業標準設計図
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畦 畔 工

畦畔Ａ型

畦畔Ｂ型

畦畔Ｃ型

1:1.0

h≧
200

300

h≧
27

5

h≧
27

5

h≦
30

0

30
0 1:0.51:

0.
5

300

30
0

1:
0.

5

h≧
27

5

h≧
27

5

30
0＜

h≦
10

00

h≧
20
0

客土材

300

30
0

1:
0.

5

h≧
27

5

h≧
27

5

h≧
20
0

1:1.2～
1.5

h＞
10

00

農業農村整備事業標準設計

工   種 畦 畔 工

I - 01

区 分 公．特

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

畦　畔　工

4. 畦畔Ｃ型施工の場合、外法勾配選定にあたって

1. 畦畔の高さは高位部田面高より30cmとする。

2. 外法勾配は田差により決定し施工する。

3. 畦畔は客土材により施工する。

5. 出来形管理は、断面延長について行なう。

2012.4

は、監督職員の指示による。
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農業農村整備事業標準設計

工   種 用水路工

C - 04

区 分

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

鉄筋コンクリ－ト

KBF－030－D ～ KBF－100－N

ベンチフリュ－ム水路

公．特

I - 06客土材

道路

田面 均し砂1:
1.
0

1:
1.
0

h≧
27

5

B300

H

h≧
30

0

田面 1:
1.
0

B300 300

H

h≧
30
0

田面

1:1.0

e

側壁頂部に縁をつけてもよい。その形状寸法は規定しない。

B 1

 ≧300

 ≒B+100

 ≒B+100

B

H

d

ＫＢＦ－○○○－○

ベンチフリューム水路の略称

（ＣＯＮＣＲＥＴＥ　ＢＥＮＣＨ　ＦＬＵＭＥ）

Ｄ両溝畔　Ｓ片溝畔

鉄筋コンクリートベンチフリューム水路（片溝畔）
ＫＢＦ－○○○－Ｓ

鉄筋コンクリートベンチフリューム水路（両溝畔）
ＫＢＦ－○○○－Ｄ

鉄筋コンクリート
ベンチフリューム寸法図

ベンチフリューム規格の略号

注 意 事 項

1. 鉄筋コンクリ－トベンチフリュ－ムは JISA-5372

設 計 番 号

KBF － 030 － ○

断 面 寸 法　（㎜）

300

B H B d e

350

400

450

500

550

600

650

700

800

900

1000 

KBF － 035 － ○

KBF － 040 － ○

KBF － 045 － ○

KBF － 050 － ○

KBF － 055 － ○

KBF － 060 － ○

KBF － 065 － ○

KBF － 070 － ○

KBF － 080 － ○

KBF － 090 － ○

KBF － 100 － ○

200

235

260

295

320

355

380

415

440

490

550

600

260

300

345

390

435

475

520

565

610

695

785

875

30

35

40

40

45

45

45

45

50

50

55

55

40

45

50

50

55

60

60

65

70

75

85

90

1

2015.4

及びこれに準ずる品質及び性能を有するものを使

用する。

3. ベンチフリュ－ムを布設する掘消面は均し砂を使

用して、不陸整正を行うこと。

2. 溝畔盛土は客土材により行う。

4. 小用水路については、所定の溝畔を確保し現地に

適合した施工をする。

合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は

監督職員の指示による。

5. 構造物との接続により製品延長に端数を生じた場

6. 出来形管理は、断面と延長とする。

7. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。
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農業農村整備事業標準設計

工   種 用水路工

I - 07

区 分

設計番号

秋　田　県

関

連
図

番

複水路型鉄筋コンクリ－ト

KBFD－030－L ～ KBFD－100－R

ベンチフリュ－ム水路

公．特

I - 06

客土材

B

H
e

側壁頂部に縁をつけてもよい。その形状寸法は規定しない。

田面 1:
1.
0

B300

H

h≧
30

0

h≧
27

5

道路

均し砂

1:
1.
0

h≧
27

5

H

h≧
30
0

田面

均し砂

B300

d

B 1

 ≒B+100

 ≧300

≒B+100

ＫＢＦＤ－○○○－○

ベンチフリューム水路の略称

（ＣＯＮＣＲＥＴＥ　ＢＥＮＣＨ　ＦＬＵＭＥ）

Ｌ左側　Ｒ右側

複水路型鉄筋コンクリートベンチフリューム水路（左側）

ＫＢＦＤ－○○○－Ｌ

鉄筋コンクリート
ベンチフリューム寸法図

ベンチフリューム規格の略号

複水路型鉄筋コンクリートベンチフリューム水路（右側）

ＫＢＦＤ－○○○－Ｒ

注 意 事 項

設 計 番 号

KBFD － 030 － ○

断 面 寸 法　（㎜）

300

350

400

450

500

550

600

650

700

800

900

1000 

KBFD － 035 － ○

KBFD － 040 － ○

KBFD － 045 － ○

KBFD － 050 － ○

KBFD － 055 － ○

KBFD － 060 － ○

KBFD － 065 － ○

KBFD － 070 － ○

KBFD － 080 － ○

KBFD － 090 － ○

KBFD － 100 － ○

200

235

260

295

320

355

380

415

440

490

550

600

260

300

345

390

435

475

520

565

610

695

785

875

30

35

40

40

45

45

45

45

50

50

55

55

40

45

50

50

55

60

60

65

70

75

85

90

B H B d e1

2015.4

1. 鉄筋コンクリ－トベンチフリュ－ムは JISA-5372

及びこれに準ずる品質及び性能を有するものを使

用する。

3. ベンチフリュ－ムを布設する掘消面は均し砂を使

用して、不陸整正を行うこと。

2. 溝畔盛土は客土材により行う。

4. 小用水路については、所定の溝畔を確保し現地に

適合した施工をする。

合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は

監督職員の指示による。

5. 構造物との接続により製品延長に端数を生じた場

6. 出来形管理は、断面と延長とする。

7. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。
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ＫＤＦ　○○－○○○－○－○

鉄筋コンクリート排水フリュームの略称

（ＤＲＡＩＮＧＥ　ＦＬＵＭＥ）

排水フリューム規格の略号

客土材

鉄筋コンクリート排水フリューム（両溝畔）

ＫＤＦ　０７－○○○－Ｄ－○

田面からの深さの略号

鉄筋コンクリート排水フリューム（両溝畔）

ＫＤＦ　１０－○○○－Ｄ－○

鉄筋コンクリート排水フリューム（両溝畔）

ＫＤＦ　１２－○○○－Ｄ－○ ＫＤＦ　１２－○○○－Ｓ－○

ＫＤＦ　１０－○○○－Ｓ－○

ＫＤＦ　０７－○○○－Ｓ－○

鉄筋コンクリート排水フリューム（片溝畔）

鉄筋コンクリート排水フリューム（片溝畔）

鉄筋コンクリート排水フリューム（片溝畔）

1:
1.

0

1:
1.

0

300 300 B 300 300

20
0

h≧
30

0

h≧
27

5

70
0

H

200

h≧
27

5h≧
30

0

1:
1.

0

1:
1.

0

300 300 B 300

20
0

h≧
30

0

h≧
27

5

70
0

H

200

1:
1.

0

h≧
30

0

h≧
27

5

300
1:

1.
0

300

20
0

200

h≧
27

5h≧
30

0B 300300

H 10
00

1:
1.

0

h≧
30

0

h≧
27

5

300

1:
1.

0

300

20
0

200

B300

H 10
00

1:
1.

0

h≧
30
0

h≧
27

5

300 300 300 300

h≧
30
0

h≧
27

5

1:
1.

0

20
0

20
0

H

12
00

1:
1.

0

h≧
30
0

h≧
27

5

300 300 300B

1:
1.

0

H

12
00

200

S:片溝畔　D:両溝畔　N:無溝畔

均し砂及び基礎類　N:無し
F:有 20

0

 =1000－Ｈ ≧1000－Ｈ =1000－Ｈ

=1300－Ｈ ≧1300－Ｈ =1300－Ｈ

=1500－H ≧1500－H =1500－H

農業農村整備事業標準設計

工   種 排水路工

I - 14

区 分

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

鉄筋コンクリ－ト

KDF07－504－D－F ～ KDF12－910－S－N

排水フリュ－ム排水路（1）

C - 14

公．特

B

2012.4

1. 排水フリュ－ムの種類、規格、許容モ－メントは

特記仕様書による。

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

5. 出来形管理は、断面と延長とする。

3. 小排水路については、耕区の中央で所定の断面を

満たし、現地に適合した施工をする。

4. 構造物との接続により製品延長に端数を生じた場

合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は

7. 製品幅B=1000㎜未満を排水フリュ－ムと呼び、B=

1000㎜を超える場合は大型フリュ－ム（排水タイ

プ）と呼ぶ。

2. 溝畔及び法面は客土材により施工する。

、監督職員の指示による。
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ＫＤＦ　○○－○○○－Ｎ－○

鉄筋コンクリート排水フリュームの略称

（ＤＲＡＩＮＧＥ　ＦＬＵＭＥ）

排水フリューム規格の略号

鉄筋コンクリート排水フリューム（無溝畔）

ＫＤＦ　０７－○○○－Ｎ－○

田面からの深さの略号

無　溝　畔

均し砂及び基礎類　N:無し
F:有

鉄筋コンクリート排水フリューム（無溝畔）

ＫＤＦ　１０－○○○－Ｎ－○

鉄筋コンクリート排水フリューム（無溝畔）

ＫＤＦ　１２－○○○－Ｎ－○

客土材

h≧
27

5

B 300300

20
0

H 70
0

200

1:
1.

0

h≧
27

5

20
0

200

1:
1.

0

B 300300

H

12
00

h≧
27

5

20
0

200

1:
1.

0

300300 B

H 10
00

=700－Ｈ

=1200－Ｈ

=1000－Ｈ

農業農村整備事業標準設計

工   種 排水路工

I - 15

区 分

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

1. 排水フリュ－ムの種類、規格、許容モ－メントは

鉄筋コンクリ－ト

KDF07－504－N－F ～ KDF12－910－N－N

排水フリュ－ム排水路（2）

C - 14

公．特

2012.4

特記仕様書による。

6. 設計変更は、規格毎の延長の増減により行う。

5. 出来形管理は、断面と延長とする。

3. 小排水路については、耕区の中央で所定の断面を

満たし、現地に適合した施工をする。

4. 構造物との接続により製品延長に端数を生じた場

7. 製品幅B=1000㎜未満を排水フリュ－ムと呼び、B=

1000㎜を超える場合は大型フリュ－ム（排水タイ

プ）と呼ぶ。

2. 溝畔及び法面は客土材により施工する。

合又は、曲線部施工によって間隔を生じた場合は

監督職員の指示による。
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道路工（敷砂利無）

ＫＲＢ　７０－Ｎ－Ｗ－○○－○

客土材

1:
1.

0
1:

1.
0

道路工（敷砂利無）

ＫＲＢ　５５－Ｎ－Ｗ－○○－○

1:
1.

0

道路工（敷砂利無）

ＫＲＢ　５０－Ｎ－Ｗ－○○－○

道路工（敷砂利有）

ＫＲＢ　７０－Ｇ－Ｓ－○○－○

1:
1.

0

道路工（敷砂利有）

ＫＲＢ　５５－Ｇ－Ｓ－○○－○

1:
1.

0

道路工（敷砂利有）

ＫＲＢ　５０－Ｇ－Ｓ－○○－○

1:
1.

0

7000

H

h≧
27

5

h≧
27

5

5500

H

h≧
27

5

5000

H

4000

5000

h≧
27

5H 10
0

h≧
27

5H

10
0

H

4500
5500

6000

7000

h≧
200

h=
20
0

h≧
27

5h≧
20
0

h≧
20
0

h≧
20
0

h≧
20
0

h≧
20
0

農業農村整備事業標準設計

工   種 道 路 工

I - 20

区 分

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

8. 設計変更は、幅員毎の延長の増減により行う。

1. 路面高さは、左右田面の高位部からとする。

7. 出来形管理は、断面と延長とする。

KRB70-N-W-09-D ～ KRB50-G-S-00-N

2. 道路延長方向の田差が大きく標準図によりがたい

場合は現地の状況に合わせて施工する。

4. 覆土は客土材により施工する。

道 路 覆 土 （1）
I - 21

公．特

3. 横断形状は路面排水が良好となるよう施工する。

5. 耳芝は人口芝とし幅7cmを使用する。

2012.4

6. 敷砂利の種類、品質、規格は特記仕様書による。
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ＫＲＢ　○○－○－○－○○－○

公、特での道路の略称
（ＲＯＡＤ　ＢＡＮＫＩＮＧ）

敷砂利の有無　有Ｇ　無Ｎ

道路上幅の略号

客土材による覆土　両側Ｗ　片側Ｓ

高さ範囲

道路工（敷砂利無）

ＫＲＢ40－Ｎ－Ｗ－○○－○

道路工（敷砂利有）

ＫＲＢ40－Ｇ－Ｓ－○○－○

1:1
.0

1:1
.0

4000

h≧
27

5H

4000

h≧
27

5H

3000

10
0

客土材

耳芝の有無　無Ｎ　片側Ｓ　両側Ｄ

h≧
20
0

h≧
20
0

農業農村整備事業標準設計

工   種 道 路 工

I - 21

区 分

設計番号

注 意 事 項

秋　田　県

関

連
図

番

8. 設計変更は、幅員毎の延長の増減により行う。

1. 路面高さは、左右田面の高位部からとする。

7. 出来形管理は、断面と延長とする。

KRB40-N-W-09-D ～ KRB40-G-S-00-N

2. 道路延長方向の田差が大きく標準図によりがたい

場合は現地の状況に合わせて施工する。

4. 覆土は客土材により施工する。

道 路 覆 土 （2）
I - 20

公．特

3. 横断形状は路面排水が良好となるよう施工する。

5. 耳芝は人口芝とし幅7cmを使用する。

記　号 高 さ 範 囲

0 0

0 3

0 6

0 9

 0 ＜ H ≦ 30 ㎝

30 ＜ H ≦ 60

60 ＜ H ≦ 90

㎝

㎝

 0 ㎝

2012.4

6. 敷砂利の種類、品質、規格は特記仕様書による。
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農業農村整備事業標準設計図

218



農　業　集　落　排　水　編
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農業農村整備事業標準設計図
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農業農村整備事業標準設計図
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